
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

特別支援教育における教育の情報化 
※各章において特別支援教育関係を記述 

誰 一 人 取 り 残 す こ と の な く  

公正に個別最適化された教育の実現 
 
→ 予測できない変化を前向きに受け止め、まだ知らぬ課題に主体的に向き合い、

関わり合い、論理的に思索する 
→ 自らの可能性を発揮し、よりよい社会と幸福な人生を生きるために、協働して

新たな価値観や行動を生み出す 
→ Society5.0 時代に生きる子供たちにとって、ICT 環境は鉛筆やノート等の

文房具と同様に不可欠 
→ １人１台の端末を活用した授業は、富士見丘小の「スタンダード」 

第１章 P.5  社会的背景の変化と教育の情報化  Preface 001-005 
１ 社会的背景               ２ 学習指導要領の重点     ３ 教育の情報化とは 

４ ＩＣＴ活用が目指す教育       ５ ＩＣＴ活用の実際       

第２章 P.11 Preface 006-009  
情 報 活 用 能 力 の 育 成 
１ 学びの基盤となる情報活用能力 

２ カリキュラム・マネジメント 

３ 情報活用能力指導計画 

４ 情報モラル教育 

第３章 P.19  Preface 010-012  
プログラミング教育の推進  
１ プログラミング教育とは 

２ プログラミング教育のポイント 

３ プログラミング教育の実際 

第６章 P.68 

Affairs 001-012 

学校における
ＩＣＴ環境 

 

１ デジタル教材 

２ デジタル教科書 

３ オンライン授業 

４ ＩＣＴ環境整備 

５ 健康面への配慮 

第５章 P.51 Class 001-012 
教科等の指導におけるＩＣＴ活用 
１ 学習場面における活用のポイント  

２ １人１台端末による学びの変容  

３ GIGA スクール学びの活用 実践事例  

第７章 P.83 Affairs 013-014 教員に求められるＩＣＴ活用指導力の向上 
１ ＩＣＴ活用指導力    ２ 教員の研修 

第８章  P.87  Affairs 015-018 校務の情報化 
１ クラウド活用全体構想          ３ 校務支援システムの活用 

２ 情報の共有化 iPad の活用       ４ 教育情報管理･運用規定 

 

 

第９章 Affairs 019-020 学校及び設置者等における教育の情報化に関する推進体制 
P.93  １ 教育委員会及び学校の管理職の役割 ２ ＩＣＴ支援員をはじめとする外部資源の活用 

教育情報セキュリティ・個人情報等の管理･運用規定 

第４章 P.23 Operation 001-027 
１ 人 １ 台 端 末 の 基 本 操 作  

（クラウドアプリ）  

１ はじめの一歩   

２ ＳＫＹ ＭＥＮＵ 

３ Ｇ-Ｓｕｉｔｅ    

４  くじらーニング 

 

Chromebook の
使い方 

Google の HP へ 

第 10 章  P.99  Reference 001-020 資料集 

https://www.google.com/chromebook/howto/
https://www.google.com/chromebook/howto/
https://www.google.com/chromebook/howto/


今日の社会は、生活のあらゆる場面で ICT を活用することが当たり前となっています。さら

に、人工知能（AI）やビッグデータ等の先端技術があらゆる産業や社会生活に取り入れられ、人

間の予測を超えて社会が進展し、社会の在り方そのものが現在とは「非連続的」と言えるほど劇

的に変わる「Society5.0」時代の到来が予測されています。 

 

このような新たな時代において、多様な子供たちを誰一人取り残すことのなく、公正に個別最

適化された教育を実現するとともに、子供たち一人一人の資質・能力を確実に育み、AI に代替

えされない創造性を育成することが重要です。 

 

そのためにも、次代を切り拓く子供たちには、これからの時代を生きていく上で基盤となる資

質・能力を確実に育成していく必要があります。 

今回改訂された学習指導要領においては、学習の基盤となる資質・能力として、従来の「言語

能力」「課題発見・解決能力」と並び、「情報活用能力」が位置付けられ、その育成を図ることと

されました。あわせて、その育成のために必要な ICT 環境を整え、それらを教科等横断的に適

切に活用した学習活動の充実を図ることとしており、情報教育や教科等の指導における ICT 活

用など、教育の情報化に関わる内容の一層の充実が求められています。 

 

これからの学びにとっては、ICT はマストアイテムであり、ICT 環境は鉛筆やノート等の文房

具と同様に教育現場において不可欠なものとなっていることを強く認識し、その整備を推進し

ていくとともに、学校における「教育の情報化」を推進していくことが極めて重要です。 

 

「教育の情報化」とは、ICTの特長を生かして、教育の質の向上を目指すものであり、具体的

には次の３つの側面から構成され、これらを通して教育の質の向上を図るものです。 

① 情報活用能力の育成 

子供たちの情報用能力（プログラミング的思考、情報モラルを含む）を養い、他者と協

働しながら新たな課題を探究し、新たな価値を創造する資質・能力を身に付ける。 

② 教科指導における ICT活用 

教員が、ICTを効果的に活用した分かりやすく深まる授業の実現等、新しい「学び」の

スタイルを形成する。 

③  校務の情報化 

これらの教育の情報化を支える基盤として、「 教師の ICT活用指導力等の向上」「学校

の ICT環境の整備」「教育情報セキュリティの確保」を実現する。 

 

本ガイドラインは、上記の理念に基づき、「教育の情報化」が一層進展するよう、教育を取り

巻く社会的背景等、教員のための指導資料、具体的な年間指導計画、児童・保護者向けの参考資

料、学校の教育情報セキュリティ等の管理･運用規定に至るまで、多面的・多角的に参考となる

手引きとして、本校の現時点でのすべてを一冊にまとめたものです。 

 とりわけ、同じ条件（環境）下の市内小中学校においても参考としていただけるよう、実際の

具体的な指導場面や指導資料を多く掲載しており、各校の実態に合わせて転用していただける

ように心掛けて作成しました。 

本ガイドラインが、具体的な取組みの中で活用され、教育の質の向上に寄与する「教育の情報

化」を推進する上での参考となれば幸いです。 



2 1 世紀にふさわしい学びのイノベーションの実現 

 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fuj imigaoka  
Elementary  
School 

Smart City  ** 
Smart Learning 

Global and 
Innovation 
Gateway for Al l  

tool      v is ion 
（Teaching tools for teachers）  

（Stationery for chi ldren）  

1年生デジタル教科書 R3.5.21 

Smart City   
Smart Learning tool     v is ion 

 

Smart とは、スマートシテ

ィーのイメージですが、直訳

すると、「賢い」「機敏」「小気

味よい」「小粋」などなど 

の意味があります。 
 

tool とは、「道具」という

意味です。ICT 機器は、魔法

の箱ではありません。何かを

成し遂げるために使う便利な

「道具」です。 

【 Smart tool の使い方】 
 
先生は、 

“賢い教具”として、 

指導に活用します。 
 
子供たちは、 

“賢い文房具”として、 

学習に役立てます。 

各教科等の「見方・考え方を深めるツール」として  

http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/2kihon/2kihon6jyouhou/jyouhou.html
https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/smartcity/index.html


           
 

                                                               

個
別

に
動

画
視

聴
 

      
自
分
の
課
題
や
進
度
に
合
わ
せ
て
、

教
材
動
画
に
よ
り
、
製
作
手
順
や
ポ

イ
ン
ト
等
を
確
認
し
な
が
ら
、
効
果

的
に
技
能
を
習
得
し
て
い
ま
す
。
 

R
3.

5.
26
 

児
童
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
 

      

１
年
生
が
児
童
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

（
生
活
科
）
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
た

り
、
拡
大
し
た
り
し
な
が
ら
、
興
味

深
そ
う
に
閲
覧
し
て
い
ま
し
た
。
 

R
3.

5.
21
 

授
業

de
く
じ
ら
ー
ニ
ン
グ
 

      
R
3.

5.
21
 

１
人
１
台
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

学
習
履
歴
型
ド
リ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を

使
っ
て
、
習
熟
の
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
授
業
で
も
活
用
し
て
い
ま
す
。
 

コ
 
グ

 
ト

 
レ

 
      

紙
と
鉛
筆
の
代
わ
り
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
活
用
し
て
様
々
な
コ
グ
ト
レ
を
し
て

い
ま
す
。
写
真
の
例
は
、
形
や
位
置
関
係

を
把
握
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。
 

R
3.

5.
13
 

オ
ン
ラ
イ
ン
児
童
集
会
 

       

R
3.

4.
28
- 

Z
O

O
M
を
使
っ
て
、
体
育
館
と
教

室
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ん
で
、
双
方

向
の
「
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
」
「
先
生

ク
イ
ズ
」
等
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
 

電
子

掲
示

板
 

       
G

IG
A
ス
ク
ー
ル
に
登
校
し
た
子
供
た

 
ち
は
、
大
型

T
V
で
１
日
の
予
定
を
確

 
認
し
、
自
分
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
課
題
を

 
受
け
取
っ
た
り
、
提
出
し
た
り
し
ま
す
。
 

R
2.

5.
21
 

情
報

の
発

信
・

受
信

 
      

学
校

H
P
や
マ
チ
コ
ミ
に
よ
る
情
報
発

信
、
メ
ー
ル
に
よ
る
欠
席
連
絡
や
ア
ン

ケ
ー
ト
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
双
方
向

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
実
現
。

 

R
2.
4.

1 

オ
ン
ラ
イ
ン
全
校
朝
会
 

       

R
2.

9.
28
- 

G
o
o
g
le

 M
e
e
t
を
使
っ
て
、
校
長

室
か
ら
、
動
画
や
プ
レ
ゼ
ン
の
画
面

を
提
示
し
な
が
ら
、
分
か
り
や
す
い

お
話
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
 

動
き

を
比

較
す

る
 

      
撮
影
し
た
動
画
を
す
ぐ
そ
の
場
で
再

生
。
課
題
を
明
確
化
し
な
が
ら
練
習

し
て
い
ま
す
。
前
回
の
動
き
と
重
ね

た
り
、
並
べ
た
り
も
で
き
ま
す
。

 

R
3.
5.

24
 

ク
ラ

ウ
ド

観
察

記
録

 
      

S
k
y 

M
e
n
u
を
使
っ
て
、
画
像
や
動
画

の
記
録
・
保
護
が
容
易
と
な
り
、
手
書

き
の
ス
ケ
ッ
チ
と
併
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
学
び
が
一
層
深
ま
り
ま
す
。
 

R
3.

5.
18
 

発
表

ノ
ー

ト
を

提
出

 
      

発
表
ノ
ー
ト
で
課
題
の
配
布
や
提
出
が

で
き
、
画
面
上
に
手
書
き
で
線
や
文
字

を
書
き
込
ん
だ
り
、
画
像
を
貼
り
付
け

た
り
、
多
様
な
活
用
を
し
て
い
ま
す
。

 

R
3.

4.
20
 

情
報

モ
ラ

ル
教

育
 

       
情
報
社
会
の
一
員
と
し
て
法
の
遵
守
や

倫
理
と
と
も
に
、
ネ
ッ
ト
犯
罪
か
ら
身

を
守
る
な
ど
、
安
全
で
適
切
な
判
断
や

行
動
が
取
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

 

R
3.
5.

21
 

オ
ン
ラ
イ
ン
学
校
公
開
 

      
R
2.

10
.7
- 

Z
O

O
M
を
使
っ
て
、
学
校
と
家
庭

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
び
、
日
常
の
授

業
や
道
徳
公
開
、
学
校
行
事
の
様
子

を
随
時
配
信
し
て
い
ま
す
。
 

家
庭

de
く
じ
ら
ー
ニ
ン
グ
 

 
      

R
3.
5.

26
 

く
じ
ら
ー
ニ
ン
グ
は
、
授
業
の
内
容

を
放
課
後
や
家
庭
で
も
、
連
続
し
て

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
学
び
の
連

続
性
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

Fu
ji
mi

 A
rt

 G
al
le
y 
We
b 

      
R
3.

4.
26
- 

G
o
o
g
le

 P
h
o
to

s
を
使
っ
て
、
自
分

で
撮
影
し
た
作
品
を
ク
ラ
ウ
ド
に
保
存

し
、
互
い
に
学
び
合
う
教
材
と
と
も
に
、 

ご
家
庭
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。
 

え
い

ご
で

あ
そ

ぼ
う

 
      

Z
O

O
M
を
使
っ
て
、
毎
週
日
曜
、

本
校

O
G
の
大
学
生
と
３
・
４
年

生
の
希
望
者
が
、
や
さ
し
い
英
会
話

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
 R

2.
5.

17
- 

ポ
ジ

シ
ョ

ニ
ン

グ
 

      
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
使
っ
て
、
自
分

の
思
考
を
言
葉
で
表
現
す
る
と
と
も

に
２
次
元
グ
ラ
フ
で
可
視
化
し
、
活

発
に
意
見
交
流
し
て
い
ま
す
。
 

R
3.
5.

26
 

思
考

を
共

有
す

る
 

      

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
ノ
ー
ト
等
を
投

影
。
自
分
の
考
え
や
意
見
を
発
表
し

 
学
び
合
う
こ
と
で
、
思
考
力
、
判
断
力
、

 
表
現
力
等
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

 

R
2.

11
.5
 

考
え

議
論

す
る

 
       

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
複
数

の
児
童
が
同
時
に
書
き
込
め
ま
す
。

お
互
い
の
考
え
を
共
有
し
て
話
し
合

う
場
が
生
ま
れ
ま
す
。

 

R
2.

9.
26
 

バ
ー
チ
ャ
ル
社
会
科
見
学
 

       
昭
島
の
水
道
「
ネ
ッ
ト

D
E
見
学
」

を
、
各
自
で
閲
覧
。
調
べ
た
こ
と
を

付
箋
に
ま
と
め
、
整
理
す
る
こ
と
で

互
い
の
着
眼
点
を
共
有
し
ま
し
た
。

 

R
3.

5.
20
 

教
科
書
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
 

 
 

     
教
科
書
を
め
く
る
と
、

Q
R
コ
ー
ド
が

各
所
に
付
い
て
い
ま
す
。

Q
R
コ
ー
ド

を
読
み
取
り
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
理
解
が
深
ま
り
ま
す
。
 

R
3.

4.
13
 

大
型
Ｔ
Ｖ
と
実
物
投
影
機
 

      

大
型

T
V
と
実
物
投
影
機
を
使
っ
て
手

元
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち
の

視
線
を
上
げ
、
焦
点
化
・
イ
メ
ー
ジ
化

さ
せ
、
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。
 

R
2.
10
.1
 

 

教
科
書
連
動
コ
ン
テ
ン
ツ
 

 
      

教
科
書
に
連
動
し
た
動
画
を
有
効
に

活
用
す
る
こ
と
で
、
毛
筆
の
筆
づ
か

い
や
穂
先
ま
で
、
繰
り
返
し
視
聴
し

た
り
、
ス
ロ
ー
に
し
た
り
し
ま
す
。
 

R
2.

9.
19
 

指
導
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
 

      

指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
大
型

T
V
に
映
し
て
、
文
章
を
内
容
の
ま

と
ま
り
ご
と
に
色
分
け
し
た
り
し
て

動
画
を
再
生
し
た
り
で
き
ま
す
。
 

R
2.

12
.1
6 

フ
ィ
ジ
カ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
 

      

組
み
立
て
た
ロ
ボ
ッ
ト
に
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
で
命
令
を
出
し
、
目
的
に

応
じ
た
一
連
の
動
き
を
さ
せ
、
よ
り

よ
い
社
会
づ
く
り
に
生
か
し
ま
す
。

 

R
2.

12
.8
 

ビ
ジ
ュ
ア
ル
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
 

     

S
c
ra

tc
h
や

V
IS

C
U

IT
の
言
語
を

使
っ
て
、
プ
ロ
セ
ス
を
組
み
合
わ
せ

て
動
か
す
過
程
で
、
論
理
的
思
考
や

課
題
解
決
能
力
を
育
成
し
ま
す
。

 

R
2.

12
.1
4 

ア
ン
プ
ラ
グ
ド
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
 

      

身
近
な
物
事
を
テ
ー
マ
に
、
順
序
立

て
て
考
え
た
り
、
考
え
て
い
る
こ
と

を
可
視
化
し
た
り
、
物
事
を
論
理
的

に
考
え
る
学
習
を
し
ま
す
。

 

R
3.

2.
16
 

ス
ト
ッ
プ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
 

      

パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
の
他
に
、
様
々
な
ア
プ
リ
や

動
画
を
参
考
に
し
て
、
創
造
力
を
働

か
せ
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

 

R
2.

12
.9
 

校
務

の
情

報
化

推
進

 
       

校
務
用

P
C
、
学
習
用

T
B
、
多
目
的

iP
a
d
と
、
３
種
類
の
端
末
を
使
い
こ

な
し
て
、
情
報
の
共
有
・
一
元
化
等
、 

効
率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

 

R
3.

4.
12
 

教
員

研
修

の
充

実
 

       
教
育
の
情
報
化
に
向
け
て
、

IC
T
を
活
用

し
た
教
員
の
指
導
力
向
上
と
と
も
に
効
果

的
な
教
材
開
発
や
学
習
履
歴
の
活
用
、
指

導
体
制
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

 

R
2.

7.
30
 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
環

境
の

整
備

 
         

R
2.

9.
23
 

１
年
前
は
ブ
ラ
ウ
ン
管

T
V
が
全
教
室
に

鎮
座
。
大
型

T
V
、
O

H
V
、
児
童
用
端
末
、

教
員
用

iP
a
d
、
高
速
通
信
回
線
、
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
等
、
急
速
に
整
備
し
て
い
ま
す
。 

管
理

規
定

等
の

整
備

 
       

R
3.

4.
1 

情
報
発
信
や
個
人
情
報
の
保
護
、
管

理
・
運
用
方
針
、
児
童
の
健
康
に
関

す
る
留
意
事
項
等
、
校
内
規
定
を
定

め
、
法
令
等
を
遵
守
し
て
い
ま
す
。

 

A
k

is
h

im
a

 C
it

y
 

 
F

u
ji

m
ig

a
o

k
a

 
 

E
le

m
e

n
ta

r
y
 S

c
h

o
o

l 
G

lo
b

a
l 

a
n

d
 

In
n

o
v

a
ti

o
n

 
G

a
te

w
a

y
 f

o
r
 A

ll
 

S
m

a
r
t 

C
it

y
 

*
*
 

S
m

a
r
t 

L
e

a
r
n

in
g

 

to
o

l 
（

T
e

a
c

h
in

g
 t

o
o

ls
 f

o
r
 t

e
a

c
h

e
rs
）

 
（

S
ta

ti
o

n
e

r
y
 f

o
r
 c

h
il
d

r
e

n
）

 
S
in

c
e
 2

0
2

0
 

登
校
前
に
、
家
か
ら
出
欠
連
絡
と
健
康
記
録
・
宿
題
等
を
提
出
し
ま
す
。

 

登
校
し
た
ら
、
電
子
掲
示
板
で
今
日
の
予
定
や
課
題
を
確
認
し
ま
す
。

 

１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
、
短
作
文
の
テ
ー
マ
や
コ
グ
ト
レ
を
受
け
取
り
、

 

作
文
チ
ャ
レ
ン
ジ
ノ
ー
ト
を
書
い
た
り
朝
の
読
書
を
し
た
り
、
１
日
の
始
ま
り
。

 

授
業
で
は
、
先
生
が
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
や
動
画
で
分
か
り
や
す
く
説
明
。

 

ま
ず
は
、
個
に
応
じ
た
課
題
や
多
様
な
資
料
を
活
用
し
て
、
自
力
解
決
。

 

S
K

Y
M

E
N

U
 C

lo
u
d
や

 
G

-
S
u
it
e
を
用
い
て
、
発
表
し
た
り
共
有
し
た
り
。

 

複
数
の
考
え
か
ら
議
論
、
協
働
し
、
課
題
を
解
決
し
て
い
き
ま
す
。

 

言
語
能
力
と
同
様
、
「
学
習
の
基
盤
と
な
る
資
質
・
能
力
」
で
あ
る
情
報
活
用

能
力
を
育
成
し
、

IC
T
機
器
を
「
S
m

ar
t 

to
o
l（
賢
い
道
具
）
」
と
し
て
使
い
こ

な
し
て
、
各
教
科
の
学
び
を
深
め
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
で
は
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
を
育
成
し
、
論
理
的
な
思
考
力
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

 

１
人
１
台
端
末
と
高
速
通
信
回
線
に
よ
り
、
時
間
的
・
空
間
的
制
約
を
超
え
、

双
方
向
性
が
担
保
さ
れ
る
こ
と
で
、
学
校
と
家
庭
が
円
滑
に
つ
な
が
り
、
学

び
の
連
続
性
、
生
活
の
連
続
性
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

F
G

S
ｔ構
想
は
、
子
供

た
ち
が
主
体
的
に
学
習
す
る
「
新
た
な
学
び
」
を
創
造
し
ま
す
。

 

v
is

io
n

 
 

※
 
写
真
は
、
令
和
２
年
度
以
降
の

本
校
の
教
育
実
践
の
実
際
で
す
。

 

※
 
現
在
、
そ
し
て

近
い
未
来
の
学
校

の
姿
で
す
。

 

https://www.aob.co.jp/douga/kateikadouga.html
https://www.kyoiku-shuppan.co.jp/2020shou/seikatsu/digital/index.html
https://www.kyoiku-shuppan.co.jp/2020shou/seikatsu/digital/index.html
https://support.education.ne.jp/ela/manual/eLA2013_kihonkinouitiran.pdf
https://cog-tr.net/
https://zoom.us/jp-jp/meetings.html
https://www.mext.go.jp/a_menu/other/index_00001.htm
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/
http://mail.machicomi.jp/
https://apps.google.com/intl/ja/meet/
https://www.skymenu-class.net/function/function03-05.html
https://www.skymenu-class.net/function/function05-01.html
https://www.skymenu-class.net/function/function03-05.html
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1369617.htm
https://zoom.us/jp-jp/meetings.html
https://ela.kodomo.ne.jp/students
https://www.google.com/intl/ja/photos/about/
https://zoom.us/jp-jp/meetings.html
https://www.skymenu-class.net/function/function03-01.html
https://www.kknews.co.jp/maruti/ict/071103_8a.html
https://www.skymenu-class.net/function/function02-02.html
https://www.city.akishima.lg.jp/li/010/020/010/030/030/010/index.html
https://www.kyoiku-shuppan.co.jp/2020shou/seikatsu/digital/index.html
https://hoteduup.jp/online/
https://www.mitsumura-tosho.co.jp/2020s_digital/products_s/index.html
https://www.mitsumura-tosho.co.jp/2020s_digital/products_s/index.html
https://www.mitsumura-tosho.co.jp/kyokasho/s_shosha/index.html
https://legoedu.jp/wedo2/
https://scratch.mit.edu/about
https://www.viscuit.com/
https://www.nhk.or.jp/school/sougou/texico/
https://www.nhk.or.jp/school/sougou/texico/
https://www.nhk.or.jp/school/ouchi/
https://support.apple.com/ja-jp/education
https://www.mext.go.jp/content/20200221-mext_syoto02-000005120_4.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20191219-mxt_syoto01_000003363_14.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/2kihon/2kihon6jyouhou/jyouhou.html
https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/smartcity/index.html


          
 

                                                               

協
働

学
習

 
（
意
見
の
分
類
・
整
理
）
 

       

協
働

学
習

 
（
発
表
・
討
論
）
 

       

一
斉

学
習

 
（
デ
ジ
タ
ル
ノ
ー
ト
に
表
現
・
記
録
）
 

       

協
働

学
習

 
（
携
帯
端
末
で
の
情
報
収
集
）
 

       

地
域

 
       

協
働

学
習

 
       

地
域

 
       

個
別

学
習

 
（

基
礎

・
基

本
の

習
得

）
 

       

個
別

学
習

 
（

思
考

を
深

め
る

学
習

）
 

       

教
員

に
よ

る
活

用
 

（
教
材
作
成
・
学
習
履
歴
の
活
用
・
教
材
共
有
）
 

       

一
斉

学
習

 
（
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
・
教
材
か
ら
知
識
の
獲
得
）
 

       

R
2.

4.
20
 

R
2.

11
.2
9 

R
3.

2.
26
 

R
3.
4.

20
 

R
3.

4.
20
 

R
2.

12
.8
 

R
2.

9.
23
 

R
3.

4.
16
 

R
3.

4.
13
 

R
3.
2.

19
 

R
2.

9.
9 

R
3.

4.
28
 

R
2.

8.
2 

R
2.
5.

18
 「
教
育
の
情
報
化
」
が
果
た
す
役
割

 

 

2
1
世
紀
を
生
き
る
子
供
た
ち
に
求
め
ら
れ
る
力
を
育
む
教
育
を
行
う
た
め
に
は
、
子
供
た
ち
の
学
習
や

生
活
の
主
要
な
場
で
あ
る
学
校
に
お
い
て
、
教
育
の
情
報
化
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

 
 
○
子
供
た
ち
の
情
報
活
用
能
力
の
育
成

 

○
IC

T
を
効
果
的
に
活
用
し
た
分
か
り
や
す
く
深
ま
る
授
業
の
実
現

 

○
校
務
の
情
報
化
の
推
進

 

 

教
育
の
情
報
化
の
推
進

 

  

情
報
化
が
進
展
す
る
中
で
、
学
校
に
お
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
・
教
材
、
情
報
端
末
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
環
境
等
が
整
備
さ
れ
、

IC
T

 
の
特
長
を
最
大
限
に
生
か
し
、
「
一
斉
指
導
に
よ
る
学
び
（
一
斉
学
習
）
」
に

加
え
、
「
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
能
力
や
特
性
に
応
じ
た
学
び
（
個
別
学
習
）
」
「
子
ど
も
た
ち
同
士
が
教
え

合
い
学
び
合
う
協
働
的
な
学
び
（
協
働
学
習
）
」
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

 
 

※
 I

C
T
と
は

 
In

fo
rm

a
ti
o
n
 a

n
d
 C

o
m

m
u

n
ic

a
ti
o
n

 T
e
c
h

n
o
lo

g
y
の
略
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
情
報
通
信
技
術
の
こ
と

 

教
育
の
情
報
化
に
よ
る
「
学
び
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

 

2
1
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
学
び
の
環
境
と
そ
れ
に
基
づ
く
学
び
の
姿
（
例
）
 

IC
T
を
活
用
し
た
授
業
に
お
い
て
は
、
「
一
斉
学
習
」
、
「
個
別
学
習
」
、
「
協
働
学
習
」
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
場
面
が
相
互
に
組
み
合
わ
さ
れ
た
学
び
の
場
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
て
、
地
域
の
人
々
や
国
内
外
の
学
校
の
子
ど
も
た
ち
、
さ
ら
に
は
、
社
会
教

育
施
設
、
研
究
機
関
等
の
専
門
家
等
と
の
交
流
を
図
り
、
多
角
的
な
思
考
力
等
を
育
む
授
業
を
行
い
ま
す
。
 

子
供
た
ち
が
情
報
端
末
を
用
い
て
繰
り

 
返
し
学
習
を
行
っ
た
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
の
回
答
の
診
断

と
そ
の
個
に
応
じ
た
補
充
・
発
展
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
知
識
の
定
着
や

技
能
の
習
熟
を
図
り
、
基
礎
基
本
の
習

得
に
つ
な
が
る
活
動
を
行
い
ま
す
。
 

図
形
等
の
拡
大
・
縮
小
・
回
転
等
の
操

作
を
容
易
に
行
い
試
行
錯
誤
を
可
能
と

し
、
課
題
を
明
確
に
す
る
こ
と
な
ど
、

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
深
め
る

活
動
を
行
い
ま
す
。
 

地
域
の
大
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
植
物
の
観
察
、
情
報
端
末
で
の
撮
影
等
に
よ
り
、
必
要
な
情
報
を
収
集
す
る
と

と
も
に
、
気
付
い
た
こ
と
を
記
録
し
ま
す
。
 

ビ
デ
オ
録
画
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
様
子
や
デ
ジ
タ
ル
顕
微
鏡
で
撮
影
し
た
こ
と
を
、

 
「
デ
ジ
タ
ル
ノ
ー
ト
」
を
用
い
音
声
や
写
真
な
ど
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
で
表
現
し
ま
す
。
 

子
供
た
ち
の
情
報
端
末
や
電
子
黒
板
を

 
無
線

L
A

N
で
つ
な
ぎ
、
情
報
端
末
へ
の

書
き
込
み
を
電
子
黒
板
等
で
一
斉
に
共

有
し
、
発
表
・
討
議
を
行
い
ま
す
。
 

自
己
の
意
見
や
他
者
の
意
見
に
つ
い

て
、
観
点
ご
と
に
分
類
・
整
理
す
る

場
合
に
有
効
で
す
。

 

（
注

1
）

 
各
部
の
名
称
は
仮
称
で
あ
る
。
例
え
ば
、
基
本
エ
ン
ジ
ン
は
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

 

（
注

2
）

 
基
本
性
能
と
し
て
は
、
編
集
・
移
動
・
追
加
・
削
除
・
採
点
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

 

（
注

3
）

 
「
学
習
者
用
表
現
・
協
働
学
習
ツ
ー
ル
」
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
ノ
ー
ト
、
メ
ー
ル
等
が
考
え
ら
れ
る
が
、
学
習
者
用
デ
ジ
タ

 

ル
教
科
書
・
教
材
の
範
疇
に
含
め
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

 

（
注

4
）

 
「
指
導
者
用
ツ
ー
ル
」
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
情
報
端
末
の
画
面
を
モ
ニ
タ
ー
及
び
制
御
す
る
こ
と
等
が
考
え
ら
れ
る

 

が
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
・
教
材
の
範
疇
に
含
め
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

 

（
注

5
）

 
授
業
風
景
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
特
定
の
情
報
端
末
等
を
想
定
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

 

文
字
や
画
像
等
の
拡
大
機
能
、
ア
ニ
メ
ー

 
シ
ョ
ン
や
立
体
画
像
を
示
す
機
能
等
に
よ

 
り
、
子
供
た
ち
一
人
一
人
の
学
習
ニ
ー
ズ

に
柔
軟
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
教
員
の

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
と
の
連
動
に
よ
り
、
知

識
の
獲
得
を
可
能
と
し
ま
す
。
 

教
員
の
教
材
作
成
・
学
習
履
歴
の
活
用
・

教
員
間
の
情
報
共
有
等
、
校
務
の
情
報
化

に
お
け
る
活
用
が
有
効
で
す
。
 

 
こ
の
よ
う
な
「
学
び
」
は
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
の
習
得
や
、
思
考
力
・
 判

断
力
・
表
現
力
等
や
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
等
の
育
成
に
有
効
で
す
。
 

 

家
庭

 
 

他
の
学
校
 

 

外
部
の
専
門
機
関

 
（
図
書
館
・
博
物
館
・
研
究
機
関
等
）
 

 

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
・

 
教
材
の
配
信

 

コ
ン
テ
ン
ツ
配
信

 
中
継
サ
ー
バ
ー
 

高
速
無
線

L
A

N
 

次
世
代
携
帯
通
信
 

 

 

サ
ー
バ
か
ら
全
部
ま
た
は
一
部
配
信

 



                                                                          

昭
島
市
立
富
士
見
丘
小
学
校

  
 
 
Ｇ

Ｉ
Ｇ

Ａ
ス

ク
ー

ル
構

想
「

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

」
(
案

)
 

令
和
３
年
５
月

 

第
１
章

 
社

会
的

背
景

と
 

教
育

の
情

報
化

 

第
２
章

 
 

情
報

活
用

能
力

の
育

成
 

第
３
章

 
 

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
教

育
の

推
進
 

第
６
章

 

学
校

に
お

け
る

Ｉ
Ｃ

Ｔ
環

境
 

第
５
章

 
教
科
等
の
指
導
に
お

け
る

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
 

第
４
章

 
 

１
人

１
台

端
末

 
の

基
本

操
作

 

第
７
章

 
教

員
の

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
指

導
力

 

第
８
章

 
 

校
務

の
 

情
報

化
 

第
９
章

 

教
育

の
情

報
化

推
進

体
制

 

新
た
な
時
代

 
S

o
c
ie

t
y

5
.0
を
生
き
抜
く

 
「
ふ
じ
み
の
子
」

 
 

未
知
の
課
題
を
思
索
し

 
 

協
働
し
て
新
た
な
価
値
観
や
行
動
を
生
み
出
し

 
豊
か
で
活
力
あ
る
未
来
を
創
造
す
る

 

誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な
く

 

公
正
に
個
別
最
適
化
さ
れ
た
教
育
の
実
現

 

準
 
備
 
期
 

令
和
２
年
度

 
開

 
始
 
 
 
～
 
 
実
 
践
 
研
 
究
 

 
～
 
活
 用

 充
 実

 
令
和
３
年
度

 
 

 
 

 
 
 
令
和
４
年
度

 
 
 

 
 
 
 
令
和
５
年
度

 
深
 
化
・
定
 
着
 
期
 

令
和
６
年
度

 
 

 
 
 
令
和
７
年
度

 

情
報
活
用
能
力
・
情
報
モ
ラ
ル
教
育

 
指
導
計
画
の
立
案

 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
 
 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
で
育
成
す
べ
き
資
質
能
力

 

系
統

的
な

指
導

計
画

の
立

案
 

 

一
斉

学
習

 

 

保
護
者
や
地
域
、
大
学
や
関
係
機
関
等
と
の
連
携

 
多
彩
な
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用

 
大
学
生
と
「
え
い
ご
で
あ
そ
ぼ
う
」

 
大
学
院
生
と
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
 

 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
は
じ
め
と
す
る
外
部
資
源
の
活
用

 
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
や
専
門
家
に
よ
る
研
修
、
授
業
支
援
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
等
に
お
け
る
監
修
･指

導
･
助
言
 

 

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
・
対
応

 

iP
ad

の
活
用

 
ク
ラ
ウ
ド
の
活
用
 

 

個
別

学
習

 

 

協
働

学
習

 

 

く
じ
ら
ー
ニ
ン
グ

 
の
基
本
操
作

 

 

Ｓ
Ｋ
Ｙ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｕ

 
の
基
本
操
作

 

Ｇ
-
Ｓ
ｕ
ｉ
ｔ
ｅ

 
の
基
本
操
作

 

 

ア
ン
プ
ラ
グ
ド

 プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

 

 

ビ
ジ
ュ
ア
ル
 
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

 

フ
ィ
ジ
カ
ル
 プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン

 

個
別
端
末
の
理
解
と
設
定

 

学
び
の
基
盤
と
な
る
情
報
活
用
能
力
の
理
解

 
 

情
報
の
科
学
的
な
理
解
②

 
情
報
を
適
切
に
扱
っ
た
り
、
自
ら
の
情
報
活
用
を
評
価
・
改
善
し
た
り
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
理
論
や
方
法
の
理
解

 

情
報
の
科
学
的
な
理
解
①

 
情
報
活
用
の
基
礎
と
な
る
情
報
手
段
の
特
性
の
理
解

 

情
報
活
用
の
実
践
力
⑤

 
受
け
手
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
た
発
信
・
伝
達

 

情
報
活
用
の
実
践
力
④

 
情
報
の
表
現
･処

理
･
創
造

 

情
報
活
用
の
実
践
力
③

 
情
報
の
収
集
判
断

 

情
報
活
用
の
実
践
力
②

 
情
報
手
段
の
適
切
な
活
用

 
情
報
活
用
の

 
実
践
力
①

 
 

情
報
手
段
の

 

基
礎
的
な
操
作
習
得

 

情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
推
進
③

 
望
ま
し
い
情
報
社
会
の
創
造
に
参
画
し
よ
う
と
す
る
態
度

 
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
推
進
②

 
生
活
の
中
で
情
報
が
果
た
し
て
い
る
役
割
や
及
ぼ
し
て
い
る
影
響
の
理
解

 
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
推
進
①

 
情
報
モ
ラ
ル
の
必
要
性
や
情
報
に
対
す
る
責
任

 

公
共
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

社
会
の
構
築
 

情
報
社
会
の
一
員
と
し
て

 
公
共
的
な
意
識
を
持
つ

 

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
 

基
本
操
作
 

使
用
に
際
し
て
の

 

約
束
の
確
認

 

「
So
ci
et
y5
.0
」
「
SD
Gs
」
「
学
習
指
導
要
領
が
目
指
す
情
報
活
用
能
力
」
「
教
育
の
情
報
化
が
目
指
す
３
つ
の
側
面
」
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
目
指
す
教
育
の
在
り
方
」

 
こ
れ
ま
で
の
活
用
 

×
 

１
人
１
台
端
末
  

 

学
び
の
深
化

 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的

思
考
の
醸
成

 
論
理
的
思
考
、
問
題
解
決
力

 
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
力

 

情
報
活
用
の
実
践
力

 
順
序
や
制
御
・
演
算
・
分
岐
を
意
図
し
て
設
定
で
き
る

 

 

情
報
の
科
学
的
理
解

 
情
報
を
予
測
し
、
順
序
を
考
え
な
が
ら
命
令
や
条
件
を
組
み
立
て
る

 

 

情
報
社
会
に
参
加
す
る
態
度

 
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
よ
り
よ
い
生
き
方
や
社
会
に
生
か
そ
う
と
す
る

 

 

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
日
常
的
な
活
用

 
週
１
時
間
以
上
 
⇒
 
毎
日
１
時
間
以
上
 
⇒
 
す
べ
て
の
授
業
等
で
の
活
用

 

 

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
家
庭
利
用

 
 

 
く
じ
ら
ー
ニ
ン
グ
の
家
庭
利
用
 
 
長
期
欠
席
児
童
へ
の
対
応
 
 休

校
中
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

 
 
日
常
的
な
学
び
の
連
続

 

 

効
果
的
な
活
用
を
３
段
階
で
深
化
 

授
業
力
向
上
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業

 実
施
校

 

・
IC
T
を
活
用
し
た
指
導
の
実
践

 

・
場
面
に
応
じ
て
ど
の
よ
う
に
使
う
か
 

・
１
人
１
台
端
末
に
よ
る
学
び
の
変
容
 

学
び
の
変
容

 

個
別
最
適
化
の
実
現
 

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１

 
“
す
ぐ
に
で
も
”
“
ど
の
教
科
で
も
”
“
誰
で
も
”
使
え
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

 

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２

 
１
人
１
台
端
末
を
活
用
し
て
、
教
科
の
学
び
を
深
め
、
教
科
の
学
び
の
本
質
に
迫
る

 

 

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３

 
１
人
１
台
端
末
を
活
用
し
て
、
教
科
の
学
び
を
つ
な
ぎ
、
社
会
課
題
の
解
決
に
生
か
す

 

 

デ
ジ
タ
ル
教
材
の
活
用

 
教
科
書
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
、
N
HK
 F
or
 S
ch
oo
l、

文
科
省
の
動
画
教
材
、
教
育
用
ア
プ
リ
な
ど
、
Ｗ
ｅ
ｂ
上
の
多
彩
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
す
る

 

 

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
活
用

 
教
師
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
日
常
的
な
活
用
、
指
導
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
日
常
的
な
活
用

 

 

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
推
進

 
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
と

SK
Y
ME
N
U
や

G
-S
ui
te

の
効
果
的
な
活
用

 

 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
お
け
る
健
康
面
へ
の
配
慮

 

 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

 
文
科
省
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
実
証
事
業
重
点
校

 

大
型
Ｔ
Ｖ

 
実
物
投
影
機

 
通
信
回
線

 

iP
a
d
  

1
人

1
台
端
末

  
デ
ジ
タ
ル
教
材
 

 

学
び
を
止
め
な
い

 

未
来
の
教
室

 

安
全
・
安
心
な
 

推
進
体
制
の
確
立
 

社
会
の
意
識
改
革

 

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
学
校
公
開
・
行
事
公
開

 

校
内
の
推
進
体
制

 
 

校
内
研
究
推
進

 
IC
T
担
当
等
の
校
務
分
掌

 

各
種
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

 
IC
T
運
用
・
管
理
規
定
等
の
整
備

 

共
有
フ
ォ
ル
ダ
・
ク
ラ
ウ
ド

 
の
整
備
、
管
理

 
情
報
共
有

 
情
報
の
一
元
化

 

個
人
情
報
の
管
理

 

社
会
的
背
景
・
学
習
指
導
要
領

 
教
育
の
情
報
化

 
IC
T
活
用
の
ね
ら
い
の
理
解

 

 

校
内
研
究
の
推
進
・
深
化

 
 

教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
修

 
 

オ
ン
ラ
イ
ン
個
別
面
談
・
家
庭
訪
問
・
在
籍
校
訪
問

 

統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム

 

や
ク
ラ
ウ
ド
等
の
活
用
に
よ
り

 

校
務
用
と
学
習
用
の
デ
ー
タ
一

共
有
・
一
元
管
理
の
研
究

 

教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
研
修

 
昭
島
市
教
育
委
員
会

 研
究
奨
励
校

 

研
究
成
果
の
発
信
・
共
有

 
 

学
習
状
況
の
可
視
化

 

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

 

基
本
操
作

 
安
全
・
安
心
に
基
づ
く

 
道
具
と
し
て
の
利
活
用

 

教
員
の
教
育
の
情
報
化
 

ス
キ
ル
の
向
上
 

エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
 

校
務
の
情
報
化
に
よ
る
 

教
員
の
働
き
方
改
革

ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
バ
ラ
ン
ス
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第１章  
 

社会的背景の変化 

と教育の情報化 
 

Preface 001-005  
１ 社会的背景 

２ 学習指導要領の重点 

３ 教育の情報化とは 

４ ＩＣＴ活用が目指す教育 

５ ＩＣＴ活用の実際 
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社 会 的 背 景  S o c i e t y 5 . 0  

つ  か  

 
 
 
 
 

ねらい：新たな社会 Society5.0（５番目の社会）の到来 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂性のある社会 
の実現のため、2030年を年限とする17の国際目標 ＳＤＧｓ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

第１章 社会的背景の変化と教育の情報化 
１ 社会的背景  ２ 学習指導要領の重点  ３ 教育の情報化とは  ４ ＩＣＴ活用が目指す教育  ５ ＩＣＴ活用の実際 

Preface ００１ 

社会の在り方そのものが現在とは「非連続的」と言えるほど劇的に変わる時代 
 
→サイバー（仮想）空間とフィジカル（現実）空間を高度に融合させたシス

テムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会 
 
→狩猟社会（Society 1.0）、農耕社会（Society 2.0）、工業社会（Society 

3.0）、情報社会（Society 4.0）に続く、新たな社会を指すもので、我が

国が目指すべき未来社会の姿として提唱 

富士見丘小学校 

オンライン 

「えいごであそぼ」 
臨時休校期間から継続 R2.5.17～ 

Society 5.0 
内閣府 

https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/index.html
https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/index.html
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新 学 習 指 導 要 領 (令和２年度～) の 重 点  

 

 
 
 
 
 
ねらい：情報活用能力は、言語能力と同様に「学習の基盤となる資質・能力」である 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ Society5.0という新たな時代を担う人材

の育成 

２ 多様な子供たちを誰一人取り残すことのな

く、公正に個別最適化された教育の実現 

３ 子供たち一人一人の資質・能力を確実に育

み、AIに代替えされない創造性を育成 

第１章 社会的背景の変化と教育の情報化 
１ 社会的背景  ２ 学習指導要領の重点  ３ 教育の情報化とは  ４ ＩＣＴ活用が目指す教育  ５ ＩＣＴ活用の実際 

 

富士見丘小学校 

プログラミング R2.9.9 

Preface ００２ 

新学習指導要領 
のポイント 

https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2019/05/21/1416331_001.pdf
https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2019/05/21/1416331_001.pdf
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教育の情報化が目指す３つの側面  

 

 
  
 
 
 

ねらい：３つの側面を通して、新たな「学び」と「学びの場」を形成する。 
 
 
 
 
 
 
 
  

                              【 目 指 す 方 向 】  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

第１章 社会的背景の変化と教育の情報化 
１ 社会的背景  ２ 学習指導要領の重点  ３ 教育の情報化とは  ４ ＩＣＴ活用が目指す教育  ５ ＩＣＴ活用の実際 

 

〇 教員は、ICT を効果的に活用し、新し

い「学び」のスタイルを形成する。 

〇 子供たちは、情報や情報技術を受け

身で捉えるのではなく、何が重要かを

主体的に考え、他者と協働しながら新

たな課題を発見・解決し、新たな価値を

創造する資質・能力を身に付ける。 

〇 行政は、これからの学びにとって、

ICT はマストアイテムであり、鉛筆や

ノート等の文房具と同様に不可欠なも

のであると捉え、日常的に ICT を円滑

に活用できる「学びの場」を整備する。 

学習指導の 
情 報 化 

ＩＣＴを効果的に活用して「次世代の学校・地域」を創生し、未来社会を見据えて育成すべき資質・

能力を育むための新たな「学び」や、それを実現していくための「学びの場」を形成する。 

教 育 の 情 報 化 が 目 指 す も の 

【 教 育 の 情 報 化 の ３ つ の 側 面 】     【 目 指 す 方 向 】

 
 

【 目 指 す 方 向 】  

教

育

の 

情

報

化 

  

教職員校務 PC ＰＣ室端末 先生用ｉＰａｄ 

Student LAN（Local Area Network） Wi-Fi等 GIGA School Lan 

富士見丘小学校 

１人１台端末 

R2.10.12 R2.12.14 R3.3.20 R3.3.23 

【 富 士 見 丘 小 学 校 の Ｉ Ｃ Ｔ 環 境 】  令和２年度末現在 

全教員分 １学級分 全教員分 全員分 
全教室分 

大型ＴＶ＆ 
実物投影機 

R2.10.26 

R2.9.14 

R2.12.19 

Preface ００３ 

教育の情報化 現状と課題 

教科指導における 

ＩＣＴ活用 

情報活用能力 

の育成 

校務の情報化 

教員の情報教育・ 

ICT 活用指導力の向上 

学校での ICT 環境整備

校務支援 

教育情報セキュリティ 

の確保 

ICTを効果的に活用

した分かりやすく深

まる授業の実現 

情報活用能力の育成 

（情報モラル、プロ

グラミングを含む） 

ICTを活用した情報

共有により、きめ細

やかな指導や校務の

負担軽減等を実現 

https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2016/04/08/1069516_03_1.pdf
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◎ 個別最適化された学び、 

協働的・探求的な学びの実現  

 

ＩＣＴ活用が目指す教育の在り方  

 

 
 
 

 
 

ねらい： 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善のために 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                

「確かな学力を向上させる授業」 
① 発問や説明の言葉の吟味 子供に伝わり易い言葉、教師の意図が明確な言葉の工夫 

② 構造的な板書の工夫 学習課題やまとめを明確にした学習経過や思考の流れの整理 

③ 授業展開の改善  授業テンポ、説明・思考・習熟のバランス、効果的な場面で活用 

④ ノート指導の徹底 板書の工夫と合わせた授業改善によるノート指導の工夫・改善 

ＩＣＴが授業を変える！ 

新しい学びのスタイルを形成する 

ICT はそのための道具（手立て）である 

情報活用能力は、言語能力と同様に、

学習の基盤となる資質・能力である。 

第１章 社会的背景の変化と教育の情報化 
１ 社会的背景  ２ 学習指導要領の重点  ３ 教育の情報化とは  ４ ＩＣＴ活用が目指す教育  ５ ＩＣＴ活用の実際 

 

 R2.11.5 

富士見丘小学校 

R3.4.13 

Preface ００４ 

相模原市 
教育の情報化 

 ICT を用いた授業でも、指導のポイントは変わりません。教員が道具に振り回されないことが大切です。 

http://www.sagamihara-kng.ed.jp/kyouikunojouhouka_top.html
http://www.sagamihara-kng.ed.jp/kyouikunojouhouka_top.html
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Ｉ Ｃ Ｔ 活 用 の 実 際 

 

 
 
 

 
 

ねらい： これまでの活用 × １人１台端末 ＝ 学習の一層の深まり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第１章 社会的背景の変化と教育の情報化 
１ 社会的背景  ２ 学習指導要領の重点  ３ 教育の情報化とは  ４ ＩＣＴ活用が目指す教育  ５ ＩＣＴ活用の実際 

 

富士見丘小学校 

Preface ００５ 

 

****** 

 昭島市 
ICT 利用 

ガイドライン 
（運用規則） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第２章 
 

情報活用能力の育成 

と情報モラル 
 

Preface 006-009  
１ 学びの基盤となる 

情報活用能力 

２ カリキュラム 

・マネジメント 

３ 情報活用能力指導計画 

４ 情報モラル教育 
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学 び の 基 盤 と な る 情 報 活 用 能 力  

つ  か  

Preface ００６ 
 
 
  

    
 

ねらい：育てたい資質・能力と情報活用能力の「４つの柱」 
 
 
  

                                                              
 
 

 

 

 

 

 

 

   

Ａ． 
知識及び技能 

１ 情報と情報技術を適切に 

活用するための知識と技術 

（プログラミング的思考を含む） 

① 情報技術に関する技能 

② 情報と情報技術の特性の理解 

③ 記号の組合せ方の理解 

２ 問題解決・探究における 

  情報活用の方法の理解 
① 情報収集、整理、分析、表現、発信の理解 

② 情報活用の計画や評価・改善のための理論や方法の理解 

３ 情報モラル・情報セキュリティー 

についての理解 
① 情報技術の役割・影響の理解 

② 情報モラル・情報セキュリティーの理解 

Ｂ． 
思考力、 
判断力、 
表現力 

１ 問題解決・探究における情報を 

活用する力 

（プログラミング的思考 

・情報モラル 

・情報セキュリティーを含む） 

事象を情報とその結びつきの視点から捉え、情報及び情報技術を適切かつ効果的に活

用し、問題を発見・解決し、自分の考えを形成していく力 
 

① 必要な情報を収集、整理、分析、表現する力 

② 新たな意味や価値を創造する力 

③ 受け手の状況を踏まえて発信する力 

④ 自らの情報活用を評価・改善する力 

Ｃ． 
学びに向かう
力、人間性等 

１ 問題解決・探究における 

情報活用の態度 

① 多角的に情報を検討しようとする態度 

② 試行錯誤し、計画や改善しようとする態度 

２ 情報モラル・情報セキュリティー 

についての態度 
① 責任をもって適切に情報を扱おうとする態度 

② 情報社会に参画しようとする態度 

    学習内容の視点 

からの整理 

 

第２章 情報活用能力の育成 

１ 学びの基盤となる情報活用能力  ２ カリキュラム・マネジメント  ３ 情報活用能力指導計画  ４ 情報モラル教育 

育 て た い 資 質 ・ 能 力  

 

〇情報手段の特性等を理解し、課題や目的に応じた

適切な活用、受け手の状況を踏まえた発信・伝達 

〇必要な情報の主体的な収集・判断・表現・処

理・創造 

 

 

例：情報社会における道徳、情報モラル 

〇自他の情報を大切にし、情報社会や情報手段

の特性の理解と、安全かつ適切に情報手段を 

活用しようとする考え方と態度 

〇望ましい情報社会の創造に参画しようとする

態度 

 

例：プログラミング的思考 

〇情報活用の基礎となる情報手段の特性の理解 

〇問題解決の手順・順序を理解し、コンピュー

タの特性をいかして思考・判断・表現し、簡

単なプログラムができる。 

2) 情報活用の実践力 

3）情報の科学的な理解 

4）情報社会に参画する態度 

情

報

活

用

能

力

の

「

４

つ

の

柱

」 

資質・能力の視点 

からの整理 

富士見丘小学校 

情報及び情報手段を主体的に選択し活用
していくための個人の基礎的な力 

 

教育の情報化
に関する手引 

Ｃ２ 

Ｃ３ 

Ｃ４ 

 

〇情報機器の基本的な操作 

1) 情報機器の基本的操作 Ｃ１ 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_00117.html
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_00117.html
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カ リ キ ュ ラ ム ・ マ ネ ジ メ ン ト  

つ  か  

Preface ００７ 
 
 
 

    
 

ねらい：情報活用能力育成のためのカリキュラム・マネジメントの流れ 
 
「学習の基盤となる資質・能力としての情報活用能力の育成」より  

学習指導要領における「情報活用能力」とは、「学習活動において必要に応じてコンピュータ等の情報

手段を適切に用いて情報を得たり、情報を整理・比較したり、得られた情報をわかりやすく発信・伝達し

たり、必要に応じて保存・共有したりといったことができる力であり、さらに、このような学習活動を遂

行する上で必要となる情報手段 の基本的な操作の習得や、プログラミング的思考、情報モラル、情報セ

キュリティ、統計等に関する資質・能力等も含むものである。」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                         
 

第２章 情報活用能力の育成 

１ 学びの基盤となる情報活用能力  ２ カリキュラム・マネジメント  ３ 情報活用能力指導計画  ４ 情報モラル教育 

 

カ リ キ ュ ラ ム ・ マ ネ ジ メ ン ト の 実 際  

富士見丘小学校 

ｶﾘｷｭﾗﾑ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄと
授業デザイン 

https://www.mext.go.jp/content/20201002-mxt_jogai01-100003163_1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20201002-mxt_jogai01-100003163_1.pdf
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○ ○ 

○ ○ 

 

９ 年 間 の 情 報 活 用 能 力 指 導 計 画 ①  

つ  か  

Preface ００８-1 
 
 
 

    
 

観
点 分 類 指 導 内 容 

小 学 校 中 学 校 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 

情
報
活
用
の
実
践
力 

課
題
や
目
的
に
応
じ
た
情
報
手
段
の
適
切
な
活
用 

情
報
手
段
の
基
礎
的
な
操
作
習
得 

タブレットの保管庫から出し入れ、ＡＣアダプタの抜き差し。 ○ ○        

キーボード、タッチパネル、利用スタイル、カメラなどの名称と機能。 ○ ○        

起動、終了、ログイン、ログアウト、ＩＤ・パスワードの理解と操作。 ○ ○        

キーボードの簡単な入力、タッチパネルやマウスの簡単な操作。(1,2) ○ ○        

タッチパネルやペン、マウスを使って、簡単な絵や文字を描く。(1,2) ○ ○        

キーボードを使って、簡単な日本語を書く。(3,4)  ○ ○ ○      

ファイルやフォルダ、クラウドの概念を知る。(3,4)  ○ ○ ○ ○      

データの読み込みや保存、クラウドで提出や回収をする。(3,4)  ○ ○ ○ ○      

作成したデータを、印刷する。(3,4)   ○ ○ ○      

コンピュータの基本的な構成と機能を知り、基本的な操作ができる。(技)      ○ ○ ○ ○ ○ 

ファイルやフォルダの作成や階層構造の操作ができる。(技)     ○ ○ ○ ○ ○ 

情
報
手
段
の
適
切
な
活
用 

情報収集の手段として、デジタルカメラやビデオカメラを利用する。
(3,4) 

○ ○ ○ ○      

ネット上の情報の特性を知り、他の情報収集方法と併用して活用する。
(5,6) 

  ○ ○ ○ ○    

課題や目的を意識し、どの情報手段が適しているかを選択する。(5,6)    ○ ○ ○ ○    

課題や目的に応じたコンピュータの利用形態を理解する。(技)      ○ ○ ○ ○ ○ 

様々なソフトウェアを選択して、基本的な情報の処理ができる。(技)    ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

必
要
な
情
報
の
主
体
的
な
収
集
判
断
、
表
現
、
処
理
、
創
造 

情
報
の
収
集
判
断 

タッチパネルで、インターネットを閲覧する。(3,4) ○ ○ ○ ○      

検索機能を用いて、インターネットで調べる。(5,6)    ○ ○ ○ ○    

書籍やインターネット等の様々な情報手段を通して資料を収集する。
(国) 

  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段を積極的に活用す
る。(社) 

  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

情
報
の
表
現
、
処
理
、
創
造 

文書作成ソフトを活用して、写真や図、表などを入れた文章を作成する。
(5,6)  

  ○ ○ ○ ○    

表計算ソフトにより表やグラフを作成して、分かりやすく表現する。
(5,6)  

  ○ ○ ○ ○    

図や色、文字の大きさや配置などを工夫して、ポスターやチラシを作成す
る。(5,6) 

  ○ ○ ○ ○    

ビデオの動画を、伝えたい内容にあわせて、簡単な編集をする。    ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

観察や実験を行うに当たり、コンピュータ機器を活用し、表現力を養う。
(理) 

  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

作曲ソフトなどを用いて、生徒の個性的な創作や自己表現を活発にする。
(音) 

    ○ ○ ○ ○ ○ 

コンピュータ等映像メディアで、美しく豊かに表現し、発表したりする。
(美) 

    ○ ○ ○ ○ ○ 

コンピュータを活用して衣服の組み合わせを工夫したりする。(家)      ○ ○ ○ ○ ○ 

情報を収集、判断、処理し、発信ができる。(技)      ○ ○ ○ ○ ○ 

ソフトウェアを選択して、表現や発信ができる。(技)     ○ ○ ○ ○ ○ 

データベースソフトを活用して、様々な情報を整理し、データベース化す
る。 

    ○ ○ ○ ○ ○ 

画像処理ｿﾌﾄを活用して、静止画の編集をする。     ○ ○ ○ ○ ○ 

受け手の
状況など
を踏まえ
た発信・
伝達 

プレゼンテーションソフトでスライドを作成し、発表する。(5,6)    ○ ○ ○ ○    

伝わりやすいようにｽﾗｲﾄﾞの構成、提示順序等を工夫しﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝする。
(5,6) 

  ○ ○ ○ ○    

受け手を意識したﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを作成して、分かりやすく情報を発信する。      ○ ○ ○ ○ 

受け手の気持ちに配慮しながら情報を発信し、正しく伝達できる。(技)    ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

第２章 情報活用能力の育成 

１ 学びの基盤となる情報活用能力  ２ カリキュラム・マネジメント  ３ 情報活用能力指導計画  ４ 情報モラル教育 

 

富士見丘小学校 
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○ ○ 

 

９ 年 間 の 情 報 活 用 能 力 指 導 計 画 ②  

つ  か  

Preface ００８-2 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

        

 

  

電子メールにより、特定の相手と情報のやりとりをする。       ○ ○ ○ 

英語による電子メールで海外の学校と意見交換する。(英)        ○ ○ ○ 

チャットや掲示板を活用して、不特定の相手と情報のやりとりをする。       ○ ○ ○ 

情
報
の
科
学
的
な
理
解 

情報活用
の基礎と
なる情報
手段の特
性の理解 

ﾃﾞｰﾀには大きさがあり、ﾌｧｲﾙｻｲｽﾞや転送速度に影響があることを知る。
(5,6) 

  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀには、繰り返し処理や自動化するなどの特性があることを知る。
(5,6) 

  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ｿﾌﾄｳｪｱのｲﾝｽﾄｰﾙ等の作業を通して、ｿﾌﾄｳｪｱの機能や役割を理解する。(技)      ○ ○ ○ ○ 

情報伝達方法の特徴と利用方法を知り、適切な利用手段が選択できる。
(技) 

    ○ ○ ○ ○ ○ 

動画や音声等、多様な素材をﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀとして扱い、活用できる。(技)   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

多様なｿﾌﾄｳｪｱから目的に合ったものを選択し、表現や発信ができる。(技)     ○ ○ ○ ○ ○ 

情報を適
切に扱っ
たり、自
らの情報
活用を評
価・改善
したりす
るための
基礎的な
理論や方
法の理解 

自らの情報活用について記録、評価、改善をする。(5,6)   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

疑似体験、視覚的な把握、性質の発見等にｺﾝﾋﾟｭｰﾀ機器を活用する。(5,6) 
(数) 

  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

簡単なロボットの製作や活用を通して、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀによる制御を理解する。
(5,6) (技) 

    ○ ○ ○ ○ ○ 

プログラムの機能を知り、簡単なプログラムの作成ができる。(5,6) (技)   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

コンピュータを用いて、簡単な計測・制御ができる。(技)     ○ ○ ○ ○ ○ 

情
報
社
会
に
参
画
す
る
態
度 

社会生活
の中で情
報や情報
技術が果
たしてい
る役割や
及ぼして
いる影響
の理解 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの長時間使用などは、健康面へ悪い影響を与えることを知る。
(3,4) 

○ ○ ○ ○      

情報化は、生活への影響や産業発展への役割を果たしていることを知る。
(5,6) 

  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

インターネットの普及により自分の生活がどのように変わったかを考え
る。(5,6) 

  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

コンピュータ機器等の使用と健康との関連性について理解する。(5,6) 
(体) 

  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

情報手段の特徴やコンピュータとの関わりについて理解する。(5,6) 
(技) 

  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

情報モラ
ルの必要
性や情報
に対する
責任 

ＩＤやパスワードの大切さを知る。(3,4) ○ ○ ○ ○      

人の写真を撮るときや、著作物の使用には許可が必要なことを知る。
(3,4) 

○ ○ ○ ○      

自分や他人の個人情報をむやみに教えてはならないことを知る。(3,4) ○ ○ ○ ○      

インターネット上の情報には、間違いや危険があることを知る。(3,4) ○ ○ ○ ○      

文字だけのやりとりには誤解が生じやすいことを知る。(3,4) ○ ○ ○ ○      

ﾈｯﾄﾜｰｸの先には人がいることを意識し、相手の立場に立つ大切さを知る。
(5,6) 

  ○ ○ ○ ○    

悪意がある情報や不適切・不正なサイトへの対処方法を知る。(5,6)   ○ ○ ○ ○    

著作権や知的財産権を理解し、これらの権利を守ることを知る。(5,6)   ○ ○ ○ ○    

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの影響力の強さを知り、不確かな情報を発信しないようにする。
(5,6) 

  ○ ○ ○ ○    

発信した情報に対して責任をもつことの大切さを知る。(5,6)   ○ ○ ○ ○    

表現の指導に当たり、著作権や知的所有権について理解する。(5,6) (美)     ○ ○ ○ ○ ○ 

情報化が社会や生活に及ぼす影響を知り、情報ﾓﾗﾙの必要性を理解する。
(5,6) (技) 

    ○ ○ ○ ○ ○ 

インターネットの匿名性について理解する。(5,6)     ○ ○ ○ ○ ○ 

望ましい
情報社会
の創造に
参画しよ
うとする
態度 

パソコンの使い方になれ、友だちと仲良くパソコンを使う。(1,2) ○ ○        

受け取る人の気持ちを考えて手紙（メール）をかく。(3,4) ○ ○ ○ ○      

メディアだけで情報のすべてを表現することは難しいことを知る。(5,6)   ○ ○ ○ ○    

情報には発信者の意図と背景があることを理解し自分で判断する必要を
知る。(5,6) 

  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

望ましい情報社会の創造に参画しようとする態度を養う。(5,6)   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

第２章 情報活用能力の育成 

１ 学びの基盤となる情報活用能力  ２ カリキュラム・マネジメント  ３ 情報活用能力指導計画  ４ 情報モラル教育 

 

富士見丘小学校 
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情  報  モ  ラ  ル  教  育  ①  

つ  か  

Preface ００９-1 
 
 
 

  
 

ねらい：情報社会で、適正で安全な活動を行うための基になる考え方と態度 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２章 情報活用能力の育成 

１ 学びの基盤となる情報活用能力  ２ カリキュラム・マネジメント  ３ 情報活用能力指導計画  ４ 情報モラル教育 

 

情 報 モ ラ ル 教 育 の 内 容  

富士見丘小学校 

情報モラル教育の充実 モラル教育実践ガイドライン 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1369617.htm
https://www.education.saga.jp/hp/s-kyoikujimusho/wp-content/uploads/sites/3/2019/10/%E6%83%85%E5%A0%B1%E3%83%A2%E3%83%A9%E3%83%AB%E6%95%99%E8%82%B2%E5%AE%9F%E8%B7%B5%E3%82%AC%E3%82%A4%E3%83%80%E3%83%B3%E3%82%B9.pdf
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情  報  モ  ラ  ル  教  育  ②  

つ  か  

Preface ００９-2 
 
 
 

  
 

ねらい：情報社会で適正で安全な活動を行うための基になる考え方と態度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       

第２章 情報活用能力の育成 

１ 学びの基盤となる情報活用能力  ２ カリキュラム・マネジメント  ３ 情報活用能力指導計画  ４ 情報モラル教育 

 

いつ、どこで、どのように  ６年間で着実に
情報モラル  

富士見丘小学校 

ネット社会の歩き方 

http://www2.japet.or.jp/net-walk/


18 

 

 

情  報  モ  ラ  ル  教  育  の  実  際  
Preface ００９-3 

    
この夏休みにかけてタブレットを持ち帰り、ご家庭でも有効に活用できることとなりました。これまで本校で

はＦＧＳｔ構想に基づき、各教科等の授業での活用とともに、子供たちの情報活用能力を育成してきました。夏

休みこそ、タブレットをスマート・ツール（賢いツール）として活用を深める絶好の機会と考えます。 

 

 

 
 

 

タブレットの正しい使い方とともに、情報モラル教育に力を入れて取り組んでいます。 
 

情報社会の倫理 R3.7.14 

発信する情報や自他の権利を尊重する 
 法の理解と遵守 R3.7.13 

情報社会でのルールやマナーを遵守する 

先生が「今日は、タブレットを上手に使うためのルールを

みんなで考えます」と言うと、いっせいに子供たちが「もう

使えるよ」「上手だよ」と言って自信満々。でも、本校の「タ

ブレットの約束」を確認しながら、みんなで意見交換してい

くと理解の甘さに気付きます。授業の 

最後にはテストを実施しました。 

発信する情報や情報社会での 

行動に責任をもつ第一歩として 

「約束やきまりを守ること」 

「相手への影響を考えること」 

などを学びました。 

生活科「町が大好き たんけんたい」の学習を振り返り

ながら、人や地域との関わり方について学んでいました。 

SNS 東京ノートを活用して、自分が言われて「あまり

うれしくない言葉」や「うれしい言葉」は、人によって違

う いうことに気付きました。  

図工の作品をマネしていい 

か？ の質問に、子供たちは 

迷いに迷って、ちゃんとお友 

達に言って「いいよと言われ 

たら、参考にしても OK」と 

いう結論を導き出しました。 

   

安全への知恵 R3.7.15 

情報社会の危険から身を守る 
 安全への知恵 R3.7.15 

情報を正しく安全に利用する 

１組では、タブレットの上手な使い方について話し合って

いました。タブレットを家に持ち帰るようになった時、活用

範囲が広がります。どんなことに注意して、どのように有効

活用できるのか、みんなで知恵を出し合っています。 

２組では、はじめに Form を 

使って、一人一人にアンケート 

をとりました。家庭での平均使 

用時間は、３０分以内から数時 

間まで千差万別。すでにネット 

依存のようになって制止が効か 

ない子もいそうです。 

「ゲームに熱すぎると」「むやみにタップしてはダメ」「送っ

た写真のゆくえは・・・」という動画を、一つ一つ視聴して、

その都度、約束を守る、時間を守る、自分の安全や健康を守

ろうとするなど、意見を交流しました。 

子供たちに問題点を問うと、 

すごい勢いで次々と課題を指摘 

していました。他人事ではなく、 

子供たちにとって、まさに身近 

な問題であり、ネットの楽しさ 

と恐怖が常に背中合わせだとい 

うことがよくわかりました。 

  

情報セキュリティー R3.7.14 

情報セキュリティーの基本を知る 

 公共的なネットワーク社会の構築 R3.7.15 

情報社会の一員としての意識を持つ 

５年生の道徳の授業です。「おさむさんが、ゆずるさんの

個人情報を使ってゲームのキャラクターを作り、ネットに流

していました」…、その考え方と危険性について活発に議論

し自律的で責任のある行動について考えを深めていました。 

子供たち自身が様々な経験を 

繰り返しており、いつも危険と 

隣り合わせを実感していました。 

認証の重要性を理解し、不正 

使用や不正アクセスされないよ 

う利用するなど、情報の破壊や 

流出を守る方法を学びました。 

 
６年生の情報モラル授業。動画「思ったままに SNS に送

信しただけなのに」では、ケーキを食べて「期待していたの

にショック ＃最近の残念なお店」というコメントととも

に、お店の店名の入ったチラシとケーキを SNS で発信して

いました。子供たちの議論は白熱。単 

純には判断できないようです。 

それを見て不快に思う人がいる 

情報は、発信しない方がいい、 

自分の考えではなく、相手のこ 

とを思うことが重要、という考 

えに至りました。       

情報社会において適正で安全な活動を行うための基になる考え方と態度の育成 

Step１ 

１年生 ２年生 

３年生 ４年生 

５年生 ６年生 

Step２ 

Step３ 

第２章 情報活用能力の育成 

１ 学びの基盤となる情報活用能力  ２ カリキュラム・マネジメント  ３ 情報活用能力指導計画  ４ 情報モラル教育 

 

富士見丘小学校 

http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/2kihon/2kihon6jyouhou/00FGStvsss.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/2kihon/2kihon6jyouhou/02R3ict02jyuhouhp.pdf


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第３章 
 

プログラミング 

教育の推進 
 

Preface 010-012  
１ プログラミング教育とは 

２ プログラミング教育の 

ポイント 

３ プログラミング教育の 

実際 
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プログラミング教育とは  

つ  か  

Preface ０１０ 

 

 

 

 

 

  

 
 

ねらい：プログラミング教育とプログラミング的思考 
 

プログラミング的思考を育成します 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R2.12.9 

 

 

 

 

 
R2.10.14 

 

 

  

 

 

R2.9.29 

３章 プログラミング教育の推進 

１ プログラミング教育とは   ２   プログラミング教育のポイント   ３  プログラミング教育の実際 

プログラミング教育の手引き 

富士見丘小学校 

https://www.mext.go.jp/content/20200218-mxt_jogai02-100003171_002.pdf
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プログラミング教育のポイント 

つ  か  

Preface ０１１ 

 

 
 

 

 
 

ねらい：小学校におけるプログラミング教育の留意点 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

プログラミング言語や技能の習得がねらいではない 
 

 

 

 

 

 

 
 

３章 プログラミング教育の推進 

１ プログラミング教育とは   ２   プログラミング教育のポイント   ３  プログラミング教育の実際 

相模原プログラミング2020 相模原市のプログラミング 

富士見丘小学校 

子供たちが、情報技術を効果的に活用しながら、論理的・創造的に思考し課題を

発見・ 解決していくためには、コンピュータの働きを理解しながら、それが自らの問題解

決に どのように活用できるかをイメージし、意図する処理がどのようにすればコンピュータ 

に伝えられるか、さらに、コンピュータを介してどのように現実世界に働きかけること がで

きるのかを考えることが重要になる。 

これからの時代に求められる資質･能力 

１ 情報を読み解く力 

２ 情報技術を手段として使いこなしながら、論理

的・創造的に思考して課題を発見・解決し、

新たな価値を創造する力 

３ 感性を働かせながら、よりよい社会や人生の在り方について考え、学んだことを生かそうとする力 

http://www.sagamihara-kng.ed.jp/jouhou-han/programming/sagamiharaprogrammingplan2020.pdf
http://www.sagamihara-kng.ed.jp/kensyu-han/sakyou/sky163/sky163.pdf
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プログラミング教育の実際  

つ  か  

Preface ０１２ 

 

 
 

 

  
 

ねらい：小学校段階におけるプログラミング教育の在り方 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A C D 
 
 

E 
 
 

F 

B 
 

 

３章 プログラミング教育の推進 

１ プログラミング教育とは   ２   プログラミング教育のポイント   ３  プログラミング教育の実際 

富士見丘小学校 

プログラミングポータル 

https://miraino-manabi.jp/


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第４章 
 

１人１台端末の 

基本操作 

（クラウドアプリ） 
 

Operation  
001-027  

１ はじめの一歩   

２ ＳＫＹ ＭＥＮＵ 

３ Ｇ-Ｓｕｉｔｅ    

４  くじらーニング 
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は じ め の 一 歩  
Operation ００１ ４月上旬 

 

毎年４月、新１年生が入学してきます。教科書やノートなどの文房具があるのと同じよ

うに、１人１台のタブレット端末がそこにあります。もはや当たり前の教室の風景です。 

しかし、新１年生にとっては、小学校生活と同様にすべてが初めての体験です。無理せ

ず、タブレットに親しんでいくことが大切です。次ページ以降を参考に、ステップ１から

３までを、４月中には、体験するようにしましょう。 

 「はじめの一歩」が始まらないと、二歩目に進めません！ 始めれば、子供たちは柔軟

です。これからの社会を担う子供たちに必要不可欠な資質・能力を育成していきましょう。 
 

 
 

 

 
 

ねらい：大事なことは「なんとなく出来そうだ」という子供の期待感。 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
第１日目  （ステップ１）  
（１）大切さを学ぶ 

（２）ルールを守って楽しく使おう 

（３）保管庫から出し入れしよう 

（４）アカウントのログイン・ログアウト 

（５）タブレットのオン・シャットダウン 

（６）Chromebook の利用スタイル 

（７）タブレットの名称を覚えよう 
 

第２日目  （ステップ２）  
（８）タッチパネル操作を覚えよう 

（９）キーボードのキーの機能を覚えよう 

（10） コグトレをしてタッチパネルに慣れよう 

    手書きで、丸で囲む、文字を書く 

元に戻す、消しゴムで消す など 

（11） G Suite を開いてアプリを使ってみよう 

（12） 富士見丘小学校のホームページを閲覧しよう 

      富士見 Diary などを観る 

（13） 個人情報の扱いなど情報セキュリティを学ぼう 
 

第３日目  （ステップ３）  
（14） SKYMENU Cloud を使ってみよう 

（15） 写真機能を使い、撮影してみよう 

（16） 写真をマイドライブに保存しよう 

（17） 個人フォルダと共有フォルダを知ろう 

（18） マイドライブから先生に送ろう 

 

 

 

 

 
 
 

富士見丘小学校 

第４章 １人１台端末の基本操作 
１ はじめの一歩      ２ ＳＫＹＭＥＮＵ      ３ Ｇ-Ｓｕｉｔｅ      ４ くじらーニング 

  

 

〔そのほか、これまでに本校が発行してきた児童向け・保護者向け資料を確認しましょう〕 巻末に掲載 
 

【児童向け資料】      【保護者向け簡易マニュアル】       【保護者向け通知文】 

〇 タブレットの約束   〇 ログイン・アウト 〇 クラスルーム   〇 通知文（市教委） 

〇 家庭利用の約束    〇 ミートの接続   〇 スカイメニュー  〇 タブレット活用ルール（市教委） 

〇 オンライン授業の約束 〇 ズームの接続   〇 くじらーニング  〇 Wi-Hi 環境の整備（市教委） 

             〇 オンライン授業  〇 電子書籍サービス 〇 オンライン授業アンケート結果 等 

メニュー表示
ひょ うじ

から　　　　　を選択
せんたく

しよう

　　　　　を選択
せんたく

しよう

枠
わく

の中
なか

のPWを入力
にゅうりょく

し、

　　　　　を選択
せんたく

しよう
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端 末 の 起 動 と ロ グ イ ン  
Operation ００２ ４月上旬 

 
 

 

 
 

ねらい：端末を正しく扱い、保管庫から出し入れ、ﾛｸﾞｲﾝ･ﾛｸﾞｱｳﾄができる。 
 
１ タブレットの約束（７ルール） ～ ルールを守って楽しく使おう ～ 
（１）タブレットは、学習するために使います。正しい使い方を学びましょう。   

（２）タブレットは、昭島市が貸し出す大切なものです。優しく、丁寧に扱いましょう。 

（３）タブレットは、決められた場所に保管し、先生の許可なしに持ち帰ることはできません。 

（４）パスワードは、他の人が見えるところにメモしたり、教えたりしてはいけません。 

（５）パスワードは、変えてはいけません。「設定」も、変更してはいけません。 

（６）タブレットを使用するときは、正しい姿勢で使い、顔を画面に近づけすぎないようにします。 

（７）目や体が疲れたり、タブレットが壊れたりしたら、すぐに先生に伝えましょう。 
 
２ 固有の情報（端末番号・ＩＤ・パスワード等） ～ 端末の確認 ～ 

 
３ ログイン ～ 大切な情報を入力する ～ 

（１） 端末番号を確認して、先生の指示に従い、保管庫の近くに並ぶ。 

（２） 保管庫からタブレットを出し入れする。 

→ 端子は、コードを引っ張らないで、丁寧に抜き差しする。 

（３） 両手で持ち運び、机の上に置く。 

→ 粗雑に扱わない、指示があるまで開かない。 

（４）タブレットを開く。 

→ ネットに接続されるまで待つ。  

あちこち押したり、触ったりしない。 

（５）（初回のみ） 

アカウント名（ＩＤ）を入力する。 

→ 画面表示「ｓ００００００」 

入力したら「次へ」を押す。 

（６）パスワードを入力する。 

    → 画面表示「＊＊＊＊＊＊＊」 

（７）確認画面「新しいアカウントへようこそ」 

が出てきたら「同意する」ボタンをタッチして、起動完了。 
 
４ ログアウト・シャットダウン ～ 必ず電源を切る ～  

（８）メニュー表示からシャットダウンする。 

画面が暗くなる。タブレットを閉じる。 

（９）時間があれば、もう一度、ログイン、ログアウトの練習をする。 

（10）タブレットを両手で運んで、先生の指示に従い、 

保管庫の近くに並ぶ。 

（11）番号順に保管庫に収納し、 

   端子を丁寧に差し込む。 

 

 

 

 

 
 

学年 組 番号 姓 名 
保管庫 
配置教室 

タブレット端末 
管理番号

（AssetID） 

アカウント名 
※ドメイン名は 
@ed-akishima.jp 

パスワード 

1 1 1 いながき たつや 1 1 AK1234Y56 S1234567 12345678 

メニュー表示
ひょ うじ

から　　　　　を選択
せんたく

しよう

管理ドメイン：ed-akishima.jp 詳細 

(5)枠の中に自分の 
ID を入力しよう 

(5)入力したら「次へ」 
ボタンをタッチ 

(6)枠の中に自分の 
PW を入力しよう 

(6)入力したら「次へ」 
ボタンをタッチ 

(8) 

(8) 

富士見丘小学校 

第４章 １人１台端末の基本操作 
１ はじめの一歩      ２ ＳＫＹＭＥＮＵ      ３ Ｇ-Ｓｕｉｔｅ      ４ くじらーニング 

  

 

２年生 R3.4.7 

全校でお引越し R3.4.7 

１年生 R3.4.17 

グーグルクロ
ーム簡易資料 

http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/2kihon/2kihon6jyouhou/Chromebookkani.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/2kihon/2kihon6jyouhou/Chromebookkani.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/2kihon/2kihon6jyouhou/Chromebookkani.pdf
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端 末 の 基 本 操 作 を 覚 え よ う  
Operation ００３ ４月中旬 

 

 

 
 
 

ねらい：端末の主な名称とタッチパネルやキーボードの簡単な操作をする。                           
１ タブレットの利用スタイル ～ 目的に応じたスタイルで使う ～ 

 

 

 

 

 

 

 〔ノート PCスタイル〕  〔テントスタイル〕 〔タブレットスタイル〕 〔スタンドスタイル〕 

文書作成等        教材視聴等      記録や発表等      動画の視聴等 

 

２ タブレットの名称 ～ 主な名前と機能 ～    ３ タッチパネルの操作 ～画面タッチ～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ タッチパッドの操作 ～ マウスと同様の操作ができます ～ 

 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

５ キーボードの操作 ～ キーの名前と機能 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポインタを動かす タッチパッド上で指先を動かします。

クリック タッチパッドの下半分を押すかタップします。

ダブルクリック タッチパッドの下半分を２回素早く押すかタップします。

右クリック
タッチパッドを 本の指で押すかタップします。 または、

キーを押した後、 本の指でタッチパッドをタップします。

スクロール
タッチパッドに 本の指を置き、指を縦横に動かし、スクロー

ルします。

新しいタブで

リンクを開く

目的のリンクにカーソルを合わせてから、タッチパッドを 本

の指でタップまたはクリックします。

ドラッグ＆ドロップ
移動するアイテムを 本の指でクリックしたまま、希望の位

置までドラッグした後、指を放します。

富士見丘小学校 

① 前ページに戻る 

② 次ページに移動 

③ 再読み込み 

④ 全画面表示 

⑤ 開いているアプリ

の一覧表示 

⑥ 画面を暗く 

⑦ 画面を明るく 

⑧ サイレント 

⑨ 音を下げる 

⑩ 音を上げる 

⑪ ロック（長押し） 

⑫ ドロワー表示 

第４章 １人１台端末の基本操作 
１ はじめの一歩      ２ ＳＫＹＭＥＮＵ      ３ Ｇ-Ｓｕｉｔｅ       ４ くじらーニング 

 

 

学習用タブレット
利用ハンドブック 

http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/2kihon/2kihon6jyouhou/TabletHandbook2.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/2kihon/2kihon6jyouhou/TabletHandbook2.pdf
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学校ホームページを閲覧しよう  

つ  か  

Operation ００４ ４月中旬 
 
 

 
 

ねらい：Google から学校ＨＰにアクセスして、簡単な操作に慣れよう。 
                          
１ Google から検索しよう ～ キーボードから文字入力 ～ 
  

（１） 起動後、Google検索画面が表示されます。 

（２） ローマ字入力や、手書きモードで学校名。 

「akishimashiritsufujimigaokasyougakkou」 

（３） 入力は、① キーボード 

    ② タッチパネル いずれでも可能 

（４） 検索リストから、富士見丘小学校を選択する。 

 

２ ホームページを閲覧して、簡単な操作に慣れよう ～ キーボード、タッチパネル、タッチパッド ～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３ タブレット利用にかかわる情報モラル 

 

 

 

 

 

 

Webページをタスクバーに格納 

Webページを小さくする 

Webページを元の大きさに戻す 

Webページを閉じる 

新しい Web ページを開く 

スクロールバーを 

スライドさせて 

画面をスクロール 

 

タブをタップして選択したり、 

URL を直接入力したりします。 

前のページに 

戻ります。 

Twitter の 

ページが 

開きます。 

プルダウン 

メニューを 

開きます。 

新着情報の 

一覧が表示 
タッチすると 

リンク先が 

開きます 

富士見丘 

Diary は 

毎日見よう 

□ タブレットを、家に持ち帰ったとき、他人に貸したり、使わせたりしません。 

□ パスワードを、他人には教えません。（自宅で使用する場合、保護者には教えます。） 

□ 自分や他人の個人情報（氏名・住所・電話番号など）はインターネット上に、絶対に公開しません。 

□ カメラや動画で人や持ち物などを撮影したい時は、必ず撮影する相手や場所の許可をもらいます。 

□ 先生の許可なく、アプリをダウンロードしたり、機能を追加したり、設定を変更しません。 

□ 自宅のパソコンや USBメモリなどの記録媒体をタブレットとつなぎません。 

□ あやしいサイトにつながってしまったなど危険を感じたら、タブレットの使用を止め、身近な大人に相談しましょう。 

手書き入力 自動変換 

手書き入力 キーボード入力 

第４章 １人１台端末の基本操作 
１ はじめの一歩      ２ ＳＫＹＭＥＮＵ      ３ Ｇ-Ｓｕｉｔｅ      ４ くじらーニング 

  

 

富士見丘小学校 

タブレット運用
ガイドブック 

http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/2kihon/2kihon6jyouhou/OperationGuidebook.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/2kihon/2kihon6jyouhou/OperationGuidebook.pdf
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ＳＫＹＭＥＮＵ Ｃｌｏｕｄ 概要 

つ  か  

Operation ００５ ４月下旬 
 
 

 
 

ねらい：SKYMENU Cloud の概要を理解しよう。 
                          
１ SKYMENU Cloud でできること 
 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 
 
２ 授業の中での活用方法          ３ オンライン授業のイメージ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 授業での活用例 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

第４章 １人１台端末の基本操作 
１ はじめの一歩      ２ ＳＫＹＭＥＮＵ      ３ Ｇ-Ｓｕｉｔｅ      ４ くじらーニング 

  

 

SKY MENU  
Cloud 

多彩な 

アプリを 

選択 

Weｂ上

の動画を 

設定 

教材や 

課題を 

配布 

 

クラスを

選択して

授業開始 

 

画面ロッ

ク、一斉

提示等 

データの

配布、回

収、返却 

富士見丘小学校 

https://www.skymenu.net/
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Ｇ-Ｓｕｉｔｅの概要  

つ  か  

Operation ００６ ４月下旬 
 
 

 
 

ねらい：Ｇ-Ｓｕｉｔｅ の概要を理解しよう。 
                          
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 １人１台端末の基本操作 
１ はじめの一歩      ２ ＳＫＹＭＥＮＵ      ３ Ｇ-Ｓｕｉｔｅ      ４ くじらーニング 

  

 

G-Suite for 
Education 

富士見丘小学校 

https://edu.google.com/intl/ja/
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くじらーニングを使ってみよう  

つ  か  

Operation ００７ ４月下旬 
 
 

 
 

ねらい：くじらーニング の概要を理解しよう。 
                          
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 １人１台端末の基本操作 
１ はじめの一歩      ２ ＳＫＹＭＥＮＵ      ３ Ｇ-Ｓｕｉｔｅ      ４ くじらーニング 

  

 

ラインズ  
e ライブラリ 

富士見丘小学校 

http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/2kihon/2kihon6jyouhou/OperationGuidebook.pdf
https://katei.kodomo.ne.jp/pc/student/kateitop/login/
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SKYMENU Cloud「発表ノート」  

つ  か  

Operation ００８ ５月上旬 
 

 

 
 

ねらい：「発表ノート」を使って、SKYMENU の簡単な操作に慣れよう。 
                       
 
１ SKYMENU Cloud とは ～ 特に「教室での学習」に有効!! ～ 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

２ 発表ノートで「お絵描き」 
 

【 手 順 】 

（１） 画面左上の「お気に入り」をタップ。 

（２） 「SKYMENU富士見丘小学校」をタップ 

（３） 「発表ノート」      をタップ 

（４） 「ノートを作成」      をタップ 

（５） 「ペン」   をタップ 

（６） 「色」「太さ」などを選んで手書きする 

 
 

【 そ の 他 の 機 能 】 

  （７）「文字」「画像」「消しゴム」 

  （８）「元に戻る」「やり直し」 

など学年に応じて… 

 

 

 

 

 

 

 

 

富士見丘小学校 

一斉学習や協働学習、個別学習な 

ど、多様な学習活動のなかで活用でき

る機能をクラウドサービスとして利用

できるものです。 

協働学習や伝える活動に取り組ま 

せたり、子供の思考の変容を可視化し

たり、具体的な学習活動に踏み込ん 

で、様々な場面で活用できます。 

また、家庭と学校をつなぐ、家庭学

習支援もでき、活用場面が広がります。 

 

 

(1) 「お気に入り」 

(2) 「SKYMENU」 

起動後の Google 画面 

(4) 「ノート作成」 

(5) 「ペン」 

(3) 「発表ノート」 

 

(８) 「元に戻る」「やり直し」 

(７) 「文字」「消しゴム」 

(6) 「色」「太さ」 

第４章 １人１台端末の基本操作 
１ はじめの一歩      ２ ＳＫＹＭＥＮＵ      ３ Ｇ-Ｓｕｉｔｅ      ４ くじらーニング 

  

 

２年生 R3.4.17 

SKYMENU 詳細機能 

２年生 R4.11.30 

２年生の国語。これまで文章の構成（順序など）

を学んだことを生かして、おもちゃの作り方を説明

する文章を書きます。タブレットの発表ノートを活

用して、自分で撮影した画像を貼り付けて、作る手

順通りに文章を書く練習をしていました。 

http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/2kihon/2kihon6jyouhou/SKYMENUCloud20201.pdf
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SKYMENU Cloud 先生機を使う  

つ  か  

Operation ００９ ５月上旬 

. 
 
 

 
 

ねらい：「先生機」を使って、SKYMENU の使い方に慣れよう。 
                       
１ 教材や資料を一斉に配布・提出 

  プリントを配るイメージで、マイページの教材・作品を、一斉配布、個別配布ができます。 

 

 

 

 

  

 

 

 

２ 児童の活動の様子を確認 
  教員機から、児童の画面状態を一覧で確認。複数の画面を並べて表示することもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 課題配布 ～ 提出 ～ 確認・添削 ～ 返却 までの流れ 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

富士見丘小学校 

先生タブレット 児童タブレット 

ノート返却 

 

ノート提出 

 

ドラッグ＆ドロップ 

ノートをタップ 
児童が提出したノート一覧を提示 

一斉添削等、様々な操作ができます 

第４章 １人１台端末の基本操作 
１ はじめの一歩      ２ ＳＫＹＭＥＮＵ      ３ Ｇ-Ｓｕｉｔｅ      ４ くじらーニング 

  

 

３年生 R3.4.21 

SKYMENU 
画面一覧  

 

https://www.skymenu.net/function/fun11.html
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SKYMENU Cloud「カメラ」「QR ｺｰﾄﾞ」 

つ  か  

Operation ０１０ ５月上旬 
 

  

 
 

ねらい：「カメラ」を使って、SKYMENU の簡単な操作に慣れよう。 
                       
１ SKYMENU Cloud の いろいろな機能を使う 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

２ 発表ノートでQR コード・撮影  
 

（７） 画面左上の「お気に入り」をタップ。 

（８） 「SKYMENU富士見丘小学校」をタップ 

目的に応じて SKYMENUアプリから選択する 

           「教材・作品」自分の読み込むこともできる 

（９） ①「ＱＲコード」  をタップ 
                      （４）「カメラ」アイコン     をタップ 

（３） ②「カメラ」   をタップ 
（５）「カメラ」アイコン    で撮影 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
さくら学級 R3.4.22 ４年生 R3.4.20 ２年生 R3.4.19 

 

(1) 「お気に入り」 

(2) 「SKYMENU」 

起動後の Google 画面 

(４) 「ノート作成」 

起動後 

(3) 「QR コード」リーダ 

(3) 「カメラ」 

「カメラ」機能で撮影  自画像の写真・植物の観察写真・温度の記録写真  
 

英語の教科書の「QRコード」を読み取って 
 

(5) 撮 影 

タブレットがデジタル教科書 

第４章 １人１台端末の基本操作 
１ はじめの一歩      ２ ＳＫＹＭＥＮＵ      ３ Ｇ-Ｓｕｉｔｅ      ４ くじらーニング 

  

 

４年生 R3.4.13 

SKYMENU 
カメラ 

富士見丘小学校 

https://www.skymenu.net/function/fun02.html
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SKYMENU Cloud「提出・返却」  

つ  か  

Operation ０１１ ５月中旬 
 

 

 
 

ねらい：「発表ノート」を使って、クラウドの操作に慣れよう。 
                       
１ SKYMENU Cloud で 「発表ノートを提出・返却」  
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

２ 発表ノートで 撮影する  
 

（１） 画面左上の「お気に入り」をタップ。 

（２） 「SKYMENU富士見丘小学校」をタップ 

（３） 「発表ノート」      をタップ 

（４） 「ノートを作成」      をタップ 

（５） 「撮影」   をタップ 

（６） 「カメラ」アイコン   で撮影する 
 

３ 発表ノートに手書きする 
 

（７） 「ペン」アイコン   をタップ 

（８） 線の太さや色を選んで、描く 

 

４ 発表ノートを提出する 
 

（９） 作成した発表ノートをタップして選択 

（10）   まで、ドラッグ＆ドロップ 

（11）児童が提出したノートを添削、返却 
 

 
 
 

 

 
 
 
 
 

 

(1) 「お気に入り」 

(2) 「SKYMENU」 

起動後の Google 画面 

(4) 「ノート作成」 

(5) 「撮影」 

許可をタップ 

 

 

先生タブレット 児童タブレット 

ノート返却 

 

ノート提出 

 

(10) ドラッグ＆ドロップ 

(9) ノートをタップ 
(11) 児童が提出したノート一覧を提示 

   一斉添削等、様々な操作ができます 

(8) 色・太さなど 

(6) 撮 影 

(3) 「発表ノート」 

(7) ペンボタン 

富士見丘小学校 

第４章 １人１台端末の基本操作 
１ はじめの一歩      ２ ＳＫＹＭＥＮＵ      ３ Ｇ-Ｓｕｉｔｅ      ４ くじらーニング 

  

 

２年生 R3.4.20 

３年生 R3.4.21 

SKYMENU 
ノート 

https://www.skymenu.net/function/fun04.html
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SKYMENU Cloud で「プレゼン」  

つ  か  

Operation ０１２ ５月中旬 

 
 
 

 
 

ねらい：「プレゼン」を使って、情報をシンプルにまとめよう。 
                       

１ SKYMENU Cloud で 「プレゼン」 

  タブレットで撮影した写真や文字を使って、“シンプルに伝える力”を育みます。                     
 
 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

２ シンプルプレゼンで、「動くオモチャのつくり方」を１年生に紹介しよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

第４章 １人１台端末の基本操作 
１ はじめの一歩      ２ ＳＫＹＭＥＮＵ      ３ Ｇ-Ｓｕｉｔｅ      ４ くじらーニング 

  

 

富士見丘小学校 

SKYMENU 
プレゼン 

 

画像や文章を配置して、発表資料と

なるスライドが作成できます。使用で

きるスライド数や、スライドで使用す

る文章や画像の個数が限られているた

め、情報の取捨選択が必要となります。

自分の発表内容の中でどの情報が最も

重要なのかを、試行錯誤しながら情報

を端的にまとめる活動ができます。 

レベルを上げるにつれて記載できる情報量が少なく

なるため、情報の取捨選択が必要になります。自分が発

表する内容の中で、どの情報が最も重要なのかを考え

ながら、発表資料作成に取り組めます。 

シンプルプレゼン機能は、多くのことを「Easy（簡単）」に実現するための機能ではなく、情報をいかに「Simple

（端的）」にまとめられるかという観点で作られた機能です。言葉や写真、スライド数を制限することで「何を

メッセージとして伝えたいのか」「どんな全体構成にすればよいか」を考えながら「全体」と「部分」を何度も

行き来して Simple にまとめることに集中できる発表ツールです。 

放送大学教授 中川 一史 氏  

 

２年生の生活科の授業です。一人一人が工夫して製作した「おもちゃ」の作り方を、１年生

に分かりやすく発表するプレゼンを作っていました。スライドの枚数や文字数を制限して、必

要な情報、大切な情報を絞って、言葉も選んでいました。 

２年生 R4.2.8 

スライドに、自分が撮影したオ

モチャの写真を貼り付けます。 

指で画面上に文字を書くと、自

動で変換、入力されます。 

完成したスライドをクラスで

発表、共有していました。 

https://www.skymenu.net/function/fun05.html
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SKYMENU Cloud で「ポジショニング」 

つ  か  

Operation ０１３ ５月下旬 

 
 
 

 
 

ねらい：「ポジショニング」を使って、思考の変化を共有しよう。 
                       

１ SKYMENU Cloud 「ポジショニング」 

  子供たち一人一人の「考えの揺れ動き」を可視化して、学びの振り返りに活用できます。                     
 
 

 

 

 

 

 

  
 

 

２ マーカを自由に配置して自分の考えを示す 
 

 

 

 

 

 

 

３ 1 人ひとりの考えの変化を共有し、「考え議論する道徳」を深める 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 １人１台端末の基本操作 
１ はじめの一歩      ２ ＳＫＹＭＥＮＵ      ３ Ｇ-Ｓｕｉｔｅ      ４ くじらーニング 

  

 

SKYMENU ポジショニング 

 

子供たち一人一人が、自分の考え（ポ

ジショニング）を、マーカを配置して、

リアルタイムに示すことができます。 

学びの過程で、自分の考えの変化に

応じて何度でもマーカを再配置でき、

その変容が自動的に記録されます。 

考えの「ゆらぎ」を可視化して振り返

ることができます。 

 

子供たち全員の回答を表示することで、考えを共有

できます。名前を表示したり、グループに分けたり、考

えの軌跡を図化したり…、様々に活用できます。 

 

２年生 R3.5.13 

目的を持って論点を明確にし、話し合いを

深めていくさまを「からみ」と呼び、その「か

らみ」を通じて自分の考えが揺さぶられるこ

とを「ゆらぎ」といいます。 

このような個々の状況を可視化し、全体で

共有しながら問題解決に生かしていくこと

が、これからの「主体的・対話的で深い学び」

の実現に向けて、とても重要です。  

放送大学教授 中川 一史 氏  

 

ポジショニングのタイプと回答例 

今の自分の気持

ちをリアルタイム

に回答 

大型 TV

に一人一人

の気持ちを

表示 

 

自分の 

考えの変化を、 

何度でも回答す

ることができま

す 

２年生 R3.5.13 

富士見丘小学校 

ポジショニング 
事例動画 

 

６年生 R3.6.15 

https://www.skymenu.net/function/fun06.html
https://www.skymenu.net/function/fun06.html
https://www.youtube.com/watch?v=Ewkgg9wpAIs
https://www.youtube.com/watch?v=Ewkgg9wpAIs
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SKYMENU Cloud で「Web 会議」  

つ  か  

Operation ０１４ ５月下旬 

 
 
 

 
 

ねらい：「Web 会議」を使って、オンライン学習を体験しよう。 
                       

１ SKYMENU Cloud 「Web 会議」 

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ SKYMENU Cloud で 「Web 会議」をしよう 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

第４章 １人１台端末の基本操作 
１ はじめの一歩      ２ ＳＫＹＭＥＮＵ      ３ Ｇ-Ｓｕｉｔｅ      ４ くじらーニング 

  

 

SKYMENU 
Web会議  

 

SKYMENU Cloudで「授業」を開始

しているときに「オンライン学習開始」

ボタンを押すだけで Web 会議システ

ムが起動し、参加している子供たち全

員を対象にしたオンライン学習（Web

会議）が開始できます。 

さくら学級 R3.5.11 

さくら学級 R3.5.11 

富士見丘小学校 

タブレットを校舎内の様々な場

所に持ち出して、TV 会議を行いま

した。 社会科で６大陸と３海洋の

学習をした後、校舎内を地球に見立

てて、離れた場所でもリアルタイム

にコミュニケーションが取れると

いうことを実体験していました。映

像も音声もクリアーでした。 

https://www.skymenu.net/function/fun08.html
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G  S u i t e を 使 っ て み よ う  

つ  か  

Operation ０１５ ６月上旬 
 

 

 
 

ねらい：G Suite For Education を使って、クラウドアプリに慣れよう。                           
１ G Suite とは ～ 特に「オンライン授業」で有効!! ～ 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 
２ G Suite を使ってみよう ～ 主な名前と機能 ～  
 

（１） 起動後、画面下の   マークをタップ 

（２） 画面右上の   マークをタップ 

（３） 使用するアイコンをタップ 

（４） 今回は、  マークをタップ 

Google ドライブを起動する。 
 

３ Google ドライブ を使ってみよう ～ ファイルのダウンロードと、コグトレ ～ 
 

（１）「マイドライブ」と 

３種類の「共有ドライブ」を確認する。 

（２）「富士見丘小学校児童共有」ドライブを開く。 

（３）「やさしいコグトレ」のフォルダを開く。 

（４）「数字」のフォルダを開く。 

（５）「コグトレシート」をダウンロードする。 

（６）画面を拡大したり、 

タブレットのスタイルを変えたりする。 

（７）文字・線を描く。 

（８）「マイフォルダ」に保存する。 

 

 

 

 

 

 

 

Google が開発した OS である

「Chrome」を、教育を目的に構成し

たもの（つまり教育用の Google）で

す。文書や表計算、プレゼンテーショ 

ン等を作成することができます。 

特に、Classroom を活用すること

で、オンライン上で、課題の配布・回

収、双方向のコミュニケーションを図

ることができます。環境があれば、ど

こからでも利用することができます。 
 

(1)  マークをタップ 
(3)   マークをタップ 

(2)   マークをタップ 

 

ｘｘｘｘ 

富士見丘小学校 

やさしいコグトレ 

 

数える 

 
写す 

 
見つける 

 
想像する 

 

まとめる 

 
記号さがし 

 
あいう算 

 

 

 

 

 

描画をタップ 

ペン種を選択 

色を選択 

使用する 

シートを選択 

マイドライブ

に 

ダウンロード 

書き込める 

ようになる 

第４章 １人１台端末の基本操作 
１ はじめの一歩      ２ ＳＫＹＭＥＮＵ      ３ Ｇ-Ｓｕｉｔｅ      ４ くじらーニング 

 

G Suite 
ドライブ  

 

file:///I:/PASSフォルダ(1)(1)/★01令和４年度/007GIGAスクール/富士見丘小作成資料/Gsuite002drivesss.pdf
file:///I:/PASSフォルダ(1)(1)/★01令和４年度/007GIGAスクール/富士見丘小作成資料/Gsuite002drivesss.pdf
file:///I:/PASSフォルダ(1)(1)/★01令和４年度/007GIGAスクール/富士見丘小作成資料/Gsuite002drivesss.pdf
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G  S u i t e を 使 っ て み よ う  

つ  か  

Operation ０１６ ６月上旬 
 

 

 
 

ねらい：Google Classroom で クラス作成〜生徒招待〜課題配信                    
１ クラスを作成 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
２ 作成したクラス画面の全体像  ３ クラスに生徒を招待 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
４ 生徒に課題を配信する 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

第４章 １人１台端末の基本操作 
１ はじめの一歩      ２ ＳＫＹＭＥＮＵ      ３ Ｇ-Ｓｕｉｔｅ      ４ くじらーニング 

 

ポイント：クラス作成時のポイントは、入力項目一番上の『クラス名（必須）』の

命名規則を事前に学校全体で決めて運用すること。 

招待する方法は 2 パターン 
 
１ 生徒にクラスコードを入力して参加してもらう 

２ 事前に生徒を招待して参加してもらう 

対象生徒全員のアドレス一覧表を Google スプ

レッドシート で作成しておくことで、コピー＆ペ

ーストで一気に入力をすることができ便利です。 
 

→ 事前に ICT支援員に登録してもらう 

Classroom 
概 要 

 

富士見丘小学校 

file:///I:/PASSフォルダ(1)(1)/★01令和４年度/007GIGAスクール/富士見丘小作成資料/Gsuite007classss.pdf
file:///I:/PASSフォルダ(1)(1)/★01令和４年度/007GIGAスクール/富士見丘小作成資料/Gsuite007classss.pdf
file:///I:/PASSフォルダ(1)(1)/★01令和４年度/007GIGAスクール/富士見丘小作成資料/Gsuite007classss.pdf
file:///I:/PASSフォルダ(1)(1)/★01令和４年度/007GIGAスクール/富士見丘小作成資料/Gsuite007classss.pdf
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G  S u i t e を 使 っ て み よ う  

つ  か  

Operation ０１７ ６月上旬 
 

 

 
 

ねらい：Google Classroom でテスト付き課題配信〜採点〜成績管理                    
１ テスト付き課題を配信する                      
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２ 課題を採点し返却する 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 

３ Google カレンダーとの連携       ４ Google ドライブとの連携 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

第４章 １人１台端末の基本操作 
１ はじめの一歩      ２ ＳＫＹＭＥＮＵ      ３ Ｇ-Ｓｕｉｔｅ      ４ くじらーニング 

 

Classroom 
ヘルプ 

 

富士見丘小学校 

G Suite 
カレンダーとの連携 

 

https://support.google.com/edu/classroom#topic=10298088
https://support.google.com/edu/classroom#topic=10298088
https://support.google.com/edu/classroom#topic=10298088
https://support.google.com/edu/classroom#topic=10298088
https://www.skymenu.net/function/fun01.html
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G Suite で Meet を使ってみよう  

つ  か  

Operation ０１８ ６月中旬 
 

 

 
 

ねらい：G Suite For Education を使って、端末の簡単な操作に慣れる                           
１ G Suite  
 
 
Classroom では、 

ワンクリックで開始できます。 

クラスに入室した後、 

画面の Meetのリンク URL 

をクリックするだけ！ 
 
（１） 一般の googleからは、 

① 会議開催者より受け取った   ② 「マイクを使用する」と   ③ 参加の準備は整いましたか 

右下「許可」をクリックする   「カメラを使用する」         「今すぐ参加」 

 会議参加用 URL を入力する。   を許可する。                 をクリックする。 

 

 

 
 
 
 

④ マイクやカメラ を    ⑤ 画面右下「  」                 
オン・オフする。             をクリック     
                     ⇒「レイアウト 

を変更」を 

クリック  
 
 
 
 

２ オンラインの実際 
令和２年度２学期より、多様な試行開始 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

第４章 １人１台端末の基本操作 
１ はじめの一歩      ２ ＳＫＹＭＥＮＵ      ３ Ｇ-Ｓｕｉｔｅ      ４ くじらーニング 

 

オンライン児童集会 R3.4.28 

オンライン離任式 R3.4.28 

ｵﾝﾗｲﾝ 授業公開や行事公開 R2.11.5 等 

オンライン不審者対応訓練 R4.9.28 

オンライン全校朝会 R2.9.23 

オンライン保護者会 R3.5.14 

一 

方 

向 

双 

方 

向 

富士見丘小学校 

https://apps.google.com/intl/ja/meet/how-it-works/
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G Suite で Docs を使ってみよう  

つ  か  

Operation ０１９ ６月中旬 
 
 

 
 

ねらい：ドキュメントを使って、新聞を共同で編集しよう。                             
 
 
 
 
１ Google Forms で学年アンケートを実施し、その結果を考察していました。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
２ Google Docs を使って、共同編集しながら、新聞の構成を検討しました。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

第４章 １人１台端末の基本操作 
１ はじめの一歩      ２ ＳＫＹＭＥＮＵ      ３ Ｇ-Ｓｕｉｔｅ      ４ くじらーニング 

 

ドキュメントは文書の作成ができるクラウドアプリです。 

・1つのドキュメントを児童同士で共有し、共同編集することができます。 

・Classroom を使用して、児童に課題を配布することで、「新聞作成」や「委員会通信」等、

役割分担して作り上げていくことも可能です。 

４年生の国語の授業です。新聞づくりの記事として、Google Forms でアンケート

を作成し、両クラスで実施、その結果を考察していました。Google Docs を使って、

効果的な紙面構成や見出しの出し方などを検討し、相手に伝わる新聞を作成します。 

４生 R4.6.9 

 

富士見丘小学校 

４生 R4.6.20 

 

４生 R4.6.13 

 

file:///I:/PASSフォルダ(1)(1)/★01令和４年度/007GIGAスクール/富士見丘小作成資料/Gsuite003docsss.pdf
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G Suite を Sheets 使ってみよう  

つ  か  

Operation ０２０ ６月下旬 
 

 

 
 

ねらい：スプレッドシートを使って、実験結果を比較検討しよう。                           
１ スプレッドシートで理科の実験結果を入力 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
２ スプレッドシートで理科の実験結果を入力 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

第４章 １人１台端末の基本操作 
１ はじめの一歩      ２ ＳＫＹＭＥＮＵ      ３ Ｇ-Ｓｕｉｔｅ      ４ くじらーニング 

 

スプレットシートは表計算機能としてグラフなどが作成できます。 

・AI 機能がデータの中から分析して自動でグラフを作成し、簡単に資料を作成

することができます。 

・Classroom を使用して児童に課題を配布し､理科の実験結果等、グループご

とに記入シートを分けることで、他のグループと結果を簡単に比較できます。 

５生 R4.3.3 

５生 R4.3.1 

５年生の理科の実験です。「ふりこの１往復する時間は、何によって変わるのだろうか？」

と、今日は重りの重さと振れ幅を一定にして、長さだけを変化させて時間を測定しました。 

表計算ソフトに毎回の測定結果を班ごとに入力し、瞬時にグラフ化していました。また、表

計算ソフトは全班で共有しているので、全ての班の結果を閲覧しながら考察していました。 

５年生の「振り子の実験」３回目です。「振り子の長さ」「おもりの重さ」「振れ幅」の３つの

要素を変化させる実験を、表計算ソフトの共有機能を活用して、分析していました。 

１班３回×３種類×３要素の実証実験でも、８班を集約することで２１６回分の結果が得ら

れるので、精度の高い検証ができました。 

Excel と同じ感覚の表計算ですが、スプレッド

シートはクラウドアプリですので、ネットを通し

て、複数の端末で、複数人による同時編集できる

ことが大きな利点です。オンラインでも、対面と

同じように授業を進めることが可能です。 

富士見丘小学校 

file:///I:/PASSフォルダ(1)(1)/★01令和４年度/007GIGAスクール/富士見丘小作成資料/Gsuite004spusss.pdf
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G Suite を Slides 使ってみよう  

つ  か  

Operation ０２１ ６月下旬 
 

 

 
 

ねらい：Google スライド を使って、簡単なプレゼンをしよう。                           
 
 
 
 
 
 
１ Google スライドで植物の生長記録を綴ります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
２ Google スライドで、地域の安全マップを作成します。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

第４章 １人１台端末の基本操作 
１ はじめの一歩      ２ ＳＫＹＭＥＮＵ      ３ Ｇ-Ｓｕｉｔｅ      ４ くじらーニング 

 

スライドはプレゼンテーションの資料などを作成できるクラウドアプリです。 

・AI が自動でスライドデザインを提案し見やすいスライド資料を簡単に作成できます。 

・Classroom を使用して児童に課題を配布し、スライドごとに割り当てて共同編集す

ることでお互いの進捗状況を確認したり、児童同士の発見を促したりします。 

さくら学級で栽培している植物の生長

記録です。土づくり、種まきから始まっ

て、花が咲いたり、実ができたりする生

長過程を撮影しながらまとめていまし

た。写真撮影をして、画像を残すことが

できるので、生長記録には最適です。ク

ラスでの共有もスムーズです。 さくら R4.7.13 

３年生が、フィールドワーク

で撮影した写真等をもとに、

「危険な場所」はどんな場所か

を押さえながら、Google スラ

イドにまとめていました。〈左〉

スライドの役割分担を決め、ど

うして危険なのかなどを話し

合いながら作り上げていきま

す。〈右〉共同編集機能を活用し

て、一枚のスライドをグループ

で編集しています。 
どうして危険なのか、安全な

のかを話し合いながら編集 

一枚のスライドをグルー

プで共同編集 

富士見丘小学校 

３年生 R4.12.8 

file:///I:/PASSフォルダ(1)(1)/★01令和４年度/007GIGAスクール/富士見丘小作成資料/Gsuite005sliss.pdf
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G Suite を Forms を使ってみよう  

つ  か  

Operation ０２２ ７月上旬 
 

 

 
 

ねらい：Forms を使って、アンケートで情報収集し、分析しよう。                           
１ Forms で授業中にアンケートを集計しよう  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
２ Forms のアンケートで情報を収集、整理、分析しよう 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

第４章 １人１台端末の基本操作 
１ はじめの一歩      ２ ＳＫＹＭＥＮＵ      ３ Ｇ-Ｓｕｉｔｅ      ４ くじらーニング 

 

Forms はアンケートやテストを簡単に作成できるアプリケーションです。 

・テストは事前に点数と正答を設定しておけば自動採点が可能です。 

・回答結果は自動で集計され、グラフで表示されます。 

瞬時に児童の意見が可視化されるので授業に役立てることができます。 

● 授業の導入で Google Forms のアンケート機能を活用して、自

分の生活を振り返るアンケートをとりました。瞬時に、結果がフラ

フで表示され自分と友達の共通点や相違を感じ取りました。 

● その上で、よりよい学校生活、集団生活の充実の資料を読み、楽

しいクラスづくりを妨げる「いじめは許されない」ということに気

付かされる授業となりました。 

３年生 R3.5.20 

富士見丘小学校 

４年生の国語で「伝えたい相手や目的を明確にして、分かりやすく伝えよう！」と新聞を作って

います。この時間は、Google Formsを使って、新聞の記事の一つにするアンケートを作成してい

ました。目的に沿って、アンケート項目や形式を考え、班で協力して作成しました。 

３年生 R4.6.7 ３年生 R4.6.8 

file:///I:/PASSフォルダ(1)(1)/★01令和４年度/007GIGAスクール/富士見丘小作成資料/Gsuite006formsss.pdf
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G Suite で Jamboard を使ってみよう 

つ  か  

Operation ０２３ ７月上旬 
 

 

 
 

ねらい：Ｊａｍｂｏａｒｄ を使って、班で共同して情報を整理しよう。                                    

１ 付せんの感覚で Jamboard を使いこなそう 

   ボード上にメモ用紙を簡単に挿入することができます。 
 
 

 
 
 
 
 
 

２ Jamboard を使って、班で１枚のボードを共有して共同編集しよう 

   同じ画面を複数人で共同編集することができます。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
３年生は、紙の付せんに自分の意見を書き出し、ホワイトボードに貼って整理していく方法が身に付

いてきた時期です。対面の状況でも、Jａｍｂｏａｒｄ を使うことで、多様な整理ができるため、使い

こなしていくことで、多くの機能を有効に活用しながら議論が深まりそうです。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

第４章 １人１台端末の基本操作 
１ はじめの一歩      ２ ＳＫＹＭＥＮＵ      ３ Ｇ-Ｓｕｉｔｅ      ４ くじらーニング 

 

普通のホワイトボードや紙のワークシートと同様に、参加者全員が同じ

画面を共有しながらリアルタイムで書き込めるため、オンラインでも対面

と同等の環境で共同作業ができます。 

さくら R3.10.27 

３年生 R3.10.28 ３年生 R3.10.28 

付せんには、６色あります。 

メンバーの色を決めておけば、誰の意見かわか

りやすくなります。賛成か反対か、意見か質問

かなど、色分けするのもいいかもしれません。 

 

付せんの大きさ、形、色、文

字の大きさ、色など、自由に

操作することができます。 

文字や線、図形なども自由に

挿入できます。 

思考ツールを使って、分類し

ているところです。 

ホワイトボードに付せんを貼

って整理する方法。対面では、

大きなボードで共有しやすく、

意見が出しやすいようです。 

Jamboard を使って、１つの画面を共有

し、共同で操作しながら、意見を交わして

います。付せんの色や大きさの変更が容易

で、効率的な様子でした。 

特に、オンラインで

は、圧倒的に便利です。  

ホワイトボード形式

でアイデアを描画で

き、どこからでもチー

ムメンバーと共同作業

しながら、画像を配置

し、メモを追加し、ウェ

ブから直接素材を取り

込むことができます。 

富士見丘小学校 

３年生 R4.2.8 

https://edu.google.com/intl/ja/products/jamboard/
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くじらーニングを使ってみよう  

つ  か  

Operation ０２４ ７月中旬 
 

 

 
 

ねらい：くじらーニング を使って、自分のペースで復習しよう。                           
１ くじらーニングの画面 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 授業で、くじらーニングを使ってみよう 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

第４章 １人１台端末の基本操作 
１ はじめの一歩      ２ ＳＫＹＭＥＮＵ      ３ Ｇ-Ｓｕｉｔｅ      ４ くじらーニング 

 

R3.5.20 

R3.5.21 

R3.5.24 

R3.5.24 

R3.5.24 

富士見丘小学校 

https://www.education.jp/education01/education01_1/
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くじらーニングを使ってみよう  

つ  か  

Operation ０２５ ７月中旬 
 

 

 
 

ねらい：くじらーニングの様々な機能を活用してみよう。                           
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

第４章 １人１台端末の基本操作 
１ はじめの一歩      ２ ＳＫＹＭＥＮＵ      ３ Ｇ-Ｓｕｉｔｅ      ４ くじらーニング 

 

富士見丘小学校 
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くじらーニングを使ってみよう  

つ  か  

Operation ０２６ ７月中旬 
 

 

 
 

ねらい：くじらーニングの様々な機能を活用してみよう。                           
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

第４章 １人１台端末の基本操作 
１ はじめの一歩      ２ ＳＫＹＭＥＮＵ      ３ Ｇ-Ｓｕｉｔｅ      ４ くじらーニング 

 

富士見丘小学校 
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くじらーニングを使ってみよう  

つ  か  

Operation ０２７ ７月下旬 

 

 

 

 
 

ねらい１：夏休みに、くじらーニングを家庭でも使おう。                           
  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
ねらい２：くじラーニングを利用した先生との連絡方法 

※ 先生が指示をした期間のみ使うことができます。 
 
 
  

 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

第４章 １人１台端末の基本操作 
１ はじめの一歩      ２ ＳＫＹＭＥＮＵ      ３ Ｇ-Ｓｕｉｔｅ      ４ くじらーニング 

 

富士見丘小学校 

１ ２ 

３ ４ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第５章 
 

教科等の指導における 

ＩＣＴ活用の実際 
 

Class 001-012  
１ 学習場面における 

活用のポイント  

２ １人１台端末による 

学びの変容  

３ GIGA スクール 

学びの活用 実践事例 
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学習場面における ICT 活用のポイント  

 

一斉学習  個 別 学 習  協 働 学 習  

特 別 支 援 教 育  

 
 
 
 
 

ねらい： 活用場面に応じて、どのように使うと効果的か 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第５章 教科等の指導におけるＩＣＴ活用  ～ICTを活用した学習活動の充実～ 
１ 学習場面における活用のポイント       ２ １人１台端末による学びの変容       ３ GIGAスクール 学びの活用へ Step１～３ 

 

 

 

R2.10.1 R2.9.23 R2.12.7 

R2.9.23 R2.9.23 

R3.1.18 R2.9.8 

R2.12.3 未 R2.5.17 R2.9.14 

Class 001 

学びのイノベー
ション事業 

R4.1.16 

R3.1.18 

R3.10.27 R3.1.20 R2.9.11 

R4.2.18 R3.2.15 R2.11.29 

R3.2.15 

富士見丘小学校 

R4.7.13 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shougai/030/toushin/1346504.htm
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shougai/030/toushin/1346504.htm
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令和２年度の実績から 令和３年度の実践へ 

１人１台端末による学びの変容  

 

 
 
 
 
 

ねらい： これまでの ICT 活用から、これからの ICT活用は、どう変わるのか 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第５章 教科等の指導におけるＩＣＴ活用  ～ICTを活用した学習活動の充実～ 
１ 学習場面における活用のポイント       ２ １人１台端末による学びの変容       ３ GIGAスクール 学びの活用へ Step１～３ 

 

 

 

 

R3.4.21 

R3.4.20 

R3.4.20 

R2.10.1 

富士見丘小学校 

Class 002 

R2.5.21 

R3.4.21 R3.2.16 

R3.4.20 R3.4.13 R3.2.9 R2.11.30 

R2.10.1 R3.4.28 R2.10.1 
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GIGA スクール  学びの活用へ Step１～３  

 

 
 
 
 
 

ねらい： 効果的な活用を三段階で深めていこう 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第５章 教科等の指導におけるＩＣＴ活用  ～ICTを活用した学習活動の充実～ 
１ 学習場面における活用のポイント       ２ １人１台端末による学びの変容       ３ GIGAスクール 学びの活用へ Step１～３ 
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画像の拡大提示や書き込み、音声、動画などの視覚的で分かりやすい教材を活用して、学習課題を提示・説明する 
 

ＩＣＴ活用のポイント  

1 電子黒板や子供たちの情報端末に、画像、音声、動画などを拡大したり、書き込んだりし

ながら 提示することにより、提示内容を視覚的に分かりやすく伝えることが可能となる。  

2 情報端末や電子黒板を用いて、作業方法や実演の映像を提示することにより、学習活動を

焦点化し、子供たちの学習課題への理解を深めることが可能となる。 

具体的な学習場面  

  

スペシャルべんとう 

R3.5.13 第２学年 
 きいて しらせよう 

R2.12.16 第１学年 

● 牛乳パックを使ったお

弁当箱作り。実物投影機

を使って、作り方を分か

りやすく説明することで

興味関心を高め、個性あ

ふれる作品が完成。 

（下の写真は１年生 R2.6.10） 

● 子供たちの視線を集め

焦点化・イメージ化させ

たい時に、実物投影機で

資料を提示し、部分拡大

や説明の書き込みをする

等、子供の子どもの視線

が上がり集中します。 

● デジタル教科書や模造

紙を用いて、内容のまと

まりごとに色分けするこ

とで、文のまとまりを意

識して考えやすいように

書くことができます。 

 

● 一番楽しいこと、詳し

い内容、聞き手が感じた

ことの順を確認しながら

「友達が楽しいと思って

いることを、まとまりご

とに文にして書こう」と

熱心に取り組みました。 

   

コグトレ「点つなぎ」 

R3.5.13 第２学年 

 製作過程の動画を視聴 

R3.5.26 第５学年 

●「SKYMENU Cloud」

で配布したコグトレ「点

つなぎ」の課題に各自挑

戦。自由に拡大縮小した

り、ドラッグしたりしな

がら、ペンを選択してて

いねいに描く。 

● ポジショニング機能を

活用することで、本時の

振り返りを可視化。全体

で個人の状況を共有。ク

ラウドを通して、自分の

本音を躊躇することなく

表明でき、友達の気持ち

も受け止めやすかった。 

● 以前は、製作手順やポ

イント等の図や動画を、

大型 TV に提示すること

で、視覚的に分かりやす

く指導していました。 

● 今は、１人１台のタブ

レットにより、それぞれ

の進度に合わせたり、課

題別に動画を用意したり

するなど、個別最適化し

た活用をしています。効

果的に技能を習得したり

向上させたりすることが

できるようになりまし

た。 

第５章 教科等の指導におけるＩＣＴ活用  ～ICTを活用した学習活動の充実～ 
１ 学習場面における活用のポイント       ２ １人１台端末による学びの変容       ３ GIGAスクール 学びの活用へ Step１～３ 

 

 

 

Class 004 

Step1 

Step2 

富士見丘小学校 

Ａ 一 斉 学 習 A1 「教員による教材の提示」  

図  工  国  語  

特  活  家庭科  
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情報端末を用いて、一人一人の習熟の程度に応じた学習や、知識・技能の習得に取り組むなど、個に応じた学習を行う 
 

ＩＣＴ活用のポイント  

1 習熟の程度や誤答傾向に応じた情報端末向けのドリルソフトを用いることにより、各自の

ペースで理解しながら学習を進めて知識・技能を習得することが可能となる。 

2 発音・朗読、書写、運動、演奏などの活動の様子を記録・再生して自己評価に基づく練習 

を行うことにより、技能を習得したり向上させたりすることが可能となる。 

具体的な学習場面  

  

語彙力を高めよう 

R3.1.28 きこえとことば 
 動画で技術の向上 

R2.9.19 第４学年 

● 読みの力を高めるとと

もに、語彙を増やす指導

をしました。まずは、教

科書の先読み学習です。

在籍校の授業の進度に合

わせて、ルーラー（画面

右側の青色のフィルタ

ー）を用いて、読んでい

ることろを目と手で追っ

ていました。 

● 次に、パワーポイント

を活用して、難しい言葉

の意味を理解していきま

した。 

● ４年生の教室では、静

寂の中、書写の学習をし

ていました。動画で書き

方のポイントを視聴した

り、書画カメラで先生の

手元を映したりして、す

べての子供たちに分かり

やすい工夫がなされてい

ます。 

 

● 筆づかいも正確で、４

年生の毛筆もかなり上達

しました。指導の賜物で

す。 

   

くじらーニング 

R3.5.20さくら学級 

 自分のバトンパス見る 

R3.5.24 第４学年 

● 算数の授業では、全学

年で、学習履歴型ドリル

コンテンツ「くじらーニ

ング」を日常的に活用し

ています。 

● 通常級では、主に授業

の復習や放課後補習教室

「ふじみ寺小屋」で、さ

くら学級では個別学習の

授業で活用します。学習

履歴を分析しながら、個

に応じた課題を配布した

り、プリントに取りくん

だりすることで効果的な

学習ができています。 

● バトンパスの練習をタ

ブレットで撮影してみま

した。タブレットは、実

技を伴う学習において、

自分の動きを客観的に振

り返ることができる強力

なツールです。しかも保

存でき、上達の過程を確

認することができます。 

● しかし、外では、画面

が暗すぎたり、反射して

しまったりで、撮影時も

再生時も、ほとんど見え

ませんでした。設定調整

が必要のようでした。 

 

Ｂ 個 別 学 習 Ｂ１ 「個に応じる学習」  

第５章 教科等の指導におけるＩＣＴ活用  ～ICTを活用した学習活動の充実～ 
１ 学習場面における活用のポイント       ２ １人１台端末による学びの変容       ３ GIGAスクール 学びの活用へ Step１～３ 
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インターネットやデジタル教材を用いた情報収集、観察における写真や動画等による記録など、学習課題に関する調査を行う 
 

ＩＣＴ活用のポイント  

1 情報端末等を用いて写真・動画等の詳細な観察情報を収集・記録・保存することにより、 

細かな観察情報による新たな気付きにつなげることが可能となる。 

2 インターネットやデジタル教材等を用いて、効率のよい調査活動と確かな情報収集を行う

ことにより、情報を主体的に収集・判断する力を身に付けることが可能となる。 

具体的な学習場面  

  

読書記録 

R2.10.27 図書委員会 
 コロナと共に生きる 

R3.3.18 第 3～6学年 

● 年３回の読書旬間では

図書委員が大活躍です。

読書記録を取りながら、

多様な分野で読書の幅を

広げるように工夫してい

ます。 

● 取り組みの一つに、読

書ビンゴがあります。低

学年の児童を中心に夢中

になって挑戦していまし

た。本を読んで、クイズ

に答え、縦横斜めのいず

れか、２列がそろうとビ

ンゴです。 

● コロナ禍に生活する中

で、課題に思うことや疑

問に感じていることなど

を、なぜ、どうして、と

探究し、解決に向けて多

面的に学んできました。

様々な資料を元に思考の

過程を発表し合い、学び

合うことで、思考が広が

ります。 

● 年度末には、総合的な

学習の時間で取り組んだ

探究学習の成果を廊下に

掲示しました。 

   

自然観察 

R3.5.18 第３学年 

 バーチャル社会科見学 

R3.5.20第４学年 

● 学校菜園のキャベツ畑

に出かけ、モンシロチョ

ウの幼虫を探して、写真

を撮りました。教室に戻

り、１人１人タブレット

でじっくり観察しながら

プリントに詳細にスケッ

チをします。 

● また、気付いたことを

タブレットの画像や発表

ノートに書き込んだりし

ました。提出された発表

ノートを全員で共有し、

意見交換をしています。 

● 市のホームページ、昭

島の水道「ネット DE 見

学」から、自分が調べた

い場所を選択し、各自で

見学して回りました。見

学途中、市のホームペー

ジには、読み上げやフリ

ガナ機能があることを児

童が発見しました。 

● 各所を調べたことや気

付いたことを、１枚１枚

の付箋のメモにまとめて

全体を整理することで、

互いの着眼点を共有して

学びを深めました。 
 

Ｂ 個 別 学 習 Ｂ２ 「調査活動」  

調査活動  

第５章 教科等の指導におけるＩＣＴ活用  ～ICTを活用した学習活動の充実～ 
１ 学習場面における活用のポイント       ２ １人１台端末による学びの変容       ３ GIGAスクール 学びの活用へ Step１～３ 
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シミュレーションなどのデジタル教材を用いた実験や試行により、考えを深める学習を行う 
 

ＩＣＴ活用のポイント  

1 デジタル教材を用いて、学習課題の試行を容易に繰り返すことにより、学習課題への関心

が高まり、理解を深めることが可能となる。 

2 デジタル教材のシミュレーション機能や動画コンテンツ等を用いることにより、通常では 

難しい実験・試行を行うことが可能となる。 

具体的な学習場面  

  

人を引きつける表現 

R2.12.1 第６学年 
 リミックス 

R2.12.3 第４学年 

● 比喩や反復、倒置など

人を引きつける表現技法

について学びました。デ

ジタル教科書で、童謡の

「つき」の歌詩の表現の

工夫と効果を考えまし

た。 

● 絵本「スイミー」の表

現技法についてグループ

で学び合いました。自分

のワークを共有し、書き

込みながら説明すること

で、相手を意識した思考

が深まります。 

● プログラムソフト「ス

クラッチ」を使って、

「さくら さくら」の旋

律の音色を変えたり、伴

奏を付けたりしました。

ここではリズムや楽器の

種類を限定して、音色の

組み合わせ方と順序に特

化しました。 

● プログラミングにより

既存の曲に変化を加えて

新たな価値を創造するリ

ミックスの手法にもつな

がります。 

   

児童用デジタル教科書 

R3.5.21第１学年 

 

 

 
オンライン授業 

R4.2.17 第５学年 

● 文科省実証事業重点校

として、全学年の生活・

社会科のデジタル教科書

を導入しました。１年生

は、今日が初日。「こん

な感じだよ」と触れてみ

ただけですが、自分でロ

グインし、教科書が出て

くると、一斉に歓声を上

げていました。 

● ページをめくったり、

拡大したりしながら、今

学習しているアサガオの

ページなどを興味深そう

に閲覧していました。 

● 感染症防止のため、校

内では歌唱やリコーダー

ができませんので、週１

回、ご家庭で集中して取

り組んでいます。 

● この日も、卒業式に向

け、入退場「威風堂々」

のアルトリコーダーの演

奏、「地球星歌」～笑顔

のために～の二部合唱の

練習です。オンラインで

思いっきり歌って演奏で

きる喜びと相まって、本

当にうれしそうに生き生

きと取り組んでいます。 

 

Ｂ 個 別 学 習 Ｂ３ 「思考を深める学習  

」  

第５章 教科等の指導におけるＩＣＴ活用  ～ICTを活用した学習活動の充実～ 
１ 学習場面における活用のポイント       ２ １人１台端末による学びの変容       ３ GIGAスクール 学びの活用へ Step１～３ 
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写真、音声、動画等のマルチメディアを用いて多様な表現を取り入れた資料・作品を制作する 
 

ＩＣＴ活用のポイント  

1 写真・音声・動画等のマルチメディアを用いて、多様な表現を取り入れることにより、 

作品の表現技法の向上につなげることが可能となる。 

2 個別に制作した作品等を自在に保存・共有することにより、制作過程を容易に振り返り、 

作品を通した活発な意見交流を行うことが可能となる。 

具体的な学習場面  

  

旋律の特徴を生かして表現 

R2.9.24 第６学年 
 アニメーション 

R3.3.8 第６学年 

● 作曲ソフトを使って、

旋律の学習をしました。 

児童によっては、様々な

入力方法を試したり、和

音を重ねたり、いくつも

の音源（楽器）を使って

作曲に挑戦していまし

た。 

 

● 歌や演奏に苦手意識が

ある児童も、ICT を活用

することで、ストレスな

く音楽の世界に浸ること

ができます。 

● アニメーションのキャ

ラクターを描いたり、コ

ピーたたりして、その動

きをプログラミングして

いました。動きを繰り返

したり、ボールを飛び出

せたたり、ゲーム的な要

素も加えながら、本格的

なプログラミングです。 

● SkyMenu を活用して 

他の児童のプログラムを

紹介したり、共有したり

して表現方法の向上につ

なげています。 

 

   

Fujimi Art Gallery Web 

R3.6～ 全学年 

 SONG MAKER で作曲 

R4.2.15 さくら高学年 

● 自分の作品を、自分の

好きな角度から撮影し、

お気に入りをクラウドに

保存します。画像は拡大

もでき、友達の作品を見

合いながら、鑑賞教材と

して、互いの学び合いに

もつながっています。 

● Google Photos を使

っているので、学校ホー

ムページのパスワード付

きリンクを通して、個人

情報の保護に留意しなが

ら、ご家庭でも閲覧でき

ます。 

● Chrome Music Lab

発の Web アプリを使っ

て、１マス１マスが音に

対応して、クリックする

とマスに色がつき、音が

出ます。楽譜に見立てた

マス目をなぞると、短い

曲として再生されます。

● 様々な作曲の条件を

クリアーしながら、絵を

描くようにして作曲し、

発表し合います。聴き合

うことで、自分の振り返

りにもなっています。 

 

Ｂ 個 別 学 習 Ｂ４ 「表現・制作」  

第５章 教科等の指導におけるＩＣＴ活用  ～ICTを活用した学習活動の充実～ 
１ 学習場面における活用のポイント       ２ １人１台端末による学びの変容       ３ GIGAスクール 学びの活用へ Step１～３ 

 

 

 

Class 008 

Step1 

音  楽  図  工  

富士見丘小学校 

Step2 

図  工  音楽科  
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情報端末を家庭に持ち帰り、授業に関連したデジタル教材に取り組んだり、インターネットを通じて意見交流に参加したりする 
 

ＩＣＴ活用のポイント  

1 情報端末を持ち帰り、動画やデジタル教材などを用いて授業の予習・復習を行うことに 

より、各自のペースで継続的に学習に取り組むことが可能となる。 

2 情報端末を使ってインターネットを通じた意見交流に参加することにより、学校内だけ 

では得ることができない様々な意見に触れることが可能となる。 

具体的な学習場面  

  

えいごであそぼ 

R2.5.17- 第３学年 
 道徳授業地区公開講座 

R2.11.5-6 全学年 

● 臨時休校中から、３年

生の希望者を対象とした

「えいごであそぼう」が

始まりました。毎週日曜

日、本校の卒業生が、ボ

ランティアで行う、オン

ライン授業の試行です。 

● PTA との共催で実行

し、学校の取組ではあり

ませんが、新しい学びの

形につながるかも知れま

せん。ZOOM を使って

円滑にコミュニケーショ

ンをとっています。 

● 感染症拡大防止のため

少人数予約制の学校公開

にあわせて、オンライン

で実施しました。ご家庭

や職場など、場所を選ば

ずに参加することができ

ます。 

 

● 通信環境の低さから、

基本的には一方通行で、

必要に応じて、保護者も

授業に参加できる方法を

取りました。 

   

オンラインきこえとことば 

きこえとことばの教室 

 
 
日光からこんにちは 

 
R3.4.22 ６年生 

● 新型コロナ感染症を契

機として、その防止策を

検討する中で、チャット

によるコミュニケーショ

ン、口元の動画撮影と確

認、TV 会議によるグル

ープ活動など、様々な手

立てを工夫しています。 

● また、教員が各校を巡

回していた在籍校訪問、

児童が移動してた通級指

導の一部をオンラインで

始めています。デジタル

を活用する新たな可能性

を模索しています。 

● 日光移動教室の実地踏

査に出掛けている６年生

の担任から、ＺＯＯＭが

届きました。昼休みの教

室では、待っていた子供

たちが大喜びです。緊急

事態宣言がとても気がか

りですが、日光への期待

が膨らみます。 

● 緊急事態宣言延長に伴

い、移動教室も延期とな

りましたが、実施当日は

１年生や５年生と現地か

ら交流する予定です。 

 

Ｂ 個 別 学 習 Ｂ５ 「家庭学習」  

第５章 教科等の指導におけるＩＣＴ活用  ～ICTを活用した学習活動の充実～ 
１ 学習場面における活用のポイント       ２ １人１台端末による学びの変容       ３ GIGAスクール 学びの活用へ Step１～３ 

 

 

 

Class 009 

Step1 

Step2 

外国語  道  徳  

通  級  特  活  

富士見丘小学校 



- 61 - 

 

 

 
 
 

 

学習課題に対する自分の考えを、電子黒板等を用いてグループや学級全体に分かりやすく提示して、発表・話合いを行う 
 

ＩＣＴ活用のポイント  

1 情報端末や電子黒板等を用いて、個人の考えを整理して伝え合うことにより、思考力や

表現力を培ったり、多角的な見方・考え方に触れたりすることが可能となる。 

2 情報端末を使ってテキストや動画で表現や考えを記録・共有し、何度も見直しながら話

し合うことにより、新たな表現や考えへの気付きを得ることが可能となる。 

具体的な学習場面  

  

ことばでみちあんない 

R2.9.23 第２学年 
 １年生に知らせたいな 

R3.3.18 第３学年 

● 公園の地図を見ながら

言葉で道案内をする学習

をしました。知らせたい

内容を、相手に伝わるよ

うに、話す順序を組み立

てながら分かりやすい道

案内の仕方を考えます。 

 

● 実物投影機にワークシ

ートを投影し、自分の考

えた道案内を全体に発表

しました。一人一人の考

えを共有することで、自

分の考えが一層深まりま

した。 

● 「伝えたいことを分か

りやすい言葉で伝える」

の単元です。本来なら教

室に出向いて直接伝えた

いところですが、感染防

止のため、グループごと

に「１年生に知らせたい

な」を動画に撮影し、１

年生が視聴する方法にし

ました。 

● 動画を撮影することで

何度も見直しながら話し

合い、新たな気付きを得

ることができました。 

   

よりよい学校生活 

R3.5.20 第３学年 

 お家の人に新聞で伝えよう 

R4.6.21 第４学年 

● 授業の導入で Google 

Forms のアンケート機

能を活用して、自分の生

活を振り返るアンケート

をとりました。瞬時に、

結果がフラフで表示され

自分と友達の共通点や相

違を感じ取りました。 

● その上で、よりよい学

校生活、集団生活の充実

の資料を読み、楽しいク

ラスづくりを妨げる「い

じめは許されない」とい

うことに気付かされる授

業となりました。 

 ● 「伝えたい相手や目的

を明確にして、分かりや

すく伝えよう！」と新聞

を作っています。ドキュ

メントを使って、紙面構

成を共同編集していま

す。１シートを複数人が

同時に操作できるので、

話し合いも深まります。 

● また、Forms を使っ

て作成したアンケート結

果を考察しながら、記事

の内容や表題、分量など

を話し合い、役割を分担

していました。 

 

C１ 「発表や話合い」  

家庭学習  

第５章 教科等の指導におけるＩＣＴ活用  ～ICTを活用した学習活動の充実～ 
１ 学習場面における活用のポイント       ２ １人１台端末による学びの変容       ３ GIGAスクール 学びの活用へ Step１～３ 

 

 

 

Step1 

国  語  国  語  

富士見丘小学校 

Ｃ 協 働 学 習 

家庭学習  

Class 010 

 

Step2 

道  徳  国語科  
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情報端末等を用いてグループ内で複数の意見・考えを共有し、話合いを通じて思考を深めながら協働で意見整理を行う 
 

ＩＣＴ活用のポイント  

1 情報端末を用いて、学習課題に対する互いの進捗状況を把握しながら作業することによ

り、意見交流が活発になり、学習内容への思考を深めることが可能となる。 

2 情報端末等を用いて、互いの考えを視覚的に共有することにより、グループ内の議論を 

深め、学習課題に対する意見整理を円滑に進めることが可能となる。 

具体的な学習場面  

  

This is my favorite place. 

R3.2.2 第４学年 
 日本文化を発信しよう 

R2.9.23 第６学年 

●  4th grade class. 

Foreign Language 

Activities.  Let's go to 

my favorite place. 

Turn left. Go straight.  

Turn right. Go traight.  

This is my favorite place, 

the lunch room!  I like 

school lunch. Im hungry. 

 

● デジタル教科書の教材

を活用して、互いの考え

を共有することで、意欲

的な学びにつながってい

ました。 

 ●  パンフレット作りを通

して、筋道の通った文章と

なるように、全体の構成や

展開を考えることで、書く

力を培いました。 

 

● タブレットで情報収集

して、ホワイトボードで

班の情報を整理し、ワー

クシートに構成をまとめ

ていきました。情報を整

理し、結果を共有するこ

とにより考察が深まりま

す。 

   

おいしい 楽しい 調理の力 

R3.5.18  第５学年 

 同じ部分をもつ漢字 

R3.6.1 第２学年 

● コロナ禍で調理実習が

できないため、お弁当の

日に「１人１品は自分で

野菜を茹でておかずを作

る」を宿題とした。給食

の時間に、各自のお弁当

を撮影し、午後の授業で

生きた教材として活用。 

● 各自のお弁当画像を一

斉配信しながら、それぞ

れの野菜を水から茹でる

か、お湯から茹でるか、

ポジショニングで回答し

全体の回答傾向を全員で

共有し、学びを深める。 

 ● クイズ形式で、漢字

の構成に興味を抱くよう

「同じ部分」に着目しま

した。タブレットの発表

ノートのグループワーク

機能を活用し、同じ部分

をもつ漢字をたくさん書

き出して班で共有。 

● 一枚の発表ノートに、

それぞれのタブレットか

ら書き込めるので、思い

浮かばない子も、あっと

いう間にたくさんの漢字

が集まり、学び合いにつ

ながりました。 
 

C２ 「協働での意見整理」  

家庭学習  

第５章 教科等の指導におけるＩＣＴ活用  ～ICTを活用した学習活動の充実～ 
１ 学習場面における活用のポイント       ２ １人１台端末による学びの変容       ３ GIGAスクール 学びの活用へ Step１～３ 

 

 

 

Step1 

外国語  国  語  

富士見丘小学校 

Ｃ 協 働 学 習 

家庭学習  

Class 011 

 

Step2 

国  語  家庭科  
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情報端末を活用して、写真・動画等を用いた資料・作品を、グループで分担したり、協働で作業しながら制作する 
 

ＩＣＴ活用のポイント  

１ グループ内で役割分担し、情報端末を用いて同時並行で作業することにより、他者の進

み具合や全体像を意識して作業することが可能となる。 

2 写真・動画等を用いて作品を構成する際、表現技法を話し合いながら制作することによ

り、子供たちが豊かな表現力を身に付けることが可能となる。 

具体的な学習場面  

  

ストップモーション動画 

R2.12.9 パソコンクラブ 
 アニメーション 

R2.12.14 第５学年 

● 実際に放映されている

幼児向けアニメ―ション

のようなストップモーシ

ョン動画の作成に挑戦し

ました。 

 

● 素材は、イラスト、写

真など何でもＯＫです。

想像力を働かせながら楽

しんでいます机上の文具

を連続写真撮影→>黒板

に絵を描きながら１枚１

枚撮影した画像を編集し

ました。 

● Viscuit を使ったプログ

ラミングです。自分が描

いた絵を指やマウスで操

作して動かせるので、プ

ログラミングがはじめて

でも、わかりやすく習得

できます。 

 

● プログラミングそのも

のが目的ではなく、アニ

メーション通して、図画

に対する感性や豊かな発

想を伸ばしていこうとす

るものです。 

   

ふりこのきまり 

R4.3.1 第５学年 

 移動教室のまとめ 

R4.6.14 第５学年 

● 「ふりこの１往復する

時間は、何によって変わ

るのだろうか？」と、今

回は、重りの重さと振れ

幅を一定にして、長さだ

けを変化させて時間を測

定しました。 

● Google スプレットシ

ートに毎回の測定結果を

班毎に入力し、児童でグ

ラフ化。全班で共有して

いるので、全ての班の結

果を閲覧しながら考察し

て、精度の高い検証がで

きました。 

 ● 八ヶ岳移動教室を終え

て、さっそくまとめの学

習をしていました。あっ

という間に書き込んでい

く様子から、学びの豊か

さを感じました。 

● Google スライドは、

AI が自動でスライドデ

ザインを提案し見やすい

スライドを簡単に作成で

きます。スライド毎に割

り当てて共同編集するこ

とでお互いの進捗状況を

確認したり、児童同士の

発見を促したりします。 
 

C３ 「協働制作」  

家庭学習  

第５章 教科等の指導におけるＩＣＴ活用  ～ICTを活用した学習活動の充実～ 
１ 学習場面における活用のポイント       ２ １人１台端末による学びの変容       ３ GIGAスクール 学びの活用へ Step１～３ 

 

 

 

Step1 

クラブ  図  工  

富士見丘小学校 

Ｃ 協 働 学 習 

家庭学習  

Class 012 

 

Step2 

理  科  総  合  
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インターネットを活用し、遠隔地や海外の学校、学校外の専門家等との意見交換や情報発信などを行う 
 

ＩＣＴ活用のポイント  

1 インターネットを用いて他校の子供たちや地域の人々と交流し、異なる考えや文化に 

リアルタイムに触れることにより、多様なものの見方を身に付けることが可能となる。 

2 テレビ会議等により学校外の専門家と交流して、通常では体験できない専門的な内容を 

聞くことにより、子供たちの学習内容への関心を高めることが可能となる。 

具体的な学習場面  

  

オンライン朝会 

R2.9.28- 全学年 
 応援のお手紙を書こう 

R2.5.8 ＆ 12.24 全学年 

● ２学期以降、タブレッ

トと教室の大型 TV を活

用して、オンラインで全

校朝会行っています。リ

アルタイムに映像や音声

が発信できます。パワー

ポイントやネット上の動

画を共有するなど、様々

な工夫をしています。 

● また、授業参観や校外

学習などの学校行事をご

家庭向けにオンラインで

発信することも試行して

います。多くのご家庭が

視聴しました。 

 ● 学校再開後、総合的な

学習の時間に、コロナと

共に生きる、を学んでい

ます。新しい時代の新し

い生き方について課題を

発見し、探求しました。 

● 休校中と冬休み前、コ

ロナ禍で頑張っている人

たちに休校中の取組の一

つとして感謝と応援の気

持ちを伝えるお手紙を書

きました。学校ホームペ

ージで発信するとともに

夏休み中に子供たちが直

接届けました。 

   

オンライン離任式・授業参観 

R3.4.28・R3.5.13-14 全学年 

 オンライン社会科見学  
R3.11.12 ５年生 

● GIGA スクール構想に

伴い、高速回線になった

おかげで、離任された先

生方から心に沁みるお話

を伺うとともに、双方向

で感謝の気持ちをお伝え

することができました。 

● オンライン授業参観で

は、子供たちは見られて

いることを意識しながら

も、生き生きと授業に集

中している様子が伝わっ

たかと思います。個人情

報保護の観点から、URL 

やパスワードで制限配信。 

● 日産自動車のオンライ

ン工場見学に参加して、

最新の車の製造工程や人

と環境にやさしい車づく

りを学びました。車の部

品作りから出荷まで、動

画や資料を使って、双方

向で分かりやすく学ぶこ

とができました。 

● その後、教室でタブレ

ットを活用して、車づく

りの工夫、環境への取り

組みなど、学んだことを

一人一人しっかりまとめ

ていました。 

 

C４ 「学校の壁を越えた学習」  

家庭学習  

第５章 教科等の指導におけるＩＣＴ活用  ～ICTを活用した学習活動の充実～ 
１ 学習場面における活用のポイント       ２ １人１台端末による学びの変容       ３ GIGAスクール 学びの活用へ Step１～３ 

 

 

 

Step1 

Step2 

特  活  総合他  

富士見丘小学校 

Ｃ 協 働 学 習 

家庭学習  

Class 013 

 

各教室  社会科  
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カ ー ド や ボ ー ド ゲ ー ム を 使 っ て 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ 的 な 思 考 に 基 づ い て 問 題 解 決 を 図 る 
 

ＩＣＴ活用のポイント  

1 コンピュータを使わずに、絵本やゲームなどを通してコンピュータの考え方に触れたり、

掃除や料理といった身近なものをテーマにしたり、物事を論理的に考える。 

２ 考えていることを可視化する。順序立てて考えることで、相手にわかりやすく説明がで

きるようにする。自分の考えを発表し、友達と共有することで、全員に活躍の場を作る。 

具体的な学習場面  

  

おもちゃ作りの手順 

R4.11.30 第２学年 
 掃除の段取り 

R3.2.16 第２学年 

●  ２年生の国語の授業 

です。これまで文章の

順序や段落など、文章

構成を学んだことを生

かして、おもちゃの作

り方を説明する文章を

書きます。 

 

●  今日は、タブレット 

の発表ノートを活用し

て、自分で撮影した画

像を貼り付けて、タブ

レット上で、作る手順

を確認しながら、組み

立てました。 

 ●  ２年生の生活科の授

業です。プログラミング

的思考の意味を知り、生

活の中の「段取り」につ

いて考えました。 

 

● <上>模型電車とレール

やゲートの動きを、一つ

一つの動きを分解して、

流れをつかみながら予想

しました。 

<下>掃除をする段取り

を考え、効率的な動きを

組み立てました。 

   

生活習慣の段取り 

R3.2.16 第１・２学年 

 リズムをつくろう 

R2.9.29 第２学年 

 ●  プログラミング的思考

で、自律的な生活。１年

生は  ①帰宅してから

「毎日やること」「自分

で選んでやること」に

〔分ける〕→② 寝るま

での時間と順序を考え

〔並べる〕→ ③ よりよ

い生活を考える〔確か

め〕の順で考えました。 

● ２年生の避難訓練をプ

ログラミングしようでは

地震発生から安全に完了

するまでの行動を分析

し、避難順序を工夫。 

●  様々なリズム・パター

ンの組み合わせ方につい

て、このようにつくりた

いという思いや意図をも

ち、様々なリズム・パタ

ーンの面白さに気付きな

がら、試行錯誤すること

を通して、まとまりのあ

る音楽をつくります。 

 

● リズムカードを見なが 

ら手でいろいろなリズム 

を打ち、カードに書かれ 

たリズムを実際に音に出 

して確かめます。 

 

Ｄ１ 「アンプラグドプログラミング」  

家庭学習  

第５章 教科等の指導におけるＩＣＴ活用  ～ICTを活用した学習活動の充実～ 
１ 学習場面における活用のポイント       ２ １人１台端末による学びの変容       ３ GIGAスクール 学びの活用へ Step１～３ 

 

 

 

Step1 

Step2 

国  語  生  活  

富士見丘小学校 

Ｄ プログラミング 

家庭学習  

Class 014 

 

音  楽  生  活  
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あ ら か じ め 決 め ら れ た 動 き の ア イ コ ン を 組 み 合 わ せ る こ と で プ ロ グ ラ ミ ン グ す る 
 

ＩＣＴ活用のポイント  

1  Scratch や VISCUIT など、アイコンベースの簡単なプログラミングソフト（言語）を

使って、プログラミングの基本的な考え方を身に付け、論理的思考につなげる。 

2 多くのプロセスを、何と何をどう組み合わせれば自分の思い通りに動くかという思考過

程で、要素を細かく分け、そして、再び組み立てていくという問題解決能力につなげる。 

具体的な学習場面  

  

海の中の動く生き物 

R3.1.12  第３学年 
 四角形のとくちょう 

R4.11.15 第４学年 

● Viscuit のメガネとい

うプログラミング機能で

海の生き物をつくること

によって、形や色、構成

の美しさなど、表したい

ことを見付けたり、工夫

して表したりする。 

 

● 海のイメージから、

魚、タコやイカ、海藻、

潜水艦、架空の生き物ま

で創作。動きをプログラ

ムして、更に創造の世界

が膨らみました。 

 ● Scratch を使って、

アイコンベースの簡単な

プログラミングソフト

（言語）を使って、プロ

グラミングの基本的な操

作をしました。 

 

 ● ネコの動きに角度の

プログラムを組み合わ

せ、四角形の特徴であ

る直角を確認しまし

た。四角形の特徴を理

解する復習に、プログ

ラミングを活用した事

例です。  

   

正多角形をかく 

R3.2.16 第５学年 

 〇〇に変身！ 

R4.7.19 第３学年 

 ● 図形を構成する要素

に着目し、プログラミン

グを通した正多角形のか

き方を発展的に考察した

り図形の性質を見いだし

たりして、その性質を筋

道を立てて考え説明した

りする力を育みます。 

 

 ● 「辺の長さが全て等

しく、角の大きさが全て

等しい」という正多角形

の意味を用いて作図でき

ることを、プログラミン 

グを通して確認します。 

 ● Viscut を使って、自

分が描いた魚を動かす

プログラミング「うご

くさかなたち」をしま

した。 

 

● 今日は、魚が「～した

ら」「～になる」と、一

歩進んだプログラミング

に挑戦。子供たちが作成

したプログラムの動画を

天井に投影。未来的でも

あり、幻想的でもありま

す。 

 

Ｄ２「ビジュアルプログラミング」  

家庭学習  

第５章 教科等の指導におけるＩＣＴ活用  ～ICTを活用した学習活動の充実～ 
１ 学習場面における活用のポイント       ２ １人１台端末による学びの変容       ３ GIGAスクール 学びの活用へ Step１～３ 

 

 

 

Step1 

Step2 

図  工  算数科  

富士見丘小学校 

Ｄ プログラミング 

Class 015 

 

算数科  図  工  
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ロボットをタブレットと接続し、ビジュアルプログラミングなどで命令を出して、実際に動かしてみる 
 

ＩＣＴ活用のポイント  

１ 「こんなものをつくりたい」「そのためにどうすればいい」という問題提起を行うことで

「ゼロから 1 をつくり出す」発想力や創造力を重視する。 

２ 情報端末を使ってテキストや動画で表現や考えを記録・共有し、何度も見直しながら話

し合うことにより、新たな表現や考えへの気づきを得る。 

具体的な学習場面  

  

ものづくりの基本 

R2.12.7 第６学年 
 電気の性質や働き 

R3.2.10 第６学年 

● プログラミングを通し

て、情報技術の仕組みを

理解し、ものづくりのよ

さを知るとともに、もの

づくりの魅力や自分らし

い生活についての考えを

深めるました。 

 

● プログラムを組んで、

ブロックで組み立てたロ

ボットを動かすことで、

新たな発想や構想を生み

出したり、異なる視点か

ら良さや美しさを感じ取

ったりします。 

● センサーと通電を制御

する「人が近づくと扇風

機が回転し、しばらくす

ると停止する」プログラ

ミングに挑戦。さらに複

雑な回転をさせたり、音

楽を奏でたり、自由自在

にプログラム。 

● 電気の性質や働きを利

用した道具について、そ

の目的に合わせて制御し

たり電気を効率よく利用

したりする工夫がなされ

ていることを、プログラ

ミングを通して確認。 

   

風のはたらき 

R3.6.25 第３学年 

 課題解決 

R4.7.15  

● レゴ WeDo2.0 を用い

て、風の「強さ」と風を

当てる「時間」の組み合

わせをプログラムし、「ボ

ールを定位置まで転がす

ゲーム」を楽しんでいま

した。 

● 風の力の大きさを変え

ると、物が動く様子も変

わることを、ゲーム（実

験）を通して、試行錯誤

しながら、意図した動き

を実現しようとする学習

です。風の力とその働き

を実感できました。 

 ●  パソコンクラブ。プ

ログラミングやコマ撮

りなど、個に応じて取

り組んでいます。 

 

●  レゴ WeDo2.0 を用

いたプロジェクト型学

習です。テーマに対す

る答えを自分で予測

し、調べ、考えを形に

し、さらに発表すると

いった一連のプロセス

を通じて子供たちの

様々なスキルを伸ばす

ことができます。 

 

Ｄ３ 「フィジカルプログラミング」  

家庭学習  

第５章 教科等の指導におけるＩＣＴ活用  ～ICTを活用した学習活動の充実～ 
１ 学習場面における活用のポイント       ２ １人１台端末による学びの変容       ３ GIGAスクール 学びの活用へ Step１～３ 

 

 

 

Step1 

総  合  理  科  

富士見丘小学校 

Ｄ プログラミング 

家庭学習  

Class 016 

 

Step2 

理  科  クラブ  



  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第６章 
 

学校における 

ＩＣＴ環境 
 

Affairs 001-012  
１ デジタル教材 

２ デジタル教科書 

３ オンライン授業 

４ ＩＣＴ環境整備 

５ 健康面への配慮 
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ｚ  

デ ジ タ ル 教 材 と は  
Affairs ００１ 

教員の自作動画やプレゼン画面を、一
人一人が自分のペースで視聴しなが
ら、児童が主体的に学びます。 

 
 

 

 
 

ねらい：デジタル教材の特性を生かして授業で活用する 
 
 
 
  
１ デジタル教材のメリット 
（１） 紙の教材では理解しにくかった内容も、視覚的に簡単に理解できるようになる。 

・紙の教材 … イラストや写真を使用。動きがなく分かりづらい。 

・デジタル教材 … 動画やアニメーションの動きが加わり、視覚的なイメージが容易。 

（２） 電子ドリルコンで、自分の習熟度やペースに合わせて個に応じた課題に取り組める。 

・練習問題を反復して解く「ドリル」としても、デジタル教材を活用できる。 

（３） 学習管理機能で、学習時間や学習進捗の管理が容易になる。 

・子供たちの理解度の不足やつまづきを明確にし、適切な指導方法等を実践できる。 
 
２ デジタル教材と紙教材の特徴 

・ デジタル教材 … 動画や音声、自分で動かしたり、調べたりすることに長けている。 

こういった特性を考えると、映像や音声を使った授業形式の学習、実際に動かしたり様々なこ

とを調べたりすることで要点の確認や知りたいことを探すのに優れているといえる。 

・ 紙教材 … 直接書き込んだり漢字の反復練習など自分の学習法で、勉強を進めていける。 

辞書を引きながら複数の教材を一度に開き学習、情報量が少ない分、自分で考えたり調べたり

することで学習効果が高まることも期待できる。 
 
３ デジタル教材の活用場面 
 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

第６章 学校におけるＩＣＴ環境 
１ デジタル教材   ２ デジタル教科書   ３ オンライン授業   ４ ＩＣＴ環境整備   ５ 健康面への配慮 

  

o 

富士見丘小学校 

デジタル教材は、動画やアニメーションを活用した学習など、紙媒体の教材では困難だ

った学習を可能にしてくれます。１人１台端末とともに、利点を生かしましょう。 

 

市のホームページ「ネット de 見
学」から、自分が調べたい内容を選
択して閲覧し、全体で共有します。 

指導者用デジタル教科書を提示
し、部分拡大や説明の書き込みを
する。視線が上がり集中します。 

学習履歴型ドリルコンテンツ（く
じらーニング）を活用して、個の進
度に応じた学習ができます。 

児童の作品を教材として全体に提
示する。一人一人の思考を共有し
て話し合いが深化します。 

NHK for School などの動画を教
材として、意見を出し合い、多面的
多角的に議論します。 

子供の視線を集め、 

焦点化・イメージ化させる 

１人１台端末を活用して、 

個別最適な学習を保障する 

学級の学び合いでの中で 

共感する雰囲気をつくる 

Web 上の多彩な学習動画を 

授業のポイントで活用する 

ねらいに合った自作教材で 

児童が効果的に学ぶ 

教え合い･学び合いの過程で 

思考のプロセスを共有する 

２年生 R3.5.28 １年生 R2.12.16 ３年生 R4.7.19 

２年生 R3.10.27 ４年生 R3.7.15 ４年生 R3.5.20 



- 70 - 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デ ジ タ ル 教 科 書 と は  
Affairs ００２ 

 
 

 

 
 

ねらい：デジタル教科書の特性を生かして授業で活用する 
 
 
 
  
１ デジタル教科書の特徴 
（１） 紙の教科書と同一の内容をデジタル化 

紙の教科書と同様に使用することができます。 

（２） デジタル機能の活用による教育活動の一層の充実 

拡大縮小、ハイライト、共有、反転、リフロー、音声読み上げ、総ルビ、検索、保存など 

（３） デジタル教材との一体的使用 

動画・アニメーション、ドリル・ワーク、参考資料など 

（４） 特別支援教育等における活用 

・視覚障害のある児童による、拡大機能や音声読み上げ機能の活用など 

・発達障害のある児童による、背景色、テキストの色、行間・文字間隔の変更機能の活用など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２ 指導者用デジタル教科書の活用 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 児童用デジタル教科書の試行 
 
 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

第６章 学校におけるＩＣＴ環境 
１ デジタル教材   ２ デジタル教科書   ３ オンライン授業   ４ ＩＣＴ環境整備   ５ 健康面への配慮 

  

o 

富士見丘小学校 

すでに普及している指導者用（教科書に準拠したデジタル教材）とともに、法改正によ

り、学習者用デジタル教科書を活用することができるようになりました。 

教科書を大型ディスプレイに拡

大して映すことで、子供たちの意識

が集中し、効率よく授業が展開。 

授業に役立つツール、映像やシミ

ュレーションなど多種多様なデジ

タルコンテンツが、視覚的に分かり

やすく、授業の幅を広げ「分かっ

た！」「できた！」が増しています。 

１年生 R3.5.21 

５年生 R3.4.13 

１年生 R2.12.3 

５年生 R3.4.26 

教科書の図や表を拡大して示し

ながら、分かりやすく説明。 

教科書のデジタル教材を活用し

て、視覚的に分かりやすく説明。 

デジタル教科書の拡大縮小、音声

読み上げ機能を活用。 

自分のペースに合わせて、デジ

タル教科書で自学自習。 

「学校教育法等の一部を改正す

る法律」により、の教科書の代わり

に使用することが認められた「学習

者用デジタル教科書」です。 

見たいところを自由に拡大、ペン

ツールなどを使って書き込んで記

録を残す、Web ページへリンクな

ど多様な機能が活用できます。 

貼ることができます。 

ことができます。 
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オ ン ラ イ ン 授 業 ス タ イ ル  
Affairs ００３ 

文部科学省の 8 月 27 日付「対応ガイドライン」に基づく 

同 8 月 25 日付「基本的対処方針等」に基づく 

 
 

 

 
 

ねらい：学級閉鎖や分散登校等を想定した 「ふじみオンライン授業スタイル」 
 

「２つの措置」の想定  
  

Ⅰ 感染拡大 … 校内
・ ・

で児童や教職員等の感染等が判明した場合など 
 

(1) 同じ学級で、２名以上の児童の感染（濃厚接触等）が判明するなど、学級内で感染 

が広がる可能性が高い場合は、可能な限り早期から、学級閉鎖の措置をとる。 
 

(2) 学年･学校の感染（濃厚接触等）の場合は、同様に、学年・学校閉鎖の措置をとる。 
 

この場合、感染拡大防止のため、児童も家族も、登校することは一切できない。 

「３つの授業スタイル」を想定したオンライン授業を実施する。 
 
Ⅱ 感染防止 … 校内の感染等は無いものの、地域等で懸念が高まった場合など  
  

(1) 令和元年度末から一斉に臨時休校となったケースのように、校内での感染拡大の 

兆候がない場合にも、行政の判断で休校や分散登校等の措置を取る場合がある。 
 

児童（家族）や教職員等に感染等がない場合には、完全な休校は考え難く、学級の三密を 

避けるための分散登校（グループ毎に授業日や授業時間を分散するなど）が想定される。 

この場合、感染防止策を徹底した上で、児童や家族も、限定的に登校することができる。 
  

「３つの授業スタイル」の想定  
 
Ⅰ デジタルスタイル  Ⅱ ハイブリットスタイル   Ⅲ アナログスタイル                     

〇 通常の時間割を基本とする。 毎時間、出欠確認及び健康観察を実施する。 
 
〇 児童にとっても、教員にとっても、デジタルで実施する困難さやストレスを軽減するために、 

可能な限り、教室の授業と同じスタイルで実施する。 

→ デ ジ タ ル ：Meet( Zoom）は、先生の指導、児童の発表や話し合いの場面で利用 

Sky Menu は、互いの画面やノート等を見合う学び合いの場面で活用 

  ア ナ ロ グ ：教科書、ノート、ワークシート等、教室と同じように紙と鉛筆を使用 
 

〇 全く登校できない状況の場合は、「完全オンライン授業」とし、Meet や Zoom とともに、 

Sky Menu 等を活用して、課題等の配布や提出は、全てデジタルで実施する。 
 

〇 中休み、昼休み、給食の時間（自宅の児童のみ）は、児童同士の自由な会話等ができる。 
 

・通常の授業よりも、自力解決（個人学習）を長く設定し、タブレット画面を長い 

時間（15 分間を上限とする）注視しないよう授業展開を工夫する。 

・話し合い活動、ふりかえりは、必ず設定し、児童の主体的な学びを保障する。 

・学習したノートやワークシートなどは、登校時もしくはクラウドで必ず提出し、 

先生が確認、評価してから、返却する。  

 

 

 

 

 

 
 

第６章 学校におけるＩＣＴ環境 
１ デジタル教材   ２ デジタル教科書   ３ オンライン授業   ４ ＩＣＴ環境整備   ５ 健康面への配慮 

  

o 

Meet(Zoom) ON 10 分間 

学
級
閉
鎖
等 

分
散
登
校
等 

教
室
の
日
常
的
な
授
業
の
再
現 

目標設定 一斉指導 自 力 解 決 学び合い まとめ 振り返り 

Meet(Zoom) OFF 20 分間 
 

Meet(Zoom) ON 15 分間 

45 分間の 

授業の構成 

ポイント 

Sky Menu で課題配布 教科書、ノート、ワークシート Sky Menu で共有・提出 ノート 

Classroom 
＋ Meet( Zoom） 

＋ Sky Menu 

Zoom 

提出も 
オンライン 

タブレットを活用できない
緊急時を想定し、通信負担が
軽い Zoom で会話をしなが
ら、担任が学習内容を指示し
児童がアナログで取り組む。 

Classroom 
＋ Meet( Zoom） 

＋ Sky Menu 

課題の配布や 
提出等は対面 

紙と鉛筆も活用 紙と鉛筆も活用 

基
本
例 

富士見丘小学校 
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オンライン授業試行  第一回  の実際  
Affairs ００４ 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

第６章 学校におけるＩＣＴ環境 
１ デジタル教材   ２ デジタル教科書   ３ オンライン授業   ４ ＩＣＴ環境整備   ５ 健康面への配慮 

  

o 

学童保育に通っている児童も多
く、早い時間は帰宅できないた
め、学童の活動として校内の教室
を借りて実施しました。 

１教室で複数名が接続するた
め、不都合もありましたが、学級
閉鎖等の場合は学童にも通えない
ので、１人で操作するよい練習の
機会となりました。 

４～６年生は、夏休み中に、
Sky Menu の発表ノートを活用
して、オリパラの集大成に取り組
みました。各自がまとめた資料
を、授業でそれぞれ発表していま
したが、本日の試行の時間に、そ
の続きの発表をしていたクラスも
ありました。試行というよりも授
業そのものです。 

試行中で、全学年で「楽しい２
学期に向けて…」と題して、
Forms を活用したアンケートを
実施しました。配布、受け取り、
回答、提出まで、すべてオンライ
ンでできました。 

２学期当初の一人一人の心の変
化を見取ります。右のクイズは、
事前練習の様子です。 

 

１～３年生は、夏休みにタブレ
ットを活用したり、授業で利用し
ているものの、家庭から自分で接
続してオンラインでつなげるのは
今回がはじめてです。 

そのため、事前に何度か練習し
て今日を迎えました。 

ほとんどの児童が円滑に接続
し、楽しく会話できました。 

〔実施の概要〕 

実施日時 令和３年９月２日（木） 放課後 14:00 ～ 14:30 

教育課程 教育課程外の教育活動（全員参加。さくら学級は別途実施。） 

実施方法 学 校 ⇔ 児童の自宅 オンラインで結ぶ 

学童保育の児童は、教室を借りて、個別に実施 

実施内容 Google Meet    … 映像を通しての会話 

Google Classroom … アンケート調査の受け渡し 

その他、学年や学級に応じて工夫 
Classroom  

２年生  ４年生  

全学年 １年生 

１年生 ２年生 

放課後のオンライン試行 午前中の授業 

４年生以上は、夏休みにも様々実施しました。 

富士見丘小学校 
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オンライン授業試行  第二回  の実際  
Affairs ００５ 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

第６章 学校におけるＩＣＴ環境 
１ デジタル教材   ２ デジタル教科書   ３ オンライン授業   ４ ＩＣＴ環境整備   ５ 健康面への配慮 

  

o 

Zoom に入れなかった児童がい
たため、途中から Meet に全員で
切り替えました。臨機応変な対応
が不可欠です。 

授業の試行では、社会科の学習
をしていました。普段の授業と同
じように、オンライン授業でもデ
ジタルとアナログの使い分けが重
要だと感じました。 

アプリではなく、ブラウザから
Zoom に入った児童も多かったよ
うです。Zoom の中で児童同士が
ユーザー名の変更や画面設定を教
え合い、解決していました。 

Sky Menu では、先生からの
質問を受取り、回答、提出してい
ました。夏休みから継続している
のでかなり慣れています。 

４年生から習うローマ字を、オ
ンライン授業に備えて３年生も入
力できるようにしました。Zoom
アプリは英文ですが、説明書を見
ながらほぼ全員がログインできた
ようです。 

Sky Menu の「コグトレ」も
慣れたもので、ストレスなく円滑
に使いこなしていました。 

多くのご家庭で在宅してくださ
り、ご支援いただきました。 

１年生は、Zoom の中で操作方法
をご教授くださった方もいらして、
お力添えに感謝申し上げます。 

２年生は、三択クイズや国語の
「雨のうた」の「かさで○○かさ
のうた」の○○に思い思いの言葉
を書き込んでいました。 

〔実施の概要〕 

実施日時 令和３年９月６日（月） 放課後 14:00 ～ 14:30 

教育課程 教育課程外の教育活動（全員参加。さくら学級は別途実施） 

実施方法 学 校 ⇔ 児童の自宅 オンラインで結ぶ 

学童保育の児童は、教室を借りて、個別に実施 

実施内容 Zoom   … 映像を通しての会話 

Sky Menu … 課題の配布、回答、提出 

その他、学年や学級に応じて工夫 
Zoom  

１年生  ２年生  

３年生  

５年生  

３年生  

６年生  

５年生  

６年生  

富士見丘小学校 
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オンライン授業の実際①  令和３年度  
Affairs ００６ 

 
 

 

 
 

 

 

 

お家でオンライン 

R3.2.10 第１学年 
 詩の表現の工夫 

R3.2.7 第２学年 

● １年生のオンライン授業

が始まりました。初日は、

雨の中、学童から、職員の

方に引率していただき再登

校。２学期の３回の試行の

成果か、まるでいつもの教

室の授業のようにスムーズ

でした。 

 

● お家でも、教室でも、同

じようにオンラインに参加

しています。子供たちにと

っては、何の違和感もない

ようです。 

● 教室の授業と同様に、動

画による詩の朗読を聞い

て、お気に入りの詩を選

び、表現の工夫等、その理

由を分かりやすく相手に伝

える学習をしていました。 

  

● SkyMenu のポジショニ

ングで一人一人の感じ方を

共有しました。コメント機

能も活用して、どうしてそ

感じたのかなど、全員が自

分の考えを言葉で表現して

伝えていました。 

私たちの学校じまん 

R3.2.8 第３学年 
 文の長さによる分かりやすさ 

R3.2.15 第４学年 

● 自慢だと思うものを選

び、はじめ・なか・終わり

の組み立てを、班のメンバ

ーで分担して、協働して発

表する学習です。ジャムボ

ードを活用して一人一人が

考えた自慢を班で分類して

いました。 

 

● タブレットの他、教科書

やノートの使い方は、いつ

もの授業と同じです。デジ

タルとアナログの良さを使

い分けています。 

● 教室の黒板とプレゼンの

画面を使い分けて、オンラ

イン授業の個別画面の利点

を生かして分かりやすい授

業を組み立てていました。 

 

● 子供たちは教室にいる感

覚でオンライン授業に取り

組めたようです。先生は、

現在４０人を超える学級で

すが、オンラインの方が、

児童一人一人の取組の様子

や姿勢がよくよくわかる利

点もあったようです。 

コロナ禍のリコーダー 

R3.2.3 第５学年 
 コロナ禍の合唱 

R3.2.4 第６学年 

● 校内では、歌唱やリコー

ダーができないので、週１

回、ご家庭で集中して取り

組んでいます。今日の授業

も、卒業式向けて「威風

堂々」のリコーダー演奏に

真剣でした。 

 

● 今回は、数人ずつの組み

合わせで聴き合ったり、双

方向の利点を生かしたりし

ながら、クラスの一体感を

味わっていました。 

● 先生は音楽室で、iPad

の伴奏を流し、キーボード

でリズムを取り、画面の子

供たちの様子を見ながら、

効果的に指導しています。 

 

● 子供たちは、ご家庭で、

換気をしながら、三密や飛

沫感染を回避することがで

き、大きな声で思いっきり

歌うことができ、どの子も

生き生きとした表情で取り

組んでいる様子でした。 

第６章 学校におけるＩＣＴ環境 
１ デジタル教材   ２ デジタル教科書   ３ オンライン授業   ４ ＩＣＴ環境整備   ５ 健康面への配慮 

  

o 

国  語  国  語  

国  語  国  語  

音  楽  音  楽  

富士見丘小学校 
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オンライン授業の実際②  令和４年度  
Affairs ００７ 

 
 
 

 
 

 

 

はじめてのオンライン授業 

R4.7.14 第１学年 
 オンラインで音読 

R4.7.7 第２学年 

● 入学して３か月余り、タ

ブレットの活用は、まだ慣

れが必要な段階ですが、は

じめてのオンライン授業に

チャレンジしました。 

 

● 学童に通う子供たちは教

室で実施し、補助の先生方

もいらしたのでスムーズで

した。ご家庭では、学校の

説明不足で接続までに時間

を要してしまい、準備段階

の大切さを痛感しました。 

● ２年生になって初めての

オンライン授業を実施しま

した。３学期には毎週実施

していたので、子供たちは

戸惑うこともなく、円滑に

授業に集中していました。 

 

● 先生からの質問に対して

も、音読の練習も、思考ツ

ールの活用も、通常の授業

のように一生懸命でした。

１年生と同様、学童の子た

ちは、教室で実施です。 

振り返りカード 

R4.7.11 第３学年 
 家で思いっきり歌おう 

R4.7.11 第４学年 

● 講師の先生にオンライン

授業を実施していただきま

した。子供たちはオンライ

ンにも慣れているため、と

てもスムーズでした。 

 

● 理科の授業では、１学期

にたくさんの実験や観察を

行いました。それを振り返

って、自由な形式でメッセ

ージカードにまとめていま

す。一人一人の活動にした

ため、オンラインで十分取

り組みました。 

● 音楽の授業です。今年

度になってから、教室で

も歌えますが、マスクは

必須です。オンラインで

子供たちはマスクを外し

て、生き生きとした表情

で思いっきり歌っていま

した。 

 

● コロナ禍では、学校でで

きること、家でできるこ

と、それぞれの良さを生か

した学習を工夫していくこ

とが必要です。 

色を混ぜてみよう 

R4.7.11 第５学年 
 生卵を立てられるか 

R4.7.8 第６学年 

● 色づくりの基本を家庭で

学びました。必要な準備は

学校で用意。他の人の視線

を気にすることもなく、自

分の世界に浸って集中して

取り組めました。 

 

● 作った色の紹介カードも

発表ノートを活用して、オ

ンラインで提出。授業は４

５分でしたが、オンライン

が終わった後も、子供たち

はそれぞれ続きを楽しんだ

ようです。 

● 講師の先生の理科です。 

実験材料は、各家庭の生

卵！ 先生からの問い「あ

なたは卵を机の上に立てる

ことができると思います

か？」から、仮説と検証の

始まりです。 

 

● もう夢中です。子供たち

の自由な発想を引き出しな

がら、探究的な学習への興

味関心を誘っていました。

夏休みの課題の入口です。 

第６章 学校におけるＩＣＴ環境 
１ デジタル教材   ２ デジタル教科書   ３ オンライン授業   ４ ＩＣＴ環境整備   ５ 健康面への配慮 

  

o 

国  語  国  語  

理  科  音  楽  

図  工  理  科  

富士見丘小学校 
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校内のＩＣＴ環境整備  
Affairs ００８ 

 
 
 

 
 

ねらい：校内の環境整備と高速ネットワーク（オンライン）活用 
 

 

 

 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
本校独自の導入（校内予算で計画的に毎年整備を続けている） 

【ｉＰａｄ mini】 全教員が常に携帯し、校務と学習指導の両方に活用 
〇校務では、紙資料を廃止し、教員間の情報共有手段（文書、画像、動画等）として活用 

〇学習指導では、机間指導で児童のノートや作品等を撮影し全体で共有したり、教科書の 

QR コードや NHK for Shool など教育資料・動画等を投影したりして活用 
 
【実物提示装置】  全教室に設置し、学習指導に活用 

〇教員の手元（教科書、資料、演示等）を拡大提示し、視覚的な指導に活用 

〇児童が書いたノートやワークシートをそのまま拡大提示し、児童自身が説明したり、 

 思考過程を共有したり、教え合い、学び合いのツールとして活用 

第６章 学校におけるＩＣＴ環境 
１ デジタル教材   ２ デジタル教科書   ３ オンライン授業   ４ ＩＣＴ環境整備   ５ 健康面への配慮 

  

o 

富士見丘小学校 

校内サーバーに保存 

パ ソ コ ン 室  

40 台＋教員用１台 

全 教 職 員  

令和４年８月更新 

全 教 職 員  
令和３年度から 
本校独自に導入 

全 児 童 ＋ 全 教 員  
管理職、養護教諭、 
講師等を除く 

Wi-Fi 接続 

自宅等で活用 

GIGA ｽｸｰﾙ LAN 

校内で活用 

Student LAN（Local Area Network）接続 

校内で活用 

全 特 別 教 室 に 設 置  
令和元年度までに 

各階に１台配置 

全教室に設置予定  
令和元年度までに 

４教室分配置 

【パソコン機器】 

【入出力装置】 

校務パソコン パソコン端末 ｉＰａｄ mini タブレット端末 

５０型 TV 実物提示装置 

PTA 予算で全児童分の 

タブレットケースを購入 

安全に持ち帰りできる 

全通常学級に設置 
令和２年度までに 

６学級分設置 

５０型 TV 

校内予算等で毎年購入し 

４年度までに設置完了予定 

全さくら学級に設置 
令和元年度までに 

３学級分設置 

４０型 TV 

校内予算で毎年購入し 

５年度までに設置完了予定 

校内予算で毎年購入し 

６年度までに設置完了予定 

校内予算で毎年購入し 

６年度までに設置完了予定 

令和２年度当初は、各教室にブラウン管ＴＶが置いてある状況だったため、

毎年整備に努めているが、急速に学級増が進んでいるため後追いの状況であ

る。 
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学校のオンライン活用例  その１  
Affairs ００９ 

 
 
 

 
 

 

 

えいごであそぼう 

R2.5.18 ３年生 
 全校朝会 

R2.9.28～   

● 昨日から毎週日曜日、３

年生の希望者を対象とした

「えいごであそぼう」が始

まりました。本校の卒業生

が、ボランティアで行うオ

ンライン授業の試行です。

学校の取組ではありません

が、新しい学びの形につな

がるかも知れません。 

● 休校期間の緊急的な取組

で始まりましたが、令和３

年度末まで続きました。参

加した子供たちにとって貴

重な学びとなりました。 

● 夏休み中に校内の環境を

整え、今日から iPad を活

用して、教室の大型 TV で

オンライン朝会を始めまし

た。リアルタイムに映像や

音声で、相互にやり取りを

するものです。 

● プレゼン画面や動画など

視覚的な資料を大型 TV に

提示でき、分かりやすく伝

えられることや、教室の落

ち着いた環境の中で集中し

て聴くことなどのメリット

があります。 

避難訓練 

R2.9.28～ 
 体育授業発表 

R2.10.12～ 

● 第一発見者の笛の合図で

児童管理に当たらない教職

員が現場に急行し不審者に

対応。児童らは各教室に身

を隠します。 

● これまでは教室との連絡

方法がなく、お互いの様子

が分からず不安でしたが、

これからは iPad の Zoom

を活用し、校長室ですべて

の教室の状況をリアルタイ

ムに確認しながら対応する

とともに、双方向で安全確

認などの連絡も取れます。 

● 今年度の運動会は中止で

体育の授業参観となりまし

た。当日も人数制限が必要

とあるため、練習風景から

オンラインで配信すること

にしました。 

● お互いに初めての試みで

したが、試行を重ねていき

スムーズに送受信ができる

ようになると思います。ご

覧いただいた保護者の皆さ

まからは良い評価をいただ

きました。 

まち探検 

R2.10.15～  
 行事説明会 

R2.10.27～ 

● コロナ禍で保護者の皆さ

まにご来校いただく機会が

激減し、学校の様子が見え

づらくなっている中、なる

べく多くの機会をとらえて

配信しています。 

● ２年生では「まち探検」

の様子を保護者の皆さまへ

配信しました。先生やお友

だちのお話の聞き方、歩き

方などとても上手で、けじ

めのある立派な２年生の姿

を見せてくれました。 

● 令和２年度の日光移動教

室に替わる「フォレストイ

ン昭和館宿泊学習」に向け

て説明会を開催しました。

半数近くの保護者の皆さま

にご参会いただくととも

に、オンラインにも４～５

名の方にログインしていた

だきました。 

● それ以降令和３年度の移

動教室の説明会はオンライ

ンを主とし、対円と遜色な

く円滑に実施しています。 

第６章 学校におけるＩＣＴ環境 
１ デジタル教材   ２ デジタル教科書   ３ オンライン授業   ４ ＩＣＴ環境整備   ５ 健康面への配慮 

  

o 

試  行  校内配信  

不審者監視  

富士見丘小学校 

学校行事  

行事配信  保護者説明会  
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学校のオンライン活用例  その２  
Affairs ０１０ 

 
 
 

 
 

 

 

道徳授業地区公開講座 

R2.11.5～ 
 児童集会 

R2.11.9～  

● 今年度の道徳授業公開講

座は、今日からの授業公開

（少人数予約制）に合わせ

て、オンラインで実施させ

ていただいています。  

● 来校された方を含めると

１００名近くの参観を戴い

たことになります。道徳以

外の授業も、毎時間２～３

名程度の参観とさせていた

だきました。保護者会の際

に、様々意見交換させてい

ただきます。 

● 本日のオンライン児童集

会では、集会委員の児童が

体育館の舞台上で、各教室

とジャンケンです。あいこ

か負けは座ります。３回

戦、各回で勝ち残った人に

賞状が渡されました。 

● その他、委員会からの報

告や、「ふじみをよくする

運動」の各学級目標と取組

の発表など、児童集会の多

くがオンライン実施となっ

ていきました。 

昭和館宿泊学習 

R2.11.11～ ６年生  
 始・終業式 

R3.1.8～ 

● 冴えわたる青空の下、昭

和館宿泊学習に出発しまし

た。私たちが住む町、昭島

市をもっと好きになる『昭

島市再発見』一泊二日の旅

です。２日間で 30km 以

上市内を歩きました。 

● 昭島市ならではの様々な

体験を通して、地元の良さ

を再発見している様子を、

保護者の皆様に、随時配信

し、貴重な体験をリアルタ

イムで共有しました。 

● ３学期の始業式から感染

症拡大防止のため、始業式

や終業式でもオンラインを

活用し始めました。できる

限り全校児童が一堂に会し

て実施することが望ましい

のですが、感染防止を最優

先しています。 

● その時々に応じて、体育

館や学校図書館、あるいは

校長室から配信します。体

育館から児童が校歌の伴奏

をして、教室で歌ったりも

しました。 

入学説明会 

R3.1.25～ 
 ６年生を送る会 

R3.3.5 

● 御入学に向けた説明会を

開催しました。感染症拡大

防止のため、原則、オンラ

インでご参加いただき、時

間も大幅に短縮しましたが

配布資料等を通して、必要

なことはお伝えすることが

できたようです。 

● ほとんどの方はオンライ

ンで参加され、会場に来ら

れた方は 10 数名でした。

密を避け、広々と座ってい

ただきました。 

● 「６年生を送る会」「１

年生を迎える会」もオンラ

インにせざるを得ません。 

● 各学年が創意工夫したメ

ッセージは、６年生への感

謝の気持ちが満載です。各

教室では各学年の発表のた

びに、自然と手拍子や拍手

が沸き上がりました。ソー

シャルディスタンスと反比

例するように、全校児童の

心の距離は接近し、ひとつ

になりました。 

第６章 学校におけるＩＣＴ環境 
１ デジタル教材   ２ デジタル教科書   ３ オンライン授業   ４ ＩＣＴ環境整備   ５ 健康面への配慮 

o 

富士見丘小学校 

授業参観  校  内  

校  内  保護者説明会  

校内配信  宿泊学習  
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学校のオンライン活用例  その３  
Affairs ０１１ 

 
 
 

 
 

 

 

オンライン de離任式 

R3.4.28 
 体育集会 

R3.6.2～  

● ５校時は、オンラインで

離任式を挙行しました。緊

急事態宣言中のため、お招

きできなくなり残念でした

が、感謝の気持ちを伝える

とともに、離任された先生

方からお話を伺うことがで

きました。 

● 子供たちに向けたお話が

心に沁みました。ありがと

うございました。<上>舞台

で挨拶。<下オンラインの

画面。教室の様子も双方向

で映っています。 

● 体育集会も、対面が叶わ

ない場合には、オンライン

配信をしています。(上)体

育委員がスポーツテストの

実施方法を実演して説明し

ています。(下)大縄跳び集

会の実施方法を実演して説

明しています。 

● また、室内で出来るコー

ディネーショントレーニン

グを体育館から配信して、

各教室でトレーニングした

りしています。 

日光・八ヶ岳移動教室 

R3.7.17～ 
 夏休みどう過ごしている？ 

R3.7.21～ 

● 夏休み直前の土曜日から

の実施となった日光移動

教室では、Zeem での保

護者配信とともに、タブ

レットを家庭に持ち帰っ

ていた４・５年生とも、

土日の夜間に TV 会議機

能でつながりました。 

● ３日目は、日光から全校

朝会に参加したり、昼間の

活動を学校の児童が視聴し

たり、移動教室の実際を下

級生が学びました。 

● 令和３年度の夏休みは、

タブレットを家庭に持ち帰

り、各教科の課題（宿題）

や担任の先生との連絡等に

活用しました。 

● 高学年は、発表ノートに

オリンピック観戦の画像や

感想などを書いてまとめた

り、 Classroom で担任の

先生とつながったりしまし

た。コロナ禍の夏休みも子

供たちは安心して過ごせま

した。 

国会体験プログラム 

R3.9.18   
 バーチャル社会科見学 

R3.11.12 ５年生 

● 参議院特別体験プログラ

ムでは、ロールプレイ形式

で模擬体験し、国会につい

ての理解を深めました。 

● 体験プログラムは、５年

生の教室や、保護者の皆様

にもオンラインで配信しま

した。子供たちの活躍ぶり

と、国会審議の様子が伝わ

ったと思います。もちろん

教室から参加することはで

きませんが、臨場感を味わ

うことができました。 

● 日産自動車のオンライン

工場見学に参加しました。

最新の車の製造工程や人と

環境にやさしい車づくりに

ついて学びました。車の部

品作りから出荷まで、動画

や資料を使って、双方向で

分かりやすく学ぶことがで

きました。 

● 子供たちの活発に質問に

一つ一つ丁寧に教えてくだ

さり、とても有意義な時間

となりました。感謝 

第６章 学校におけるＩＣＴ環境 
１ デジタル教材   ２ デジタル教科書   ３ オンライン授業   ４ ＩＣＴ環境整備   ５ 健康面への配慮 

o 

日産自動車  

富士見丘小学校 

他校から  校  内  

宿泊学習  家庭と  

行事配信  
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学校のオンライン活用例  その４  
Affairs ０１２ 

 
 
 

 
 

 

 

バーチャル社会科見学 

R3.11.30 ２年生 
 オンライン授業配信 

R4.1.20～ 

● 多摩動物公園は団体見学

を一時中止しているため、

オンラインでの見学となり

ました。楽しみながらたく

さんのことを学ぶことがで

きました。 

● 教室で様々な画像や動画

を見ながら、飼育員さんか

ら、直接お話を伺うことが

できました。いつもの遠足

も楽しさいっぱいですが、

いつもは聞けない多彩なお

話を伺うことができて、子

供たちは興味津々。 

● ３学期以降、本校でも感

染が判明したり、感染防止

による出席停止の児童が出

てきました。希望があれば

オンラインで授業の様子を

配信しています。 

● 配信の方法は授業形態に

より様々ですが、先生の指

導を中心に、子供たちの活

動の様子を見たり、班活動

などでは一緒に加わったり

しながら、基本的に双方向

で授業に参加しています。 

きこえとことばの教室 

R4.1.26 
 伝えていこう 

R4.3.16 ６年生 

● 今日は「言葉のことにつ

いて、友達の考えや気持ち

を聞いてみよう」というテ

ーマで、楽しみにしていた

グループ活動です。オンラ

インで実施しました。 

● 一人一人の困り感や不安

に思っていることを、率直

に質問し合いました。「そ

うだよねぇー」と共感でき

ることが多く、安心して会

話を重ねていました。プレ

ゼン画面を見ながら会話し

ています。 

● 卒業式で歌う「伝えて

いこう」は、被災した石

巻の高校生らを応援しよ

うと、ジャズピアニスト

の遠藤征志氏が作詞・作

曲したものです。今年の

卒業生のために遠藤氏か

ら楽曲を使わせていただ

きました。 

● 今日は遠藤氏とオンライ

ンで６年生の合唱を聴いて

いただき「音楽には力があ

る」など感想やアドバイス

をいただきました。 

市民図書館電子書籍 

R4.7.8～ 
 個人面談 

R4.7.21～ 

● 今夏から電子書籍サービ

スが利用できるようになり

ました。今日は、各自の図

書カードのＩＤでログイン

してパスワードの変更など

初期設定を完了しました。 

● さっそく、電子書籍を借

りて読んでいます。そして

電子絵本を借りた児童が、

「朗読してくれるよ！」と

驚きながら、近くの子に伝

えていました。多様な読書

への入口となりそうです。 

 

● 夏休み直前から感染症が

全国的に爆発的に拡大して

きた中での個人面談でし

た。各教室では、感染防止

を徹底した上で、実施させ

ていただきました。 

● 保護者の方が海外に赴任

中など、特別な事情がある

場合はオンラインで実施し

ました。対面と遜色なく実

施することが可能で、今後

はオンラインも選択肢に入

れることができそうです。 

富士見丘小学校 

第６章 学校におけるＩＣＴ環境 
１ デジタル教材   ２ デジタル教科書   ３ オンライン授業   ４ ＩＣＴ環境整備   ５ 健康面への配慮 

o 

関係機関  

出前授業  学  校  間  

出席停止  多摩動物園  

保護者と  
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児 童 の 健 康 面 へ の 配 慮 ①  
Affairs ０１３ 

 
 
 

 
 
ねらい：児童の健康に留意して ICTを活用する 
 
 
 
  
 
 

以下、文部科学省「児童生徒の健康に留意して ICTを活用するためのガイドブック」より抜粋 

１ 教室環境の調整 
カーテンによる窓からの映り込みの防止や、照明環境の工夫により映り込みを防止する 

ことが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
２ 映り込みの防止 

季節や時間帯、教室の所在階によって電子黒板の画面の反射の具合は変化するため、教員
は反射を極力抑えるよう配慮する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６章 学校におけるＩＣＴ環境 
１ デジタル教材   ２ デジタル教科書   ３ オンライン授業   ４ ＩＣＴ環境整備   ５ 健康面への配慮 

  

o 

ICT の活用に際しては、①目の疲れなど視覚系への影響、②姿勢などの筋骨格系への

影響、③疲労への影響、④心理的な影響を十分考慮する必要がある。 

そのため、教員や保護者など、指導者が、(1)教室（家庭）環境、(2)児童の姿勢、

(3)使用時間などに配慮しなければならない。 

文科省ガイドブック 

富士見丘小学校 
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児 童 の 健 康 面 へ の 配 慮 ②  
Affairs ０１４ 

 
 
 

 
 
ねらい：児童の健康に留意して ICTを活用する 
 
３ 児童の姿勢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
４ 使用時間 富士見丘小学校のルールより 

 

 

 

 

 

 

５ ビジョントレーニング 
 

 

 

 

 

 

 

富士見丘小学校 

第６章 学校におけるＩＣＴ環境 
１ デジタル教材   ２ デジタル教科書   ３ オンライン授業   ４ ＩＣＴ環境整備   ５ 健康面への配慮 

  

o 

① 使用時間は、学校がない日 ８時～１６時 学校がある日 １６時～１８時 

② 正しい姿勢で、画面から 30cm 以上は顔を離して使いましょう。 

③ 適切な明るさの部屋で使いましょう。 

④ 30 分に一度は遠くを見るなど、ときどき目を休ませましょう。 

数字 探 し  文字 合 成  間違 い 探し  

４年生 R3.6.22 ６年生 R3.6.22 ３年生 R4.3.8 



  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第７章 
 

教員に求められる 

ＩＣＴ活用指導力 

の向上 

 
 

Affairs 013-014     
１ ＩＣＴ活用指導力等 

２ 教員の研修 
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ねらい：教員のＩＣＴ活用指導力の向上   教員のＩＣＴ活用指導力チェック（文部科学省） 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

Ａ 

教
材
研
究
・
指
導
の
準
備
・
評
価
・
校
務 

な
ど
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
能
力 

富士見丘小学校の教員の回答状況 R1 R2 R3 R4 

A-1 
教育効果を上げるために、コンピュータやインターネットなどの利
用場面を計画して活用する。 

できる 25% 35% 45% 56% 

ややできる 40% 55% 50% 44% 

あまりできない 20% 10% 5% 0% 

ほとんどできない 15% 0% 0% 0% 

A-2 
授業で使う教材や校務分掌に必要な資料などを集めたり、保護
者・地域との連携に必要な情報を発信したりするためにインター
ネットなどを活用する。 

できる 40% 50% 59% 68% 

ややできる 50% 45% 41% 32% 

あまりできない 10% 5% 0% 0% 

ほとんどできない 0% 0% 0% 0% 

A-3 
授業に必要なプリントや提示資料、学級経営や校務分掌に必要
な文書や資料などを作成するために、ワープロソフト、表計算ソ
フトやプレゼンテーションソフトなどを活用する。 

できる 30% 50% 55% 60% 

ややできる 50% 40% 45% 40% 

あまりできない 15% 10% 0% 0% 

ほとんどできない 5% 0% 0% 0% 

A-4 
学習状況を把握するために児童生徒の作品・レポート・ワークシ
ートなどをコンピュータなどを活用して記録・整理し、評価に活用
する。 

できる 30% 45% 23% 40% 

ややできる 50% 40% 68% 56% 

あまりできない 15% 10% 5% 4% 

ほとんどできない 5% 5% 5% 0% 

Ｂ 

授
業
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
指
導
す
る
能
力 

富士見丘小学校の教員の回答状況 R1 R2 R3 R4 

B-1 
児童生徒の興味・関心を高めたり、課題を明確につかませたり、
学習内容を的確にまとめさせたりするために、コンピュータや提
示装置などを活用して資料などを効果的に提示する。 

できる 10% 35% 45% 60% 

ややできる 25% 60% 55% 40% 

あまりできない 40% 5% 0% 0% 

ほとんどできない 25% 0% 0% 0% 

B-2 
児童生徒に互いの意見・考え方・作品などを共有させたり、比較
検討させたりするために、コンピュータや提示装置などを活用し
て児童生徒の意見などを効果的に提示する。 

できる 10% 21% 41% 60% 

ややできる 25% 42% 55% 36% 

あまりできない 40% 37% 5% 4% 

ほとんどできない 25% 0% 0% 0% 

B-3 
知識の定着や技能の習熟をねらいとして、学習用ソフトウェアな
どを活用して、繰り返し学習する課題や児童生徒一人一人の理
解・習熟の程度に応じた課題などに取り組ませる。 

できる 10% 10% 36% 52% 

ややできる 15% 40% 45% 44% 

あまりできない 25% 45% 18% 4% 

ほとんどできない 50% 5% 0% 0% 

B-4 
グループで話し合って考えをまとめたり、協働してレポート・資
料・作品などを制作したりするなどの学習の際に、コンピュータや
ソフトウェアなどを効果的に活用させる。 

できる 5% 0% 27% 52% 

ややできる 10% 42% 59% 40% 

あまりできない 25% 47% 14% 8% 

ほとんどできない 60% 11% 0% 0% 

第７章 教員に求められるＩＣＴ活用指導力 
１ ＩＣＴ活用指導力       ２ 教員の研修 

 

 

 

Affairs ０１３-1

１ 

ＩＣＴを効果的に授業で活用することによる「わかる授業」の実現のためには、ＩＣＴ環境 
の整備はもとより、その環境を活用する教員のＩＣＴ活用指導力の向上が必要不可欠である。 

富士見丘小学校 
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全国平均 

他の項目を見ると、令和２年度以前までは

授業等での ICT 活用状況が不十分であるとい

えるが、教員の情報活用能力そのものは低く

ないことは分かる。 

このことは、全国的にも同様の傾向であり

２年度までは、授業等で ICTを活用して、効

果的な指導をすることが課題であった。 

令和２年度までは、授業等に ICT を活用す

ることが不十分であった。とりわけ、ICTを

活用して児童の主体的で対話的な深い学びに

資する指導がほとんど行われていなかった。 

その後、全体的に大きく向上しているが、

「できる」と回答している割合は５～６割に

留まっており、更なる努力が必要である。 
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Ｃ 

児
童
生
徒
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
指
導
す
る
能
力 

富士見丘小学校の教員の回答状況 R1 R2 R3 R4 

C-1 
学習活動に必要な、コンピュータなどの基本的な操作技能（文
字入力やファイル操作など）を児童生徒が身に付けることができ
るように指導する。 

できる 10% 40% 55% 68% 

ややできる 25% 55% 45% 32% 

あまりできない 25% 5% 0% 0% 

ほとんどできない 40% 0% 0% 0% 

C-2 
児童生徒がコンピュータやインターネットなどを活用して、情報を
収集したり、目的に応じた情報や信頼できる情報を選択したりで
きるように指導する。 

できる 5% 40% 50% 52% 

ややできる 15% 50% 45% 36% 

あまりできない 35% 10% 5% 12% 

ほとんどできない 45% 0% 0% 0% 

C-3 

児童生徒がワープロソフト・表計算ソフト・プレゼンテーションソフ
トなどを活用して、調べたことや自分の考えを整理したり、文章・
表・グラフ・図などに分かりやすくまとめたりすることができるように
指導する。 

できる 5% 11% 14% 40% 

ややできる 10% 26% 50% 44% 

あまりできない 20% 30% 27% 12% 

ほとんどできない 65% 33% 9% 4% 

C-4 
児童生徒が互いの考えを交換し共有して話合いなどができるよ
うに、コンピュータやソフトウェアなどを活用することを指導する。 

できる 5% 10% 32% 52% 

ややできる 0% 35% 50% 36% 

あまりできない 15% 50% 14% 8% 

ほとんどできない 80% 5% 5% 4% 

Ｄ 
情
報
活
用
の
基
盤
と
な
る
知
識
や
態
度 

に
つ
い
て
指
導
す
る
能
力 

富士見丘小学校の教員の回答状況 R1 R2 R3 R4 

D-1 
児童生徒が情報社会への参画にあたって自らの行動に責任を
持ち、相手のことを考え、自他の権利を尊重して、ルールやマナ
ーを守って情報を集めたり発信したりできるように指導する。 

できる 5% 32% 50% 68% 

ややできる 25% 53% 50% 32% 

あまりできない 20% 16% 0% 0% 

ほとんどできない 50% 0% 0% 0% 

D-2 
児童生徒がインターネットなどを利用する際に、反社会的な行為
や違反な行為、ネット犯罪などの危険を適切に回避したり、健康
面に留意して適切に利用できたりできるように指導する。 

できる 5% 35% 41% 60% 

ややできる 25% 50% 50% 32% 

あまりできない 50% 10% 5% 4% 

ほとんどできない 20% 5% 5% 4% 

D-3 
児童生徒が情報セキュリティの基本的な知識を身に付け、パスワ
ードを適切に設定・管理するなど、コンピュータやインターネット
を安全に利用できるように指導する。 

できる 5% 29% 68% 64% 

ややできる 30% 48% 27% 32% 

あまりできない 20% 24% 5% 4% 

ほとんどできない 45% 0% 0% 0% 

D-4 
児童生徒がコンピュータやインターネットの便利さに気付き、学
習に活用したり、その仕組みを理解したりしようとする意欲が育ま
れるように指導する。 

できる 5% 35% 32% 64% 

ややできる 21% 50% 55% 32% 

あまりできない 26% 10% 14% 4% 

ほとんどできない 47% 5% 0% 0% 

第７章 教員に求められるＩＣＴ活用指導力 
１ ＩＣＴ活用指導力       ２ 教員の研修 

 

 

 

Affairs ０１３-2

１ 

富士見丘小学校 

全国的に児童の情報活用能力の育成のため

の指導の充実が課題であるが、本校において

も満足できる状況とは言えない。 

授業の中で、各教科のねらいを達成したり

深めたりするなかで、６年間の指導目標を明

確にして、計画的に児童の情報活用能力を育

成する必要がある。 

１人１台のタブレットが導入されたことも

あり、情報モラルなど、児童が情報社会に参

画できる知識や態度を育成ることが喫緊の課

題である。 

あらゆる教育活動を通して指導することが

大切であり、すべての教員が「できる」段階

まで高める必要がある。 

 教員の情報活用能力を問うものであるが、回答状況からは実際の活用状況が見えてくる。令和２年
度まで、A「校務等への活用」以外は全国平均を大きく下回っており、ICT を活用した指導が不十分
であったことが分かる。２年度にＩＣＴ環境を整備するとともに、指導の充実を図ったことで、教員
の指導力が大きく向上している。また、３年度に１人１台のタブレットを導入し、ＧＩＧＡスクール
構想を推進したことで、さらに一層の向上がみられる。４年度は、顕著な変化は見られない。 
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ねらい：ICT 活用指導力の向上を図るための体制の構築および教員研修の推進 
 
 
 
      
  
 
    

第７章 教員に求められるＩＣＴ活用指導力 
１ ＩＣＴ活用指導力       ２ 教員の研修 

 

 Affairs ０１４ 

家庭学習  

教員の ICT 活用能力及び活用実践の実態に応じて、教員の研修体制、研修プログラムを

構築し、計画的に教員の ICT 活用能力を育成し、授業改善等に生かしていく。 

富士見丘小学校 

校 長 

校内 ICT 活用研修会  

文科省 

リーダー養成 

研修等 

情 報 教 育 推 進  

担当チーム  

校内研究会 

情報教育分科会 

昭島市 

ICT 担当研修会 

ICT を活用した授業実践 自己研鑽  
管理職による 

授業観察 

都教委 

専門性向上 

研修等 

教員のＩＣＴ活用指導力チェック  

ＩＣＴを効果的に 

活用して 

教科等の授業で 

指導する能力 

校務等で 

幅広く 

ＩＣＴを 

活用する能力 

児童の 

ICT 活用能力を 

育成する能力 

教員のＩＣＴ活用指導力チェック  

副校長 主幹教諭 

外部の 

専門講師 

文科省 

教員向けの 

研修資料等 

児童の 

情報モラルを 

育成する能力 

校内研究会との連動 市教委との連携 

教員の実態に応じた研修の構築 

研修成果を常に実践で生かす 

実践の中で能力を高める 

バランスよく能力を高める 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第８章 
 

校務の情報化 

 
Affairs 015-018   
 

１ クラウド活用全体構想 

２ 情報の共有化  

～ ｉＰａｄの活用 ～ 

３  校務支援システムの活用 

４ 教育情報管理･運用規定 

５ オンライン授業実施 

フローチャート案  
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ク ラ ウ ド 活 用 全 体 構 想  

 

下位階層フォルダー  

 

 

必要があれば作成（担当判断） 

 

上 位 階 層 フ ォ ル ダ ー  

不変（追加・変更等が必要な場合は、主幹決済） 

 
 
 

 

 
 
 

 
 

ねらい：ICT 環境整備と情報セキュリティーの確保の上で、校務の情報化が成立 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 

校務（共有）フォルダー  ８月より２系統に分離                    本校の機密性４分類 
 

個人情報可 インターネット接続不可  

校務支援システム利用可 

外部系ファイルサーバーへの移動不可  

職員室内のみ利用可 
 

             個人情報不可 インターネット接続可 

 ファイルサーバー」   Google アカウント利用可 

（共有文書）       内部系ファイルサーバーへの移動可  

校内で利用可  

 

    
 
 

分掌(20)   ＜   役割(55)  ＜     担当(400)      ＜ (保存場所)  ＜ 年度 ＜   内 容    ＜ ファイル 

 

 

 

 

 
 
 
 

       

第８章 校務の情報化 
１ クラウド活用全体構想   ２ 情報の共有化 iPad の活用   ３ 校務支援システムの活用   ４ 教育情報管理･運用規定 

Affairs ０１５ 

 【 

 
 

校務パソコンｎ パソコン端末 ｉＰａｄ 

Wi-Fi(自宅等) GIGA School Lan 

タブレット端末 大型ＴＶ＆ 
実物投影機 

Google ドライブ 

市教委サーバーに保存 

外部系 
ファイル 
サーバー 

 

Google ドライブ 

利用可 

G o o g l e クラ ウド に保存 

 

ﾊﾟｿｺﾝ室 

サーバー 

校内サーバーに保存 

校務サーバーに保存 

内 部 系 
ファイルサーバー 

 

外 部 系 
ファイルサーバー 

 

校務支援システム ネット接続可  

（公開データ） S-5 

サーバー 

本
校
の
フ
ォ
ル
ダ
ー
階
層 

02_副校長 

* 個人フォルダー 

〔共有データ〕 S-4 

<内部データ> S-2･3 

【機密データ】 S-1 

01_教務部会 

・ 
・ 
・ 
 

02_研究推進 

01 機密資料【機密】 

02 内部資料〈内部〉 

03 校内共有〔共有〕 

内 部 系 
ファイルサーバー 

 
R2 

H31 

02_学校便り 

・・・

 

04 校外発信（公開） 

外 部 系 
ファイルサーバー 

 

R3 

01 校長から 

R4 

03_校長便り 

01_校 長 

03 校長資料 

02 校長へ 

Student LAN（Local Area Network）（校内） 

内部系 
ファイル 
サーバー 

 

ネット接続可 

01_挨拶文 

・学校便り４月 

・学校便り４月 

・学校便り５月 

・学校便り６月 

・学校便り７月 

・学校便り８月 

・学校便り９月 
・・・

 

年度別に分けると

削除しやすいかも 

検索しやすいファイル名とする

ことで、階層を深くしないこと 
検索しやすいファイル名とし、

階層を深くしない方がよい 

パソコン室 

40 台＋教員用１台 
全教職員 

令和４年８月更新 

全教職員 
令和３年度から 
本校独自に導入 

全児童＋全教員 
管理職、養護教諭、 
講師等を除く 

01 
経営 

02 
教務 

・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
 

個人 
フォルダー 

当面の間、個人フォ

ルダーに暫定保存 

富士見丘小学校 
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ねらい：教員用ｉＰａｄを校務と学習指導等、多様に活用する 
 
 
 
 
  

  

 

校内研究・教員研修  諸会議・打ち合わせ 

● 校内研究や様々な研修では

iPad を利用して、文書の資料

とともに、図や画像、動画、

ネットなどあらゆる資料を共

有しながら、効果的に進める

ことができている。 

● 時には外部機関や専門家の

方とオンラインで双方向のや

り取りをしながら、研修をす

ることもある。コロナ禍にお

いても、感染状況等に左右さ

れないメリットは大きい。 

● 諸会議はペーパレスで実施

している。校務 PC と異なり

時と場所を選ばず、クラウド

の利用とともに、AirDrop を

用いて、その場で作成や修正

した資料（画像や動画も）を

瞬時に共有できること点は特

に秀逸である。 

● ちょっとした打ち合わせの

ために紙に印刷して、確認が

終わればゴミになるといった

無駄なロスがなくなった。 

校外とのオンライン  校内でのオンライン 

● 各学校 ⇔ 各教室(iPad)や 

校外(iPad) ⇔ 各家庭という

ふうに、Zoom によるオン

ラインが手軽にできる。 

● 特に、移動教室等の校外学

習の様子を現地から Zoom

で配信する際は、教員が１人

１台持っている iPad mini は

小型で軽快である。ただし、

通信機能がないため、別途、

Wi-Hi に接続しなければなら

ない不便さもある。 

● 校内では、 校内 LAN に接

続できるため、Zoom による

オンラインを日常的に活用し

ている。具体的には、コロナ

禍で児童の参集が叶わない場

合、全校朝会、児童集会等、

様々な学校行事もオンライン

実施が日常化してきた。 

● 対面で実施できないでメリ

ットも大きいが、視覚的に伝

えやすいなど、オンラインの

メリットを生かしている。 

授業での活用   各種対応 

● 授業では、実物投影機で自

防のノートやワークシート等

を拡大提示する感覚で、机間

指導しながら児童の思考過程

を撮影し、大型テレビで共有

している。非常に効果的だ。 

● 児童が立ち入れない調理室

とオンラインでつないで調理

の様子をリアルタイムで見な

がら質疑応答をしたり、様々

な動画などの教材を提示した

り、幅広く活用している。 

● その他、iPad で利用できる

多彩なアプリを学習指導に活

用したり、不審者侵入時の防

犯カメラとして不審者の動き

をオンラインで全校で共有し

たり、iPad mini の携帯性を

利点として活用しています。 

● また、時には、海外に赴任

中の保護者と Zoom で個人

面談をするなど、１対１の情

報共有等、多角的な活用を行

っています。 

第８章 校務の情報化 
１ クラウド活用全体構想   ２ 情報の共有化 iPad の活用   ３ 校務支援システムの活用   ４ 教育情報管理･運用規定 

 

 Affairs ０１６ 

家庭学習  

本校が独自に導入した iPad mini は、全教員が常に携帯し、あらゆる場面で多用途に

利用している本校の必須アイテム。iPad の有効活用で働き方改革が大幅に推進。 

R3.6.4 

R3.8.30 

R3.4.2 

R3.4.5 

R3.4.28 R3.5.10 

R3.6.2 

R3.7.17 

R3.6.2 

R4.3.3 R4.7.28 

R3.11.25 

富士見丘小学校 
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ねらい：校務支援システムを効果的に活用して、働き方改革を推進する 
 
 
 
 
市教委が導入している校務支援システム「WinBird」は、以下の機能を有していた。令和３年度現在、本校の

「WinBird」と他システムの活用状況は以下の通り。ただし、令和４年度８月からセキュリティー強化により

「WinBird」の使い勝手が悪くなり効率性が著しく低下したため、他の方策を探っているところである。  
   活用状況 W i n B i r d  他システム等 

グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
機
能 

メッセージ ◎ 
同一システム内に登録された職員間で、メッセージの送受信ができます。 

また、ファイル添付もできます。(上限 100MB) 
 

掲示板 × 情報交換や会話、議論を行う。職員毎に編集/閲覧権限の設定ができます。 

回覧板 × 確認状況のチェックができる回覧板の作成と回覧。資料の添付もできます。 

メール ◎ 学校内外へのメールの送受信。メッセージ機能との連携ができます。 

一斉メール マチコミ 職員、保護者などへ一斉にメールを送信。 

文書管理 × 
起案書、職員会議議事録、旅行命令書などの文書管理。 

作成から提出・受理、承認まで対応できます。 

スケジュール △ 
学校行事、来校者予定、各教職員のスケジュールを登録。確認。年間行事や

日直は一括登録できます。 

時数管理 エクセル 時間割や授業時数表を自動作成。予実績を入力し週案簿への出力できます。 

施設予約 × 
校内の施設・備品の予約と状況確認。施設・備品別、教職員別、時限別で確

認できます。 

新着情報 - メールやメッセージ、申請/承認が更新されると随時表示。 

職員 

出退勤管理 
◎ 

職員の出退勤状況を登録/管理。 

管理機能で、超過時間をわかりやすく表示。 

アンケート マチコミ 学校間、職員間でアンケートを実施（自動集計）できます。 
  

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
機
能 

学籍管理 ◎ 
基本情報(児童・生徒氏名(かな)、学級、出席番号、住所、電話番号など)、

付帯情報(保護者・兄弟情報、部活動、委員会、通学区など)を管理。 

 
出欠席管理 

◎ 
マチコミ 

毎日の出欠席状況(病欠・事故欠、遅刻・早退、忌引など)を登録・管理し、

出席簿、通知表、指導要録へ出力。欠席等の理由は、実態に合わせて編集で

きます。 

給食管理 × 
給食実施簿や、栄養士の執務記録の作成。欠食日や、教職員の給食をとる場

所の登録・設定ができます。長期欠食は、期間を指定して登録できます。 

おきまり帳票 × 
学校でよく使用する帳票の出力。 

クラス名簿、学級チェック表、身分証明書、宛名シール、連絡網など。 

進級処理 〇 
全校児童生徒の学級をそのままに、学年+1 進級。 

新学級編成への自動振り分けのための振分値や、参考情報も登録できます。 

  

成
績
管
理
機
能 

定期･実力 

テスト管理 
△ テスト結果管理、テスト個票/度数分布表出力。 

 

評定算出 △ 単元テストや提出物などの評価点から評価を算出。 

通知表 ◎ システム内で管理している成績などのデータをもとに、通知表が出力。 

進路資料 × 進路個票、評定分布表、調査書などの出力。 

指導要録 ◎ 
学年末の成績を活かして作成ができます。 

小学校は 6 年間、中学校は 3 年間の内容をあわせて出力ができます。 
  

健
康
管
理
機
能 

保健日誌 

えがお 

自治体様式に合わせた様式での出力に対応できます。  

来室記録 

来室理由、発生原因の設定ができます。 

記録から、原因集計などもできます。 

保健日誌との連携もあり。 

検診記録 
検診記録を登録し、記録の検索や集計。 

結果をもとに、お知らせや健康診断票、成長曲線/肥満度曲線などを出力。 
  

そ
の
他 

備品管理 × 備品のリース・購入情報、校内での設置位置、導入業者を管理。 

 
口座・ 

引去金管理 
× 児童生徒の口座・引去金情報、取引銀行情報を管理。 

 
新体力テスト × 新体力テストの結果の記録と管理。学校外での運動状況の管理もできます。 

 

第８章 校務の情報化 
１ クラウド活用全体構想   ２ 情報の共有化 iPad の活用   ３ 校務支援システムの活用   ４ 教育情報管理･運用規定 

 

 

 
Affairs ０１７ 

Class 004 

校務 PC を用いて、WinBird のグループウェア機能や成績管理機能とともに、マチコミ

メールのメール、お休み連絡、アンケート機能等を活用して大幅な効率化を推進する。 

マチコミ 
緊急時およ

び日常的な

連絡等 

マチコミ 
学校行事な

どの簡単な

アンケート 

富士見丘小学校 

マチコミ 
欠席、遅刻

等、および

理由の届出 

えがお 
保健室の業

務を統合的

に管理 

エクセル 
週案簿上で

複雑な時数

計算が可能 
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ねらい：教育情報セキュリティーの校内規定を徹底 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第８章 校務の情報化 
１ クラウド活用全体構想   ２ 情報の共有化 iPad の活用   ３ 校務支援システムの活用   ４ 教育情報管理･運用規定 

 

 

 
Affairs ０１８ 

Class 004 

教育情報セキュリティ対策（個人情報の保護） 

「基本方針」及び「対策基準」にかかる校内規定 
 
〈別紙１〉ＩＣＴ環境とセキュリティーの概要 
 
〈別紙２〉個人情報の安全管理に関する基準 
 
〈別紙３〉学校ホームページ及び各種便りなどの情報発信 

や個人情報の取扱いについて 
 
〈別紙４〉「 Fujimi Art Gallery Web 」の開設について 
 
〈別紙５〉教育情報セキュリティー 十七箇条 

富士見丘小学校 

別紙１ 別紙 2 
 

別紙 3 
 

別紙 4 
 

別紙 5 
 

校内規定  
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第９章 
 

学校及び設置者等における 

教育の情報化に関する推進体制 

 
Affairs 012-013    

１ 教育委員会及び 

学校の管理職の役割 

２ ＩＣＴ支援員をはじめとする 

外部資源の活用 
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ねらい：市教委が定めた管理・運用規定を遵守する 
 
１ 管理・運用体制 
  

（１）管理責任者（校長） 

① 学校全体の管理・運用上の最高責任を負う。 

② 児童のタブレット端末の持ち帰り可否の判断を行う。 

（２）管理副責任者（副校長） 

① タブレット端末を学校で保管するうえでの物理的なセキュリティ管理を行う。 

② タブレット端末の児童・教職員への割り当て・管理を行う。 

③ 授業利用目的のアプリケーションのインストール可否を判断する。 

（３）運用責任者（ICT 担当教員） 

① タブレット端末、及びネットワーク環境利用者（教職員）に対する指導・助言。 

② ユーザアカウントの管理に関して利用者（教職員） への指導・助言を行う。 

 

２ タブレットと周辺機器 
 

（１）タブレットの貸与対象 

① 児童・一般教職員・巡回教職員のみとする。 

② 次のものは配布対象外する。管理職（校長、副校長）、養護教諭、講師、事務等。 

 （２）タブレットの利用区分（同機種を、利用目的により３種類に分類。） 

① 児童生徒機 

導入時、または入学時に配布された端末を卒業まで利用する。 

② 教職員機 

導入時、または着任時に配布された端末を異動するまで使用する。 

③ 予備機 

児童生徒の端末が故障等により、修理に出した場合に一時的に貸し出す端末。 

（３）タブレットの管理 

① 保管方法 

教室に設置されている充電保管庫内、または施錠可能な収納スペースに保管する。 

② 管理方法 

使う際に保管場所から取り出し、使い終わったら保管場所に戻し、施錠する。 

特に専科の授業等で教室を離れる際には、こまめに保管・施錠を徹底する。 

③ 非常事態時 

紛失・盗難が発生した際には、即時に教育委員会 庶務課に報告する。 

故障した場合は、「タブレット端末障害対応方法」を参照し対処すること。 

（４）外部記憶媒体 

① 外部記憶媒体との接続は、一切不可とする。 

 ② プリンタとの接続を可とする。 

③ 教室に設置されている大型ディスプレイとの接続を可とする。 

 

３ アカウントの種類と管理 
 

（１）アカウント使用の制限 

① アカウントは、学習用タブレット端末のみで使用すること。 

② タブレット端末以外で、アカウントを使用することは、原則禁止とする。 

③ 特に校務用ネットワークを介して使用することは、絶対に行ってはならない。 

（２）管理者アカウントの種類 

① 学校管理者アカウント      ② 児童生徒管理者アカウント 

③ 授業支援管理者アカウント    ④ 市教委アカウント 

（３）ユーザアカウントの種類 

① 児童生徒アカウント       ② 学校職員アカウント 

③ 巡回教職員アカウント 
 

第９章 学校及び設置者等における教育の情報化に関する推進体制 
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４ 個人フォルダ・共有フォルダ 
 

（１）フォルダーについて 

個人フォルダ・共有フォルダは、クラウド（Google ドライブ）上に存在する。 

緊急時を除き、タブレット端末本体にはデータを保存しないこと。 

（２）個人フォルダ 

ユーザアカウントに紐づくユーザのみがアクセスできる専用のフォルダ。 

一つのユーザアカウントにつき、一つの個人フォルダが割り当てられる。 

（３）学校共有フォルダ 

児童生徒・教職員の間でデータの共有・保管ができる。 

（４）教職員専用共有フォルダ 

学校に所属する学校職員アカウントがアクセスできるフォルダ。 

（５）市内小中学校共有フォルダ 

昭島市内小中学校に所属する学校職員アカウントがアクセスできるフォルダ。 

（６）巡回教職員専用共有フォルダ 

学校職員アカウントの中でも、巡回教職員のみがアクセスできるフォルダ。 

 

５ アプリケーション 
 
   （１）G Suite 

以下のすべてのアプリを一つに取り纏めて、ネットワーク経由で管理・提供するアプリ。 

（２）G Suite for Education 

すべてのユーザアカウントで利用できる Google から無償で提供されるアプリ。 

ただし、G Mail やチャットは利用制限をしている。 

（３）授業支援ソフト（SKYMENU Cloud） 

児童生徒、および一般教職員、巡回教職員が利用できるアプリ。 

授業における共同学習や写真・動画撮影、個人ワーク等にて活用できる。 

（４）学習支援ソフト（ラインズｅライブラリ【くじらーニング】） 

児童生徒、および一般教職員、巡回教職員が利用できるアプリ。 

授業中および家庭での自己学習にて活用できる。 

（５）その他のアプリ 

その他のアプリを利用したい場合は、学校管理者に承認を得ること。 

承認を得たら、学校にてインストール作業を行うこと。 

 

６ セキュリティと個人情報の扱い等 
 

（１）セキュリティ対策（以下３重のセキュリティ機能） 

① フィルタリングソフト 

フィルタリングソフトが Cloud 上で機能。学校外のインターネット回線の場合も制御する。 

② ファイアウォール 

学校のインターネット回線を使用する場合のみ機能する。学校外では機能しない。 

③ サンドボックス 

Chromebook の処理は、サンドボックス呼ばれる隔離された安全な領域で実行される。 

（２）ルールの遵守 

① 怪しいサイトへアクセスしない。 ② 不必要にファイルを取得しない。 

③ 危険を感じたらタブレットを閉じて、すぐに管理者や教育委員会に相談する。 

（３）個人情報の取扱いルール 

① 個人が特定できる情報（名前や顔写真等）及び機密性の高い情報（成績情報・健康管理情

報等）は個人フォルダ、共有フォルダ、タブレット端末内のストレージには保存しない。 

② 自分のアカウント ID やパスワードを絶対に他人に教えないこと。また、タブレット端末

を他人に貸したり、使わせたりしない。 

③ 自分や他人の個人情報をインターネット上に絶対に公開しないこと。 

④ カメラで人を撮影、個人が特定できる情報を撮影する場合は、必ず本人の撮影許可を得る。     
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７ ネットワーク環境 
 

（１）利用端末 

タブレット端末にて、各学校から直接外部ネットワークに接続できる。 

タブレット端末以外の使用は、原則不可とする。 

（２）利用方法 

タブレット端末にてユーザアカウントでログインすることで利用できる。 

学校内に設置されている AP の電波を受信できる場所でないと使用できない。 

１本のインターネット回線を学校内のタブレット端末全台で利用する。 

MEET など大量の通信量を必要とする機能は、真に必要とする場合を除き、使用しない。 

（３）利用時の注意 

タブレット端末のインターネット接続は、すべて無線接続である。そのため、以下の場合

に接続不良が発生することがある。 

①  タブレット端末と AP の間に接続を遮断する物体があると接続できなくなる。特に電波

を妨害する電子機器があると影響を受けやすい。  

②  タブレット端末と AP の距離が遠くなればなるほど、電波が届かず接続が途切れやすく

なる。※教室の奥の方は AP の調子によって、届きにくくなることがある。 

③  AP が故障すると故障した機器を利用する教室で全く端末を使用できなくなる。AP の故

障は月に 1 台の割合で発生している。業者の修理には 3 日～10 日程度かかる。 

（４）ネットワーク構成 

ネットワークは、下図のような構成となっている。 
 

外部 network 
 
 
 
 
 
 

 

firewall 
 
 

   学校 
 

 
 

 

8 充電保管庫 
 

（１）利用方法 

①タブレット端末を学校で管理する場合は、充電保管庫に保管すること。 

②担任が、充電保管庫の施錠を管理し、必要時に充電保管庫から取り出して使用する。 

③自分の出席番号のスペースにタブレット端末を保管すること。 

④平日深夜帯（18：00～翌 06：00）に各端末が 90 分間充電される。 

（２）利用時の注意 

① 輪番タイマー設定を変更してはいけない。タイマー設定を変更すると、ブレイカーが落

ちる原因につながるため、絶対に変更してはいけない。 

② こまめな施錠を徹底する。タブレット端末を使用しないとき、教室を離れるとき等、都

度こまめに施錠を徹底して行うこと。 

③  充電保管庫の上に物を置いてはいけない。充電保管庫は、上部に物を置くことを想定し

て設計されていない。 
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１ ＩＣＴ支援員 
 

（１）配置形態 

① 令和３年度は、全校で１４名を配置する。 

② 勤務体系は、平日午前または午後に各校１名が訪問し、業務を行う。 

③ 勤務時間帯は、午前９：３０－１２：３０、午後１３：３０－１６：３０。 

 

（２）役割 

① タブレット端末の不良・故障時の対処またはそのサポート窓口。 

② タブレット端末の修理完了後のセットアップまたはそのサポート窓口。 

③ ユーザアカウントの管理方法、操作方法、および本市の使用ルールのサポート窓口。 

④ 校務用パソコンへのアプリケーションの導入作業。 

⑤ 校務用パソコンへのプリンタ設定作業。 

⑥ 校務用パソコンの不良・故障等のお問い合わせ窓口。 

⑦ ICT 機器を活用した授業の準備や授業のフォロー。 

⑧ その他 ICT 機器全般に関するお問い合わせ窓口。 

 

（３）注意 

タブレット端末の専門サポート担当として業務を行うが、４月から業務を行っている関

係で、指導が行き渡らず、お問い合わせに対し即答できないことがある。段階的に指導を

行っていくため、過度な期待は控えていただきたい。 

 

 
２ 校務用パソコン利用においての遵守事項１０箇条 
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情報モラル プログラミング 各学年  
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令和３年４月１日（令和４年７月２５日改訂） 

昭島市立富士見丘小学校 

校長 稲 垣  達 也 

 

教育情報セキュリティ対策（個人情報の保護）の「基本方針」及び「対策基準」にかかる校内規定 

 

第１ 趣旨 

この規程は、「教育情報セキュリティポリシーに関するガイドライン」(R4.3文科省)に基づき、情報

セキュリティ対策の基本方針及び対策基準を定め、個人情報を保護することを主たる目的とする。 

 

第２ 校内における管理体制 

校長は、保有する個人情報の保護について厳重かつ適正な管理体制を講じる。 

（管理体制） 

１ 校長は、管理責任者として、学校が保有する個人情報の厳重かつ適正な管理について責任を負う

とともに、個人情報の保護に関し所属教職員への指導を徹底する。 

２ 校長は、管理・運用等を補佐する管理副責任者（副校長）及び運用責任者（ICT 担当教員）を置

き、組織的な管理体制を構築して厳重かつ適正な管理を遂行する。 

 

（管理状況の点検・見直し） 

３ 校長は、個人情報の安全管理を厳格に行うため、個人情報に係る記録媒体、処理経路、保管方法

等の個人情報の管理状況について、随時、点検を行う。 

４ 校長は、個人情報の安全管理に不適切な点があると思われるときには、直ちにその見直し等の適

正管理のための是正措置を講ずる。 

 

（校内研修） 

５ 校長は、教職員に対して、個人情報が児童・保護者・地域住民・教職員等の生活に直接かかわる

大切な財産であることを認識させ、個人情報保護の重要性等に対する理解と遵守の徹底が図られ

るように、継続的に啓発するとともに、年３回以上の研修を行う。 

 

（事故対応） 

６ 個人情報の漏えい等、安全管理上で問題となる事案が発生した場合、教職員は、直ちに校長に報

告する。 

７ 校長は、当該事案が発生したことを昭島市教育委員会指導課に報告するとともに、同課と連携し

て速やかに事実関係を調査し、被害の拡大防止等を図るため、事案の内容、影響等に応じて、当

該事案に係る本人への対応等の措置を講ずるものとする。 

 

第３ 校内における個人情報の安全管理措置 

校長は、個人情報に係る紛失、盗難、漏洩、改ざん、機器・媒体の外部持ち出し等がないように次の

通り必要な措置をとる。 

 

（端末等の管理） 

１ 教職員は、貸与されたパソコン（校務パソコン、タブレット端末、iPad等）の盗難や紛失、個人 

情報への不正アクセスの防止のため、ワイヤーによる固定、施錠等、必要な措置を講ずる。 
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 ２ 授業や休憩時間等の離席時には、パソコンの個人情報が第三者に閲覧されることがないように、

使用状況に応じて離席時ロックやシステムからのログオフを行う等、必要な措置を講ずる。 

３ 個人情報が記録された紙文書・記録媒体等を、離席時に机上等へ放置してはならない。退勤時に

は、個人情報が記録された紙文書・記録媒体等を、施錠できる保管庫等に保管し、施錠する。 

 

（電子データの管理） 

４ 校務パソコンの電子データは、教育委員会管理下のファイルサーバに保存する。 

(1) 個人情報を含むデータ   ①機密性 S-1  【内部系ファイルサーバ】 [機密フォルダー] 

                ②機密性 S-2･3        〃       [内部フォルダー] 

 (2)個人情報を含まないデータ ③機密性 S-4  【外部系ファイルサーバ】 [共有フォルダー] 

                ④機密性 S-5       〃       [公開フォルダー] 

５ 個人情報の有無にかかわらず、電子データは校務パソコンのデスクトップ等に保存しない。 

６ タブレット端末の電子データは、教育委員会管理下のクラウドに保存する。 

７ iPadの電子データは、学校管理下のiPad Googleアカウントのドライブに保存する。 

 

（端末等の持ち出し） 

８ 教職員は、校長の承認を得ずに、パソコン及び記録媒体等を、外部へ持ち出してはならない。 

また、個人情報が記録されているパソコン及び記録媒体等は、外部への持ち出しを一切禁じる。 

９ 校務パソコンは、いかなる場合も持ち出すことはできない。 

 

（校長の承認） 

10 校長は、以下の場合にパソコン及び記録媒体等の外部への持ち出しを承認することができる。 

(1) パソコン（タブレット、iPad）の外部への持ち出し（個人情報なし） 

児童の学習指導、安全確保、健康の維持上の必要のため、教職員があらかじめ処理簿により、

学校のパソコンの外部持ち出しについて校長に承認を求めた場合で、使用期間、使用目的及び使

用場所に支障がなく、パソコン本体に個人情報が記録されておらず、更に持ち出すパソコンが安

全に使用できる環境にあることを校長が確認したとき。なお、校外においては、常に携行する。 

(2) 記録媒体等の外部への持ち出し（個人情報なし） 

児童の学習指導、安全確保、健康の維持上の必要のため、教職員があらかじめ処理簿により、

記録媒体等の外部への持ち出しについて校長に承認を求めた場合で、記録媒体等に個人情報が記

録されておらず、更に記録媒体等を使用するパソコンが安全に使用できる状態にあることを校長

が確認したとき。なお、校外においては、常に携行する。 

(3) パソコン・記憶媒体等の外部からの持ち込みは、原則、禁止とする。 

 

（個人情報の持ち出し） 

11 個人情報の電子記録媒体による持ち出し・メール送信は、一切禁止する。 

12 校長は、個人情報の安全管理に関する基準の分類Ｓ－３・４に区分された紙文書（個人情報あ

り）に関して、使用目的、使用場所及び管理方法について文書により定めた場合に限り、外部へ

の持ち出しについて、承認（Ｓ－３は書面申請、Ｓ－４は口頭申請）をすることができる。 

13 持ち出す場合、紛失、盗難に細心の注意を払い、常に携行して体から離さず、寄り道をしない。 

 

（情報公開・発信） 

14 校長は、毎年度当初に、（別紙３）「学校ホームページ及び各種便り等の情報発信並びに個人情  

報の取り扱いについて」に基づき、保護者から承諾を受ける。 
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15 学年便りを含め、情報公開・発信は、すべて校長の承認を得る。個人情報は、原則、情報公開・   

発信を禁じる。電子メールの送受信は、学校のアカウントのみを使用する。 

16  その他、必要に応じて、その都度、保護者から承諾を受ける。 

 

（個人情報の廃棄） 

17 校長は、保有する個人情報又は記録媒体等が不要となった場合には、当該個人情報の復元又は判

読が不可能な方法により消去又は当該媒体等の廃棄を行う。 

 

（個人情報の提供時の措置要求） 

18 校長は、個人情報を教育委員会等関係機関に提供する場合には、当該提供先に対して安全確保の

措置を要求し、必要があると認めるときは、実地調査等により当該措置状況を確認し、所要の改

善要求等を行う。 

 

第４ 情報システムにおける技術的安全管理措置 

校長は、個人情報のアクセス制限、情報システムの監視等、個人情報に対する技術的な安全管理措置

を行い、盗難、紛失、不正アクセス等がないよう個人情報を適正かつ安全に管理する。 

 

（個人情報へのアクセス制御） 

１ 校長は、個人情報の秘匿性等その内容に応じて、パスワード等（ＩＤとパスワードによる認証、

生体認証等。以下同じ。）を使用してアクセス権限を有する本人であることの識別や認証等のア

クセス制御のための必要な措置をとる。 

２ 特に、個人情報の安全管理に関する基準の分類Ｓ－１又に区分された情報については、高度なレ

ベルのアクセス制御のための措置をとるものとする。 

 

（個人情報Ｓ－１へのアクセス制限） 

３ 校長は、個人情報の秘匿性等その内容に応じて、個人情報Ｓ－１へアクセスできる教職員の数を

必要最小限とする。 

４ アクセス権者が定められている場合、その権者以外の教職員は、個人情報Ｓ－１にアクセスして

はならない。 

５ 教職員は、アクセス権限を有する場合であっても、校務の目的以外に保有個人情報にアクセスし

てはならない。 

 

（個人情報の受渡し時の対策） 

６ 校長は、移送時における紛失・盗難等による情報漏えいのリスクを防止するため、個人情報の内

容に応じて暗号化等の措置をとる。 

７ 校長は、運搬、郵送、宅配便等により個人情報を授受する場合、授受簿により、教職員はその都

度授受の内容を正確に確認する。 

 

第５ 委託に伴う措置 

校長は、個人情報の取扱いに係る事務を外部に委託する契約等の締結に当たっては、その範囲を明ら

かにし、適切な監督を行う。この場合、氏名等の個人が特定されない調査や作品等を含む。 
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（適切な委託先の選定） 

１ 校長は、委託先の選定に当たり、個人情報の適切な管理を行う能力を有しない者を選定すること

がないように、必要な調査を行う。 

 

（監督） 

２ 校長は、個人情報の管理状況、事故発生時における報告、従事者に対する教育・研修等の必要事

項を具体的に明記し、受託者等に個人情報保護について責務を課し、その内容が遵守されている

かを履行中に監督する。 

 

（再委託の禁止） 

３ 再委託については、原則として禁止する。ただし、再委託を認める場合は、校長は、個人情報取

扱いの態様について実施機関が十分管理できるよう、再委託の内容及び再委託先等について、実

施機関の承諾をあらかじめ求める等の適切な再委託先を選定するのに必要な措置をとり、その旨

を具体的に契約書等に明記する。 

（廃棄等の確認） 

４ 校長は、委託により個人情報の消去、廃棄を行う場合は、教職員が立会う等必ず最終的な確認を

行う。 

 

第６ その他 

校長は、保有個人情報に関して電子的処理を行う場合、その取扱いについて、本規程とともに、以下

の関係法令、諸規程を遵守し、保有個人情報の保護に万全を期すものとする。 

１ 文部科学省が定めるガイドライン 

（１）教育情報セキュリティポリシーに関するガイドライン 

２ 昭島市教育委員会が定めるガイドライン等 

   （１）学習用タブレット端末及び学習用ネットワーク等の利用に関するガイドライン 

（２）タブレット端末運用ガイドライン 

（３）アカウント運用ガイドライン 

（４）学習用タブレット端末運用ガイドブック＜教職員用＞ 

３ 校内で定めたガイドライン等 

（１） 別紙１ 富士見丘小学校のＩＣＴ環境とセキュリティーの概要（イメージ図） 

（２） 別紙２ 学校における個人情報の保護について（機密性分類表） 

（３） 別紙３ 学校ホームページ及び各種便り等の情報発信並びに個人情報の取り扱いについて 

（４） 別紙４ 各種申請書等（個人持ちUSBの使用許可・許諾、個人情報の持出処理簿） 

（５） 別紙５ 個人情報の取扱い等に関する留意事項「個人情報保護十七箇条」 
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 富士見丘小学校の【個人情報の安全管理に関する基準】（電子データ・紙文書） 
 

保管場所 機密性 管理方法 基  準 具 体 例 

内部系  

ファイル  

サーバー 

S-1 

 

校内でも 

アクセス 

権を制限 

持出し 

絶対禁止 

 

■校内でも 

機密扱い 

【機密】 
 

原則として、生徒の

障害の程度、事件・

事故、指導記録、保

護者の収入等の情報

など、プライバシー

性が高い情報並びに

指導要録や成績一覧

表など児童・生徒の

情報が高度に集積し

ている帳票や電子デ

ータなど（例外を除

き、外部に出さない

類のもの） 

学籍関係【機密】 

■指導要録  

■要・準要保護認定台帳 

成績関係【機密】 

■評定一覧表 ■成績  

■テスト等素点表 ■所見・メモ 

■ＱＵ・体力調査・アンケート調査 

指導関係【機密】 

■事故報告書・記録簿  

■保護者対応 

■児童指導・特別指導等記録・メモ 

健康関係【機密】 

 ■健康診断に関する表簿・歯の検査表 

 

学籍関係〈内部〉 

◇出席簿  ◇卒業証書授与台帳 

◇転入学簿 ◇教科書給付 

◇進級・卒業判定会議録・会議資料 

成績関係〈内部〉 

◇週ごとの指導計画 

指導関係〈内部〉 

◇児童の個人写真  

◇卒業生進路先一覧等 ◇願書等 

◇進路希望調査 ◇進路指導記録簿 

S-2 

 

校内の 

誰もが 

アクセス 

できる 

 

持出し 

絶対禁止 

 

◇職員室内 

で共有 

＜内部＞ 
 

S-3 

 

校内の 

誰もが 

アクセス 

できる 

 

校長の 

承認が必要 

 

●書面で 

＜内部＞ 
 

個別的な情報で、随

時・継続的に作成し

、蓄積が必要な帳票

や電子データ、記入

済みの答案用紙など

（保護者等に渡した

り、見せたりできる

類のもの） 

学籍関係〈内部〉 

●通知表「あゆみ」  

●テスト答案用紙 

指導関係〈内部〉 

●指導カード、生徒理解カード 

●教育相談・面接記録等  

●学校生活支援シート 

●個別指導計画 

●調査書 ●推薦書 

 

その他〔共有〕 

○健康保険証の写し 〇緊急連絡先 

○児童名表 ○住所録・電話連絡網

 ○児童作品・作文・感想文等 外部系  

ファイル  

サーバー 

S-4 

 

クラウド可 

○口頭で 

〔共有〕 

S-5 

 

クラウド可 

・承認 

（公開） 

学校外においても一
定存在する情報 

その他（公開） 
・教材 ・ワークシート  
・年間指導計画  
・授業改善推進プラン  

・通信 ・通知文 
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下位階層フォルダー  

 

 

必要があれば作成（担当判断） 

 

上 位 階 層 フ ォ ル ダ ー  
不変（追加・変更等が必要な場合は、主幹決済） 

 

 
 

 

富士見丘小学校の【ＩＣＴ環境とセキュリティーの概要】 R4.7.25 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

校務（共有）フォルダー  ８月より２系統に分離                    本校の機密性４分類 
 

個人情報可 インターネット接続不可  

校務支援システム利用可 

外部系ファイルサーバーへの移動不可  

職員室内のみ利用可 
 

             個人情報不可 インターネット接続可 

 ファイルサーバー」   Googleアカウント利用可 

（共有文書）       内部系ファイルサーバーへの移動可  

校内で利用可 

 

 

    
 
 

分掌(20)   ＜   役割(55)  ＜     担当(400)      ＜ (保存場所)  ＜ 年度 ＜   内 容    ＜ ファイル 

 

 

 

 

 
 
 
 

       

ファイル名ルール（原則）  R4_学校だより４月号巻頭言_20220406_決定 
 

和暦年度を半角数字_ファイル名_必要があれば作成日付_必要があれば検討段階等 

 【 

  

校務パソコン

ｎ 

パソコン端末 ｉＰａｄ 

Wi-Fi(自宅等) GIGA School Lan 

タブレット端末 大型ＴＶ＆ 
実物投影機 

Google ドライブ 

市教委サーバーに保存 

外部系 
ファイル 
サーバー 

 

Google ドライブ 

利用可 

別紙１ 

G o o g l e ク ラ ウ ド に 保 存 

 

ﾊﾟｿｺﾝ室 

サーバー 

校内サーバーに保存 

校務サーバーに保存 

内 部 系 
ファイルサーバー 

 

外 部 系 
ファイルサーバー 

 

校務支援システム ネット接続可  

（公開データ） S-5 

サーバー 

本
校
の
フ
ォ
ル
ダ
ー
階
層 

02_副校長 

* 個人フォルダー 

〔共有データ〕 S-4 

<内部データ> S-2･3 

【機密データ】 S-1 

01_教務部会 

・ 
・ 
・ 
 

02_研究推進 

01 機密資料【機密】 

02 内部資料〈内部〉 

03 校内共有〔共有〕 

内 部 系 
ファイルサーバー 

 
R2 

H31 

02_学校便り 

・・・

 

04 校外発信（公開） 

外 部 系 
ファイルサーバー 

 

R3 

01 校長から 

R4 

03_校長便り 

01_校 長 

03 校長資料 

02 校長へ 

Student LAN（Local Area Network）（校内） 

内部系 
ファイル 
サーバー 

 

ネット接続可 

01_挨拶文 

・R4_学校便り４月 

・R4_学校便り４月 

・R4_学校便り５月 

・R4_学校便り６月 

・R4_学校便り７月 

・R4_学校便り８月 

・R4_学校便り９月 

・・・

 

年度別に分けると

削除しやすいかも 

検索しやすいファイル名とする

ことで、階層を深くしないこと 
検索しやすいファイル名とし、

階層を深くしない方がよい 

パソコン室 

40台＋教員用１台 

全教職員 

令和４年８月更新 

全教職員 
令和３年度から 
本校独自に導入 

全児童＋全教員 
管理職、養護教諭、 
講師等を除く 

01 
経営 

02 
教務 

・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
 

個人 
フォルダー 

当面の間、個人フォ

ルダーに暫定保存 



S
-1

 

  S
-2

 

S
-3

 

S
-4

 

S
-5

 

学
校
に
お
け
る
個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                                 

富
士
見
丘
小
学
校
の
【
個
人
情
報
の
安
全
管
理
に
関
す
る
基
準
】（

電
子
デ
ー
タ
・
紙
文
書
）
 

 保
管
場
所
 
 分
類
 
管
理
方
法
 

基
 
 
準
 

具
 
体
 
例
 

内
部
系

 

フ
ァ
イ
ル

 

サ
ー
バ
ー

 

S
-

1
 

持
出
し

 

絶
対

禁
止

 

 ■
校
内
で
も

 

機
密
扱
い

 

【
機
密
】
 

原
則
と
し
て
、
生
徒
の

障
害
の
程
度
、
事
件
・

事
故
、
指
導
記
録
、
保

護
者
の
収
入
等
の
情

報
な
ど
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
性
が
高
い
情
報
並

び
に
指
導
要
録
や
成

績
一

覧
表

な
ど

児

童
・
生
徒
の
情
報
が
高

度
に
集
積
し
て
い
る

帳
票
や
電
子
デ
ー
タ

な
ど
（
例
外
を
除
き
、

外
部
に
出
さ
な
い
類

の
も
の
）

 

■
指
導
要
録
 
■
評
定
一
覧
表
 
■
成
績
 

 

■
テ
ス
ト
等
素
点
表
 
■
所
見
・
メ
モ

 

■
事
故
報
告
書
・
記
録
簿
 
■
保
護
者
対
応

 

■
児
童
指
導
・
特
別
指
導
等
記
録
・
メ
モ

 

■
Ｑ
Ｕ
・
体
力
調
査
・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

 

■
要
・
準
要
保
護
認
定
台
帳
 
■
ス
ナ
ッ
プ

 

◇
週
ご
と
の
指
導
計
画

 

◇
出
席
簿
 
 
◇
卒
業
証
書
授
与
台
帳

 

◇
転
入
学
簿
 
◇
教
科
書
給
付

 

◇
進
級
・
卒
業
判
定
会
議
録
・
会
議
資
料

 

◇
児
童
の
個
人
写
真
 

 

◇
卒
業
生
進
路
先
一
覧
等
 
 
◇
願
書
等

 

◇
進
路
希
望
調
査
 
 
◇
進
路
指
導
記
録
簿

 

◇
健
康
診
断
に
関
す
る
表
簿
・
歯
の
検
査
表
 

 

S
-

2
 

持
出
し

 

絶
対

禁
止

 

 ◇
職
員
室
内

 

で
共
有

 

＜
内
部
＞

 

 

S
-

3
 

校
長
の

 

承
認
が
必
要

 

 

●
書
面
で

 

＜
内
部
＞

 

個
別
的
な
情
報
で
、
随

時
・
継
続
的
に
作
成

し
、
蓄
積
が
必
要
な
帳

票
や
電
子
デ
ー
タ
、
記

入
済
み
の
答
案
用
紙

な
ど
（
保
護
者
等
に
渡

し
た
り
、
見
せ
た
り
で

き
る
類
の
も
の
）

 

●
通
知
表
「
あ
ゆ
み
」
 
●
テ
ス
ト
答
案
用
紙

 

●
指
導
カ
ー
ド
、
生
徒
理
解
カ
ー
ド

 

●
児
童
・
生
徒
等
健
康
調
査
票

 

●
教
育
相
談
・
面
接
記
録
等

  

●
学
校
生
活
支
援
シ
ー
ト

（
個
別
の
教
育
支
援
計
画
）

 

●
個
別
指
導
計
画

  
●
調
査
書
 
●
推
薦
書

 

○
健
康
保
険
証
の
写
し
 
○
児
童
名
表

 

○
住
所
録
・
電
話
連
絡
網
 
〇
緊
急
連
絡
先

 

○
生
徒
作
品
・
作
文
・
感
想
文
・
レ
ポ
ー
ト
等

 

外
部
系

 

フ
ァ
イ
ル

 

サ
ー
バ
ー

 

S
-

4
 

○
口
頭
で

 

〔
共
有
〕

 

S
-

5
 

・
承
認

 

（
公
開
）
 

学
校
外
に
お
い
て
も

一
定
存
在
す
る
情
報

 
・
教
材
・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

 
・
年
間
指
導
計
画
 

 
・
授
業
改
善
推
進
プ
ラ
ン

 
・
通
信
・
通
知
文

 

 

【
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
基
準
】（

電
子
デ
ー
タ
の
機
密
性
分
類
）
 

 

分
類
 

取
扱
ル
ー
ル
 

具
 
体
 
例
 

機
密
性
 

Ａ
 

原
則
、
 

持
出
し
禁
止
 

 ※
書
面
に
よ
る

校
長
の
許
可

が
必
要
 

 ※
た
だ
し

S-
1

は
持
出
し
は

絶
対
禁
止
 

○
住
民
に
関
す
る
情
報
す
べ
て
（
生
活

歴
、
心
身
の
状
況
、
所
得
、
電
話
番

号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
性
別
等
の
基
本
情

報
を
含
む
）
  

○
職
員
に
関
す
る
情
報
で
、
職
員
の
任

用
、
退
職
、
給
与
、
分
限
、
懲
戒
、

健
康
管
理
等
に
関
す
る
情
報
  

○
訴
訟
、
審
査
請
求
等
に
関
す
る
情
報
  

○
予
算
見
積
書
及
び
関
係
フ
ァ
イ
ル
  

○
プ
レ
ス
発
表
前
そ
の
他
公
開
前
の

情
報
 

機
密
性

Ｂ
 

持
出
す
場
合
、

校
長
の
承
認
を

得
る
。
 

○
内
部
通
達
、
通
知
、
事
務
連
絡
等
の

フ
ァ
イ
ル
 

○
事
案
決
定
手
続
き
を
経
て
い
な
い

企
画
・
検
討
段
階
の
フ
ァ
イ
ル
 

○
既
存
事
業
、
経
常
的
業
務
に
関
す
る

事
務
手
順
、
実
績
等
情
報
  

○
調
査
照
会
、
回
答
文
書
等
に
関
す
る

フ
ァ
イ
ル
  

○
公
開
前
会
議
資
料
情
報
 

○
そ
の
他
一
般
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
 

機
密
性
 

Ｃ
 

 

○
学
校
の
組
織
機
構
図
、
組
織
の
電
話

番
号
情
報
  

○
条
例
、
規
則
、
規
定
、
訓
令
な
ど
の

フ
ァ
イ
ル
 

  

①
 
個
人
情
報
に
関
わ
ら
ず
「
機
密
性

A･
B(
S-
1～

3)
」
は
「
内
部
系
サ
ー
バ
ー
」
の
み
に
保
存
す
る
。
 

②
 
個
人
情
報
を
含
ま
な
い
「
機
密
性

B･
C(
S-
4～

5)
」
は
、「

外
部
系
サ
ー
バ
ー
」
に
保
存
で
き
る
。
 

③
 
全
て
の
デ
ー
タ
は
、
上
記
サ
ー
バ
ー
の
み
に
保
存
し
、
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
や
外
部
媒
体
に
は
保
存
し
な
い
。
 

④
 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
す
る
「
機
密
性
Ｃ
(S
-5
)」

は
、
上
記
に
拠
ら
ず
、
市
の
サ
ー
バ
ー
を
介
し
て
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
出
せ
る
。
児
童
の
写
真
は
、
個
人
が
推
測
で
き
な
い
程
度
ま
で
画
素
数
を
下
げ
る
。 

映
っ
て
い
る
写
真
は
、
 

⑤
 

は
個
 
 

大  原  則 

昭
島
市
立
富
士
見
丘
小
学
校
 
 
令
和
４
年
７
月
２
５
日
 

児
童

1
人

1
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
1
人

1
ア
カ
ウ
ン
ト
、
ク
ラ
ウ
ド
ア
プ
リ
の
利
活
用
な
ど
、
教
育
を
取
り
巻
く
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
劇
的
な

進
展
に
と
も
な
い
、
現
行
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
を
G
IG
A
ス
ク
ー
ル
構
想
に
適
し
た
も
の
に
改
訂
し
、
環
境
に
適
し
た
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
を
一
層
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
扱
う
教
職
員
の
高
度
な
情
報
処
理
・
管
理
能
力
を
養
う
こ
と
が
緊
急
課
題
で
あ
る
。

 

 
教
職
員
に
よ
る
個
人
情
報
の
紛
失
や
流
出
、

盗
難
、
漏
洩
、
改
ざ
ん
等
が
絶
え
な
い
中
…

 

別
紙
２
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令和４年４月６日  

保護者の皆様 

昭島市立富士見丘小学校    

校長 稲垣 達也  
 

学校ホームページ及び各種便りなどの情報発信や個人情報の取扱いについて（お願い） 
 

春暖の候、皆様にはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、本校では、保護者・地域等の皆様に、日頃の教育活動の様子をより一層知っていただこうと、学校ホ

ームページの公開、各種便りなどの発行をしております。また、令和２年度より、学校ホームページ上にも

日々の教育活動の様子をブログ形式で掲載しています。 

つきましては、情報発信や個人情報の取扱いなどについて以下の通り考えておりますので、御理解の上、別

紙にてご回答願います（年度ごとに、再確認させていただきます）。 

 

記 

１ 個人情報について 

    「個人情報」とは、個人に関する情報（特定の個人を識別することができるもの）のことで、昭島市

個人情報保護条例等において、個人に関する情報の取扱いについての基本的事項が定められており、

個人の権利利益の保護が図られています。本校においても当該条例等を遵守し、個人情報を保護して

まいります。 
 
２ 情報発信とその範囲について 

（１）学校ホームページの情報発信とその範囲について ※ 発信範囲が不特定となります 

    学校ホームページは、不特定多数への情報公開となるため、個人情報は発信しません。 

学校ホームページへの児童等にかかわる情報発信とその範囲は、次の定めによる。 

  １ 特定の個人を識別することができる情報は、すべて発信しない。 

     例‥氏名、住所、電話番号、生年月日、性別、国籍、本籍、思想、学歴、家庭状況等 

２ 特定の個人を識別することができない情報は、次の範囲で発信できる。 

① 写 真 児童の写真を使う場合は、集合写真とし、個人が特定できないものとする。 

    ② 作品等 児童の作品や作文等は、個人が特定できない場合でも、保護者の承諾を得る。 
 
（２）各種便り等の情報掲載とその範囲について ※ 配布範囲が限定されます 

    配布する範囲が特定・限定されている各種便りなどに関しては、氏名や写真、作品等の掲載につい

て、教育上必要な範囲で許可をいただきますようお願い申し上げます。 

各種便り等への児童等にかかわる情報の掲載とその範囲は、次の定めによる。 

  １ 特定の個人を識別することができる情報は、すべて掲載しない。 

     例‥住所、電話番号、生年月日、性別、国籍、本籍、思想、学歴、家庭状況等 

２ ただし、校長が教育上必要と認めた場合に限り、次の範囲で掲載できる。 

① 氏名 ② 個人写真・集合写真 ③ 個人の作品等（学習成果物、感想文、意見など） 

  ３ 各種便り等とは、次の類のものをいう。 

① 学校・学年・学級・保健便りなど、保護者向けに発行する便り 

② 学校案内・学校要覧など、保護者・地域向けに発行する冊子や広報資料 
 
４ 回答について 

   上記について下の回答用紙に御記入の上、令和４年４月１１日（月）までに、担任へご提出願います。 

････････････････････････････････････････  切り取り線  ･･･････････････････････････････････ 
 

昭島市立富士見丘小学校長 稲垣 達也 様 
 

富士見丘小学校ホームページ及び各種便りなどの情報発信や個人情報の取扱いについて（回答） 
 

上記の学校の方針について、以下の記入事項を除き、承諾します。 
 

ただし、以下の事項については、承諾しません。（承諾しない事項がある場合のみ記入） 

 

 
令和４年４月 日 

  年  組  児童氏名                      保護者氏名                   印 

別紙３ 
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令和４年４月６日  

保護者の皆様 

昭島市立富士見丘小学校    

校長 稲垣 達也  
 

「 Fujimi Art Gallery Web 」の開設について（お願い） 
 

厳寒の候、皆様にはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、本校では、学校ホームページにて日々の教育活動の様子を紹介しております。また、今年度からは、

校内に設置した「FUJIMI ART GALLERY」の様子を、パスワード設定による保護者限定ページを開設して、児童

の作品掲載を開始しています。 

つきましては、個人情報保護の観点から、下記の事項をご確認の上、ご入学するお子さんの作品の掲載の可

否について、別紙にて、令和４年４月１１日（月）に担任へご提出いただきますようお願い申し上げます。 
 

記 

１ 「 FUJIMI ART GALLERY 」とは 

    今年度から、北校舎と南校舎の通路に設置したものです。図工の平面作品を紹介しています。 

 

 

 

 

 

 
 
 
２ 「 Fujimi Art Gallery Web 」における情報発信とその範囲について 

                      ※ 以下のすべての要件を満たす範囲内でのみ公開する。 

（１）公開条件 … 保護者の承諾を得る（承諾を得られた児童の作品のみを公開）。 

教育上、公開することが有用と考えられるもの（児童の意欲・達成感が高まるなど） 

（２）公開範囲 … ＩＤ・パスワードを設定し、本校の保護者・教職員に限定 

（３）掲載内容 … 廊下等に日常的に展示している作品の写真（児童が自分で撮影します） 

（４）閲覧方法 … 後日、学校から通知されるＩＤ・パスワードでアクセスする。 

全員の作品をスライドショーや、個人の作品を拡大したりして閲覧できる。 
 

３ 表示される名前の変更について 

１人１台タブレットには、あらかじめ名前が「ひらがな」で設定されてお

り、作品の写真とともにＷｅｂ上にも表示されます（写真だけを掲載する

ことはできません）。ただし、ご家庭により特別の事情がある場合は、表示

される名前を変更することができますので、下記により申し出ください。 

Ｗｅｂ上に表示されるイメージ→ 

 

････････････････････････････････････････  切り取り線  ･･･････････････････････････････････ 
 

昭島市立富士見丘小学校長 稲垣 達也 様 
 

富士見丘小学校 「 Fujimi Art Gallery Web 」への掲載について（回答） 

 
 

上記の学校の方針に基づく範囲内で、           （下記のいずれかを○で囲んでください） 

 

ﾀﾌﾞﾚｯﾄ及び Webに表示される 

１ 作品・ひらがな氏名の   ２ ひらがな氏名を変更した上で、   ３ 作品・ひらがな氏名の 

載を承諾します。       作品・ひらがな氏名の掲載を      掲載を承諾しません。 

承諾します。 

（変更後の氏名        ） 
    
令和４年４月 日 

 

 年 組 児童氏名                     保護者氏名（自筆）                    

あきしま ふじこ 

別紙４ 
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 昭 島 市 立 富 士 見 丘 小 学 校  

教育情報セキュリティー  十七箇条  
  

【端末等の日常的な管理】 
 
① 職員室や教室等の机上整理に努め、書類や児童作品・プリント等の紛失、漏洩を防止します。 

② 児童の作品・テスト・プリント等は、一言添えるか検印をして、速やかに返却します。 

③ 離席時は、パソコンを電子ロック（保護）やログオフし、紙文書等は机上に放置しません。 

退勤時には、パソコンや記録媒体等をワイヤーによる固定や保管庫で施錠します。 

④ 校務パソコンは、いかなる場合も校外への持ち出しを禁じます。 

タブレットとiPadは、校長の承認を得て、校外へ持ち出すことができます。 

⑤ 勤務時間中の携帯電話等の使用、その他のデバイス、記録装置等の持ち込みを禁じます。 
 

【電子データの管理】 
 
⑥ 校務パソコンのデータは、機密性に応じて、内部・外部系サーバに分類して保存します。 

タブレットのデータは、Google Driveに保存し、個人情報の保存は禁じます。 

iPadのデータは、iPad内、iCloud、Google Driveに保存し、個人情報の保存は禁じます。 

⑦ 個人情報の秘匿性等に応じて、【機密】Ｓ－１へアクセスできる職員を制限します。 

アクセス権限を有する場合でも、校務の目的以外に個人情報へのアクセスを禁じます。 

⑧ 自己申告書などの個人情報は、本人のみがアクセスできる個人フォルダーに保存します。 
 

【個人情報の持ち出し】 
 
⑨ 個人情報を含む電子データのメール送信、電子記録媒体の校外への持ち出しを禁じます。 

⑩ 個人情報Ｓ－１・２を含む紙文書は、原則、校外への持ち出しを禁じます。 

個人情報Ｓ－３・４を含む紙文書は、校長の承認を得て、校外へ持ち出すことができます。 

持ち出す場合、紛失等に細心の注意を払い、常に体から離さず携行して、寄り道をしません。 

⑪ 児童の個人写真や氏名、住所などの個人情報は、原則、公開・発信を禁じます。 

⑫ 学校ホームページによる公開、学年通信や通知文等の発信は、すべて校長の承認が必要です。 

児童写真や作品等の公開は、毎年度かつ必要に応じて、保護者の承諾が必要です（別紙３）。 

⑬ 電子メールの送受信は、校務パソコンを用いて、学校の公式アカウントのみを使用します。 

⑭ 児童・保護者・卒業生等と、LINE等のSNS、タブレットによる個人的な利用を禁じます。 
 

【個人情報の受け渡し時の対策】 
 
⑮ 移送時における情報漏えい等のリスク防止のため、電子データは暗号化等の措置を講じます。 

⑯ 運搬、郵送等により個人情報を受け渡しする場合は、正確に確認し、授受簿に記録します。 

⑰ 児童の卒業や職員の異動等で不要になった個人情報は、速やかに破棄します。 

健康調査票、個別指導計画等は、転出時・卒業時に、保護者に返却します。 
 

令和３年４月１日（令和４年７月２５日改訂） 昭島市立富士見丘小学校 

別紙５ 
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昭 島 市 立 富 士 見 丘 小 学 校  
 

タ ブ レ ッ ト の 約 束
や く そ く

 
 

タブレットは、昭島市
あ き し ま し

からお借
か

りしている大切
たいせつ

なものです。 

先生
せんせい

のお 話
はなし

をよく聞
き

いて、正
ただ

しい使
つか

い方
かた

をしましょう。  
 

【 正
ただ 

し い 使
つか  

い 方
かた 

】  
 

①   タブレットは、学習
がくしゅう

するために使
つか

います。  

②   タブレットは、正
ただ

しい姿勢
し せ い

で使
つか

います。  

③   タブレットは、ていねいに使
つか

います。  

④   タブレットは、決
き

められた時間
じ か ん

・場所
ば し ょ

で使
つか

います。  

⑤   タブレットは、自分
じ ぶ ん

だけが使
つか

います。  
 

【 間 違
ま ち が  

っ た 使
つか  

い 方
かた 

】  
  

⑥   先生
せんせい

に言
い

われたこと以外
い が い

の操作
そ う さ

をする。  

⑦   パスワードを、他
ほか

の人
ひと

に教
おし

えたり、書
か

いたり、  

見
み

える所
ところ

に貼
は

ったりする。  

⑧   タブレットに、他
ほか

のアプリを入
い

れたり、他
ほか

の機器
き き

を  

つなげたり、設定
せってい

を変更
へんこう

したりする。  

⑨  他
ほか

の人
ひと

に嫌
いや

な思
おも

いをさせることを書
か

き込
こ

む。  

⑩   個人
こ じ ん

情報
じょうほう

（名前
な ま え

、住所
じゅうしょ

、電話
で ん わ

、顔
かお

写真
じ ゃ し ん

等
など

）を発信
は っ しん

する。  
 

【 安 全
あんぜん  

・ 安 心
あんしん  

な 使
つか  

い 方
かた 

】  
  

⑪   目
め

や体
からだ

が疲
つか

れたら、すぐに止
や

めて、先生
せんせい

に言
い

います。  

⑫   困
こま

ったことがあったら、すぐに先生
せんせい

に相談
そうだん

します。  
 

◆ 約束
やくそく

を守
まも

れない場合
ばあい

は、タブレットが使
つか

えなくなります（校長
こうちょう

先生
せんせい

が預
あず

かります）。 

児童のみなさんへ 令和３年４月 



- 111 - 

 

昭島市立富士見丘小学校 
令和3年4月 

「 タ ブ レ ッ ト の 約 束 」   校長 稲垣 達也 
 

「タブレットは、昭島市からお借りしている大切なものです。」 

「先生のお話をよく聞いて、正しい使い方をしましょう。」 
 
肝は、この２点です。児童の発達段階に応じて「間違った使い方」「安全・安心な使い方」とともに、

「正しい使い方」を適切に指導することで、Smart tool の真価を発揮させてください。 
また、このような日常の正しい使い方を通して、情報モラル教育の「情報社会において、適正で安全

な活動を行うための基になる考え方と態度」を培うことにもなります。 
 

【正しい使い方】 
① タブレットは、学習するために使います。 

  → 学校の授業や学習に関連することのみ
・ ・

に利用します。個人の趣味や遊びには使いません。 
 

② タブレットは、正しい姿勢で使います。 
→ 本を読んだり、ノートを書いたりするときと同じ姿勢です。 

画面に顔を近づけないようにします。目から 30㎝は離します。 
 

③ タブレットは、ていねいに使います。 

→ 落としたら壊れます。テントスタイルで机に置くときは、中央に置くようにします。 
  画面はすぐ割れます。移動するときは、必ず画面を閉じて、両手で持ち運びます。 

 
④ タブレットは、決められた時間・場所で使います。 

→ 学校では、先生が指示した時間（授業等）と場所で使います。 
  家庭でも、学校のルールに基づいて、使用時間や使用ルールを決めて使います。 

 
⑤ タブレットは、自分だけが使います。 

→ 特別の指示がない限り、自分以外の人が使うことはできません（家族も使えません）。 
 

【間違った使い方】  

⑥ 先生に言われたこと以外の操作をする。 
→ 先生や友達が発言している時は、タブレットを操作せず、手を離します。 

（耳で聞きながら、目で黒板とタブレットを追いながら操作することは困難） 
 

⑦ パスワードを、他の人に教えたり、書いたり、見える所に貼ったりする。 
→ 情報セキュリティーの基本です。パスワードは入学して最初の授業で暗記します。 

 
⑧ タブレットに、他のアプリを入れたり、他の機器をつなげたり、設定を変更したりする。 

→ 昭島市のルールの遵守です。ＵＳＢなどの記録媒体も、絶対に接続しません。 
 

⑨ 他の人に嫌な思いをさせることを書き込む。 
→ ＳＮＳなど発信する情報に関する自他の権利や影響について理解し、尊重します。 

 
⑩  個人情報（名前、住所、電話、顔写真等）を発信する。   

→ 法の理解と遵守が大切です。ネットに流出した情報は、２度と回収できません。 
 

【安全・安心な使い方】 
⑪ 目や体が疲れたら、すぐに止めて、先生に言います。 

→ 安全や健康を害するような使い方を自分で抑制できるようにします。 
 

⑫ 困ったことがあったら、すぐに先生に相談します。 
→  不適切な情報や危険に出会ったときは、大人に助けを求め、適切に対応できるようにします。 

 
◆ 約束を守れない場合は、タブレットが使えなくなります（校長先生が預かります）。 

→ Smart toolを諸刃の剣にしないために 「ならぬことはならぬものです」 を徹底します。 

指 導 用 

30㎝ 

手はおひざ 

http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/2kihon/2kihon6jyouhou/moraru.pdf
http://www2.japet.or.jp/net-walk/
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昭 島 市 立 富 士 見 丘 小 学 校  
 

 家 庭 利 用 の 約 束  
 

タブレットをお家で利用するときは、「タブレットの約束」
は、とともに、次のルールを守って、正しい使い方をします。   

【 保 護 者 の 責 任 】  
 

①   タブレットを、ご家庭で使用する場合は、  

昭島市教育委員会のルール等を遵守するとともに、  

以下により、保護者の責任で管理・監督します。  

②   タブレットは、常に保護者が保管し、  

お子さんが使用する時に、その都度、渡します。  

③   Wi-Fi ルータへの接続は、その都度、保護者が行います。  

④   お子さんと一緒に「SNS 家庭ルール」等を定め、  

お子さんが主体的に、正しく使えるようにします。  

⑤   過失や故意によるタブレットの破損や盗難、紛失等が  

生じないように万全を期してください。   
 

【 家 庭 で の 使 い 方 】  
 

⑥   原則、保護者の監督下で使用します。但し、保護者の判

断で児童だけの使用も可とします。使用時間は次の通り。 

保護者が監督できる（保護者が在宅）場合   

保護者が定めた時間  但し、就寝１時間前まで  

児童だけで使用する（保護者が不在）場合      

学校がない日    ８時～１６時  

学校がある日   １６時～１８時  

⑦   使用する機能は、原則、次の５つに限定します。  

「Sky Menu」「G Suite」「くじらーニング」  

「デジタル教科書」「教科書の QR コード」  

⑧   先生の指示や保護者の監督下で使用する場合は、  

「NHK for School」「Yahoo!きっず」「プログラミ  

グツール」なども利用できます。  

⑨   チャットやＳＮＳ、動画共有サイトへの投稿など、  

ネットへの情報発信は一切禁止します。（上記⑦を除く）  

児童のみなさんへ 

タブレット 

令和３年７月 
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昭島市立富士見丘小学校 

令和４年７月 

 「 家 庭 利 用 の 約 束 」      校長 稲垣 達也 
 

タブレットをお家で利用するときは、「タブレットの約束」と、 

次のルールを守って、正しい使い方をします。 
 
持ち帰ったタブレットは、個人のものではなく、公共財産ですので、自由に使用できるものではあり

ません。下記の通り、使用時間や使用内容等についても、厳格に制限させていただきます。 
 
【保護者の責任】 
 
① タブレットを、ご家庭で使用する場合は、昭島市教育委員会のルール等を遵守するとともに、以下により、

保護者の責任で管理・監督します。 

→ 昭島っ子のための「家庭でのタブレット活用のルール」（昭島市教育委員会）が、大原則です。 

     ご家庭では、保護者の皆様にタブレットの管理及びお子さんの利用に際しての監督をお願いします。 
 
② タブレットは、常に保護者が保管し、お子さんが使用する時に、その都度、渡します。 

→ ご家庭に持ち帰ったタブレットは、まず保護者が預かり、保護者の管理下に置きます。 

お子さんが使用する時に渡します。保護者の判断で、保護者が不在になる前に渡しても結構です。 
 
③ Wi-Fiルータへの接続は、その都度、保護者が行います。 

→ タブレット自体に、学校で使用する時と同様のフィルタリングがかかっていますが、不安要因をすべ 

ては排除できませんので、お子さんが危険に巻き込まれないように、その都度の接続を推奨します。 

ネットに接続しなくても、写真撮影やスライドなど、実施できる機能も一部あります。 
 
④ お子さんと一緒に「SNS家庭ルール」等を定め、お子さんが主体的に、正しく使えるようにします。 

→ タブレットの持ち帰りいかんに関わらず、学校でも「ＳＮＳルール」を学んでいます。 

ご家庭のルールは、各家庭のお考えや環境等に応じて、お子さんと話し合って定めてください。 
 
⑤ 過失や故意によるタブレットの破損や盗難、紛失等が生じないように万全を期してください。  

→ 昭島市教育委員会で一括して保険に加入していますが、重大な過失や故意による場合は、保険は適用   

されません。十分気を付けてください。 
 
 

【家庭での使い方】 
 

⑥ 原則、保護者の監督下で使用します。但し、保護者の判断で児童だけの使用も可とします。 

使用時間は次の通り。 

保護者が監督できる（保護者が在宅）場合  保護者が定めた時間  但し、就寝１時間前まで 

児童だけで使用する（保護者が不在）場合  学校がない日      ８時～１６時 

学校がある日     １６時～１８時 

→ 但し、ご家庭により状況が異なりますので、保護者の判断で多少前後しても構いません。 
 

⑦ 使用する機能は、原則、次の５つに限定します。 

「Sky Menu」「G Suite」「くじらーニング」「デジタル教科書」「教科書のQRコード」 

→ 学校では、学年の段階により各機能を使用していますので、お子さんが使用（操作）できる機能も学 

年により異なります。 
 
⑧ 先生の指示や保護者の監督下で使用する場合は、 

「NHK for School」「Yahoo!きっず」「プログラミグツール」なども利用できます。 

→ このほかカメラ機能やスライド等の他、様々なアプリ等もありますので、その都度、指示を出します。 
 
⑨ チャットやＳＮＳ、動画共有サイトへの投稿など、ネットへの情報発信は一切禁止します。（上記⑦を除く） 

→ 氏名や写真等の個人情報はもとより、ネットへの発信は、犯罪に巻き込まれる極めて危険な行為です。 

指 導 用 
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 昭島市立富士見丘小学校   
 

オ ン ラ イ ン 授 業
じ ゅ ぎ ょ う

の 心 得   
 

【 授 業
じ ゅ ぎ ょ う

の 準 備
じ ゅ ん び

】  
 

①  充電
じゅうでん

を済
す

ませ、教科書
きょうかしょ

・ノート、必要
ひつよう

な準備
じゅんび

をしましょう。 

②  学校
がっこう

と同じ
おなじ

ように、静か
しずか

に学習
がくしゅう

できる環境
かんきょう

をつくりましょう。 

 兄弟
きょうだい

が同時
どうじ

に授業
じゅぎょう

の場合
ばあい

は、離
はな

れた場所
ばしょ

でお願
ねが

います。 

③  5分前
ふんまえ

から参加
さんか

するようにします。早
はや

すぎるとつながりません。 

④  マイクはOFF
お ふ

(Mute
みゅーと

)  にして、ハウリング
は う り ん ぐ

しないようにします。 

⑤  ビデオはＯＮ
お ん

(Video
び で お

)   にして、自分
じぶん

の顔
かお

が見
み

えるようにします。 

自分
じ ぶ ん

の周り
ま わ り

に映
うつ

ってしまう、家
いえ

の中
なか

の背景
はいけい

にも気
き

を付
つ

けましょう。 
 

【オンライン授業中
じゅぎょうちゅう

】  
 

⑥  お話
はなし

をしている人
ひと

だけを、画面
が め ん

いっぱいに大
おお

きく映
うつ

します。 

Meet
ミ ー ト

 は「スポットライト」 、Zoom
ズ ー ム

 は「Speaker
ス ピ ー カ ー

 View
ビ ュ ー

」 

（複数画面にすると、気が散漫になったり、データ量も多くなり回線が重くなったりします。） 

⑦  先生
せんせい

に手元
て も と

を見せる
み せ る

時
とき

は、カメラの背景
はいけい

をもどします。 

⑧  話
はな

す時は、手
て

をあげて  ミュートを解除
かいじょ

  します。 

声
こえ

ははっきりと、ジェスチャーを交
まじ

えて答
こた

えましょう。 

⑨ 話
はなし

を聞
き

く時は、相手
あ い て

の話
はなし

が伝
つた

わっていることを伝
つた

えるために、 

笑顔
え が お

でうなずきながら聞く
き く

など、反応
はんのう

を大きく
お お き く

しましょう。 

⑩  ていねいな言葉
こ と ば

で話
はな

しましょう（〜です。〜ます。〜さん。）。  

⑪ 子供
こ ど も

同士
ど う し

で授業
じゅぎょう

以外
い が い

のメッセージのやり取
と

りはしません。 

⑫ 先生
せんせい

の指示
し じ

があった場合
ばあい

や、授業
じゅぎょう

が終 了
しゅうりょう

したら必ず
かならず

退出
たいしゅつ

します。 
 

児童のみなさんへ 

タブレット 

Speaker View 

Leav e 

令和３年８月 
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昭島市立富士見丘小学校 
令和3年8月 

 「  オ  ン  ラ  イ  ン  授  業  の  心  得  」     校長 稲垣 達也 
 

タブレットは、学校の授業等で活用する『学校の教育機器』です。 

家庭においても、『児童』のみが、学校が指示した『学習』のみに、使用できます。 
 
オンライン授業は、学校の授業と同じです。先生の指示に従うことはもちろん、いつもの授業と同

じように、学習環境を整え、ルールやマナーを守って、学習に取り組みます。 
また、家庭に持ち帰った時に、私物のタブレットのように（ネット検索をしたり、動画サイトを閲覧し

たり、ＳＮＳに発信するなどの）個人的な使い方をすることは一切できません。 
 

【オンライン授業の準備】 
① 充電を済ませ、教科書・ノート、必要な準備をしましょう。 

  → 学校のチャイム着席と同じように、時間前に、準備を終えるようにします。 
 

② 学校と同じように、静かに学習できる環境をつくりましょう。 
 兄弟が同時に授業の場合は、離れた場所でお願います。 

→ 家庭でも、テレビや音楽を消すことはもちろん、できるだけ静かな場所を確保します。 
同じ部屋で２人以上が授業を始めると、音声が交差してお互いに混乱します。 

 
③ 5 分前から参加するようにします。早すぎるとつながりません。 

→ 接続できるタイミングは前後します。トラブルがあると大幅に遅れることもあります。 
 

④ マイクは OFF (Mute)にして、ハウリングしないようにします。 
→ 自分が発言する時以外は、マイクは必ずオフにします。 
  何人もが同時に話すことはできません。みんなが聞きやすくする工夫が必要です。 

 
⑤ ビデオはＯＮ (Video)にして、自分の顔が見えるようにします。 

自分の周りに映ってしまう、家の中の背景にも気を付けましょう。 
→ 学校の授業と同じですので、常に先生が全員を確認できるようにします。 
  ただし、自宅の部屋の様子や家族など、個人情報が映らない工夫も必要です。 

 

【オンライン授業中】  

⑥ お話をしている人だけを、画面いっぱいに大きく映します。 
→ Meet は「スポットライト」 、Zoom は「Speaker View」にします。 

複数画面にすると気が散漫になったり、データ量が多く回線が重くなったりします。 
 

⑦ 先生に手元を見せる時は、カメラの背景をもどします。 
→ 背景の設定をしたままだと、自分の手元やノートを写すことが困難です。 

 
⑧ 話す時は、手をあげて、ミュートを解除します。 

声は、はっきりと、ジェスチャーを交えて答えましょう。 
→ オンラインの会話は、対面で話す時よりも、コミュニケーションが取りづらくなります。 

 
⑨ 話を聞く時は、相手の話が伝わっていることを伝えるために、 

笑顔でうなずきながら聞くなど、反応を大きくしましょう。 
→ 大げさにうなづいたり、自分の意思を動作で伝えることが大切です。 

 
⑩ ていねいな言葉で話しましょう。（〜です。〜ます。〜さん。） 

→ 相手意識が薄れて、言葉が乱暴にならないように、気を付ける必要があります。 
 

⑪ 子供同士で授業以外のメッセージのやり取りはしません。 
→ 授業以外でオンラインやメッセージ（伝言）等を発信、交わすことは厳禁です。 

 
⑫ 先生の指示があった場合や、授業が終了したら必ず退出します。 

→  授業以外で使用することができないため、必ず退出して、使用できないようにします。 
 

◆ 約束を守れない場合は、タブレットが使えなくなります（校長先生が預かります）。 
→ Smart toolを諸刃の剣にしないために 「ならぬことはならぬものです」 を徹底します。 

指 導 用 
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オンライン授業の簡易マニュアル その１                                                       R3.9.15 

 お家 で  オンラインにチャレンジ！  

 

１ タブレットにログイン ～ 大切な情報を入力する ～ 

（１）タブレットを開く。→ ネットに接続されるまで待つ。 

あちこち押したり、触ったりしない。 

（２）（初回のみ） 

アカウント名（ＩＤ）を入力する。 

→ 画面表示「ｓ＊＊＊＊＊＊」 

入力したら「次へ」を押す。 

（３）（毎回） 

パスワードを入力する。 
     → 画面表示「＊＊＊＊＊＊＊」 

（４）（初回のみ）確認画面「新しいアカウントへ ようこそ」 

が出てきたら「同意する」ボタンをタッチして、起動完了。 

 

２ Wi-Fiに接続  ～ 保護者に方にお願いしよう ～ 

 （１）（初回のみ）上記１の操作後、「No internet」と表示されたら、 

「インターネットに接続されていません」ということです。 

（２）画面右下のメニュー表示をクリックする。 

（３）「未接続」の横の▼をクリックする。 

（４）受信範囲の Wi-Fiの一覧が出てくるので、ご自宅の Wi-Fiを選択する。 

 （５）ご自宅の Wi-Fiのパスワードを入力して、「未接続」の表示が変われば接続完了。 

 

     

 

 

 

 

 
 

※ つながらなかったり、時間がかかったり…、その時は、一度、タブレットを閉じてやり直してみましょう。 

 
 
３ ログアウト・シャットダウン ～ 必ず電源を切る ～       

（１）メニュー表示をクリックする。 

（２）「シャットダウン」のアイコン  をクリックする。      ログアウトしても電源は切れません。 

（３）画面が暗くなる。タブレットを閉じる。                

 

 

電源が切れます。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 メニュー表示
ひょ うじ

から　　　　　を選択
せんたく

しよう

管理ドメイン：ed-akishima.jp 詳細 

(1)枠の中に自分の 
ID を入力しよう 

(2)入力したら「次へ」 
ボタンをタッチ 

(3)枠の中に自分の 
PW を入力しよう 

(4)入力したら「次へ」 
ボタンをタッチ 

１年生 初めてのログイン R3.3.23 

メニュー表示
ひょ うじ

から　　　　　を選択
せんたく

しよう

(2) 

新１年生もログイン・アウト R3.4.14 

デスクトップの画面右下 
のメニュー表示を選択 

(2) 

タブレット Chromebookへの「ログイン」から「シャットダウン」まで 

(4) 
ここをタップしてネッ
トワークリストを表示 

(3) 
(1) 

No internet 

(1) 

富士見丘小学校 
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オンライン授業の簡易マニュアル その２                                                        R3.9.15 

 お家 で  オンラインにチャレンジ！  

 

１． Google Classroom（クラスルーム）をひらく 
 

(1) 画面下中央の 

「Google アイコン」   をタップ  

(2)  Google 画面（ブラウザ） が開く 

(3) 画面右上の 

「アプリランチャー」     をタップ 

(4) ポップアップの 

「Classroom」    をタップ  

 

２．自分の（指示された）クラスに入る 
 

 

 

 

 

 

 

 

３．Ｍｅｅｔを開く 
  

 

 

 

(2) Ｍｅｅｔの画面が開く 

 

 

   

 

                             
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

≡３年２組クラスルーム  ストリーム  授業  メンバー  採点 

３年２組クラスルーム 
クラスコード i z d z b j p【 】  

Meetのリンク h t t p : / / m e e t . g o o g l e . c o m / l o o k u p / a q 4 p a s  

    

クラスに知らせたいことを入力 

担任の先生が、 新しい課題を投稿しました：夏休みの宿題についてのアンケート▶
生徒 23 人 

8 月 5 日（最終編集：8 月 15 日） 

期限間近 
提出期限の近い課題はありま

せん 
 

すべて表示 

G o o g l e  C l a s s r o o m  「 M e e t 」 の 接 続 ・ 設 定 ・ 活 用  

Google Meet R3.5.11 

Classroom R3.5.24 

・・・ 
・・・ 

・・・ 

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

このときには、「クラスルーム」と、 

「Ｍｅｅｔ」の２つのタブが開いている

ことになります。 

画面上には、1 つのタブを見ています。 
 

 

 

教室の授業で使う時に、「アプリランチ

ャー」  が表示されないことがあります。 

ほとんどの場合は、校内の Wi-Fi 回線

が混んでいて繋がらない場合ですので、

しばらく待つと繋がります。 

先生からの
コメントや

課題 

クラス
ルーム
のタブ 

Ｍｅｅｔ
のタブ 

担任の先生 

7 月 26 日（最終編集：7 月 29 日） 

今現在、コメントを投稿することができない設定にしています（すぐにコメントの内容を確認でき

ないため） 夏休み中、安全に気を付けて、元気に過ごしてください。 

児童からも、コメントが出
せる（クラス内で公開） 

チャット 

マイクはオフ カメラはオン 

参加者 

マイク 

カメラ 

手をあげる 

画面のレイアウトや背景などの設定 

終 了 

画面レイアウト 

 

先生の画面を大きく映す 

富士見丘小学校 

・・・ 
・・・ 
・・・ 
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オンライン授業の簡易マニュアル その３                                                      R3.9.15 

 お家 で  オンラインにチャレンジ！  
 

 

1.  自分のクラスに入る 
 
 

 
 
  

 

 

 

 

 

 

   

 

                             
 

 
 
２．先生とクラスの児童がコメントを共有する 
 

３．【課題例】Google フォーム「アンケート」を開く  
  

 (1) 先生から課題が出されると、「ストリーム」の画面に、 

課題やコメントが表示される 
 
(2) 今回は、「新しい課題を投稿しました：楽しい２学期に 

向けたアンケート」と、表示されるので、タップする 

 

 

 

 
 んな感じ！ 

(3) アンケートに答える（一度しか回答できないので注意） 
 
(4) 一番下の「送信」をクリックする 

 

 

 

 

 

４．授業に参加し課題に取り組む 

 

 

 

 

 

 

 

 

名前を書いてください 

 
回答を入力                 

このアンケートに答えている月日を書いてください 

 
回答を入力                 

今の時点で、宿題はどれくらい終わりましたか？ 
 

〇 全部終わった！ （丸付けも）  

〇 全部終わった！ （丸付けはまだ）  

〇 ３教科終わった！（丸付けも）  
 

Google Classroom 「コメント」「課題の受け取り、回答、提出」 

≡３年２組クラスルーム  ストリーム  授業  メンバー  採点 

３年２組クラスルーム 
クラスコード i z d z b j p【 】  

Meetのリンク h t t p : / / m e e t . g o o g l e . c o m / l o o k u p / a q 4 p a s  

    

クラスに知らせたいことを入力 

担任の先生が、 新しい課題を投稿しました：夏休みの宿題についてのアンケート▶
生徒 23 人 

8 月 5 日（最終編集：8 月 15 日） 

期限間近 
提出期限の近い課題はありま

せん 
 

すべて表示 

・・・ 
・・・ 
・・・ 

複数のタブを行ったり来たりできます 

先生からの
コメントや

課題 

Ｍｅｅｔのタブ 

担任の先生 

7 月 26 日（最終編集：7 月 29 日） 

今現在、コメントを投稿することができない設定にしています（すぐにコメントの内容を確認でき

ないため） 夏休み中、安全に気を付けて、元気に過ごしてください。 

児童からも、コメントが出せる（クラス内で公開） 
担任への私書は、別途設定したり、「くじらーニング」等を活用したりします。 

cv c

v 

クラスルームのタブ 新しいタブを開く 

cv 

夏休みの宿題について 
 
夏休みの宿題、コツコツと取り組んでいますか？ まだ終

わっていないともいますが、計画的に頑張りましょう！ 
とにかく、夏休み、元気に過ごしてください！ 
 

★必須 

夏休み中にも、
Google フォーム
で、担任の先生か
らのアンケートの
課題を出したクラ
スもありました。 

 

１年生 オンライン試行 R3.9.2 

１ 年 １ 組 Meet-izdzbip 

アンケート集計 R3.5.20 

富士見丘小学校 
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オンライン授業の簡易マニュアル その４                                                       R3.9.15 

 お家 で  オンラインにチャレンジ！  

 
 

１．アプリで「Zoom」   を立ち上げよう。   

次のいずれかの方法で、「Zoom」を開く。 

① 画面最下段（もしくは下からスライドして）「Zoom」  をタップ 

② URL「https://explore.zoom.us/ja/products/meetings/」を入力 

  

 

 

２．ミーティングに参加しよう。  

(1)「Join a meeting（ミーティングに参加する）」 

「Sign In」（サインイン）は、タップしません。 

(2)「Meeting ID or Personal Link Name（ミーティングＩＤ）」 

 
 

(3)「Screen Name（ユーザー名）」を入力する。 

 

 

※ ここに、パスコードを入力しない。  

(4)「Join（参加）」をタップする。 
 

(5)「Meeting Password （ミーティングパスコード）」を入力。 

 

 
 

 

 

(6)「Join（参加）」をタップする。 
 

３．設定を調整しよう。  

(1) 「Join with Video（ビデオ付き参加）」をタップする。 

(2) 接続したら、「音声」 は OFF、「ビデオ」 はON で先生を待ちましょう。 

(3) 近くで２台以上の Meet やスピーカーから音が出ていると、ハウリングを起こすことがあります。   

<画面右下>               <画面中央下>           <画面右下>       <画面右上> 

 

 

 

 

 

 

  

 

Z o o m  「  どの端 末 でも  W e b でも  アプリでも  O K！ 」 

先生の指示で、 

ON-OFFします。 

今回は、アプリ 
この方法①です！ 

ユーザー名は、担任の先生が見てわかる名前にしてください。 

英字も可ですが、なるべく漢字か平仮名で。（例）いながき たつや 

ミーティングＩＤ（数字）、パスコード（数字と英字）は、 

学級ごとに異なります。マチコミにて配布<部外秘>します。 

パスコードの英字は半角。大文字、小文字が区別されます。  

（ 例）12R34g7  「R」は大文字 「g」は小文字 

Shift キー ⇑ を押しながら 
英字を打つと大文字になる 

ミーティングＩＤは、１０桁の数字です。 

 

退 出 

 

 

名前を変更したり、 

手を挙げたりできます。Raise Hand 

授業が終わったら、 

その都度、退出します。 

画面表示を変更して、話している 

先生の画面に固定したりします。 

学校のタブレットからは 
原則アプリで接続します 

自宅の端末からも、 
アプリが便利です 

Zoom の制限時間は 40分間です。 

その都度、同じ ID で再接続します。 

富士見丘小学校 
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オンライン授業の簡易マニュアル その５                                                       R3.9.15 

 お家 で  オンラインにチャレンジ！  
 

 

１．画面下中央の  「Google アイコン」    をタップする。  
 

２．Google 画面（ブラウザ） が開いたら、 

左上(1)「お気に入り」から、(2)「Sky Menu」をタップして開く。               

 
 
 

 

                                 

 

 

 

３．Sky Menu「マイページ」から、使用するアプリを選ぶ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．（例）「発表ノート」から、課題の提出まで 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

S k y  M e n u  「 多 彩 な ア プ リ 」 と 「 課 題 の 受 け 渡 し 」 

(1) 「お気に入り」 

(2) 「SKYMENU」 

起動後の Google 画面 

(4) 「ノート作成」 

(5) 「撮影」 

先生タブレット 児童タブレット 

ノート返却 

 

ノート提出 

 

(10) ドラッグ＆ドロップ 

(9) ノートをタップ 
(11) 児童が提出したノート一覧を提示 

   一斉添削等、様々な操作ができます 

(6) 撮 影 

(7)-1 ペンボタン 

３年生 R3.4.21 

カメラ  QR コードリーダ 発表ノート シンプルプレゼン ポジショニング 電子連絡版 
  
  
 
 
 

(3) 授業に参加する 

(7)-2「文字」「消しゴム」 

(8) 色・太さなど 

２年生 R3.4.17 

「元に戻る」「やり直し」 

家にいても、学

校の教室と同じこ

とが、同じ操作で

出来ます。 

先生の画面も、

子供たちの画面も

見られます。 

多彩な機能が満載 

アナログのノートやワーク
シートを撮影して、先生に
提出することもできます。 

富士見丘小学校 
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オンライン授業の簡易マニュアル その６                                                       R3.9.15 

 お家 で  オンラインにチャレンジ！  
 

 

１．学校のタブレットから入る方法   ２．他の端末（自宅 PC 等）から入る方法 
 

(1) 画面下中央の    をタップ        (1)学校ホームページのトップページ 
 

(2)   Google 画面（ブラウザ） 

左上「お気に入り」から 

「くじらーニング」をタップ    又は https://ela.kodomo.ne.jp/students               
 
 
 
 

 

                                 

 

 

 

３．くじらーニング「児童生徒メニュー」から開始 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         くじらーニングを 

使ってみよう 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
１年生もスムーズに 
使いこなしています 

 

く じ ら ー ニ ン グ 「 ド リ ル 学 習 」 と 「 先 生 へ 連 絡 」  

「お気に入り」 

「くじらーニング」 

起動後の Google 画面 

先生からの指示 

R3.5.21 

R3.5.24 

R3.5.24 

 

 

学校から配布された  
お手元の 

「プリント」 

もしくは 

「カード」 

に記載 

自由学習 ふりかえり 

先生へメッセージを送ることができます。

他の児童等には公開されません。 

先生からの指示がないと、先生が見ないこ

ともあるので、気を付けましょう。 

自分の学習状

況や傾向を確認

したり、先生へ

メッセージを送

ったりします。 

R3.8.31 

全学年の問題ができるので、「立ち戻る」学習にも最適！ 

富士見丘小学校 
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文部科学省の 8 月 27 日付「対応ガイドライン」に基づく 

同 8 月 25 日付「基本的対処方針等」に基づく 

オンライン授業に備えて                                      R3.9.15 → 9/28 一部修正 

 お家 で  オンラインにチャレンジ！  
 

 
変異株による感染拡大などの最悪の事態に備えて、以下の通り授業スタイルを想定しました。万が一の 

場合を覚悟し、教育活動が円滑に行えますよう準備を進めておりますので、予めご了承戴きたく存じます。 
 

「２つの措置」の想定  
  

Ⅰ 感染拡大 … 校内
・ ・

で児童や教職員等の感染等が判明した場合など 
 

(1) 同じ学級で、２名以上の児童の感染（濃厚接触等）が判明するなど、学級内で感染 

が広がる可能性が高い場合は、可能な限り早期から、学級閉鎖の措置をとる。 
 

(2) 学年･学校の感染（濃厚接触等）の場合は、同様に、学年・学校閉鎖の措置をとる。 
 

この場合、感染拡大防止のため、児童も家族も、登校することは一切できない。 

「３つの授業スタイル」を想定したオンライン授業を実施する。 
 
Ⅱ 感染防止 … 校内の感染等は無いものの、地域等で懸念が高まった場合など  
  

(1) 令和元年度末から一斉に臨時休校となったケースのように、校内での感染拡大の 

兆候がない場合にも、行政の判断で休校や分散登校等の措置を取る場合がある。 
 

児童（家族）や教職員等に感染等がない場合には、完全な休校は考え難く、学級の三密を 

避けるための分散登校（グループ毎に授業日や授業時間を分散するなど）が想定される。 

この場合、感染防止策を徹底した上で、児童や家族も、限定的に登校することができる。 
  

「３つの授業スタイル」の想定  
 
Ⅰ デジタルスタイル  Ⅱ ハイブリットスタイル   Ⅲ アナログスタイル                     

〇 通常の時間割を基本とする。 毎時間、出欠確認及び健康観察を実施する。 
 
〇 児童にとっても、教員にとっても、デジタルで実施する困難さやストレスを軽減するために、 

可能な限り、教室の授業と同じスタイルで実施する。 

→ デジタル：Meet( Zoom）は、先生の指導、児童の発表や話し合いの場面で利用 

Sky Menu は、互いの画面やノート等を見合う学び合いの場面で活用 

  アナログ：教科書、ノート、ワークシート等、教室と同じように紙と鉛筆を使用 
 

〇 全く登校できない状況の場合は、「完全オンライン授業」とし、Meet や Zoom とともに、 

Sky Menu 等を活用して、課題等の配布や提出は、全てデジタルで実施する。 
 

〇 中休み、昼休み、給食の時間（自宅の児童のみ）は、児童同士の自由な会話等ができる。 
 

・通常の授業よりも、自力解決（個人学習）を長く設定し、タブレット画面を長い 

時間（15 分間を上限とする）注視しないよう授業展開を工夫する。 

・話し合い活動、ふりかえりは、必ず設定し、児童の主体的な学びを保障する。 

・学習したノートやワークシートなどは、登校時もしくはクラウドで必ず提出し、 

先生が確認、評価してから、返却する。  

 
 

 

 

 

学級閉鎖や分散登校等を想定した 「オンライン授業スタイル」 

富士見丘小学校 

Meet(Zoom) ON 10 分間 

学
級
閉
鎖
等 

分
散
登
校
等 

教
室
の
日
常
的
な
授
業
の
再
現 

目標設定 一斉指導 自 力 解 決 学び合い まとめ 振り返り 

Meet(Zoom) OFF 20 分間 
 

Meet(Zoom) ON 15 分間 

45 分間の 

授業の構成 

ポイント 

Sky Menu で課題配布 教科書、ノート、ワークシート Sky Menu で共有・提出 ノート 

Classroom 
＋ Meet( Zoom） 

＋ Sky Menu 

Zoom 

提出も 
オンライン 

タブレットを活用できない
緊急時を想定し、通信負担が
軽い Zoom で会話をしなが
ら、担任が学習内容を指示し
児童がアナログで取り組む。 

Classroom 
＋ Meet( Zoom） 

＋ Sky Menu 

課題の配布や 
提出等は対面 

紙と鉛筆も活用 紙と鉛筆も活用 

基
本
例 
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確かな調べ学習の手立てとして                                                 R4.7.15 

 お家 で  オンラインにチャレンジ！  
  

令和４年７月から児童の１人１台タブレットでも、昭島市民図書館の電子書籍サービス

に簡単にアクセスできるようになりました。  
 

電子書籍って？  市民図書館の貸出券があれば、図書館に行かないでも、学校や家

庭で、タブレット等を使って電子書籍を読むことができます。  

 

何ができるの？    １  学校の学習で、電子書籍を読書や調べ学習に活用できます。  

２  学校でも家庭でも、タブレットで利用することができます。  

３  家庭の端末（パソコン等）でも利用することができます。  
 

 

 

 

 

 

どうやって使うの？  タブレットの「お気に入り」から「電子書籍サービス」を選択

して、個人の貸出券の ID・パスワードでログインします。  
 

 

 

 

 

 

 

 
 

     〔貸  出〕  〇  貸出点数  …  １人２点まで  
           〇  貸出期間  …  １５日間  （期限が切れると自動的に返却措置）  
     〔予  約〕  ◇  予約点数  …  １人２点まで  （貸出中の書籍のみ予約可）  

◇  取置期間  …  ６日間  （書籍が確保できても通知は届きません）  

     〔延  長〕  □  延長回数  …  １回  （予約が入っていない場合のみ可）  
□  延長期間  …  １５日間  （延長ボタンを押してから）  

※  家庭の端末 (パソコン等 )では、市民図書館に直接アクセス  ⇒⇒  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タブレット端末による 「市民図書館電子書籍」 の利用  

富士見丘小学校 

学校でも利用 家庭でも利用 

電子書籍を借りると 

持ち運び      不要 

〔メリット〕 

 居ながらに貸出・返却・予約ができるので、重たい 

本を持ち運ぶ必要がなく、時間短縮とともに、多く 

の本に触れ合い、読書の幅を広げることができる。 

拡大縮小や読み上げ機能で多様な活用ができる。 
 
〔デメリット〕 

 司書の相談や実際の本に触れながら探せない。 

図書館の空気感や紙本来の質感を味わえない。 

 使い方により目の疲れ、視力低下等が心配される。 

 ページをめくるのに時間がかかる。 

本のように手に持って読書はできない(重い)。 

〔読 書〕 

児童が、生涯に渡り読書に親しむ習慣や、感性・

情緒の基盤としての言語能力を育むために、紙の本

の香りやページをめくる感覚など、紙本来の質感を

味わいながら五感で活字を楽しむとともに、対面で

の読み聞かせなどをこれからも大切にしていきます。 
 

〔調べ学習〕 

情報があふれる時代において、必要な情報を、信

頼のおける媒体から取捨選択する力を育むために、

紙の図書を中心としつつ、安全に素早く手に入れる

手段として電子書籍も適切に活用していきます。 

電子書籍って？  

何ができるの？  

どうやって使うの？  

電子書籍のメリッ ト ・デメ リ ッ ト  本 校 での活 用 方 針  

蔵書検索とデジタルアー

カイブズもできます。  

自分で

入力す

る 

自分で

入力す

る 

〔貸出券〕が

ない人は、学

校か市民図書

館に問い合わ

せて下さい。 
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第６学年

とても楽しそうだった 楽しそうだった

あまり楽しそうだはなかった 楽しそうではなかった

 
先の見通しが立たない状況下にも拘らず、様々な取組に御協力をいただき大変恐縮です。 

学校としても毎日が試行錯誤の繰り返しですが、できる限り保護者の皆様にご心配・ご不安、  
ご迷惑をお掛けしないように努力してまいります。すべては「子供たちのために」という気持ち
を一つに、〔共にある教育〕を実現できるよう引き続きよろしくお願い申し上げます。  
 

Ｑ１「お子さんが実施した場所」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

Ｑ２「お子さんのネット（Wi-Fi）への接続状況」 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

Ｑ３「お子さんの Classroom や meet 等の操作状況」   
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

Ｑ４「お子さんは楽しそうでしたか？」  
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全体で６割程度の低い
回答率でした。学童で実
施した児童は 30 名を超
えていますが、回答され
たのは９名でした。推察
すると、不在だった保護
者の皆様は、回答そのも
のを差し控えた？のかも
知れません。 

おおむね接続できたよ
うです。夏季休業中から
ご家庭での Wi-Fi 環境の
整備や接続の確認などを
して頂いた賜物と感謝申
し上げます。学校として
も様々なサポートができ
ますので、個別に相談し
てください。 

子供たちは概ね操作で
きていたようで安心しま
した。保護者向けには簡
易的な説明文を配布する
こともありますが、何よ
りも児童のスキルを高め
ることが必須です。操作
マニュアル的なことは
Web 等で確認願います。 

タブレットの操作その
ものが楽しい、取組の内
容が楽しい、先生や友達
と meet でつながって楽
しい等、お子さんによっ
て「楽しい」の捉え方は
異なりますが、積極的に
参加していた様子がうか
がえます。楽しいオンラ
イン授業を目指します。 

(%) 

(％) 

(％) 

(%) 

「オンライン試行（第１回）の調査」 

３日現在 回答数 160人 

自宅など

93%

学童など

6%

実施しなかった

1%

31

25

27

21

16

27

5

3

1

1第１学年

第２学年

第３学年

第４学年

第５学年

第６学年

自宅など 学童など 実施しなかった

グラフ上の 
数値は 
該当人数 

33

25

27

19

16

25

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1第１学年

第２学年

第３学年

第４学年

第５学年

第６学年

円滑に接続できた 苦労したが接続できた
接続できたが時々切断した 接続できなかった

円滑に操作

できた

67%

まあまあできた

27%

あまりできなかった

4%
できなかった

2%

10

17

19

19

15

25

20

10

8

2

1

2

5

1

2

1

第１学年

第２学年

第３学年

第４学年

第５学年

第６学年

円滑に操作できた まあまあできた
あまりできなかった できなかった

とても楽し

そうだった

50%

楽しそう

だった

46%

あまり楽しそうだはなかった

2%

楽しそうではなかった

2%

(人数) 

(人数) 

(人数) 

円滑に接続できた

92%

苦労したが接続できた

4%

接続できたが時々切断した
3%

接続できなかった

1%
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Ｑ５「オンライン授業となった場合、不安はありますか」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
  

Ｑ６「今回、試行して良かったことはありますか」  類似の記載  合計約 70 件 
 

〇  オンライン授業になった時の雰囲気を感じることができてよかった。想像以上に子供たちがタブレットの操

作をしっかり習っていることがわかって、親がずっと付き添っていなきゃいけないかなと思っていたがそんなこと

はないとわかりよかった。（同様の感想は、低学年の保護者の方からの多数。）  

〇 １人で大方の動作はできていたようです。登校できない時に、オンラインで参加できたら助かると思

いました。教職員の皆様には大変な労力があると思います。本当にありがたい気持ちでいっぱいです。

今後ともどうぞよろしくお願い致します。  

〇  一人でも大丈夫か不安だったが、ほとんど教えなくても出来ていたので、それを確認できて良かったです。

オンラインの環境にも問題がないことがわかり安心した。  

〇 学校でしっかり練習してきたとのことで 4 年生の息子と 2 年生の娘も 1 人で出来ていて手伝うことがなかっ

たです。すごいなと思いました。  

〇 これから、何かあった時の安心感につながりました。去年の休校期間は、親も自宅待機だったので、頑張っ

て教えましたが、子どもが勉強嫌いになりそうでした。友達の中で学ぶと色々な反応があり刺激になるようで

す。先生と子供たちとの元気なやり取りも見ることができて嬉しかったです。  

〇 ポケット Wi-Fi を使用しているからか、度々切断されることがわかった。原因が Wi-Fi なのかパソコンとの相

性なのか、すぐに解決できる問題かも不明だが、問題点が見えた点では試行してよかった。  

〇 高学年なら心配はないですが、低学年は定期的にこのような機会を設けてほしいです。  

〇 設定ボリュームが小さく、先生の問いかけが聞こえなかったのですが、本体の音量調節の問題だったので、

無事解決しました。場数を踏んでいくことで、そういった操作に対応するのにも慣れていくと感じました。  

〇  放課後は、友達と遊ぶことをひかえているため、オンラインで交流でき、とても楽しんでいました。先生方は

準備等で大変だったと思います。ありがとうございます。  

〇 夏休みの時よりも出席者が多く、学校の放課後に全員一斉に、という試みはよかったと思います。  

〇 子供たちが画面で互い声を掛け合う姿を見て、コミュニケーションが取れたことが嬉しそうでした。  

〇 スムーズに接続でき、学校で教えてくれていて助かりました。同僚の子供の保育園でも感染して休園になっ

ており、本当に感染が心配な日々です。オンラインを是非進めていただきたいと思います。  

 

Ｑ５「今回、試行して困ったことなどありますか」  類似の記載  合計約 40 件 
 
〇 4 年生の上の子はある程度自分でできていましたが、1 年生の下の子は親がそばにいないと、すべてを 1 人でやる

には難しいと思いました。 

〇 「自分のスピーカーを切って」と言っていましたが、出来てない子たちの声が入っていたりして、終始わちゃわちゃし

ていました。先生側から操作して切ることが出来ると思いますので対策いただければと思います。 

〇 ハウリングが多く、耳が痛くなるのではと心配になることがありました。入る時からマイクを offにするか、入って担任の

先生と音声などの確認ができた人からマイクを off にしていくと良いのかなと思いました。 

〇 ローマ字ができないため、パソコンでの名前入力が自身でできませんでした。また、パソコン入力ができないため、

早い段階での入力の練習を取り入れていただけると助かります。 

〇 Google Classroom で、参加ボタンが表示されず授業への参加には手間取っていました。参加ボタンが表示されな

い場合の操作など、説明がないとトラブルなどで参加が遅れると困るかと思います。 

〇 Meet の画面から、クラスルームの画面に戻すのが、始めは難しかったようでした。逆も同じ。 

〇 操作ミスで、途中退室になってしまい、とても残念がっていました。もう少し詳しく、紙面などにして、操作方法、この

ボタンは〇〇、これを閉じてしまうのは NG など、教えておいていただけると、親側もわかりやすいです。 

〇 なかなか難しいとは思うのですが、１ヶ月先の日程で出して下さると休みを調整しやすい。また、１時間目や 16時頃

の設定の日も作ってくだされば勤務時間をずらしやすく、参加できそうです。 

 

未知の取組に対して、
誰もが不安を抱くのが自
然です。本校ではすべて
の場面で一人一人が特別
な存在として、個を大切
にしています。オンライ
ン授業でも、少しでも不
安や困難なことがあれば
個別に対応します。漠然
とした不安を、具体的に
解決することで、安心に
つなげてまいります。  

(%) 

(人数) 

不安はない

26%

あまり不安

はない

28%

少し不安

である

37%

不安である

9%

3

4

8

8

2

16

10

8

9

2

8

7

18

14

8

10

5

3

6

2

3

1

1

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第１学年

第２学年

第３学年

第４学年

第５学年

第６学年

不安はない あまり不安はない

少し不安である 不安である

 

 

※ 細かい操作の疑問にお答えできるマニュアル等を作成すると一冊の本になるほどの分量を要し、現実的ではないかと存じます。 
児童のスキルを高めるとともに、教員の操作能力、指示の出し方、指導方法など、積み重ねながら、一つ一つ解決して参ります。 
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第２回目の試行にもお力添えを賜り感謝申し上げます。Zoom の接続など新しい試みでしたので、ご迷惑を

お掛け致したことと存じます。円滑なオンライン授業の実現に向け、今後も様々な試行や実践を重ね、改定
した簡易マニュアルを紙面にて配布する予定です。何卒よろしくお願い申し上げます。 
 
Ｑ１「Zoom の接続」     Ｑ２「Sky Menu の操作」    Ｑ３「満足しましたか」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

※ 誰一人取り残さないよう、 100％つながるように個別に対応して参ります。  

※ オンライン授業でも ICT に偏重せず、教科書やノート、手書きの良さを生かします。 
 
Ｑ４「ご意見、ご感想」（抜粋）   
 
〇 Zoom について、子どもは学校で教えていただき、親はマチコミメールなどで接続方法を確認できたので、出来るかどうかドキ

ドキしながらも、おおむねスムーズに接続できたので、良かったです。子どもも楽しそうでした。  

〇 タブレット画面を見ている時は無表情で黙々とやっていた息子ですが、大変楽しかったそうです。先生が根気強く励ましの声

掛けをしてくださる様子が聞こえてきました。ありがとうございました。 

〇 慣れないオンライン授業に私も少しアタフタしましたが、兄弟で協力し合いながらも何とか出来、楽しそうな授業の様子にこち

らも嬉しくなりました。先生方も大変だと思います。丁寧に指導して頂きありがとうございます。 

〇 Zoom の接続方法が理解しきれていなかったらしいです。Sky Menu は慣れたとのことです。オンライン授業時に保護者不在

が多くご協力出来ずに申し訳なく思います。先生方も大変な思いをしていることと思います。引き続きご指導よろしくお願いいた

します。いつもありがとうございます。 

〇 Meet に比べると、クラスのお友達の顔が見られないという点が残念なようでした。ですが、接続状況とすれば、Zoom の方がよ

く、オンライン授業となった場合、どちらになるのかなと気にしていました。 

〇 接続は良好でしたが、子供たちがミュートにせず、うるさい状態が続き、ノート配布に至るまでかなりの時間を要していました。

途中でお菓子を食べたりおもちゃを出したりしている子もおり、長時間の授業ができるか疑問が残りました。  

〇 全員ができるまでの待ち時間が暇だと言っていました。待ち時間が長かったため飽きていました。始まってからは真剣に取り

組めました。Zoom から Sky Menu に戻る事ができなくて苦戦しましたが、その他は楽しかったようです。 

〇 Zoom は英語表記なので、使いにくい。英語仕様なので、日本語仕様に変更出来ないでしょうか？（同様多数）  

〇 Zoom に繋ぐのに時間がかかり、あまり参加出来ず残念がっていましたが、次回は楽しく参加したいと思います！  

〇 子供たちが楽しく参加できており安心しました。色々とハードルがあるかと思いますが、よろしくお願いいたします。  

〇 今回のオンラインは親と子供両方とも戸惑いましたが、なんとか無事に終了することができました。あと、課題を解いているとき、

タッチパネルに文字を書くのが難しそうでした。 

〇 家で親が見てあげられればと思いますが、それが可能と不可能な家庭があることを少し考えて頂けるとありがたいと思います。  

〇 web 会議の基本として、開始時にカメラの状態、音声の疎通確認、途中で不調があれば先生に伝える手段が必要かと。 

〇 パスワード入力が上手くいかず 3 回目でやっと参加する事が出来たようです。毎回仕事で見守る事が出来ないため心配はあ

りますが何とか参加出来ているようです。 

〇 放課後に友達と遊ぶことができない日々が続きましたがオンラインで交流することができてとても嬉しそうでした。今後も見据

えてオンライン化にいち早く取り組んで頂いた校長先生や担任の先生方、いろいろと大変なこともあったかと思いますが本当に

ありがとうございます。 

〇 Zoom を使用しながらの Google 使用の際、画面の切り替えなどが子どもだけではできないのが実際授業になったときに不安

に思いました。お忙しいと思いますがそこの操作も学校で一度先生に実際見ていただきながら個々の操作の進捗を確認して

いただけたらと思います。手書きが上手くいかなく、操作は子供一人では難しいようでした。 

 

Sky Menu は、すべての学
年で日常的に活用していま
す。オンライン授業になって
も、もっとも円滑に操作でき
そうです。実際のオンライン
授業では、デジタルとアナロ
グを併用し、普段の教室と同
じ環境の授業を目指します。 

(％) 

「オンライン試行（第２回）の調査」 ８日現在 回答数 160人 

  

※ 学校本来の学習を疎かにしてまで ICT スキルの習得に偏重しないようにしつつ、オンライン授業に備えて必要最低限のスキル

を一つ一つ高めてまいります。短期間に多くを習得することは困難（無理）ですので、多くを望まず、ゆっくり進みます。 

(％) (％) 

満足度は、円滑な接続と円
滑な操作に、ほぼ比例してい
ると思われます。これらは一
朝一夕に習得できるものでは
なく、またＩＣＴ＝簡単＝万
能というわけでもないので、
一緒に生みの苦しみを乗り越
える努力をして参りましょ
う。 

初めての試みにもかかわら
ず概ね接続できたようです。
土日にご家庭で練習していた
だいたおかげと存じます。感
謝、感謝です。学童でも自分
たちだけで接続できており、
手順通りに操作すればつなが
ることがわかりました。 

円滑につ

ながった

54%

おおむね

円滑につ

ながった

28%

苦労してつ

ながった

11%

つながらなかった

7%

円滑にできた

82%

おおむね円滑

にできた

16%

できなかった

2%

楽しそうで満足

していた

51%
まあまあ楽しそうで

満足していた

41%

あまり満足して

いなそうだった

5%

満足していなかった

3%



目　標 学習内容

約束や決まりを守る

相手への影響を考えて
行動する

他人や社会への影響を
考えて行動する

人の作ったものを大切
にする心を持つ

自分の情報や他人の情
報を大切にする（人格
権、肖像権）

情報にも自他の権利が
あることを知り尊重す
る（著作権）

生活の中でのルールや
マナーを知る

情報発信ややり取りす
る場合のルールやマ
ナーを知り守る

何がルールやマナーに
反する行為か知り、絶
対に行わない

ルールや決まりを守る
ことの社会的意義を知
り、尊重する

契約の基本的な考えを
知り、それに伴う責任
を理解する

大人と一緒に使い、危
険に近づかない

不適切な情報に出合わ
ない環境で利用する

不適切な情報に出合っ
た時は大人に意見を求
め対応する

予測される危険の内容
がわかり、避ける

不適切な情報であるも
のを認識し、対応でき
る

安全性の面から、情報
社会の特性を理解する

知らない人に、連絡先
を教えない

情報には誤ったものも
あることに気付く

個人の情報は、他人に
もらさない

情報の正確さを判断す
る方法を知り、信頼性
を吟味できる

自他の情報の安全に関
して正しい知識を持っ
て行動できる

決められた利用の時間
や約束を守る

健康のために利用時間
を決め、守る

健康に害するような行
動を自制する

自他の安全に配慮したﾒ
ﾃﾞｨｱとの関りを意識し
て行動する

認証の重要性を理解
し、正しく利用できる

不正使用や不正アクセ
スされないように利用
できる

ｈ
情報セキュリ
ティ確保対策
対応がとれる

情報の破壊や流出を守
る方法など、情報セ
キュリティーの基礎的
な知識を身に付ける

協力し合ってネット
ワークを使う

ネットワークは共用の
ものであるという意識
を持って使う

学「インターネットを活用する（ネット詐欺について
考える）」

学「作品を作る（著作物を上手に扱う）」
ネ「肖像権に気をつけて」

学「マナーを守って使う（利用マナーについて考え
る）」1

S「タブレット・パソコンを上手に活用しよう」2
S「生活を見直そう」1

S「友だちのまね」2

S「自分と相手とのちがい」3
S「これって悪口」3
S「悪口を書かれたら」4
S「ゲームソフトのかしかり」4
道「ひみつの手紙」3

教「教材19　学習用タブレットの上手な使い方」

S「自分とあいてとのちがい」1
道「いたずらがき」1
道「たんじょう日カード」2

S「タブレット・パソコンを上手に活用しよう3

低 学 年 中 学 年 高 学 年

ふ じ み 「 情 報 モ ラ ル 」  ６ 年 間 の 指 導 計 画　　年３回（最低）×６年間

上記の各学年欄は、指導学年と東京都教育委員会「ＳＮＳ東京ノート」「新しい道徳」（東京書籍）の項目を示す。また、内容項目の末尾の数字は、指導学年を示す。その他、文科省
「情報モラル学習サイト」「情報モラルの新たな問題を考えるための教材（動画）」「ネット社会の歩き方（動画教材）」等を組み合わせて指導する。

２
 
法
の
理
解
と
遵
守

c
情報社会での
ルール・マ
ナーを遵守で
きる

発信する情報
や情報社会で
の行動に責任
を持つ

情報に関する
自分や他者の
権利を尊重す
る

分　　類

心
を
磨
く
領
域

ａ

b

１
 
情
報
社
会
の
倫
理

５　公共的な
ネットワーク
社会の構築

情報社会の一
員として公共
的意識を持つ

ｉ

生活の中で必
要となる情報
セキュリティ
の基本を知る

ｇ４
　
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

S「情報を上手に検索しよう」知
恵
を
磨
く
領
域

安全や健康を
害するような
行動を抑制で
きる

ｆ

３
　
安
全
へ
の
知
恵

情報社会の危
険から身を守
るとともに、
不適切な情報
に対応できる

ｄ

情報を正しく
安全に利用す
ることに努め
る

ｅ

S「つかいすぎていないかな①・②」1
S「おうちの人とのやくそく」2

S「使いすぎていないかな」3
S「ゲームって楽しいけれど」4
道「やめられない？とまらない？」

S「タブレット・パソコンを上手に活用しよう」

ネ「GIGA端末持ち帰り時の約束は？」
ネ「ペアレンタルコントロール」

S「写真を送ってと言われたら」4
学「インターネットを活用する（ネット交流について
考える）」

S「るすばんしていたときのできご
　と」2
S「ゲームの中の友だち」2

学「インターネットを活用する（個人情報について考
える）」

学「オンラインで交流する（SNSで知り合った人とや
りとりする）」6

S「メディアの特性を考えよう」5
S「情報を上手に整理しよう」6
ネ「こんなWebサイトには気をつけて」

S「使いすぎていないかな」5

ネ「契約は慎重に」
ネ「ネットショッピングの活用」

ネ「スパムメールは無視」
ネ「チェーンメールはカット」
ネ「フィッシングサイトにつられるな」
ネ「ステマってなに？」

学「タブレットを初めて使う（大切な情報を守る）」
1

学「タブレットを初めて使う（パスワードを管理す
る）」1

ネ「友達とのファイル共有は便利だ
　　でも注意して！」

S「タブレット・パソコンを上手に活用しよう5

S「SNSから分かることは」
道「その遊び方、だいじょうぶ？」5

道「あなたはどう考える？」6

S「匿名でつぶやいたら」5
ネ「ネットで悪口が罪になる」
ネ「ネットで悪口は要注意」
ネ「軽い気持ちでマナー違反」6

ネ「セキュリティーのコツ」
ネ「Webサイトの情報を活用しよう」

S「自分と相手とのちがい」6
S「写真を公開する前に」6

S「マンガをSNSにアップすると」5

教「教材20　思ったままＳＮＳに送信しただけなの
に」

ネ「コンピューターウィルスに注意」

学「情報を発信する（SNSを上手に使う）」3

学「情報を発信する（SNSでどう伝えるか考える）」
4



４
月

５
月

６
月

７
月

９
月

１
０

月
１

１
月

１
２

月
１

月
２

月
３

月

課 題 解 決 能 力

Ｂ
１

課
題

設
定
力

Ｂ
２

情
報

収
集
力

Ｂ
３

整
理

分
析
力

Ｂ
４

振
り

返
る
力

情 報 活 用 能 力

Ｃ
１

情
報
機
器

基
本
操
作

Ｃ
２

情
報
活
用

実
践
力

Ｃ
３

プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ

Ｃ
４

情
報

モ
ラ
ル

令
和

４
年

度
　
学

習
の

基
盤

と
な

る
資

質
・
能

力
の

育
成

　
年

間
指

導
計

画
［

富
士

見
丘

小
学

校
］

　
　
【
第
１
学
年
】
　
　
資
質
・
能
力
別

資
 質

 ・
能

 力

言 語 能 力

A
１

図
書
館

活
用
力

A
２

論
理
的

思
考
力

A
３

感
性
・

情
緒
力

A
４

伝
え

合
う
力

【
国

語
】
A
1

と
し

ょ
か

ん
へ

い
こ

う

【
国

語
】A

3
・4

は
な

の
み

ち【
国

語
】
A
1
・
2
・
4

く
ち

ば
し

【
国

語
】
A
2
・
3

お
お

き
な

か
ぶ

【
国

語
】
A
3

お
む

す
び

こ
ろ

り
ん

【
国

語
】
A
1

と
し

ょ
か

ん
と
な

か
よ

し

【
算

数
】
A
2
・
4

ど
ち

ら
が

な
が

い

【
国

語
】
A
3

や
く
そ

く

【
国

語
】
B
４

き
き

た
い

な
、
と
も

･
･
･

【国
語

】A
1
・2

・4

う
み

の
か

くれ
ん

ぼ

【
国

語
】
A
3
・
4

く
じ

ら
ぐ
も

【
国

語
】
A
2
・
3

む
か

し
ば

な
し

を
よ

…

【
国

語
】
A
1
・
2

と
も

だ
ち

の
こ

と
、
し

…

【
国

語
A
3

た
ぬ

き
の

い
と
ぐ
る

…

【
国

語
】
A
1
・
2
・
4

じ
ど
う
し

ゃ
ず

か
ん

…

【
国

語
】
A
4

こ
れ

は
な

ん
で

し
ょ
う

【
道

徳
】
A
4

善
悪

の
判

断
、
自

…

【
体

育
】
A
1
・
3

「
と
び

ば
こ

あ
そ

び
」

【
学

活
】
A
3
・
4

「
そ

と
あ

そ
び

の
く
ふ

う
」

【
国

語
】
B
1

と
し

ょ
か

ん
へ

い
こ

う

【
国

語
】
A
4

き
き

た
い

な
、
と
も

･
･
･

【
国

語
】
A
4

し
ら

せ
た

い
な

、
み

…

【
国

語
】
B
1
・
3

し
ら

せ
た

い
な

、
み

…

【
国

語
】
B
1
・
3
・
4

じ
ど
う
し

ゃ
ず

か
ん

…

【
国

語
】
A
2
・
4

き
き

た
い

な
と
も

だ
…

【
国

語
】
B
3

こ
れ

は
な

ん
で

し
ょ
う

【
国

語
】
A
1
・
2
・
4

ど
う
ぶ

つ
の

あ
か

ち
…

【
国

語
】
B
1
・
3
・
4

ど
う
ぶ

つ
の

あ
か

ち
…

【
国

語
】
C
1

ど
う
ぶ

つ
の

あ
か

ち
…

【
算

数
】
B
1

わ
か

り
や

す
く
せ

い
…

【
算

数
】
B
1

た
し

ざ
ん

と
ひ

き
ざ

ん

【
算

数
】
B
3

ひ
き

ざ
ん

【
書

写
】
C
1

か
ん

じ
ま

と
め

【
生

活
】
B
1
・
2
・
3

き
れ

い
に

さ
い

て
ね

わ
た

し
の

は
な

【
生

活
】
B
3

わ
く
わ

く
ど
き

ど
き

し
ょ
う
が

っ
こ

う

【
生

活
】
B
2
・
4

き
せ

つ
と
な

か
よ

し
は

る
な

つ

【
生

活
】
C
1

き
れ

い
に

さ
い

て
ね

わ
た

し
の

は
な

【
生

活
】
C
1

な
か

よ
く
な

ろ
う
ね

ち
い

さ
な

と
も

だ
ち【

生
活

】
B
1
・
2
・
3

き
せ

つ
と
な

か
よ

し
あ

き

【
生

活
】
B
1
・
2
・
3
・
4

か
ぞ

く
に

こ
に

こ
だ

い
さ

く
せ

ん

【
生

活
】
C
2

き
せ

つ
と
な

か
よ

し
ふ

ゆ

【
生

活
】
B
4

も
う
す

ぐ
２

ね
ん

せ
い

【
道

徳
】
C
1

国
際

理
解

、
親

善

【
音

楽
】
A
3

は
く
を

か
ん

じ
と
ろ

う

【
音

楽
】
A
2

は
く
に

の
っ
て

り
リ
ズ

…

【
音

楽
】
C
3

ド
レ

ミ
と
な

か
よ

く
…

【
音

楽
】
A
4

せ
ん

り
つ

を
よ

び
か

…

【
音

楽
】
A
3

よ
う
す

を
お

も
い

う
…

【
音

楽
】
A
3

に
ほ

ん
の

う
た

を
…

【
音

楽
】
A
4

み
ん

な
で

あ
わ

せ
…

【
図

工
】
C
1

な
に

が
う
ま

れ
る

か
な

【
図

工
】
C
1

ど
れ

だ
け

つ
な

が
る

【
図

工
】
C
2

ふ
わ

わ
ん

【
図

工
】
A
1

い
ろ

み
ず

【
体

育
】
A
4

多
様

な
動

き
を

つ
…

【
体

育
】
A
4

鉄
棒

を
使

っ
た

運
…

【
体

育
】
A
4

表
現

遊
び

【
体

育
】
A
4

ボ
ー

ル
投

げ
ゲ

ー
ム

【
体

育
】
B
4

ボ
ー

ル
投

げ
ゲ

ー
ム

【
体

育
】
C
2

跳
び

箱
遊

び

【
体

育
】
A
4

ボ
ー

ル
け

り
ゲ

ー
ム

【
体

育
】
B
4

ボ
ー

ル
け

り
ゲ

ー
ム

【
道

徳
】
A
2

節
度

、
節

制

【
道

徳
】
A
4

親
切

、
思

い
や

り

【
算

数
】
C
2

た
し

ざ
ん

と
ひ

き
ざ

ん

【
道

徳
】
A
4

正
直

、
誠

実

【
道

徳
】
A
4

規
則

の
尊

重

【
道

徳
】
A
4

自
然

愛
護

【
道

徳
】
C
1

善
悪

の
判

断
、
自

…

【
道

徳
】
C
1

正
直

、
誠

実

【
道

徳
】
C
1

規
則

の
尊

重

【
道

徳
】
C
1

自
然

愛
護

【
学

活
】
C
1
・
4

タ
ブ

レ
ッ
ト

の
使

い
方

【
学

活
】
C
3
・
4

生
活

を
見

直
そ

う

【
学

活
】
C
4

使
い

す
ぎ

て
い

な
…

【
学

活
】
C
4

自
分

と
相

手
と
の

…

【
学

活
】
C
3

テ
キ

シ
コ

ー
段

取
り

【
国

語
】
C
3

こ
れ

は
な

ん
で

し
ょ
う

【
算

数
】
C
3

お
お

き
い

か
ず

【
国

語
】
C
3

じ
ど
う
し

ゃ
ず

か
ん

…

【
生

活
】
B
1
・
2
・
3

き
せ

つ
と
な

か
よ

し
ふ

ゆ

【
道

徳
】
A
1

い
え

の
ひ

と
と
…

【
道

徳
】
C
4

い
た

ず
ら

が
き



学 活道 徳体 育図 工音 楽生 活算 数

時
数

令
和
４
年
度
　
学
習
の
基
盤
と
な
る
資
質
・
能
力
の
育
成
　
年
間
指
導
計
画
［
富
士
見
丘
小
学
校
］
　
　
【
第
１
学
年
】
　
　
教
科
別

９
月

4
月

5
月

6
月

7
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

国 語 書 写

3
月

1
4
3

7
0

6
8

1
0
5

3
4

4
1

3
1
3

1
0
5

B
2

B
3

B
4
(A
5
)

課
題
設
定
力

情
報
収
集
力

振
り
返
る
力

課
題
解
決
能
力

整
理
分
析
力

B
1

A
1

A
2

A
4

論
理
的
思
考
力

感
性
・
情
緒

伝
え
合
う
力

学
校
図
書
館

活
用
力

言
語
能
力 A
3

情
報
機
器
基
本

的
操
作

情
報
活
用
能
力

C
1

C
2

C
3

情
報
活
用
実
践
力

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

情
報
モ
ラ
ル

C
4

と
し
ょ
か
ん
へ
い
こ
う

B
1

A
1

は
な
の
み
ち

A
4

A
3

か
ぞ
く
に
こ
に
こ

だ
い
さ
く

き
せ
つ
と
な
か
よ
し

ふ

ど
う
ぶ
つ
の
あ
か
ち

き
き
た
い
な
と
も
だ
…

A
4

B
4

く
ち
ば
し

A
1

A
2

A
4

お
お
き
な
か
ぶ

A
2

A
3

と
し
ょ
か
ん
と
な
か
…

A
1

お
む
す
び
こ
ろ
り
ん

A
3

や
く
そ
く

A
3

う
み
の
か
く
れ
ん
ぼ

A
1

A
2

A
4

し
ら
せ
た
い
な
、
み
…

A
4

B
1

B
3

く
じ
ら
ぐ
も

A
3

A
4

む
か
し
ば
な
し
を
よ
…

A
3

A
2

じ
ど
う
し
ゃ
ず
か
ん
…

B
1

B
3

B
4

A
1

A
2

A
4

と
も
だ
ち
の
こ
と
し
…

A
1

A
2

き
き
た
い
な
と
も
だ
･
･･

A
2

A
4

た
ぬ
き
の
い
と
ぐ
る
ま

A
3

こ
れ
は
な
ん
で
し
ょ
う

A
4

B
3

C
3

B
1

B
3

B
4

A
1

A
2

A
4

C
1

ど
ち
ら
が
な
が
い

A
4

A
2

わ
か
り
や
す
く
せ
い
…

B
1

た
し
ざ
ん
と
ひ
き
ざ
ん

C
2

B
1

ひ
き
ざ
ん

B
3

か
ん
じ
ま
と
め

C
1

B
1

B
2

B
4

C
1

き
れ
い
に
さ
い
て
ね
わ
た
し
の
は

B
2

B
4

き
せ
つ
と
な
か
よ
し

は
る

な
つ

B
3

わ
く
わ
く
ど
き
ど
き
し
ょ
う
が
っ
こ
う

な
か
よ
く
な
ろ
う
ね

ち
い
さ
な
と
も
だ
ち

C
1

き
せ
つ
と
な
か
よ
し

あ
き

B
1

B
2

B
3

B
1

B
2

B
3

B
4

C
2

も
う
す
ぐ
２
ね
ん
せ
い

B
4

は
く
を
か
ん
じ
と
ろ
う

A
3

は
く
に
の
っ
て
リ
ズ
ム
に
の
ろ
う

A
2

ド
レ
ミ
と
な
か
よ
く
な
ろ
う

C
3

せ
ん
り
つ
を
よ
び
か
け
あ
お
う

A
4

よ
う
す
を
お
も
い
う
か
べ
よ
う

A
3

に
ほ
ん
の
う
た
を
た
の
し
も
う

A
3

み
ん
な
で
あ
わ
せ
て
た
の
し
も

A
4

な
に
が
う
ま
れ
る
か
な

C
1

ど
れ
だ
け
つ
な
が
る

C
1

ふ
わ
わ
ん

C
2

い
ろ
み
ず

A
1

多
様
な
動
き
を
つ
く
る
運
動
遊
び

A
4

鉄
棒
を
使
っ
た
運
動
遊
び

A
4

表
現
遊
び

A
4

ボ
ー
ル
投
げ
ゲ
ー
ム

A
4

B
4

跳
び
箱
遊
び

C
2

ボ
ー
ル
け
り
ゲ
ー
ム

A
4

B
4

節
度
、
節
制

A
2

親
切
、
思
い
や
り

A
4

国
際
理
解
、
国
際
親
善

C
1

善
悪
の
判
断
、
自
立
…

A
4

C
1

正
直
、
誠
実

A
4

C
1

規
則
の
尊
重

A
4

C
1

い
え
の
ひ
と
と
…

A
1

自
然
愛
護

A
4

C
1

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
い
方

C
1

生
活
を
見
直
そ
う

C
3

使
い
す
ぎ
て
い
な
い
…

C
4

自
分
と
相
手
と
の
…

C
4

C
4

テ
キ
シ
コ
ー
段
取
り

C
3

お
お
き
い
か
ず

C
3

C
3

B
1

B
2

B
3

C
4

C
4



４
月

５
月

６
月

７
月

９
月

１
０

月
１

１
月

１
２

月
１

月
２

月
３

月

課 題 解 決 能 力

Ｂ
１

課
題

設
定
力

Ｂ
２

情
報

収
集
力

Ｂ
３

整
理

分
析
力

Ｂ
４

振
り

返
る
力

情 報 活 用 能 力

Ｃ
１

情
報
機
器

基
本
操
作

Ｃ
２

情
報
活
用

実
践
力

Ｃ
３

プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ

Ｃ
４

情
報

モ
ラ
ル

令
和

４
年

度
　
学

習
の

基
盤

と
な

る
資

質
・
能

力
の

育
成

　
年

間
指

導
計

画
［

富
士

見
丘

小
学

校
］

　
　
【
第
２
学
年
】
　
　
資
質
・
能
力
別

資
 質

 ・
能

 力

言 語 能 力

A
１

図
書
館

活
用
力

A
２

論
理
的

思
考
力

A
３

感
性
・

情
緒
力

A
４

伝
え

合
う
力

【
国

語
】
A
2

ふ
き

の
と
う

【国
語

】A
3

き
ょ
う
の

で
き

ご
と

【
国

語
】
A
1

た
ん

ぽ
ぽ

の
ち

え

【
国

語
】
A
3

あ
っ
た

ら
い

い
な

こ
…

【
国

語
】
A
2

ス
イ

ミ
ー

【
国

語
】
A
1
・
3
・
4

ど
う
ぶ

つ
園

の
じ

ゅ
…

【国
語

】A
2
・
3

お
手

紙

【
国

語
】
A
1

お
話

の
さ

く
し

ゃ
に

…

【
国

語
】
A
1
・
2

と
も

だ
ち

の
こ

と
、
し

…

【
国

語
】
A
1

と
し

ょ
か

ん
た

ん
け

ん

【
生

活
】
A
1
・
2
・
3

ま
ち

が
大

す
き

、
た

ん
け

ん
…

【
算

数
】
A
1

図
を

使
っ
て

考
え

…

【
道

徳
】
A
3
・
4

ユ
キ

ヒ
ョ
ウ

の
ラ

イ
ナ

【
道

徳
】
C
４

た
ん

じ
ょ
う
日

カ
ー

ド

【
国

語
】
A
3
・
4

か
ん

さ
つ

名
人

に
…

【
国

語
】
A
4

す
て

き
な

と
こ

ろ
を

…

【
国

語
】
B
１

・
４

か
ん

さ
つ

名
人

に
な

…

【
算

数
】
B
２

長
さ

を
は

か
っ
て

あ
…

【
生

活
】
B
２

ま
ち

が
大

す
き

、
た

ん
け

ん
た

い

【
国

語
】
B
3
・
４

あ
っ
た

ら
い

い
な

こ
…

【
道

徳
】
B
1

ま
い

ご
に

な
っ
た

赤
…

【
生

活
】
B
1
・
2

え
が

お
の

ひ
み

つ
た

ん
け

ん
た

い

【
生

活
】
A
1
・
2
・
3

え
が

お
の

ひ
み

つ
た

ん
け

ん
た

い

【
国

語
】
B
１

・
４

馬
の

お
も

ち
ゃ

の
作

り
方

…

【
国

語
】
B
２

・
4

お
に

ご
っ
こ

【
体

育
】
B
１

・
4

ハ
ー

ド
ル

リ
レ

ー

【
道

徳
】
B
1
・
4

い
ま

の
ぼ

く
に

で
き

…

【
国

語
】
B
1
・
2
・
4

ま
る

子
の

か
ぞ

く
へ

…

【
生

活
】
C
１

め
ざ

せ
野

さ
い

作
り
名

人 【
生

活
】
C
１

・
２

ま
ち

が
大

す
き

、
た

ん
け

ん
た

い

【
国

語
】
C
１

・
２

こ
ん

な
も

の
、
見

つ
…

【
学

活
】
C
4

教
え

て
い

い
こ

と
悪

…

【
生

活
】
C
１

え
が

お
の

ひ
み

つ
、
た

ん
け

ん
た

い

【
算

数
】
C
１

か
け

算 【
国

語
】
C
２

・
3

お
も

ち
ゃ

の
作

り
方

を
せ

…

【
体

育
】
C
1
・
2

と
び

箱
遊

び

【
国

語
】
C
1
・
2

楽
し

か
っ
た

よ
2
年

生

【
学

活
】
C
4

る
す

ば
ん

し
て

い
た

…

【
学

活
】
C
4

ゲ
ー

ム
の

中
の

友
だ

ち

【
学

活
】
C
4

お
う
ち

の
人

と
の

約
束

【
学

活
】
C
4

友
だ

ち
の

ま
ね

【
算

数
】
C
3

ひ
っ
算

の
仕

方
を

考
え

よ
う

【
国

語
】
A
1
・
3
・
4

お
も

ち
ゃ

の
作

り
方

を
せ

…

【
国

語
】
A
1

た
ん

ぽ
ぽ

の
ち

え

【
国

語
】
A
4

こ
と
ば

で
み

ち
あ

…

【
国

語
】
A
3

そ
う
だ

ん
に

の
っ
て

…

【
国

語
】
A
2

馬
の

お
も

ち
ゃ

の
作

り
方

…

【
国

語
】
B
3

お
話

の
さ

く
し

ゃ
に

…

【
国

語
】
A
1

お
に

ご
っ
こ

【
国

語
】
C
2

お
に

ご
っ
こ

【
国

語
】
A
3
・
4

楽
し

か
っ
た

よ
2
年

生

【
書

写
】
B
4

２
年

生
の

ま
と
め

【
算

数
】
A
2

た
し

算
の

し
か

た
を

…

【
算

数
】
A
2

ひ
き

算
の

し
か

た
を

…

【
算

数
】
B
２

水
の

か
さ

は
か

っ
て

…

【
算

数
】
B
1

ひ
っ
算

の
し

か
た

を
…

【
生

活
】
A
4 か
け

算
(1

)

【
生

活
】
A
4 か
け

算
(2

)

【
算

数
】
C
3

お
お

き
い

か
ず

【
算

数
】
B
2

は
こ

の
形

【
生

活
】
B
2

わ
く
わ

く
２

年
生

【
生

活
】
B
1
・
2

め
ざ

せ
生

き
物

は
か

せ

【
生

活
】
C
１

う
ご

く
わ

た
し

の
お

も
ち

ゃ

【
生

活
】
B
1
・
2

う
ご

く
わ

た
し

の
お

も
ち

ゃ

【
生

活
】
B
1
・
4

あ
し

た
へ

つ
な

ぐ
自

分
た

ん
け

ん

【
音

楽
】
A
4

う
た

で
と
も

だ
ち

の
…

【
音

楽
】
A
3

は
く
の

ま
と
ま

り
を

…

【
音

楽
】
A
3

音
の

た
か

さ
の

ち
…

【
音

楽
】
A
3

ひ
ょ
う
し

を
か

ん
じ

…

【
音

楽
】
A
3

い
ろ

い
ろ

な
音

を
…

【
音

楽
】
A
3

よ
う
す

を
お

も
い

う
…

【
音

楽
】
A
3

日
本

の
う
た

を
楽

…

【
音

楽
】
A
4

音
を

あ
わ

せ
て

楽
し

も
う

【
図

工
】
C
１

コ
ロ

コ
ロ

ロ
ー

ラ
ー

【
図

工
】
C
１

い
ろ

み
ず

や

【
図

工
】
C
１

マ
イ

ペ
ッ
ト

【
音

楽
】
C
3

音
を

あ
わ

せ
て

楽
し

も
う

【
体

育
】
B
１

・
４

か
け

っ
こ

・
リ
レ

ー

【
体

育
】
B
１

・
４

ボ
ー

ル
投

げ
ゲ

ー
ム

【
体

育
】
B
４

表
現

遊
び

【
体

育
】
A
4

表
現

遊
び

【
体

育
】
B
1
・
4

多
様

な
動

き
を

つ
…

【
体

育
】
B
1
・
4

鉄
棒

遊
び

【
体

育
】
B
4

ボ
ー

ル
蹴

り
ゲ

ー
ム

【
体

育
】
A
4

ボ
ー

ル
蹴

り
ゲ

ー
ム

【
体

育
】
B
1
・
4

跳
び

箱
遊

び

【
体

育
】
B
4

ボ
ー

ル
蹴

り
ゲ

ー
ム

【
体

育
】
A
4

ボ
ー

ル
蹴

り
ゲ

ー
ム

【
体

育
】
A
3

ハ
ー

ド
ル

リ
レ

ー

【
道

徳
】
B
1

自
分

で
オ

ッ
ケ

ー

【
道

徳
】
B
2
・
4

い
そ

い
で

い
て

も

【
道

徳
】
B
1
・
2

だ
っ
て

お
に

い
ち

ゃ
…

【
道

徳
】
C
１

ま
い

ご
に

な
っ
た

赤
…

【
道

徳
】
A
4

ま
い

ご
に

な
っ
た

赤
…

【
道

徳
】
B
2
・
4

あ
い

さ
つ

っ
て

い
い

な

【
道

徳
】
B
1

な
が

い
な

が
い

つ
う
…

【
道

徳
】
B
4

三
く
み

大
好

き

【
学

活
】
B
2
・
3

１
年

生
を

む
か

え
…

【
学

活
】
B
2

楽
し

い
遠

足

【
道

徳
】
C
2

危
険

か
ら

身
を

守
…

【
学

活
】
C
4

タ
ブ

レ
ッ
ト

を
上

手
…



学 活道 徳体 育図 工音 楽書 写 算 数

令
和
４
年
度
　
学
習
の
基
盤
と
な
る
資
質
・
能
力
の
育
成
　
年
間
指
導
計
画
［
富
士
見
丘
小
学
校
］
　
　
【
第
２
学
年
】
　
　
教
科
別

９
月

4
月

5
月

6
月

7
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

国 語

時
数

1
7
7

7
2

7
0

1
0
8

3
5

3
9

3
1
7

1
0
8

3
月

生 活

B
2

B
3

B
4
(A
5
)

課
題
設
定
力

情
報
収
集
力

振
り
返
る
力

課
題
解
決
能
力

整
理
分
析
力

B
1

A
1

A
2

A
4

論
理
的
思
考
力

感
性
・
情
緒

伝
え
合
う
力

学
校
図
書
館

活
用
力

言
語
能
力 A
3

情
報
機
器
基
本

的
操
作

情
報
活
用
能
力

C
1

C
2

C
3

情
報
活
用
実
践
力

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

情
報
モ
ラ
ル

C
4

図
書
館
た
ん
け
ん

A
1

た
ん
ぽ
ぽ
の
ち
え

A
2

ス
イ
ミ
ー

A
3

お
気
に
入
り
の
本
を
し
ょ

A
3

こ
と
ば
で
み
ち
あ
ん
な

A
4

楽
し
か
っ
た
よ
２
年
生

A
3

B
4

水
の
か
さ
を
は
か
っ
て

B
2

ひ
っ
算
の
し
か
た
を
考
え

B
1

図
を
つ
か
っ
て
考
え
…

A
2

２
年
生
の
ま
と
め

B
4

B
2 わ
く
わ
く
２
年
生

う
た
で
と
も
だ
ち
の
わ

A
4

は
く
の
ま
と
ま
り
を
感

A
3

よ
う
す
を
お
も
い
う
か
べ
よ
う

A
3

日
本
の
う
た
を
楽
し
も
う

A
3

音
を
あ
わ
せ
て
楽
し
も
う

A
4

い
ろ
み
ず
や

C
1

マ
イ
ペ
ッ
ト

C
2 ボ
ー
ル
蹴
り
ゲ
ー
ム

A
4

B
4

跳
び
箱
遊
び

C
1

た
ん
じ
ょ
う
び
カ
ー
ド

C
4

な
が
い
な
が
い
つ
う
…

B
1

ユ
キ
ヒ
ョ
ウ
の
ラ
イ
ナ

A
3

A
4

三
く
み
大
好
き

B
4

楽
し
い
遠
足

B
2

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
上
手
に

C
4

お
お
き
い
か
ず

C
3

そ
う
だ
ん
に
の
っ
て
く

A
3

ふ
き
の
と
う

A
2

き
ょ
う
の
で
き
ご
と

A
3

か
ん
さ
つ
名
人
に
な
ろ

A
3

A
4

B
1

B
4

こ
ん
な
も
の
見
つ
け
た

C
1

C
2

あ
っ
た
ら
い
い
な
こ
ん

A
3

B
3

B
4

ど
う
ぶ
つ
園
の
じ
ゅ
う

A
1

A
2

A
3

お
手
紙

A
2

A
3

お
も
ち
ゃ
の
作
り
方
を

A
3

A
1

C
2

A
4

C
3

馬
の
お
も
ち
ゃ
の
つ
く

A
2

B
1

B
4

お
話
の
作
者
に
な
ろ
う

A
1

B
3

お
に
ご
っ
こ

A
1

C
2

B
4

B
2

す
て
き
な
と
こ
ろ
を
…

A
4

B
1

B
3

と
も
だ
ち
の
こ
と
、
し

A
1

A
2

た
し
算
の
し
か
た
を
考

A
2

ひ
き
算
の
し
か
た
を
考

A
2

長
さ
を
は
か
っ
て
あ
ら

B
2

か
け
算
(1
)

A
4

か
け
算
(2
)

A
4

は
こ
の
形

B
2

C
1

め
ざ
せ
野
菜
づ
く
り
名

B
1

め
ざ
せ
生
き
物
は
か
せ

B
2

え
が
お
の
ひ
み
つ

た
ん
け
ん
た
い

A
1

A
2

A
3

う
ご
く

わ
た
し
の

お
も
ち
ゃ

B
1

B
2

C
1

あ
し
た
へ

つ
な
ぐ

自
分
た
ん
け
ん

B
1

B
4

B
2

ま
ち
が
大
好
き
た
ん
け

C
1

C
2

B
1

B
2

C
1

音
の
た
か
さ
の
ち
が
い

A
3

ひ
ょ
う
し
を
か
ん
じ
て
…

A
3

い
ろ
い
ろ
な
音
を
楽
し

A
3

コ
ロ
コ
ロ
ロ
ー
ラ
ー

C
1

C
3

B
1

か
け
っ
こ
・
リ
レ
ー

B
4

B
1

ボ
ー
ル
投
げ
ゲ
ー
ム

B
4

表
現
遊
び

A
4

B
4

B
1

多
様
な
動
き
を
つ
く
…

B
4

B
1

鉄
棒
遊
び

B
4

B
1

B
4

ハ
ー
ド
ル
リ
レ
ー

A
3

B
1

B
4

ボ
ー
ル
蹴
り
ゲ
ー
ム

A
4

B
4

自
分
で
オ
ッ
ケ
ー

B
1

B
2 い
そ
い
で
い
て
も

B
4

B
1

だ
っ
て
お
に
い
ち
ゃ
ん

B
2

ま
い
ご
に
な
っ
た
あ
か

A
4

C
1

B
2

あ
い
さ
つ
っ
て
い
い
な

B
4

B
1

い
ま
の
ぼ
く
に
で
き
る

B
4

ま
る
子
の
か
ぞ
く
へ
の

B
1

B
2

B
4

B
1

B
2

１
年
生
を
む
か
え
よ
う

B
3

運
動
会
に
向
け
て

B
3

危
険
か
ら
身
を
守
ろ
う

C
2

る
す
ば
ん
し
て
い
た
…

C
4

C
3

ゲ
ー
ム
の
中
の
友
だ
ち

C
4

お
う
ち
の
人
と
の
約
束

C
4

友
だ
ち
の
ま
ね

C
4

教
え
て
い
い
こ
と
悪
い

C
4



４
月

５
月

６
月

７
月

９
月

１
０

月
１

１
月

１
２

月
１

月
２

月
３

月

課 題 解 決 能 力

Ｂ
１

課
題

設
定
力

Ｂ
２

情
報

収
集
力

Ｂ
３

整
理

分
析
力

Ｂ
４

振
り

返
る
力

情 報 活 用 能 力

Ｃ
１

情
報
機
器

基
本
操
作

Ｃ
２

情
報
活
用

実
践
力

Ｃ
３

プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ

Ｃ
４

情
報

モ
ラ
ル

令
和

４
年

度
　
学

習
の

基
盤

と
な

る
資

質
・
能

力
の

育
成

　
年

間
指

導
計

画
［

富
士

見
丘

小
学

校
］

　
　
【
第
３
学
年
】
　
　
資
質
・
能
力
別

資
 質

 ・
能

 力

言 語 能 力

A
１

図
書
館

活
用
力

A
２

論
理
的

思
考
力

A
３

感
性
・

情
緒
力

A
４

伝
え

合
う
力

【
国

語
】
A
2
・
3

き
つ

つ
き

の
商

売

【
社

会
】
B
1
・
2
・
3

わ
た

し
た

ち
の

ま
ち

と
市

【
体

育
】
A
3

タ
グ

ラ
グ

ビ
ー

【
学

活
】
C
4

使
い

す
ぎ

て
い

な
…

【
学

活
】
C
3

L
E
G

O
プ

ロ
グ

ラ
ミ
ン

グ

【
国

語
】
A
1

図
書

館
た

ん
て

い
…

【
国

語
】
A
1
・
4

こ
ま

を
楽

し
む

【
国

語
】
A
1
・
3
・
4

は
じ

め
て

知
っ
た

こ
…

【
国

語
】
A
2
・
3

ち
い

ち
ゃ

ん
の

か
げ

…

【
国

語
】
A
1
・
3
・
4

す
が

た
を

か
え

る
大

豆

【
国

語
】
A
3
・
4

わ
た

し
た

ち
の

学
校

じ
ま

ん

【
理

科
】
A
1

風
や

ゴ
ム

で
動

か
そ

う

【
体

育
】
A
3

ラ
ケ

ッ
ト

ベ
ー

ス
ボ

ー
ル

【
社

会
】
A
2

地
域

の
安

全
を

守
る

【
社

会
】
A
2
・
4
  

  
  

  

く
ら

し
の

う
つ

り
か

わ
り

【
国

語
】
B
3

こ
ま

を
楽

し
む

【
国

語
】
B
1
・
3

仕
事

の
工

夫
見

つ
け

た
よ

【
理

科
】
B
1
・
2

太
陽

と
影

を
調

べ
よ

う

【
国

語
】
B
1
・
3
・
4

す
が

た
を

変
え

る
大

豆

【
社

会
】
B
1

地
域

の
安

全
を

守
る

【
理

科
】
B
1
・
2
・
3

じ
し

ゃ
く
に

つ
け

よ
う

【
総

合
】
B
1
・
2
・
3
・
4

見
直

そ
う
！

わ
た

し
た

ち
の

食
生

活

【
図

工
】
C
3

う
ご

く
さ

か
な

【
学

活
】
C
4

タ
ブ

レ
ッ
ト

を
上

手
…

【
国

語
】
C
1
・
3

ロ
ー

マ
字

【
国

語
】
C
２

は
ん

で
意

見
を

ま
と
め

よ
う

【
学

活
】
C
4

自
分

と
相

手
と
の

…

【
社

会
】
C
２

地
域

の
安

全
を

守
る

【
体

育
】
C
1 マ

ッ
ト

運
動

【
国

語
】
C
1
・
２

こ
れ

が
わ

た
し

の
お

気
…

【
国

語
】
C
1
・
2

わ
た

し
た

ち
の

学
校

じ
ま

ん

【
学

活
】
C
1
・
4

情
報

を
上

手
に

検
…

【
学

活
】
C
4

こ
れ

っ
て

悪
口

【
国

語
】
A
1

仕
事

の
工

夫
見

つ
け

た
よ

【
国

語
】
B
3

夏
の

く
ら

し

【
国

語
】
B
3

わ
た

し
た

ち
の

学
校

じ
ま

ん

【
国

語
】
A
3

モ
チ

モ
チ

の
木

【
国

語
】
A
4

こ
れ

が
私

の
お

気
…

【
国

語
】
A
1

あ
り
の

行
列

【
国

語
】
B
3

あ
り
の

行
列

【
社

会
】
A
4 わ

た
し

た
ち

の
ま

ち
と
市

【
社

会
】
C
2 わ

た
し

た
ち

の
ま

ち
と
市

【
算

数
】
B
4

時
こ

く
と
時

間
の

…

【
算

数
】
C
2

時
こ

く
と
時

間
の

…

【
算

数
】
A
2

大
き

い
数

の
筆

算
…

【
算

数
】
A
2

長
い

長
さ

を
は

か
…

【
算

数
】
B
3

長
い

長
さ

を
は

か
…

【
算

数
】
B
4

わ
り
算

を
考

え
よ

う

【
算

数
】
A
2

大
き

い
数

の
か

け
…

【
算

数
】
A
2

丸
い

形
を

調
べ

…

【
算

数
】
C
2

丸
い

形
を

調
べ

…

【
算

数
】
C
2

数
の

表
し

方
や

し
…

【
算

数
】
B
3

分
数

を
使

っ
た

大
…

【
算

数
】
A
2

分
数

を
使

っ
た

大
…

【
算

数
】
A
2

か
け

算
の

筆
算

…

【
算

数
】
A
2

三
角

形
を

調
べ

よ
う

【
算

数
】
A
2

分
か

り
や

す
く
整

…

【
算

数
】
B
3

三
角

形
を

調
べ

よ
う

【
算

数
】
B
4

分
か

り
や

す
く
整

…

【
理

科
】
C
1
・
2

風
や

ゴ
ム

で
動

か
そ

う

【
理

科
】
B
4

わ
た

し
の

研
究

【
理

科
】
B
4

学
ん

だ
こ

と
を

ふ
り
…

【
音

楽
】
A
3

歌
っ
て

音
の

高
さ

…

【
音

楽
】
A
3

リ
コ

ー
ダ

ー
の

響
き

…

【
音

楽
】
A
3

曲
の

か
ん

じ
を

生
…

【
音

楽
】
A
2

い
ろ

い
ろ

な
音

の
…

【
音

楽
】
A
2

ち
い

き
に

伝
わ

る
…

【
音

楽
】
A
4

音
の

重
な

り
を

か
…

【
図

工
】
C
1

ア
イ

ラ
ン

ド

【
図

工
】
C
2

ゴ
ー

ゴ
ー

カ
ー

【
体

育
】
C
1 跳
び

箱
運

動

【
音

楽
】
C
3

拍
の

流
れ

に
そ

っ
て

…

【
算

数
】
C
3

大
き

い
数

の
か

け
…

【
総

合
】
A
4

わ
た

し
の

住
ん

で
る

…

【
総

合
】
B
2

わ
た

し
の

住
ん

で
る

…

【
総

合
】
C
2

わ
た

し
の

住
ん

で
る

…

【
総

合
】
A
4

わ
た

し
の

住
ん

で
る

…

【
総

合
】
B
2

わ
た

し
の

住
ん

で
る

…

【
総

合
】
C
2

わ
た

し
の

住
ん

で
る

…

【
総

合
】
C
2

給
食

に
つ

い
て

調
べ

…

【
総

合
】
B
2

給
食

に
つ

い
て

調
べ

…

【
総

合
】
A
4

給
食

に
つ

い
て

調
べ

…

【
道

徳
】
B
4

親
切

、
思

い
や

り

【
道

徳
】
B
4

自
由

と
責

任

【
道

徳
】
C
4

公
共

の
精

神

【
道

徳
】
A
3

集
団

生
活

の
充

実

【
道

徳
】
B
4

伝
統

と
文

化
の

尊
重

【
道

徳
】
A
3

畏
敬

の
念

【
道

徳
】
B
4

個
性

の
尊

重

【
道

徳
】
A
3

感
動

【
道

徳
】
A
4

努
力

と
強

い
意

志

【
外

国
語

】
B
3

カ
ー

ド
を

お
く
ろ

う

【
外

国
語

】
A
4

好
き

な
も

の
を

つ
た

…

【
国

語
】
C
1

ロ
ー

マ
字

【
理

科
】
C
3

風
や

ゴ
ム

で
動

か
そ

う

【
外

国
語

】
A
2

あ
い

さ
つ

を
し

て
…

【
社

会
】
B
1
  

  
  

  

く
ら

し
の

う
つ

り
か

わ
り

【
社

会
】
C
2
  

  
  

 

く
ら

し
の

う
つ

り
か

わ
り



7
0

3
7

総 合 学 活理 科

時
数

1
7
7

6
2

6
0

1
0
8

3
5

3
5

9
1

3
月

2
4
8

令
和
４
年
度
　
学
習
の
基
盤
と
な
る
資
質
・
能
力
の
育
成
　
年
間
指
導
計
画
［
富
士
見
丘
小
学
校
］
　
　
【
第
３
学
年
】
　
　
教
科
別

９
月

4
月

5
月

6
月

7
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

国 語 社 会 算 数 図 工音 楽

7
1

外 国
語

道 徳体 育

B
2

B
3

B
4
(A
5
)

課
題
設
定
力

情
報
収
集
力

振
り
返
る
力

課
題
解
決
能
力

整
理
分
析
力

B
1

A
1

A
2

A
4

論
理
的
思
考
力

感
性
・
情
緒

伝
え
合
う
力

学
校
図
書
館

活
用
力

言
語
能
力 A
3

情
報
機
器
基
本

的
操
作

情
報
活
用
能
力

C
1

C
2

C
3

情
報
活
用
実
践
力

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

情
報
モ
ラ
ル

C
4

図
書
館
た
ん
て
い

A
1

夏
の
く
ら
し

B
3

こ
れ
が
私
の
お
気
に
…

A
4

わ
り
算
を
考
え
よ
う

B
4

大
き
い
数
の
か
け
算
…

A
2

三
角
形
を
調
べ
よ
う

A
2

歌
っ
て
音
の
高
さ
を
…

A
3

拍
の
流
れ
に
そ
っ
て
…

C
3

地
域
に
伝
わ
る
…

A
2

音
の
重
な
り
を
か
…

A
4

う
ご
く
さ
か
な

C
3

ゴ
ー
ゴ
ー
カ
ー

C
2

マ
ッ
ト
運
動

C
1

公
共
の
精
神

C
4

伝
統
と
文
化
の
尊
重

B
4

個
性
の
尊
重

B
4

畏
敬
の
念

A
3

使
い
す
ぎ
て
い
な
い
か

C
4

か
け
算
の
筆
算
…

A
2

あ
り
の
行
列

A
1

B
3

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ロ
ー
…

C
1

時
こ
く
と
時
間
の
…

B
4

大
き
い
数
の
筆
算
…

A
2

長
い
長
さ
を
は
か
っ
…

A
2

丸
い
形
を
調
べ
…

A
2

分
数
を
使
っ
た
…

A
2

分
か
り
や
す
く
整
…

A
2

B
4 わ

た
し
の
研
究

A
1

風
や
ゴ
ム
で
動
か
そ
う

C
1

C
3

リ
コ
ー
ダ
ー
の
響
き
…

A
3

曲
の
か
ん
じ
を
生
か
し
…

A
3

ア
イ
ラ
ン
ド

C
1

A
3 タ
グ
ラ
グ
ビ
ー

ラ
ケ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

A
3

集
団
生
活
の
充
実

A
3

B
4 親
切
、
思
い
や
り

B
4

自
由
と
責
任

自
然
愛
護

A
3

A
4

友
情
、
信
頼

A
3

感
動

努
力
と
強
い
意
志

A
4

こ
れ
っ
て
悪
口

C
4

情
報
を
上
手
に
検
索
…

C
1モ

チ
モ
チ
の
木

A
3

き
つ
つ
き
の
商
売

A
2

A
3

は
じ
め
て
知
っ
た
こ
…

A
1

A
3

A
4

仕
事
の
く
ふ
う
見
つ
け

A
1

B
1

B
3

こ
ま
を
楽
し
む

A
1

A
4

B
3

ち
い
ち
ゃ
ん
の
か
げ
お

A
2

A
3

す
が
た
を
か
え
る
大
豆

A
1

A
3

A
4

B
1

B
3

B
4

は
ん
で
意
見
を
ま
と
め

C
2

わ
た
し
た
ち
の
学
校
じ
…

A
3

A
4

B
3

C
2

B
3

C
2

B
3

C
3

B
4

B
4

数
の
表
し
方
や
し
…

C
2

A
4

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
と
市

B
1

B
2

B
3

C
2

A
2

地
域
の
安
全
を
守
る

B
1

C
2

太
陽
と
か
げ
を
調
べ
よ
う

B
1

B
2

じ
し
ゃ
く
に
つ
け
よ
う

B
1

学
ん
だ
こ
と
を
ふ
り
か

B
4

B
2

B
3

い
ろ
い
ろ
な
音
の
…

A
3

跳
び
箱
運
動

C
1

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
上
手
に

C
4

L
E
G
O
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

C
3

自
分
と
相
手
と
の
…

C
4

C
4

ロ
ー
マ
字

C
1

C
3

C
1

C
2

C
1

C
2

あ
い
さ
つ
を
し
て
友
…

A
2

ご
き
げ
ん
い
か
が
？

A
3

数
え
て
あ
そ
ぼ
う

A
2

す
き
な
も
の
を
伝
え
…

A
4

な
に
が
す
き
？

A
4

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
な

A
2

カ
ー
ド
を
お
く
ろ
う

B
3

こ
れ
は
な
ぁ
に
？

き
み
は
だ
れ
？

A
4

A
4

わ
た
し
の
住
ん
で
る
地
域
自
慢
・
よ
り
よ
い
地
域
に
す
る
た
め
に

B
2

C
2

A
4

わ
た
し
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
安
全
マ
ッ
プ

B
2

C
2

A
4

給
食
に
つ
い
て
調
べ
よ
う

B
2

C
2

C
2

A
2

く
ら
し
の
う
つ
り
か
わ
り

A
4

B
1

C
2



４
月

５
月

６
月

７
月

９
月

１
０

月
１

１
月

１
２

月
１

月
２

月
３

月

課 題 解 決 能 力

Ｂ
１

課
題

設
定
力

Ｂ
２

情
報

収
集
力

Ｂ
３

整
理

分
析
力

Ｂ
４

振
り

返
る
力

情 報 活 用 能 力

Ｃ
１

情
報
機
器

基
本
操
作

Ｃ
２

情
報
活
用

実
践
力

Ｃ
３

プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ

Ｃ
４

情
報

モ
ラ
ル

令
和

４
年

度
　
学

習
の

基
盤

と
な

る
資

質
・
能

力
の

育
成

　
年

間
指

導
計

画
［

富
士

見
丘

小
学

校
］

　
　
【
第
４
学
年
】
　
　
資
質
・
能
力
別

資
 質

 ・
能

 力

言 語 能 力

A
１

図
書
館

活
用
力

A
２

論
理
的

思
考
力

A
３

感
性
・

情
緒
力

A
４

伝
え

合
う
力

【
国

語
】
A
1

図
書

館
の

達
人

…

【
理

科
】
B
1

電
流

の
は

た
ら

き

【
理

科
】
C
1
・
2

あ
た

た
か

く
な

る
と

【
学

活
】
C
4

写
真

を
送

っ
て

と
…

【
体

育
】
A
3
・
4

体
つ

く
り
運

動【
国

語
】
A
2
・
4

ア
ッ
プ

と
ル

ー
ズ

で
伝

え
る

【
算

数
】
A
2

小
数

の
し

く
み

を
調

…

【
国

語
】
A
2
・
4

お
礼

の
気

持
ち

を
…

【
国

語
】
A
2
・
4

一
つ

の
花

【
国

語
】
A
1
・
2
・
4

新
聞

を
作

ろ
う

【
国

語
】
A
2
・
4

ラ
ン

ド
セ

ル
は

海
を

…

【
国

語
】
A
2
・
3
・
4

ご
ん

ぎ
つ

ね

【
国

語
】
A
1

百
科

事
典

で
の

調
…

【
国

語
】
A
1
・
2

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
読

も
う 【
体

育
】
A
2
・
4

マ
ッ
ト

運
動

【
算

数
】
A
2

お
よ

そ
の

数
の

表
し

…

【
国

語
】
A
1

世
界

に
ほ

こ
る

和
紙

【
社

会
】
A
2
・
3

届
け

よ
う
命

の
水

【
国

語
】
A
2
・
3

感
動

を
詩

に

【
国

語
】
A
1
・
2
・
4

ウ
ナ

ギ
の

な
ぞ

を
追

っ
て

【
国

語
】
A
1
・
2
・
4

も
し

も
の

時
に

備
え

よ
う

【
国

語
】
A
1
・
2
・
4

初
雪

の
ふ

る
日

【
国

語
】
A
1
・
2
・
4

調
べ

て
話

そ
う
、
生

活
調

査
隊

【
社

会
】
A
3
・
4

江
戸

の
文

化
を

伝
…

【
理

科
】
A
2
・
4

水
の

す
が

た
と
温

度

【
社

会
】
B
1

都
道

府
県

を
調

べ
…

【
算

数
】
B
3

グ
ラ

フ
や

表
を

使
っ
…

【
社

会
】
B
2

ご
み

の
処

理
と
再

利
用

【
国

語
】
B
3

新
聞

を
作

ろ
う

【
国

語
】
B
3
・
4

ク
ラ

ス
み

ん
な

で
決

…

【
理

科
】
B
2

月
や

星
の

見
え

方

【
総

合
】
B
1
・
2
・
3
・
4

み
ら

い
を

つ
く
る

ふ
じ

み
っ
こ

【
国

語
】
B
3

世
界

に
誇

る
和

紙【
社

会
】
B
2

郷
土

の
発

展
に

尽
く
す

【
国

語
】
B
1
・
4

も
し

も
の

時
に

備
え

よ
う

【
社

会
】
B
2

江
戸

の
文

化
を

今
に

伝
え

る
浅

草
の

…

【
国

語
】
B
1
・
3

調
べ

て
話

そ
う
生

活
調

査
隊

【
社

会
】
C
1
・
2

水
は

ど
こ

か
ら

【
理

科
】
C
3

電
流

の
は

た
ら

き

【
国

語
】
C
1
・
2

新
聞

を
作

ろ
う

【
理

科
】
C
1
・
2

あ
つ

く
な

る
と

【
学

活
】
C
4

悪
口

を
書

か
れ

た
ら

【
社

会
】
C
2

受
け

継
が

れ
る

祭
り

【
算

数
】
C
1
・
3

四
角

形
の

特
ち

ょ
…

【
学

活
】
C
4

ゲ
ー

ム
っ
て

楽
し

い
…

【
国

語
】
C
1
・
4

も
し

も
の

時
に

備
え

よ
う

【
理

科
】
C
1
・
2

寒
く
な

る
と

【
算

数
】
C
1
・
3

広
さ

の
表

し
方

を
…

【
国

語
】
C
1
・
3
・
4

調
べ

て
話

そ
う
、
生

活
調

査
隊

【
学

活
】
C
4

ゲ
ー

ム
ソ

フ
ト

の
か

…

【
国

語
】
A
3

白
い

ぼ
う
し

【
国

語
】
B
1

白
い

ぼ
う
し

【
国

語
】
B
1

ご
ん

ぎ
つ

ね

【
国

語
】
C
2

染
め

物
の

盛
ん

な
新

宿
区

【
社

会
】
B
2

水
は

ど
こ

か
ら

【
社

会
】
B
2

水
害

か
ら

く
ら

し
を

守
る

【
社

会
】
C
2

水
害

か
ら

く
ら

し
を

守
る

【
社

会
】
C
2

届
け

よ
う
命

の
水

【
国

語
】
C
2

世
界

と
つ

な
が

る
大

田
区

【
算

数
】
A
2

１
億

よ
り
大

き
い

数
…

【
算

数
】
B
2

そ
ろ

ば
ん

【
算

数
】
A
2

わ
り
算

の
筆

算
を

考
…

【
算

数
】
B
3

ど
の

よ
う
に

変
わ

る
か

…

【
算

数
】
A
2

広
さ

の
表

し
方

を
調

…

【
算

数
】
A
2

小
数

の
か

け
算

と
わ

…

【
算

数
】
B
3

箱
の

特
徴

を
調

べ
…

【
理

科
】
B
2

雨
水

の
ゆ

く
え

と
…

【
理

科
】
A
2

電
流

の
は

た
ら

き

【
理

科
】
B
2

あ
た

た
か

く
な

る
と

【
理

科
】
B
2

わ
た

し
の

研
究

【
理

科
】
B
3

と
じ

こ
め

た
空

気
と
水

【
理

科
】
B
3

物
の

体
積

と
温

度

【
理

科
】
A
2

物
の

あ
た

た
ま

り
方

【
理

科
】
B
2

寒
く
な

る
と

【
理

科
】
B
2

生
き

物
の

１
年

を
…

【
音

楽
】
A
3

歌
声

の
ひ

び
き

を
…

【
音

楽
】
A
2

い
ろ

い
ろ

な
リ
ズ

ム
…

【
音

楽
】
A
2

せ
ん

り
つ

の
重

な
り
…

【
音

楽
】
A
3

い
ろ

い
ろ

な
音

の
ひ

…

【
音

楽
】
A
3

日
本

の
音

楽
で

つ
…

【
音

楽
】
A
4

曲
の

気
分

を
感

じ
…

【
音

楽
】
C
1

ま
ぼ

ろ
し

の
花

【
音

楽
】
C
1

天
空

の
世

界

【
体

育
】
B
4

か
け

っ
こ

・
リ
レ

ー

【
体

育
】
A
4

体
ほ

ぐ
し

の
運

動

【
体

育
】
C
1

表
現

運
動

【
体

育
】
C
3

跳
び

箱
運

動

【
体

育
】
B
1

跳
び

箱
運

動

【
体

育
】
B
4

育
ち

ゆ
く
体

と
わ

た
し

【
体

育
】
A
3

育
ち

ゆ
く
体

と
わ

た
し

【
道

徳
】
B
3

梅
の

木
村

の
三

兄
弟

【
道

徳
】
A
4

紙
芝

居
を

作
っ
て

…

【
道

徳
】
C
4

大
き

な
絵

は
が

き

【
道

徳
】
A
4

世
界

の
小

学
生

【
外

国
語

】
C
1

ア
ル

フ
ァ
ベ

ッ
ト

で
…

【
外

国
語

】
B
4

ぼ
く
、
わ

た
し

の
一

日

【
総

合
】
B
4

都
道

府
県

親
善

…

【
総

合
】
C
2

都
道

府
県

親
善

…

【
総

合
】
A
2
・
4

地
球

の
環

境
の

た
め

に
、
自

分
た

ち
が

…

【
総

合
】
B
1
・
2
・
3
・
4

地
球

の
環

境
の

た
め

に
、
自

分
…

【
総

合
】
C
2

地
球

の
環

境
の

た
め

に
、
自

分
…

【
学

活
】
C
3

そ
う
じ

の
仕

方

【
音

楽
】
C
3

い
ろ

い
ろ

な
リ
ズ

ム
…

【
算

数
】
C
3

わ
り
算

の
筆

算
を

考
…

【
学

活
】
C
4

S
N

S
で

ど
う
伝

え
…



9
2

7
0

3
6

総 合 学 活理 科

時
数

1
7
8

6
2

6
0

1
0
8

3
5

3
5

1
0
7

3
月

2
5
0

令
和
４
年
度
　
学
習
の
基
盤
と
な
る
資
質
・
能
力
の
育
成
　
年
間
指
導
計
画
［
富
士
見
丘
小
学
校
］
　
　
【
第
４
学
年
】
　
　
教
科
別

９
月

4
月

5
月

6
月

7
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

国 語 社 会 算 数 図 工音 楽 道 徳体 育

外 国
語

B
2

B
3

B
4
(A
5
)

課
題
設
定
力

情
報
収
集
力

振
り
返
る
力

課
題
解
決
能
力

整
理
分
析
力

B
1

A
1

A
2

A
4

論
理
的
思
考
力

感
性
・
情
緒

伝
え
合
う
力

学
校
図
書
館

活
用
力

言
語
能
力 A
3

情
報
機
器
基
本

的
操
作

情
報
活
用
能
力

C
1

C
2

C
3

情
報
活
用
実
践
力

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

情
報
モ
ラ
ル

C
4

そ
ろ
ば
ん

B
2

B
4 わ

た
し
の
研
究

歌
声
の
ひ
び
き
を
感
じ

A
3

い
ろ
い
ろ
な
リ
ズ
ム
を

A
2

日
本
の
音
楽
で
つ
な
が

A
3

曲
の
気
分
を
感
じ
…

A
4

大
き
な
絵
は
が
き

C
4

広
さ
の
表
し
方
を
調
べ

A
2

グ
ラ
フ
や
表
を
使
っ
て

B
3

せ
ん
り
つ
の
重
な
り
を
…

A
2

い
ろ
い
ろ
な
音
の
ひ
び

A
3

ま
ぼ
ろ
し
の
花

C
1

A
4 体
ほ
ぐ
し
の
運
動

育
ち
ゆ
く
体
と
わ
た
し

A
3

A
3

ま
た
来
年
も
ま
っ
て
…

梅
の
木
村
の
三
兄
弟

B
3

A
4

紙
芝
居
を
作
っ
て
発
表

A
4 世
界
の
小
学
生

白
い
ぼ
う
し

A
3

B
1

１
億
よ
り
大
き
い
数
を

A
2

小
数
の
し
く
み
を
調
べ

A
2

わ
り
算
の
筆
算
を
考
え

A
2

お
よ
そ
の
数
の
表
し
方

A
2

四
角
形
の
特
徴
を
調
べ

C
1

ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か

B
3

小
数
の
か
け
算
と
わ
り

A
2

箱
の
特
徴
を
調
べ
よ
う

B
4

B
2 月
や
星
の
見
え
方

B
2

生
き
物
の
１
年
を
ふ
り

B
4

今
、
何
時
？

C
1

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
…

A
4

お
気
に
入
り
の
場
所
を

B
4

ぼ
く
、
わ
た
し
の
一
日

A
1

都
道
府
県
親
善
大
使
に
な
ろ
う

B
4

C
2

A
2

地
球
の
環
境
の
た
め
に
、
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と

A
4

B
1

C
3 そ
う
じ
の
仕
方

C
4

S
N
S
で
ど
う
伝
え
た
ら

百
科
事
典
で
の
調
べ
…

A
1

世
界
に
ほ
こ
る
和
紙

A
1

B
3

プ
ラ
タ
ナ
ス
の
木

A
3

図
書
館
の
達
人
に
…

A
1

ア
ッ
プ
と
ル
ー
ズ
で
伝
え
る

A
2

A
4

お
礼
の
気
持
ち
を
…

A
2

A
4

一
つ
の
花

A
2

A
4

ラ
ン
ド
セ
ル
は
海
を
…

A
2

A
4

ご
ん
ぎ
つ
ね

A
2

A
3

A
4

B
1

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
読
も

A
1

A
2

C
2

新
聞
を
作
ろ
う

A
1

A
2

A
4

C
1

C
2

B
3

ク
ラ
ス
み
ん
な
で
決
め

B
3

B
4

調
べ
て
話
そ
う
生
活
調
査
隊

A
1

A
2

C
1

C
4

A
4

B
1

B
3

も
し
も
の
時
に
備
え
よ
う

A
1

A
2

C
1

C
4

A
4

B
1

B
4

初
雪
の
ふ
る
日

A
1

A
2

A
4

ウ
サ
ギ
の
な
ぞ
を
追
っ

A
1

A
2

A
4

感
動
を
詩
に

A
2

A
3

都
道
府
県
を
調
べ
よ
う

B
1

水
は
ど
こ
か
ら

B
2

ご
み
の
処
理
と
再
利
用

B
2

水
害
か
ら
く
ら
し
を
守

B
1

受
け
継
が
れ
る
祭
り

C
2

届
け
よ
う
命
の
水

C
2

染
め
物
の
盛
ん
な
新
宿

C
2

江
戸
の
文
化
を
伝
え
る
浅
草
の
ま
ち

B
1

世
界
と
つ
な
が
る
大
田

C
2

C
1

C
2

C
2

C
3

B
2

あ
た
た
か
く
な
る
と

A
2 電
流
の
は
た
ら
き

B
2

雨
水
の
ゆ
く
え
と
地
面

B
3

と
じ
こ
め
た
空
気
と
水

B
3 物
の
体
積
と
温
度

A
2

物
の
あ
た
た
ま
り
方

B
2

寒
く
な
る
と

A
2

水
の
す
が
た
と
温
度

C
1

C
2

A
4

天
空
の
世
界

C
1

B
4

か
け
っ
こ
・
リ
レ
ー

表
現
運
動

C
1

跳
び
箱
運
動

B
1

C
3

B
4

A
1

ふ
ろ
し
き

B
2

B
3

B
4

C
2

C
4

悪
口
を
書
か
れ
た
ら

C
4

写
真
を
送
っ
て
と
…

C
4

ゲ
ー
ム
っ
て
楽
し
い
…

C
4

ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
の
か
…

C
3

C
3



４
月

５
月

６
月

７
月

９
月

１
０

月
１

１
月

１
２

月
１

月
２

月
３

月

課 題 解 決 能 力

Ｂ
１

課
題

設
定
力

Ｂ
２

情
報

収
集
力

Ｂ
３

整
理

分
析
力

Ｂ
４

振
り

返
る
力

情 報 活 用 能 力

Ｃ
１

情
報
機
器

基
本
操
作

Ｃ
２

情
報
活
用

実
践
力

Ｃ
３

プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ

Ｃ
４

情
報

モ
ラ
ル

令
和

４
年

度
　
学

習
の

基
盤

と
な

る
資

質
・
能

力
の

育
成

　
年

間
指

導
計

画
［

富
士

見
丘

小
学

校
］

　
　
【
第
５
学
年
】
　
　
資
質
・
能
力
別

資
 質

 ・
能

 力

言 語 能 力

A
１

図
書
館

活
用
力

A
２

論
理
的

思
考
力

A
３

感
性
・

情
緒
力

A
４

伝
え

合
う
力

【
国

語
】
A
3

な
ま

え
つ

け
て

よ

【
総

合
】
B
1
・
2

八
ヶ
岳

の
自

然
を

探
究

し
よ

う

【
社

会
】
A
2

水
産

業
の

さ
か

ん
…

【
理

科
】
C
1

天
気

の
変

化

【
算

数
】
C
3

多
角

形
の

し
く
み

【
国

語
】
A
1

図
書

館
を

使
い

こ
…

【
国

語
】
A
2

み
ん

な
が

過
ご

し
や

す
い

…

【
国

語
】
A
3

春
の

空 【
国

語
】
A
4

き
い

て
、
き

い
て

、
…

【
国

語
】
A
2

言
葉

の
意

味
が

…

【
国

語
】
A
3

古
典

の
世

界

【
国

語
】
A
3

日
常

を
十

七
音

で

【
国

語
】
A
1

目
的

に
応

じ
て

引
用

【
国

語
】
A
2
・
4

よ
り
よ

い
学

校
生

活
の

た
め

に

【
国

語
】
A
3

夏
の

夜 【
国

語
】
A
4

ど
ち

ら
を

え
ら

び
ま

…

【
国

語
】
A
1

統
計

資
料

の
読

…

【
国

語
】
A
1

作
家

で
広

げ
る

わ
…

【
国

語
】
A
3

秋
の

夕
暮

れ

【
国

語
】
A
1
・
2

グ
ラ

フ
や

表
を

用
い

て
書

こ
う

【
国

語
】
A
1

新
聞

を
読

も
う

【
国

語
】
A
3
・
4

た
ず

ね
び

と【
国

語
】
A
3

古
典

芸
能

の
世

界

【
国

語
】
A
1

や
な

せ
た

か
し

ー
ア

…

【
国

語
】
A
2

想
像

力
の

ス
イ

ッ
…

【
国

語
】
A
3

冬
の

朝

【
国

語
】
A
3

生
活

の
中

で
詩

を
…

【
国

語
】
A
1

こ
の

本
、
お

す
す

め
…

【
国

語
】
A
4

提
案

し
よ

う
言

葉
…

【
国

語
】
A
4

伝
わ

る
表

現
を

選
…

【
国

語
】
A
3
・
4

大
造

じ
い

さ
ん

と
ガ

…

【
理

科
】
B
2

物
の

と
け

方

【
国

語
】
B
3

グ
ラ

フ
や

表
を

用
い

て
書

こ
う

【
国

語
】
B
1
・
2

よ
り
よ

い
学

校
生

活
の

た
め

に

【
国

語
】
B
1

み
ん

な
が

過
ご

し
や

す
い

…

【
国

語
】
C
2

み
ん

な
が

過
ご

し
や

す
い

…

【
国

語
】
C
2

統
計

資
料

の
読

…

【
国

語
】
C
2

グ
ラ

フ
や

表
を

用
い

て
書

こ
う

【
社

会
】
C
２

情
報

を
伝

え
る

人
…

【
社

会
】
C
2

環
境

を
と
も

に
守

る

【
国

語
】
C
2

提
案

し
よ

う
言

葉
…

【
学

活
】
C
４

タ
ブ

レ
ッ
ト

、
パ

ソ
コ

…

【
学

活
】
C
４

そ
の

遊
び

方
だ

い
…

【
学

活
】
C
４

メ
デ

ィ
ア

の
特

性
を

…

【
学

活
】
C
４

匿
名

で
つ

ぶ
や

い
…

【
国

語
】
B
3

き
い

て
、
き

い
て

、
…

【
国

語
】
C
1

き
い

て
、
き

い
て

、
…

【
国

語
】
B
4

言
葉

の
意

味
が

…

【
国

語
】
C
1

日
常

を
十

七
音

で

【
国

語
】
C
1

や
な

せ
た

か
し

ー
ア

…

【
国

語
】
B
1

提
案

し
よ

う
言

葉
…

【
国

語
】
B
4

想
像

力
の

ス
イ

ッ
…

【
国

語
】
C
4

想
像

力
の

ス
イ

ッ
…

【
社

会
】
B
3

米
づ

く
り
の

さ
か

ん
…

【
社

会
】
B
3

自
然

条
件

と
人

々
…

【
社

会
】
B
3

国
土

の
気

候
と
地

…

【
社

会
】
C
1

米
づ

く
り
の

さ
か

ん
…

【
社

会
】
B
3

水
産

業
の

さ
か

ん
…

【
社

会
】
B
1

こ
れ

か
ら

の
食

料
…

【
社

会
】
A
1
・
4

こ
れ

か
ら

の
食

料
…

【
社

会
】
B
2

自
動

車
の

生
産

…

【
社

会
】
B
3

日
本

の
工

業
生

…

【
社

会
】
B
1

情
報

を
伝

え
る

人
…

【
社

会
】
A
1

日
本

の
工

業
生

…

【
社

会
】
A
2

情
報

を
伝

え
る

人
…

【
社

会
】
C
4

情
報

を
伝

え
る

人
…

【
社

会
】
A
2

く
ら

し
と
産

業
を

変
…

【
社

会
】
A
4

自
然

災
害

と
と
も

…

【
社

会
】
A
1

環
境

を
と
も

に
守

る

【
社

会
】
B
1

く
ら

し
と
産

業
を

変
…

【
社

会
】
B
3

く
ら

し
と
産

業
を

変
…

【
社

会
】
B
1
・
4

環
境

を
と
も

に
守

る

【
算

数
】
B
1

直
方

体
と
立

方
体

…

【
算

数
】
A
4

変
わ

り
方

を
調

べ
…

【
算

数
】
B
4

小
数

の
か

け
算

わ
り
…

【
算

数
】
C
2

合
同

な
図

形

【
算

数
】
C
2

四
角

形
の

角
を

調
…

【
算

数
】
A
2

分
数

の
た

し
算

と
…

【
算

数
】
A
2

比
べ

方
を

考
え

よ
う

【
算

数
】
B
4

四
角

形
と
三

角
…

【
算

数
】
B
3

割
合

を
グ

ラ
フ
に

…

【
算

数
】
C
2

割
合

を
グ

ラ
フ
に

…

【
算

数
】
C
3

多
角

形
と
円

を
く
…

【
理

科
】
A
2

電
流

を
生

み
出

す
力

【
理

科
】
B
2

植
物

の
発

芽
と
成

長

【
理

科
】
B
2

魚
の

た
ん

じ
ょ
う

【
理

科
】
B
2

花
か

ら
実

へ

【
理

科
】
C
1

台
風

と
天

気
の

変
化

【
理

科
】
C
1

流
れ

る
水

の
は

た
ら

き

【
理

科
】
B
2

流
れ

る
水

の
は

た
ら

き

【
理

科
】
C
2
・
3

物
の

と
け

方

【
算

数
】
A
2

立
体

を
く
わ

し
く
調

…

【
理

科
】
A
1

人
の

た
ん

じ
ょ
う

【
理

科
】
B
2

ふ
り
こ

の
き

ま
り

【
理

科
】
C
2

ふ
り
こ

の
き

ま
り

【
理

科
】
B
2

電
流

を
生

み
出

す
力

【
理

科
】
C
2

人
の

た
ん

じ
ょ
う

【
音

楽
】
A
2

音
の

重
な

り
を

感
じ

…

【
音

楽
】
A
3

歌
声

を
響

か
せ

て
…

【
音

楽
】
A
2

い
ろ

い
ろ

な
音

色
を

感
じ

取
ろ

う

【
音

楽
】
A
2

和
音

の
移

り
変

わ
り
…

【
音

楽
】
A
3

曲
想

の
変

化
を

感
…

【
音

楽
】
A
3

詩
と
音

楽
の

か
か

わ
り
を

味
わ

お
う

【
音

楽
】
A
3

日
本

の
音

楽
に

親
…

【
音

楽
】
A
4

思
い

を
表

現
に

生
か

そ
う

【
図

工
】
C
1

心
の

も
よ

う

【
図

工
】
C
3

動
く
ネ

コ

【
図

工
】
C
1

コ
リ
ン

ト
ゲ

ー
ム

【
社

会
】
C
3

く
ら

し
と
産

業
を

変
…

【
社

会
】
C
3

日
本

の
工

業
生

…

【
国

語
】
C
3

大
造

じ
い

さ
ん

と
ガ

…

【
音

楽
】
C
3

い
ろ

い
ろ

な
音

色
を

感
じ

取
ろ

う

【
道

徳
】
A
3

ひ
さ

の
星

【
学

活
】
C
4

使
い

過
ぎ

て
い

な
い

…

【
学

活
】
C
４

マ
ン

ガ
を

S
N

S
に

…



道 徳体 育家 庭図 工音 楽社 会 算 数

令
和
４
年
度
　
学
習
の
基
盤
と
な
る
資
質
・
能
力
の
育
成
　
年
間
指
導
計
画
［
富
士
見
丘
小
学
校
］
　
　
【
第
５
学
年
】
　
　
教
科
別

９
月

4
月

5
月

6
月

7
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

国 語

時
数

1
7
7

5
2

5
0

6
0

9
2

3
5

1
0
5

3
月

1
7
7

外 国
語

総 合理 科 学 活
3
6

1
0
0

7
2

7
0

B
2

B
3

B
4
(A
5
)

課
題
設
定
力

情
報
収
集
力

振
り
返
る
力

課
題
解
決
能
力

整
理
分
析
力

B
1

A
1

A
2

A
4

論
理
的
思
考
力

感
性
・
情
緒

伝
え
合
う
力

学
校
図
書
館

活
用
力

言
語
能
力 A
3

情
報
機
器
基
本

的
操
作

情
報
活
用
能
力

C
1

C
2

C
3

情
報
活
用
実
践
力

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

情
報
モ
ラ
ル

C
4

合
同
な
図
形

C
2

歌
声
を
ひ
び
か
せ
て
心

A
3

割
合
を
グ
ラ
フ
に
表
そ

B
3

変
わ
り
方
を
調
べ
よ
う

A
4

心
の
も
よ
う

C
1

直
方
体
と
立
方
体
の
…

B
1

小
数
の
か
け
算
、
わ
り

B
4

四
角
形
の
角
を
調
べ
よ

C
2

分
数
の
た
し
算
と
引
き

A
2

比
べ
方
を
考
え
よ
う

A
2

四
角
形
と
三
角
形
の
面

B
4

多
角
形
と
円
を
く
わ
し

C
3

立
体
を
く
わ
し
く
調
べ

A
2

C
4

そ
の
遊
び
方
大
丈
夫
？

作
家
で
広
が
る
わ
た
…

A
1

図
書
館
を
使
い
こ
な
そ

A
1

言
葉
の
意
味
が
分
か
る

A
2

B
4

日
常
を
１
７
音
で

A
3

C
1

ど
ち
ら
を
選
び
ま
す
…

A
4

国
土
の
気
候
と
地
形
…

B
3

自
然
条
件
と
人
々
の
…

B
3

水
産
業
の
さ
か
ん
な
…

A
2

自
動
車
の
生
産
に
は
げ

B
2

B
3

動
く
ネ
コ

C
3

表
現
運
動

A
3

C
4

そ
の
遊
び
方
大
丈
夫
？

き
い
て
き
い
て
き
い
て
み

A
4

B
3

C
1

古
典
芸
能
の
世
界

A
3

想
像
力
の
ス
イ
ッ
チ
…

A
2

B
4

C
4

提
案
し
よ
う
、
言
葉
と

A
4

B
1

C
2

大
造
じ
い
さ
ん
と
ガ
ン

A
3

な
ま
え
を
つ
け
て
よ

A
3

み
ん
な
が
過
ご
し
や
す

A
2

B
1

C
2

春
の
空

A
3

夏
の

夜

A
3

古
典
の
世
界

A
3

目
的
に
応
じ
て
引
用
…

A
1

新
聞
を
読
も
う

A
1

統
計
資
料
の
読
み
…

A
1

グ
ラ
フ
や
表
を
用
い
て
書
こ
う

A
1

B
3

C
2

A
2

よ
り
よ
い
学
校
生
活
の
た
め
に

A
2

A
4

B
1

B
2

秋
の
夕
暮
れ

A
3

や
な
せ
た
か
し
ア
ン
パ

A
1

C
1

た
ず
ね
び
と

A
3

A
4

冬
の

朝

A
3

こ
の
本
、
お
す
す
め
…

A
1

伝
わ
る
表
現
を
選
ん
…

A
4

生
活
の
中
で
詩
を
…

A
3

米
づ
く
り
の
さ
か
ん
な

B
3

C
1

こ
れ
か
ら
の
食
料
生
産

A
1

A
4

B
1

日
本
の
工
業
生
産
の
今

A
1

B
3

情
報
を
伝
え
る
人
々
と

A
2

B
1

C
4

く
ら
し
と
産
業
を
変
え

A
2

B
1

自
然
災
害
と
と
も
に
生

A
4

B
3

環
境
を
と
も
に
守
る

A
1

B
1

B
4

C
2

音
の
重
な
り
を
感
じ
取

A
2

い
ろ
い
ろ
な
音
色
を
感
じ
取
ろ
う

A
2

和
音
の
移
り
変
わ
り
を

A
2

曲
想
の
変
化
を
感
じ
…

A
3

詩
と
音
楽
の
か
か
わ
り
を
味
わ
お
う

A
3

日
本
の
音
楽
に
親
し
も

A
3

天
気
の
変
化

C
1

植
物
の
発
芽
と
成
長

B
2

魚
の
た
ん
じ
ょ
う

B
2

花
か
ら
身
へ

B
2

台
風
と
天
気
の
変
化

C
1

流
れ
る
水
の
は
た
ら
き

B
2

C
1

物
の
と
け
方

B
2

C
2

人
の
た
ん
じ
ょ
う

A
1

C
2

電
流
が
生
み
出
す
力

A
4

B
2

ふ
り
こ
の
き
ま
り

B
2

C
2

思
い
を
表
現
に
生
か
そ
う

A
4

コ
リ
ン
ト
ゲ
ー
ム

C
1

C
4

マ
ン
ガ
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
…

C
4

匿
名
で
つ
ぶ
や
い
た
…

A
1

み
ら
い
を
つ
く
る
富
士
見
っ
子

八
ヶ
岳
の
自
然
を
探
求
し
よ
う

B
1

B
2

B
3

B
4

C
1

C
2

B
4

外
国
の
人
に
自
己
紹
介

B
3

大
き
な
事
故
を
呼
ぶ
…

A
3 一
本
松
は
語
っ
た

A
3

ひ
さ
の
星

こ
れ
っ
て
権
利
？
義

B
3

B
4

日
本
の
素
敵
を
紹
介
し

B
4

地
域
の
お
す
す
め
を
紹

B
4 短
距
離
・
リ
レ
ー

C
1

ハ
ー
ド
ル
走

C
1

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

B
4

跳
び
箱
運
動

C
1

マ
ッ
ト
運
動

C
1

怪
我
の
防
止

B
1

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

B
4

C
2

B
3

わ
た
し
の
生
活

大
発

C
1

ひ
と
針
に
心
を
込
め
て

B
1

持
続
可
能
な
く
ら
し
へ

B
4

物
を
生
か
し
て
住
み
や

C
1 ミ
シ
ン
に
ト
ラ
イ
！
手
作
り
で
楽
し
い
生
活

C
3

C
3

C
3

A
4

C
3

C
3

C
4

タ
ブ
レ
ッ
ト
、
パ
ソ
コ

C
4

使
い
過
ぎ
て
い
な
い
か

C
4

メ
デ
ィ
ア
の
特
性
を
…



４
月

５
月

６
月

７
月

９
月

１
０

月
１

１
月

１
２

月
１

月
２

月
３

月

課 題 解 決 能 力

Ｂ
１

課
題

設
定
力

Ｂ
２

情
報

収
集
力

Ｂ
３

整
理

分
析
力

Ｂ
４

振
り

返
る
力

情 報 活 用 能 力

Ｃ
１

情
報
機
器

基
本
操
作

Ｃ
２

情
報
活
用

実
践
力

Ｃ
３

プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ

Ｃ
４

情
報

モ
ラ
ル

令
和

４
年

度
　
学

習
の

基
盤

と
な

る
資

質
・
能

力
の

育
成

　
年

間
指

導
計

画
［

富
士

見
丘

小
学

校
］

　
　
【
第
６
学
年
】
　
　
資
質
・
能
力
別

資
 質

 ・
能

 力

言 語 能 力

A
１

図
書
館

活
用
力

A
２

論
理
的

思
考
力

A
３

感
性
・

情
緒
力

A
４

伝
え

合
う
力

【
国

語
】
A
1

地
域

の
施

設
を

活
…

【
音

楽
】
A
4

歌
声

を
響

か
せ

て
…

【
体

育
】
C
1

短
距

離
・
リ
レ

ー

【
国

語
】
A
3

帰
り

道

【
国

語
】
A
2

時
計

の
時

間
と
心

…

【
国

語
】
A
3

春
の

い
ぶ

き

【
国

語
】
A
2
・
4

聞
い

て
考

え
を

深
め

…

【
国

語
】
A
3

た
の

し
み

は

【
国

語
】
A
4

い
ち

ば
ん

大
事

な
も

の
は

【
国

語
】
A
3

夏
の

さ
か

り

【
国

語
】
A
2

私
た

ち
に

で
き

る
こ

と

【
国

語
】
A
1

森
へ

私
と
本

【
国

語
】
A
1

利
用

案
内

を
読

も
う

【
国

語
】
A
1
・
2

日
本

文
化

を
発

信
…

【
国

語
】
A
2

大
切

に
し

た
い

言
葉

【
国

語
】
A
4

み
ん

な
で

楽
し

く
過

ご
す

た
め

に

【
国

語
】
A
3

や
ま

な
し

【
国

語
】
A
3

秋
深

し

【
国

語
】
A
3

狂
言

柿
山

伏

【
国

語
】
A
1

人
を

ひ
き

つ
け

る
表

現

【
国

語
】
A
2

今
、
私

は
、
ぼ

く
は

【
国

語
】
A
2
・
4

メ
デ

ィ
ア

と
人

間
社

会

【
国

語
】
A
2
・
4

思
い

出
を

言
葉

に

【
国

語
】
A
3

冬
の

お
と
ず

れ

【
国

語
】
A
3
・
4

海
の

命

【
国

語
】
A
4

中
学

校
へ

つ
な

げ
よ

う

【
国

語
】
B
2

聞
い

て
考

え
を

深
め

…

【
国

語
】
B
3

私
た

ち
に

で
き

る
こ

と

【
総

合
】
B
1
・
2
・
3
・
4

日
光

に
つ

い
て

調
べ

よ
う

【
国

語
】
B
1
・
3
・
4

み
ん

な
で

楽
し

く
過

ご
す

た
め

に

【
家

庭
科

】
B
1

く
ふ

う
し

よ
う

お
い

し
い

食
事

【
理

科
】
B
2

大
地

の
つ

く
り

【
道

徳
】
B
3

手
品

師

【
道

徳
】
B
3

手
品

師

【
算

数
】
B
1
・
4

算
数

の
学

習
を

仕
…

【
社

会
】
B
1
・
2

日
本

と
つ

な
が

り
の

…

【
国

語
】
B
1

思
い

出
を

言
葉

に

【
総

合
】
B
1
・
2
・
3
・
4 マ

イ
・

ド
リ

ー
ム

【
国

語
】
C
1

森
へ

私
と
本

【
国

語
】
C
2

た
の

し
み

は

【
国

語
】
C
2

わ
た

し
に

で
き

る
こ

と

【
学

活
】
C
4

写
真

を
公

開
す

る
…

【
国

語
】
C
1

利
用

案
内

を
読

も
う

【
国

語
】
C
2

日
本

文
化

を
発

信
…

【
国

語
】
C
1

大
切

に
し

た
い

言
葉

【
算

数
】
C
2

デ
ー

タ
の

調
べ

方

【
学

活
】
C
4

情
報

を
上

手
に

整
…

【
体

育
】
C
2

跳
び

箱
・
マ

ッ
ト

【
国

語
】
C
2

今
、
私

は
、
ぼ

く
は

【
学

活
】
C
4

Ｓ
Ｎ

Ｓ
で

知
り
合

っ
…

【
算

数
】
A
4

文
字

と
式

【
算

数
】
B
3

分
数

の
か

け
算

、
わ

…

【
算

数
】
B
4 比

【
算

数
】
B
1
・
2

円
の

面
積

【
算

数
】
A
4

お
よ

そ
の

面
積

と
…

【
算

数
】
C
3

並
べ

方
と
組

合
せ

【
音

楽
】
A
2

い
ろ

い
ろ

な
音

色
…

【
音

楽
】
A
2

旋
律

の
特

徴
を

…

【
音

楽
】
A
2

い
ろ

い
ろ

な
和

音
の

…

【
音

楽
】
A
3

曲
想

の
変

化
を

…

【
音

楽
】
A
3

詩
と
音

楽
の

関
り
…

【
音

楽
】
A
3

日
本

や
世

界
の

音
…

【
音

楽
】
A
4

音
楽

で
思

い
を

伝
…

【
図

工
】
C
1

ベ
ス

ト
シ

ョ
ッ
ト

【
図

工
】
C
3

あ
じ

さ
い

畑

【
図

工
】
C
1

マ
イ

オ
ブ

ジ
ェ

【
図

工
】
C
1

ふ
し

ぎ
な

風
景

【
図

工
】
C
3

星
の

模
様

【
家

庭
】
C
3

工
夫

し
て

お
い

し
い

…

【
理

科
】
C
3

電
気

の
利

用

【
算

数
】
C
1
・
3

対
称

な
図

形

【
総

合
】
B
1
・
2
・
3
・
4

世
界

の
人

々
と
知

り
合

お
う

【
社

会
】
A
2

憲
法

と
私

た
ち

の
暮

…

【
社

会
】
B
1

憲
法

と
私

た
ち

の
暮

…

【
社

会
】
A
2

私
た

ち
の

暮
ら

し
を

…

【
社

会
】
B
1

私
た

ち
の

暮
ら

し
を

… 【
社

会
】
C
1

大
陸

に
学

ん
だ

国
…

【
社

会
】
B
3

近
代

国
家

を
目

指
…

【
社

会
】
C
2

近
代

国
家

を
目

指
…

【
社

会
】
A
2

平
和

で
豊

か
な

暮
…

【
社

会
】
A
3

平
和

で
豊

か
な

暮
…

【
社

会
】
A
1

日
本

と
つ

な
が

り
の

…

【
社

会
】
B
4

地
球

規
模

の
課

題
…

【
社

会
】
A
4

地
球

規
模

の
課

題
…

【
社

会
】
C
2

地
球

規
模

の
課

題
…

【
社

会
】
C
2

平
和

で
豊

か
な

暮
…

【
社

会
】
A
4

全
国

統
一

へ
の

…

【
算

数
】
A
2

算
数

卒
業

旅
行

【
算

数
】
C
3

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
体

験

【
理

科
】
C
1

物
の

燃
え

方
と
空

気

【
理

科
】
A
1

動
物

の
か

ら
だ

と
…

【
理

科
】
A
1

植
物

の
か

ら
だ

と
…

【
理

科
】
B
2

生
き

物
の

暮
ら

し
と
…

【
家

庭
】
C
1

楽
し

く
ソ

ー
イ

ン
グ

【
理

科
】
C
2

て
こ

の
は

た
ら

き

【
理

科
】
B
2

電
気

の
利

用

【
理

科
】
A
4

電
気

の
利

用

【
理

科
】
A
1

て
こ

の
は

た
ら

き

【
家

庭
】
B
3

私
た

ち
の

生
活

時
間

【
理

科
】
C
2

大
地

の
つ

く
り

【
家

庭
】
B
4

共
に

生
き

る
生

活

【
家

庭
】
C
3

ク
リ
ー

ン
大

作
戦

【
国

語
】
C
2

地
域

の
施

設
を

利
…

【
体

育
】
C
4

短
距

離
・
リ
レ

ー

【
体

育
】
A
3

表
現

運
動

【
体

育
】
A
1

跳
投

２
種

競
技

【
体

育
】
B
4

シ
ー

ト
バ

ス
ケ

ッ
ト

【
体

育
】
A
1

跳
投

２
種

競
技

【
体

育
】
C
1

怪
我

の
防

止

【
体

育
】
C
2

ゾ
ー

ン
サ

ッ
カ

ー

【
外

国
語

】
B
4

H
o
w

 i
s 

y
o
u
r 

…

【
外

国
語

】
B
4

L
e
t'
s

th
in

k
  

…

【
外

国
語

】
B
4

M
y
 F

u
tu

re
 …

【
総

合
】
A
4

日
光

に
つ

い
て

…

【
総

合
】
A
4

世
界

の
人

々
と
…

【
総

合
】
A
4

マ
イ

・
ド

リ
ー

ム

【
総

合
】
C
2

マ
イ

・
ド

リ
ー

ム

【
総

合
】
C
2

世
界

の
人

々
と
…

【
総

合
】
C
2

日
光

に
つ

い
て

…

【
道

徳
】
C
４

自
分

と
相

手
と
の

…

【
道

徳
】
C
4

あ
な

た
は

ど
う
考

え
る

【
学

活
】
C
4

軽
い

気
持

ち
で

…



1
0
5

7
0

3
6

学 活

外 国
語

総 合理 科

時
数

1
7
5

5
1

5
0

5
5

9
0

3
5

1
0
5

3
月

1
7
5

令
和
４
年
度
　
学
習
の
基
盤
と
な
る
資
質
・
能
力
の
育
成
　
年
間
指
導
計
画
［
富
士
見
丘
小
学
校
］
　
　
【
第
６
学
年
】
　
　
教
科
別

９
月

4
月

5
月

6
月

7
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

国 語 社 会 算 数 図 工音 楽 体 育家 庭 道 徳

B
2

B
3

B
4
(A
5
)

課
題
設
定
力

情
報
収
集
力

振
り
返
る
力

課
題
解
決
能
力

整
理
分
析
力

B
1

A
1

A
2

A
4

論
理
的
思
考
力

感
性
・
情
緒

伝
え
合
う
力

学
校
図
書
館

活
用
力

言
語
能
力 A
3

情
報
機
器
基
本

的
操
作

情
報
活
用
能
力

C
1

C
2

C
3

情
報
活
用
実
践
力

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

情
報
モ
ラ
ル

C
4

比

B
4

歌
声

を
ひ

び
か

せ
て

心

A
3

文
字

と
式

A
4 ベ

ス
ト

シ
ョ

ッ
ト

C
1

対
称

な
図

形

C
1

分
数

の
か

け
算

、
わ

り

B
3

円
の

面
積

B
1

お
よ

そ
の

面
積

と
体

積

A
4

並
べ

方
と

組
合

せ

C
3

デ
ー

タ
の

調
べ

方

C
2

算
数

卒
業

旅
行

A
2

C
4

写
真

を
公

開
す

る
前

に

利
用

案
内

を
読

も
う

A
1

地
域

の
施

設
を

活
用

…

A
1

た
の

し
み

は

A
3

C
2

狂
言

柿
山

伏

A
3

憲
法

と
私

た
ち

の
暮

ら

A
2

私
た

ち
の

暮
ら

し
を

支

A
2

星
の

模
様

C
3

表
現

運
動

A
3

大
切

に
し

た
い

言
葉

A
2

海
の

命

A
3

A
4

帰
り

道

A
3

時
計

の
時

間
と

心
…

A
2

森
へ

私
と

本

A
3

や
ま

な
し

A
3

み
ん

な
で

楽
し

く
過

ご
す

た
め

A
1

B
3

B
4

B
1

今
、

私
は

、
ぼ

く
は

A
1

中
学

校
へ

つ
な

げ
よ

う

A
4

メ
デ

ィ
ア

と
人

間
社

会

A
2

全
国

統
一

へ
の

動
き

A
4

平
和

で
豊

か
な

暮
ら

し

A
2

B
3

C
2

日
本

と
つ

な
が

り
の

深

A
1

B
1

地
球

規
模

の
課

題
の

解

A
4

B
4

C
2

音
の

重
な

り
を

感
じ

取

A
2

い
ろ

い
ろ

な
音

色
を

感
じ

A
2

い
ろ

い
ろ

な
和

音
の

移

A
2

曲
想

の
変

化
を

感
じ

…

A
3

詩
と

音
楽

の
か

か
わ

り
を

味
わ

お
う

A
3

日
本

の
音

楽
に

親
し

も

A
3

物
の

燃
え

方
と

空
気

C
1

動
物

の
体

の
は

た
ら

き

A
1

生
き

物
の

暮
ら

し
と

…

B
2

大
地

の
つ

く
り

B
2

電
気

の
利

用

A
4

B
2

思
い

を
表

現
に

生
か

そ
う

A
4

C
4

情
報

を
上

手
に

整
理

…

C
4

Ｓ
Ｎ

Ｓ
で

知
り

合
っ

た

B
4

H
o
w

 i
s
 y

o
u

r 

手
品

師

B
3

B
4 短

距
離

・
リ

レ
ー

C
1

跳
投

２
種

競
技

C
1

シ
ー

ト
バ

ス
ケ

ッ
ト

B
4

跳
び

箱
運

動

C
1

マ
ッ

ト
運

動

C
1

怪
我

の
防

止
フ

リ
ー

ゾ
ー

ン
サ

ッ

C
2

C
1

B
3

わ
た

し
の

生
活

時
間

C
1

楽
し

く
ソ

ー
イ

ン
グ

B
4 共

に
生

き
る

生
活

近
代

国
家

を
目

指
し

て

B
3

C
2

C
3

春
の

い
ぶ

き

A
3

C
2

聞
い

て
考

え
を

深
め

…

A
2

A
4

B
2

C
1

私
た

ち
に

で
き

る
こ

と

A
2

B
3

C
2

い
ち

ば
ん

大
事

な
も

の

A
4

夏
の

さ
か

り

A
3

C
1

秋
探

し

A
3

日
本

文
化

を
発

信
…

A
1

A
2

C
2

C
1

人
を

ひ
き

つ
け

る
表

現

A
1

C
2

冬
の

お
と

ず
れ

A
3

A
4

C
2

思
い

出
を

言
葉

に

A
2

A
4

B
1

B
1

B
1

B
2

B
2

C
3

算
数

の
学

習
を

仕
上

げ

B
1

B
4

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
を

体

A
3

植
物

の
体

の
は

た
ら

き

A
1

て
こ

の
は

た
ら

き

A
1

C
1

旋
律

の
特

徴
を

生
か

し

A
2

あ
じ

さ
い

畑

C
3

ふ
じ

ぎ
な

風
景

C
1

マ
イ

オ
ブ

ジ
ェ

C
1

C
3

C
3 ク

リ
ー

ン
大

作
戦

B
4

L
e
t'

s
th

in
k
 a

b
o
u

t 

B
4

M
y 

F
u

tu
re

 M
y 

…

A
4

日
光

に
つ

い
て

調
べ

よ
う

B
1

B
2

B
3

B
4

C
2

A
4

世
界

の
人

々
と

知
り

合
お

う

B
1

B
2

B
3

B
4

C
2

A
4

マ
イ

・
ド

リ
ー

ム

B
1

B
2

B
3

B
4

C
2

C
4

自
分

と
相

手
と

の
…

あ
な

た
は

ど
う

考
え

る

C
4

C
4 軽

い
気

持
ち

で
…



プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

的
思
考

情
報
の

科
学
的
な

理
解

情
報
活
用

の
実
践
力

情
報
社
会

に
参
画

す
る
態
度

知
識
・技
能

思
考
力

判
断
力

表
現
力

学
び
に

向
か
う
力

人
間
性

４
月

５
月

６
月

７
月

９
月

１
０
月

１
１
月

１
２
月

１
月

２
月

３
月

【
国
語
】
C
3

じ
ど
う
し
ゃ
ず
か
ん
…

【
国
語
】
C
3

こ
れ
は
な
ん
で
し
ょ
う

【
学
活
】
C
3

テ
キ
シ
コ
ー
段
取
り

【
算
数
】
C
3

お
お
き
い
か
ず

【
音
楽
】
C
3

ド
レ
ミ
と
な
か
よ
く
…

【
算
数
】
C
3

ひ
っ
算
の
仕
方
を
考
え
…

【
算
数
】
C
3

お
お
き
い
か
ず

【
国
語
】
C
２
・
3

　
お
も
ち
ゃ
の
作
り
方
…

【
音
楽
】
C
3

音
を
あ
わ
せ
て
楽
し
も
う

【
算
数
】
C
3

大
き
い
数
の
か
け
…

【
国
語
】
C
1
・
3

ロ
ー
マ
字

【
学
活
】
C
3

L
E
G
O
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

【
音
楽
】
C
3

拍
の
流
れ
に
そ
っ
て
…

【
理
科
】
C
3

風
や
ゴ
ム
で
動
か
そ
う

【
図
工
】
C
3

う
ご
く
さ
か
な

【
学
活
】
C
3

そ
う
じ
の
仕
方

【
音
楽
】
C
3

い
ろ
い
ろ
な
リ
ズ
ム
…

【
体
育
】
C
3

跳
び
箱
運
動

【
理
科
】
C
3

電
流
の
は
た
ら
き

【
算
数
】
C
3

わ
り
算
の
筆
算
を
考
…

【
体
育
】
C
3

跳
び
箱
運
動

【
算
数
】
C
1
・
3

広
さ
の
表
し
方
を
…

【
国
語
】
C
1
・
3
・
4

調
べ
て
話
そ
う
生
活
調
…

【
音
楽
】

い
ろ
い
ろ
な
音
色
を
感
…

【
国
語
】

大
造
じ
い
さ
ん
と
ガ
…

【
図
工
】

動
く
ネ
コ

【
算
数
】

多
角
形
の
し
く
み

【
算
数
】

多
角
形
と
円
を
く
…

【
社
会
】

日
本
の
工
業
生
…

【
社
会
】

く
ら
し
と
産
業
を
変
…

【
算
数
】

対
称
な
図
形

【
家
庭
】

工
夫
し
て
お
い
し
い
…

【
図
工
】

あ
じ
さ
い
畑

【
算
数
】

並
べ
方
と
組
合
せ

【
図
工
】

星
の
模
様

【
理
科
】

電
気
の
利
用

【
図
工
】

ク
リ
ー
ン
大
作
戦

【
算
数
】

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
さ

れ
た

道
具

等
を

活
用

し
よ

う
と

す
る

。

順
序

・分
岐

の
理

由
や

必
要

性
を

明
ら

か
に

す
る

。

一
連

の
活

動
の

順
序

や
分

岐
を

整
理

す
る

。

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
さ

れ
た

道
具

等
を

目
的

に
応

じ
て

活
用

し
よ

う
と

す
る

１
　
学
　
期

目 　 指 　 す 　 資 　 質 　 ・ 　 能 　 力

順
序

や
制

御
･

演
算

･分
岐

を
意

図
し

て
設

定
で

き
る

。

結
果

を
予

測
し

、
順

序
を

考
え

な
が

ら
命

令
や

条
件

を
組

み
立

て
る

。

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
の

働
き

を
、

よ
り

よ
い

生
き

方
や

社
会

づ
く

り
に

生
か

そ
う

と
す

る
。

１ 年 生 ２ 年 生 ３ 年 生 ４ 年 生 ５ 年 生 ６ 年 生

物
事

に
は

順
序

が
あ

る
こ

と
。

順
序

に
従

っ
て

行
動

す
る

。

令
和
４
年
度
　
富
士
見
丘
小
学
校
　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
）
　
年
間
指
導
計
画
〔
素
案
〕

　
自

分
が

意
図

す
る

一
連

の
活

動
を

実
現

す
る

た
め

に
、

ど
の

よ
う

な
動

き
の

組
合

せ
が

必
要

で
あ

り
、

一
つ

一
つ

の
動

き
に

対
応

し
た

記
号

を
、

ど
の

よ
う

に
組

み
合

 わ
せ

た
ら

い
い

の
か

、
記

号
の

組
合

せ
を

ど
の

よ
う

に
改

善
し

て
い

け
ば

、
よ

り
意

図
し

た
活

動
に

近
づ

く
の

か
、

と
い

っ
た

こ
と

を
論

理
的

に
考

え
て

い
く

力
　

児
童

が
プ

ロ
グ

ラ
ミ
ン

グ
を

体
験

し
な

が
ら

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
に

意
図

し
た

処
理

を
行

わ
せ

る
た

め
に

必
要

な
論

理
的

思
考

力
を

身
に

付
け

る
た

め
の

学
習

活
動

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育

情 報 活 用 能

力 の 観 点

２
　
学
　
期

３
　
学
　
期


